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同じ建て坪なら 倍ぐらいには使え ます

事 務 所 ・工場・1 f 障な ど、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V } をご 利 用 く だ さ し、。 中柱が不要で¥問円、 屋 内 ス ペ ー スが

広く とれ 、 同 じ建て上ドなら、まず、情くやら い に 活 用 ていき、合理的です 。 強 靭 で 耐 久 性

に富 み 、建 築 も 簡 単 。 360積 以 上 の 棋 準設 計 を 用 意 し て い ます 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

- _ ， 
令 官 室 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

h  



謹 賀 新 年

1 9 6 9  

年 頭 の こ と ば 日本建築協会会長 東 畑 謙 三

昭和四十四年を迎え建築界は本年ニそ一つの節 (ふし ) を形造る

年とも雷い得られ、また百花の咲き揃う年とも言い得られよう 。

建築界の発展は言うまでもなく日本の産業経済の発展と表裏を

なすものであるが、こニ数年にわたり日本の経済的発展は全〈驚

異的なものがあった 。その上昇カーブが余りに急激だったために

何かと前後歩調の揃わぬとニろがあったのも事実である 。 ところ

がこの上昇率も本年度はようやく緩慢になり、やおもすれば水平

になろうとしている 。 ニの辺で一つの節が出来てまた再び新しい

芽が出来る年とでも言えよう 。 ニれに対応するためには建築界も

また組織の大型化、建築技術の量産化、実現期間のスピード化、

これらが本年度の課題と言わねばならぬ。行政方面ではすでに広

域地域の指定構想もまとまり、また建築基準法の改正により容積

率による高層建築の実現化等がいよいよ出発するし、また施工方

面ではプレハブ式の工法、大量生産的な工法による期間のスピー

ド化、等が大いに進むであろう 。

もう一つの特殊なニとは万博施設建設の最終年度であるという二

とである 。大阪を中心として考えるならば近年すべての建設工事

は万博中心に行なわれてきたと言ってもよいのであるが、建設に

関しては本年末がすべての完成の時期となる 。言わば数年間の培

い養った努力がみのって一度に花が咲き揃う年でもある 。その施

行状態は今日のところや B おくれ気味ではあるが、驚異的な発展

をとげた日本の経済力をバックに建築界の底力を万国にみせるべ

き年でもある 。



旭光学益子工場

所 在 地 栃 木 県 芳 賀 郡 益 子 町 大 字 塙

建築面積 9. 408m'  

延 面 積 l O. 690m'  

m造規模 工場練、 S 造、 1 F  

設計施工戸田建設株式会社

管理棟、 R C造、 3 F  

工 期 昭 和42年 9 月ー昭和43年 8 月

昭和43年中に媛工した新建築 ・PR



設 計

所 在 地

建築面積

延 商 積

精進規僕

工 期

κκ 松田平 悶坂 本設計 ｾ ｉｊＮ務所

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通

667. 662m
2  

7，218. 622m
2  

S R C、B 2 、 9 F 、 P 2

昭和41年 3 月~昭和43年 l 月

商工組合中央金庫大阪支庖

施 工 戸 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

昭 和43年中に 綾エし た新建築 ・P R -ーーーーーー



旬、<<I(/(1.掬OJ，4焔

グランドホテル「フゃル 一城崎」

施 工 株 式 会 社 j菱沼事E

昭 和43年中 に竣工し た新建築 ・P R

殺 計 三 111 也 築 設 計 事 務 所

所( F . J血 兵Ii F県械的郎城崎町

U: ，¥'[: 鏑R 向 1 2 2 9  

延 而 111 9.21Om

2  

機iE健 悦 鉄 筋 コンクリ ー ト、 6 F 、P 1  

仁 1切 ｒ ＡＧｬＡＱ ｉｂ 年 ｬ 円 Ｍｒ 召和 Ｔｾ (f 10月



写真純供 r建築文化J 織影岡本茂男

施 工

所 在 地

延 面 積

t構造規模

工 期

安 宅 建 設 工 業 株 式 会 社

広 島 県 福 山 市 新 i屋 町

5. 275. 77m'  

鉄骨造平屋建、 一部 2 階建

昭和42年 11 月ー昭和43年 7 月

千代田紙工業福山工場

設 計 安 宅 エ ン ヂ ニ ヤ リ ン グ 株 式 会 社

施 工 安 宅 建 設 工 業 株 式 会 社

昭和43年中に 竣工した新建築 ・P R



大阪合同庁舎第 2 号館

施 工 株 式 会 社 大 林 組

一 一 ー 一 昭和何年中に峻工した新建築 ・PR

- *τ3  

訟 計

所 在 地

延 面 積

構造規様

工 期

i! i : 織 地 方 建 設 局

大 阪 市 東 区 法 円 坂 町

17，560m
2  

S R C . B 3 . 8 F . P 4  

昭和40年11月~昭和43年 6 月
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所 在 地

建築面積

延 面 積

構 造 規 模

工 期

大阪市東淀川区十三南之町

2，710m
2  

27 ，750m'  

S R C . l l F 、 P 3

昭和42年 2 月ー昭和43年 9 月

新北野分譲住宅

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 唐

昭 和43年中に竣工した新建築 ・P R一一一ー



西本願寺無量寿堂

設計施工 清水建設株式会社大阪支庖

一 一 ー 一昭和43年中 に唆工した新建築 ・P R

所 在 地

ill 築面li

延 商 般

消i主規模

工 期

京 都 市 東 山 区 大 谷 本 廟 境 内

2，939m'  

18，423m'  

S R C、 B 6 、 4 F  

昭和41年 3 月~昭和43年 12月



政 計 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

株式会社 大 阪 建 築 事 務 所

所 在 地 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 通 4

延 而 償 27 ，179m'  

h'll j監視悦 S R C ( I - 4 F )  

R C ( 5 - 11 F ) 、11階建 3 練

工 期 昭 和41 年 9 月~昭和43年 2 月

住吉市街地住宅

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

昭和43年中に 竣工し た新建築 ・P R



象印マホービン株式会社大阪工場

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

昭和43年中に竣工した新建築 ・P R

設 計

所 在 地

主主築商事

延 函 術

情i量規模

期

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

大 阪 府 大 東市大字中垣内124

6，882 .24 m
2  

15 ，518. 924m
2  

S R C、 3 F 及 び 4 F  

昭和42年 8 月~昭和43年 8 月



.  
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周 回 目 ・

所 在 地 滋 賀 県 愛 知 郡 愛 知 川 町 愛 知 川

往 築 商 積 9，809m'  

延 面 積 12，606m'  

精進規模 ｩ ｊｾ Ｚｪｪ約束、工場棟、 ｒ ｃ 造

倉 庫 線、 S 造

工 JUI 昭和42年 10月 ~昭和43年 7 月

三笠コカコーラボトリング第二工 場

設計施工大成建設株式会社大阪支底

昭和43年中に竣工した新種築・ P R



京都産業大学 5 号館 ・6 号館

設計施工株式会社藤田組大阪支庖

ー ー ー 一 昭 和43年中 に竣工した新建 築・ P R

所 街 地

建築面積

延 面 干l

榊造親娘

工 期

京 都 市 北 区 上 賀 茂 本 山

1  ，850m
2  

1. 442m
2  

4  ，940m
2  

5  ，859m2 

S R C、4 F  R  C 、4 F  

IItl f [J 42年 7 月~昭和43年 5 月



設 計

所 在 地

建築面積

延 而 積

附i宣規絞

工 期

高 家 建 築 事 務 所

東 大 阪 市 上 小 坂 1 0  4  0  

1，399 . 13m'  

10，134 .61m'  

S R C 、 8 F 、 P 3

昭和41 年12 月ー 昭和43年 l 月

近畿大学理工学部実験室研究室( 第 4 期)

施工株式会社松本守幸且

昭和43年中に竣工した 新建築 ・P R



ニュー大成ビル

施 工 株 式 会 社 山 田 幸E

昭和 ＴＳｾ 手中に 竣 工した新建 築 ・ ｐ ｒ

設 計

所 主E f也

建築面積

笹而干慣

例造規僕

ー丁 期

株 式 会 社 嫡 建 設 計 事 務 所

大 阪 市 北 氏 末 広 町 1 7 番地

790. 065m'  

8，052. 768m'  

R C造、 B 1. 9  F 、P 2

昭和4? 年 11 月~昭和43年 11 月



;t生 JI-

戸斤 lf  j也

建築 I師m

延 岡 4品

川浩組悦

ヱ JUI

能 勢 主 主 築 設 計 事 務 所

神戸市兵庫区福原町 8 9 番地

332 .56m
2  

1，742.32m
2  

鉄筋コン 7 リート造 6 階建

II(H1l 42年 10月~昭和43年 6 月

吉田病院

施 工 不 二 建 設 株 式 会 社

昭和43年中に竣工した新建築 ・P R -ーーーー



住吉市街地住宅( 第一期工事)

設計株式会社大阪建築事務所

昭和43年中に竣エした新建築・ PR

設 計 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建設K . K .  K K I 切 組

所 夜 J也 大阪市住吉区粉浜本町 4 丁目 66

建 築 面 積

抵 而 干R

h' l i 造規様

工 期

4，250. 62m'  

44 ，085. 89m'  

S R C 、l I F 、P 3

昭和40年 9 月~昭和42年 3 月



施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 兵 庫 県 高 砂市荒井町

字中洲 2 7 5 1 - 1 8

1，OOOm'  建築商機

延 商 精

精進規傑

2，244m'  

鉄筋コ ン7 リー トi宜

4 階建(一部鉄骨造)

期 昭 和42年 6 月~昭和43年 3 月エ

高砂市分庁舎

設計株式会社昭和設計事務所

昭和431手中に竣工した新建築 ・P R -ーーーー



久保田鉄工株式会社本社別館

設 計 株 式 会 社 田 中 小 西 建 築 事 務 所

昭和43年中 に竣工した新建築 ・P R

地 J : 株 式 会 社 総 I口 組 大 阪 支m

所 (10 j也 大 阪 市 浪 速 1><: 冊目 tB聞T2 丁目 22

建築凶i陥 779 .24m'  

延 関 m :1. 691  .53m'  

情造規校 欽什鉄筋コンクリ ー ト造

工 期! 日百初43年 2 月~昭和43年 10 月



l没 1ft 1大 阪 rfi 建 築 局 建 築 部

仁 田 ｉｾ 監ＮｦＧ ｧ j 株 式 会 社 東 畑 往 築 事 務 所

崎 工 隊 式 会 社 藤 間 組 大 阪 支 I芦

所 花 I也 大 阪 di J戒束r - z 傑町 lR の 2

ill 築而 f計 4. 004. 16 m'  

延 l伺Ii ' f 20 .162. 7 11m'  

f昨.illt見十日 5  R  C j在、 B l  、 F 5 、 l 部

ｓ ｪ 丘、供向申 ｦＯＮ Ｇ ｾＺｬ ｬ Ｎ 700 m、i事

ト ｾ ＱＴＮ 750 01 

r. !tlJ H自利 I J  !f ｾ月 Ｍ ＱＱ 月初 ｉｾ 年 Ｙ 円

大阪市清掃局森の宮工場

設 計 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

昭和43年中に 唆工した新建築 ・P R -ーーーー



大阪商工会議所ビル

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

ー- - ー 昭和43年中に綾工した新建築 ・P R

脇 工 燈 築 共 同 企業体

( 大 林 組 銭 高 組 竹 中 工 務 庖)

所 在 地 大 阪 市 東 区 内 本 町 締 結 町 5 8  

建築而械 1. 984m
2  

延 而 積 19. 524m
2  

mi 量規紋 S R C 、 B 2 、 8 F 、 P 2

工 期 昭 和41年 7 月~昭和43年 2 月



施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

所 在 地 大 阪 府 寝 屋川市大字池悶 日本ペイント株式会社中央研究所

旧池田中 2 4  6 番地

建築而千百 ( 本館 ) 739. 80m'  

延 前 納 4，253. 68m'  

附 造 規 棋 鉄 筋 コ ン ? 1) - r ， 設 計 株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所

s l .  5 F .  P 2  

了 ltI l 昭和42年 9 月~昭和43年 5 月

昭 和43年中に唆エした新建築 ・PR



l 川日本建築協会常設委員会・本年の抱負負川川川"附"川川1η叩川"川t川1

新 年 を 迎 え て
事業安員長 政 岡 基 次

大阪には当協会の他 1( ，大阪府建築士会と日本建築学会近畿支部があ

る。乙の 3 会は各々特色のある会ではあるが，さて事業となると重復す

るものも出てくる。それぞれの会員もまた重複する人が多い。乙のよう

なために ，各個 IC事業を行なうと色々と不具合な乙とが生じる乙とがあ

った。何とかならぬものかと ，昨年からは乙の 3 会の事業委員長が毎月

1 回集って ，廻り持ちで事業委員長会議を開き，お互いの事業計画の調

整を計ると共K . 共催にしたほうがよいものは，極力そのように進める

乙とにした。おかげでその成果に見るべきものがあったので，今年は

庖キメ細かく発展させたいと考えている。当事業委員会の中 ICある小委

員会( 見学会 ・講演映画会 ・各種説明会 ・展示会 ・懇親会 ・若い会員の

集い) の中には，まだ少し不活発なものもあるが，全委員が各々任期中

lζ 全力を出し尽す覚悟で新しい年K 臨みたいと思っている 。

出版委員会本年の抱負 出版寮員長 石 崎 滋 雄

本協会の出版事業が会員のために奉仕する ζ とを第一目的としている

乙とは . いうまでもない。しかし ，優れた出版物が出されても ，それが

会員に配布されるだけでは惜しい気がする 。従来の出版物の配布が，必

らずしも会員だけに限られたわけではないけれども ，やはり会員外の人

々にも広く行きわたるような出版方法を考える乙とは重要であると思

う。書物というものは発行部数が増せば単価の下がる ものであるから ，

m数がふえれば間接的には会員に奉仕するととともなり，また協会の事

業が世間に知られて，その発展のためにも役立つ。また優秀な審物は多

くの人々に 読まれて乙そ ，社会』ζ 稗益する乙とになるのである。そのよ

うな方向 IC向かう乙とを本年は検討したいと思う 。

建材委員会の抱負と希望 建材委員長 堀 内 三 郎

昨年は各委員のど協力を得て「防露対策J 1左官用セメント J 1軽

気泡コンクリー卜版」および「人工軽量骨材」などに取り組み，時』ζ は

研究のため東京まで出かけるという熱心さで， その成果は逐次会誌の

「技術の頁」に発表されているとおりである。本年はさ らに想を絞って

次々と会員の最も関心深い問題を採り上け. たいと念願している 。

建材委員会は当協会の特色を生かしたユニークな委員会の一つで，単

に新しい材料の紹介や適正な使用方法の普及徹底という乙とに止らず，

使用者の側からの経験や検討を通じてより良い建材の発展を促すという

重要な使命を担っているのであるが，それにしても会員の皆さんが現在

何を問題にし ，どんな建材に段も関心をもっておられるかを，何とかし

て知りたいと思い ，その情報入手に苦心している状態なので ，委員の方

々ばかりでなく，広く 一般会員の方々も，どしとしご希望をお寄せ頂く

ようお願する次第である。

「住」 住宅安員長 岡 橋 作 太 郎

我々の「住」は先進国のそれに比べてあまりにも低い水準にある 。乙

の事態から「離陸」するにはどうすればよいのか。

技術や産業の面に於て我々が獲ちえたいくつかの国際的優位が我々を

元気づけている ように見える。しかし「住」の問題では技術や産業はそ

の一郎分にすぎない。乙の大きな問題は建築界だけで-解けるものではな

い， しかしながら建築界はその受け持つ役割をそれ相応に果さなければ

ならなじ、。シ ョッキングな形態の提案も意味がないではないが，地道で

真剣な集が示さ れな ければな らない。それはあくま で現状に即したもの

でなければならない ，とはいへ現状は変化し流動しつつある，現実的で

未来 lζ Jl.fJ したものとでもいわなければならない 。そ 乙で未来の予測が必

要になる ，しかし未来は我々の創るものでもある。我々はし、かなる未来

を創ろうとするのか，我々はそれを決めなければならないと乙ろにいる。

今年の法規委員会 法規寄員長 佐 野 正 一

昨春の国会で新都市計画法が成立し ，今年 6 月の施行を前 lとしていま

関係政令のとりまとめが進行している。懸案の建築基準法，建築士法二

法の改正はとの都計法にも関連が深いので今年は是非実を結んでほしい

が，とのうち基準法については昨秋改正要綱が決定して予定通り κ ゆけ

ば今春国会を通過する乙とになる。乙うした建築の基幹となる法令の動

きK 密着して適切な建議なり会員への広報を行う乙とが法規委員会の第

ーの仕事だと考えている。 1建築と社会」誌上をかりではじめた「法令

コーナー」はすでに20固に近く掲載され読者の好評を得ている乙とはう

れしくもあり同時に資任を痛感している次第で ，会員からの反響や批判

をとり入れてますます充実した内容のものにしたいと思う。委員会の仕

事 lζ 会員の方々のど支援を今年も相かわらずお願いしたい。

今 年 の 抱 負 教育蚕員長 橋 本 忠 保

昨年は会員諸氏や御関係の方々の御支援により，鉄骨構造設計講習

会 . 現場実務講習会 ，工高生デザインコンクール，高工生施工教育など

に，例年以上の成績をおさめる乙とができて ，感謝いたしています。

今年は昨年の事業の外 K . 新建材の開発にともなう施工の講習会や ，施

工技術 lζ 関係した見学会を兼ねた講習会などにも ，取組みたいと思って

います。本年は万国博の工事が施工中の年で，人智が未来への飛際的な挑

戦を行い ，それらが造形され建設される過程にあります。建築関係技術

者には，完成後の一大オーゲス トラ劇より も，むしろ過程の乙とを学ぶ乙

とが大切で，建築界の未来への跳躍の年とムいえましょう。乙のように，

私などの目の前 lζ ，多くの研究や勉学の実物が山駁される年ですので，

教育委員会の活動も，積極的 ICすすめねばならないと患っています

建築データシート委員会の抱負

建築データー シー ト編集委員長 中 原 茂

昨年 3 月「建築と社会」の附録として ，はじめて建築データーシート

を会員諸兄にお送りしてから早くも 11 向を数える乙とになりました。乙

の間各編集グループ委員の活動は全く目まぐるしく ，シート掲載依頼会

社の勧誘から始まり，説明会，原稿の収集，監修，修正なとの作業の. c l l

続繰り返しで今日 iζ 至っておりまして，毎月 30シートを出版 目標として

いますが，とうしても時間切れになって，それに達し得ないととも起り

まして申しわけなく存じています。さて発千IJ2 年目を迎えて，シートの

ファイルや工事別目次も出揃って次第 lζ シートの総合的な利用効果が現

われてまいるものと信じておりますのそのためにさらに広く会員諸兄か

らのシートの御希望や御紹介を頂いて，同極類のものについても充分に

比較選択ができるように質と極の充実を期する乙とにより ，立派なデー

ターシ ートをま とめ上げたいと念願しております。

編集委員会本年の抱負 編集委員長 足 立
孝

活頭 iζ は多種類の建築専門誌がj ! ) f を競っている 昨今，売り物ではない

からとスマしていては . 会員諸氏に袋乙・と書棚 IC積まれてしまう。協会

は御存知のように建築関係のあらゆる業種の人達，さらに明治の大先殺

から新制教育パリパリの学生までが会員なので ，一分野に偏してはいけ

ないし，財政上 . 掲載スペースに もはっきり限界がある。そ乙で.1建築

と社会」なる名称、の起りに戻り . 現代の急激な社会変動 IC注目して，そ

乙から私達共通の問題を提出し尖 lζ 考えるという姿勢を打ち出したい。

論文の掲E成形式も ，乙まぎれがJ な陳列を避け ，可能な限り ，元気な人迷

( 若い人とは限ら江い) のグループ討議をff 子として ，卑俗にわたらない

程度のジ ャーナリスチ ックな味つけをしたー速の文章にまとめたい ，やj

り易くいえば，共同執悠による週刊誌の巻頭特集記事とお考え下さい。

執筆者や編集関係の人逮iζ は今迄にない御苦労をお願いする乙とにな

るので， その成否には ，正直なところ， 一抹の不安が残るが，御日ヒ声を

いただきつつ乙の一年試みる乙とにします。

」ー



A院

. 也

いつまでも変わらない美しいロイヤルパターン

去三: とき すばらしい立体感をもっ絵模様、ロイヤルパターン 。

とdぬ二¥ その、美しい気品ある絵柄は、 o. 5mm・-…・ 1. 0mm.

ー
さ ｾｾｾ Ｇ｜て二 1. 5mm 、 ど こ ま で ~ れ 汚 久 ま せ ん。

￯ ＮＵ［ ［ￚｭｾ Ｍ ｑＧＵｾｾ＠ しかも、マチコロイヤルは

耐えるタフさは抜若干です。

ロイヤルの

美しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイル

マチコロイヤルは、良い材料を

すぐれた技術で加工、いっそう

品質を高めた最高傑作です。

色は、インテリアデザイナーが

最も使いやすいようにまとめ

あげた 6 色 。明 度 彩 度 と も

ひかえ目 。高級タイルにふさ

わしいエレガントな味をだし

ています。 ロイヤルを敷きつ

ヤルルーム" の風格です。

おとろえません

人通りのはげしい場所には

とくにおすすめします。

ホールや階段、廊下などに最適です。 もちろん、

オフィスにも使えます。 ホテル、レストラン、喫茶底、

銀行、デパート、病院など、人の集まる場所には

ドシドシご採用ください。

- カタログのこ請求・お問い合わせは

⑫記長jJij ユーム株式会キ土
本社/ 大阪市南区順慶町通り 4 丁目 2 511原境町三和ピル 5 階 T E L ( 0 6 ) 2 5 2 - 2 9 2 1(代)

東京支庖・名古屋営業所・福岡営業所・札幌出張所・仙台出張所・長野出張所・広島出張所・四国出張所
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独得な組立法により 、取 付 は 簡 単

カラー村妹アル ミ合 金 (フ レクサ ラム) を 伐

川 しているので 、'Ii主1，1で美しく、 )(1也のアル

ミ合令では 汚 えら れ ない 豊か な';ijfJj 性 のため

ピス止めの千 1: 1] がなく、 i側、j は迅述、 fII i修、

と り併も簡単 ですの

レディメードが生んだローコスト

コイルから ｬ 直後成形するので 、 ｬ ｾ Ｉ てが ｮ ｦ￭ｭ で

あり、切断 Ｇ Ｑ ｾｍ Ｇ t斤り 1J11げ ・アー ル! J II .l :が

Ｈ Ｑ ＱＱＱ にできます 。 パ ネル桜準色は ＱＵ 色 で Ｉｦ ｾ［ Ｑ 犬

( 断 1(lj ) の股 類 も位向 、 レディメ ー ド製品のた

め (1lI if告が' ムーいのも竹ー長です 。

材 質 は最高級 品を保障

ジじ4でな而州9!i 'l二材 料のため 、/fIf而iが砂4われでも

ｪ 品 ｴｮ ｾｴ の 心同じ はなく 、 ィ、出智正l企 ・而.tJ "U毛'1'1:のJlkt:1i

級品です- 0  ?，If-tn} も/J(i えいで簡単 に す み 、メ ン

テナス 1り" も不安です 。

総発 売冗

現代建築の夢 一一 画期的な内・外装材

コ ｢ ヨＡＱ ＵｾＮ ＡＷ ＺＺＧｊｌＭｊ｛ｉＭ
〔ハ ン タ ー ・ タ グ ラ ス 社 技 術 提 携 〕

製造元 三 協 アル ミ ニ ウ ム 工業 株 式 会 社

詳 細 は カ タ ロ グ を ζ 請 求 下 さ い

《り>
4毎宅産業株式奮枇

!M: J;i 支 社 ｬｯｉＨ ｊｪＨ 即ｔＭｦ ｾｉｕ ｉ ＾ｕに ｆ 町 ＱＱ ＢＱ ＱＮ ( 大 F 町ピル) ，世話 ( 03) 201- 6 4  11 

札制克1 ; 1 ; 札 制 rli ..I t ニ粂 i刷 4 1"1 1  1  ( 11 1): ' 1，命 ピ ル ) 司1 ｊｾ＠ (0122)  23 - 7161  

Y. ，';1-<. 1支 同 名古同市中[ > < : 帥 2 1"1 115- 22 ( 陥 観 ピ ル ) 電 話 (052) 201- 3 2 71  

11. 品 支 出 広 島 市 峰 町 11 の 10 ( 千 代 田 '1'. 命 ピ ル } 屯 砧 ( 0822) 28 - 0586  

八 幡: k . - r，'i 北 九 州 市 八 幡 1>( (1 川 町 i の 1 ' I l 拍 (093) 67 - 5131  

M I 混l 支 υi ｾＮｩ＠ 1品.J rli 幽 助 町 2 r  11 2  ( 1<.11凶J ｾＱ ー ピルｽ 屯 ｊｾ ( 092)  28 - 6 2 31  金属建材部 圃本 社 M .i di Jl( 区今陥 5 r m4  Ｗｬｬ ， Ａ ｾωＶＩ＠ 231- 8<161  ( 大代m
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機械台座用材

ＮｉｾＧ［ＮｪＺＮ 且日ｾＭＡｊト

-

d

-

3

 

同

一

日

・

2

g

回

一
一
一
3

Z

一
?

"

3
不燃性吸音材

ヨヨヨザ ト
美装塗床仕上材

ヨF 盟ゼー
コンクリート用接着補修材

司自ート; I i ; ' ド
照明器具各種

大阪支社

大阪市東淀川区中島町4・8-3

T E L 大阪06- 303- 1117附

姫路 A B C商会

T E L 姫路079- 25- 1505

水島営業所

T E L 倉敷0864- 46- 1515間

四国営業所

T E L 高松0878- 22- 6221問

中国 A B C商会

T E L 広島0822- 21 - 3096附

九州営業所

T E L 北九州093- 52- 9545

九州 A B C商会

T E L 福岡092- 28- 3951 (ft)

仙台出張所

T Eし 仙 台0222- 21 - 5536f代)

北陸出張所

T E L 新潟0252- 28 - 8867f代)

本 社

東京都千代田区永田町2-12-14

T E L 東京03-580- 1411 (大代 )

宇都宮営業所

T E L 宇都宮0286- 4  - 2854 

横浜営業所

T E L 横浜045- 261 - 3665

静岡営業所

T E L 静岡0542- 55- 91 03 

名古屋出張所

T E L 名古屋052-33ト9611側

25 
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雨 に も ま け ず

風 に も ま け ず

色も変らぬ美しい屋根材

BP:  

. 美しい色調です ( 4 色 )

美しさは永久的で変色の心配はありません 0

. 軽くて割れません

シングル葺きは極めて軽< 12kg/ m

2

平副支で日本瓦の冗の

重量です。

- 防水性と耐久性が抜群です

棟、谷、立上りも、自由自在で、勾配は 15/100から可能

で、防水性は完壁です。

. 雨の音がしない屋根材です

-

く色彩〉

・グリーン( 緑)

・ダークブラウン( 茶)

・ ロイヤルレッド( 赤)

・カセドラルグレイ ( 寺院)

良質なルーフイング原紙とカナ夕、の天然アスフアル トで

出来ています 。
. カタログご請求くださ い

日 新 工 業

マルエ スルー フィング ・ビニエ スタ イル“ 5 P " 製 造 元

. 類以品がありますので、御注文は

B P シングルと御指定願います

日 新 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2  1  - 2  8  T  E  L  ( 882) 大代2424

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  8  T  E  L  ( 53 1) 代5 2  8  1  

名古屋出張所 名古屋市千種区千種通 2 - 19(岐阜正ピノレ ) T E L  ( 741)  6257- 8  

広 島 出 張 所 広 島 市 八 丁 堀 1 2 ー 1 6  ( S  Y ピル ) T  E  L  ( 21)  1019. 606 1  

九 州 出 張 所 福 岡 市 大 手 門 1 - 1 6  - 1  4  T E L ( 74) 3 4 6 1 - 3  
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完 全 責 任 施 工 | 年 限 保 証

8 本7スの7ス，7 .，，，，与

圃 シ ク マ ー 卜に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水工 法

. 特 殊 絶 縁 防 水 工法( 持許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工事 をお引受けし、 た し ます 。

会 キ士 名 代 表 者 {主 pfi 

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 沌 山 米太 郎 札 幌 市 北 三 条 東 4 - 1

日 新 注 工 付朱) 札 幌 出 張 所 大 木 久 俊 。 大 通 り 西 13丁 目

日 新 盤 工 ( 株 ) 仙 台 支 庖 滝 沢 利 泰 仙 台 市二 日 町 1 - 2

f現 政 建 材 株 式 会 社 伊 腹 壁 吉 東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 - 15- 9  

春 日 工 業 株 式 会 社 春 日 留 吉 。 荒 川 区 東 日 暮 里 3 - 33- 5  

有 限 会 社 金 岡 興 業 金 岡 辰 次 郎 。 新 宿 区 柏 木 5 ー 1172

| 木 下 工 業 株 式 会 社 木 下 。 墨 田 区 江 東 僑 4 - 11 - 15東 亜 ビ ル

tth 立 工 業 株 式 会 社 関 谷 克 己 。 大 田 区 南 蒲 田 1 - 14 - 2  

日 新 法 工 株 式 会 宇土 山 下 直 衛 。 荒 川 区 南 千 住 6 - 48 ー 19

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 山 崎 慎二 。 渋 谷 区 千 駄 谷 4 - 20 

| 聖 子 ロ エ 材 株 式 会 社 坂 田 正 博 。 渋 谷 区 広 尾 l ー 14 - 3  

鶴 田 工 業 株 式 会 社 織 田 武 。 千 代 田 区 富 士 見 町 1 - 6  - 13  

桜 井 工 業 株 式 会 社 藤 井 事 昌 。 文 京 区 千 石 4 - 37- 4  

富 士 工 材 株 式 会 社 小 鳥 英 夫 。 江東区深J l I住 吉 町 1 - 14  

| 政 j歴 青 興 業 株 式 会 社 政 平 八 郎 中 野 区 中 野 1 - 55ー 7

北 条 涯 青 工 業 株 式 会 社 北 条 弘 太 中 央 区 湊 町 3 ー 7

7 サ J レ 涯 青 工 業 株 式 会 社
倫西 田 勝 治

。 台 東 区 北 上 野 2 - 2 1- 10

| 大 和 工 業 株 式 会 社 井 喜 重 。 荒 川 区 南 千 住 5 - 5 - 10

?歴 7!? 建 材 株 式 会 社 山 中 喜 代 治 。 千 代 田 区 神 田 佐 久 間 河 岸 5 1号

石 田 主 主 材 工 業 株 式 会 社 石 田 想 吉 高 崎 市 八 島 町 11 7

問 手 口 建 業 株 式 会 社
徳永偽 昭 二

新 潟 市 万 代 5 - 12- 2  

株 式会 社 奈 良 犀 商 庖 市 裕 造 水 戸 市 泉 町 1 - 6  - 26 

石 締 法 材 株 式 会 社 石 橋 節 雄 福 井 市宝 永 2 - 9 - 13

有 限 会 社 折 禍 政 次 郎 商 庖 j斤僑『爾 I'! s  富 山 県 高 岡 市 二 番 町76

有 限 会 社 小 島 工 業 pfi 小 島 一 公
。 。 京 町 11- 15

島 屋 註 : 設 株 式 会 宇土 島 勝 人 金 沢 市 治 泉 町 二 46

1潟 手 口 辺 材 工 業 株 式 会 社 ;度 ill 自 清 水 市 渋 川 520

中 央 tt 材 工 業 株 式 会 社 木 下 作二 名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 田T 3 ー 12

東 京 tt 材 工 業 株 式 会 社 伊 m弘 主真菩

'" 
中 村 区 稲 上 町 1 - 4 1  

日 本 位 材 鋼 業 株 式 会 社

伊三 政井 辰隆 雄造 '" 
西 区 南 押 切 町 5 - 12  

株 式 会 社 三 寺井 工 業 戸万 静名 岡 市 大 和 町 1 - 20 

宮 d局 辿 ［ｪＭｾ＠ 宮 崎 勇 古 屋 市 中 区 伊 勢 山 町 100

清 水 興 業 株 式 会 キ士 f古水
{  長

大 阪 市 北 区 餓 里 子 町34

棚 田 健 材 有 s_艮 会 キ士 棚 田 秀吉 神 戸 市 在 合 区 上 筒 井 通 8 - 22 1  

中 村 i皮 青 工 業 株 式 会 社 中 村 秋 太 郎 。 生 田 区 海 岸 通 り 4 ー 16

日 華日 エ 材 株 式 会 宇土 井 場 結 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 17  

マサノレ: ，a _ 青工業 ( 株) 大 阪 営 業 所 勝 見 理主 大 阪 市 北 区 神 山 町4 1三 笠 屋 ビ J レ

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社 山 崎 達 夫 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 l ー 152

フ タ ハ 興 業 株 式 会 社 友 長 保 男 。 大; 定区大; 定町中 3 - 13- 25 

株 式 会 社 三 洋 4主 建 谷 岡 E在 広 島 県 大 竹 市 立戸 4 - 1  - 47  

束 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社 馬 場 久 岡山市居室屋町 7 - 18  

量 豊 永 建 材 株 式 会 千士 木 村 望量 広 島 市 若 草 町 1065

大 和 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所 松 岡 定 雄 。 庚 午 南 1 - 3  - 11  

大 三 工 業 株 式 会 宇土 飯 間 浅 吉 高 松 市 本 町 2 ー 17

大 三 工 業 ( 株) 高 知 支 庖 r下:.:: 岩 男 高 知 市 桟 橋 通 り 3 ー 108 - 2  

徳 島 大 三 二L i-k 株 式 会 社 柴 田 秋 男 徳 島 市 北 矢 三 田T I - 2 - 6 1

株 式 会 社 " ) レ マ ス 河 野 商 庖 河 野 通 昭 愛 奴 県 今 ; 台市共栄町 4 - 5 - 2

株 式 会 社 山 本 商
d z  合、

山 本 i隼 松 山 市 三 番 町 7 - 8 - 1 山 本 ビ ル

安 藤 工 事 株 式 会 キ士 川 勝 正 之 福 岡 市 大 1草町 8 - 5

体 式 会 社 北 原 注 材 商 会 北 原 正 鹿 児 島 市 草 牟 田 町3980

株 式 会社 工 ヰオ キ土 竹 村 膝ー 北 九 州 市 門 司 医 大 里 束 通 10丁 目

株 式 会社 大 商 A  3cz 戸 高 政 雄 宮崎市利害日川原 3 65

日 主主 工 材 株 式 会 キ土 進i I 幸博一 福 岡 市 大 手 門 2 - 8 - 6

日 新 興 業 株 式 会 宇土 河 野 孝 義 宮 崎 県 延 岡 市 本 小 路 74

|防水l

官E 言古

( 22)  3458 ・4426

( 22) 50 15  

( 25) 543 1イゼ

( 842) 143 1イ七

( 802)  387 1イセ

( 363)  4341 {-¥: 

( 634)  0821 イt

( 73 1)  0358 

( 803)  2411 イt

( 403)  01 7 1イゼ

( 44 1) 375 1・( 444) 0405 

( 263) 486 1イモ

( 941 )  027 1 ・2582

( 634)  016 1イモ

( 362)  5697 ・( 369) 5697 

( 551) 2676 ・4382

( 842)  63 11 イゼ

( 802)  475 1イt

(  86  1  )  2706 - 8  

22)  330 1- 3  

( 45)  225 1イゼ

( 3 1)  0  17 1イ吃

( 23) 0775 

( 22)  0999 

( 23) 039 1  

( 42) 5 15 1  

(  2 )  222 1代:

( 25 1) 354 1代

( 48 1) 562 1イゼ

( 57 1) 554 1- 4  

( 85) 9 15 1- 3  

( 33 1)  153 1・( 32 1) 8053 

( 372)  0250 - 3  

( 22)  9 1  82{"¥: 

( 34)  5884 ・( 34) 1223 

(  54  1  )  3785 - 6  

( 3 13)  38 17 - 9  

( 458)  484 1- 3  

( 458)  743 1  - 3  

(  2 )  5 155代

( 23)  118 1  {"¥: 

( 6 1) 6371 - 3  

( 7 1)  4687 

( 5 1)  68 11 - 5  

( 83)  7328- 9  

( 54) 4 16 1{"¥: 

(  2 )  5000イモ

( 3 1)  626 1- 3  

( 28)  5207- 9  

( 3  ) 9395- 6  

( 38)  1468- 9  

(  2 )  500 1  

( 74 ) 3548・( 77) 5507

4305 ・4306

- 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 高1I JE 、I 区 千 住 点 2 - 21- 28  I I  ｾＩ ｩ 仁業株式 会 社内 '，'0: ぷ ( 882 ) 2  4  2  4  ( 代 )

1，，1)収支 }'f l) 東 京 都 足 立 区 千 住束 2 - 21 ー 28 EI  ｾＩｩ 工業株式 会社内 屯 話 ( 882) 2 4  2 4 ( 代 )

| 剥凶 支出1I 大阪市西区新聞 ｉ 北通 Ｑ Ｍ Ｑ Ｘ 日新工業株式会 社 大阪支 ｊｉ ｉ ｾ 内屯訊 Ｈ ＵＳ Ｑ Ｉ ＵＲＸ Ｑ Ｍ Ｓ

九州 支 ＺｾｉＩ 福 岡 市 大手 |勺 1 - 6  日 新 工 業株 式 会社 九 州 出 狼 所 内 屯，¥，f; ( 74 )  3  4  6  1  
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製 造 ・販 売 ・施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ株 式 会 社

本 社 東京都中央区日本儲江戸僑3- 7( 那 2 三木ピル) 氾 ( 272) 1841代表

営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 1  2  5  ( 東洋 ピル) ¥[ ( 441) 1979直通

φ 住 友 軽 金属 工 業 株 式 会 社
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各種玄 関マッ ト設計 製作 ｅ 畠ｾ コトしートヨザL 下・3 ト

三百フ" 孟. /"- ; 7

断 面 詳 細 図

ハ イ セ ン ス を

し こ う /

. P A T . N O. 7 4 8 4 0  I  

クッドデザインを

選ぼう

- 聾聖書重量軍国

お そ う じ 百 貨

三百リ" 二，/ V 工 業 株 式 会 社

営 業 本 部 / 大 阪 市 凶 区 北 堀 江 上 過一 丁 同 20

本 社工 場 / 京 都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2

T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

T  E  L  ( 921)  6  3  6  1  - 3  

〈営 業 所 〉

東 京 / T E L ( 667 )  8 8 4  4  ( 代 )

名 古 屋 / T E  L  ( 911 )  4  3  0  6  - 7  

京 都 第 1 /  T E  L  ( 221)  5  3  6  3 ・0 2 J  4  

京 都 第 2 / T E L  ( 312 )  6  0  5  1  

大 阪 / T E L ( 531)  7  5  7  1  - 4  

キ冨 岡 / T E L ( 27 )  2 3 3 1 ・2 3 5 1
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の 製 品 に は ・ ・

- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

'ート

S T - 8 4  ( 18- 8 ステ ンレス )

-
R A システム

- 仕上はサテン仕上です

寸法 ("Ym) 板 厚 木ネ ジ穴の数 木ネジの太さ 及び長さ 梱包数量

. R A システム (90。抜 け 芯装 置付ー) です

・高精度を誇り、耐蝕性 ・耐熱性にすぐれ

錆びたり変色 したりする 事 はありません

・18- 8 ステ ンレス、木ネ ジ付きです

全長 十黄巾 ("Ym)  
+  

勺ら (枚)

8 9  8 9  2.  5  6  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4.  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・ 2 枚 木 ネ ジ 付 紙 函 入

.  ｪＱｦＨｾ で ガイド Ｈ下穴Ｉを設ける必 要がない 。

料ジの革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
・全 ネ ジ 式ですから千島: Ｑｾ ￍＢ が ｪ 込く振 動 のために

11;【け て く る よ う な こ と は な い 。

・室I状の: J i IS分 で 木 肖1I へ 安 定 し た i伏 合 が出 米 る

の で ドラ イノ〈ーの償 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に IA 之 出 来 る。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 加 が

少なく 反 復 作 用 によく 耐 えます。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以J 二 ( D R  - 844.  

N  R - 64.  S  T- 84.  S  T - S  L - 84 - 1)  Iこlま

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

ジ スT227f ｅｗι シ ＧｾＹＭ ・米国 ｆｈａ 規格品
- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の空 気 は い つ

も 爽 や か 。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 品 調 節 が 容 易 。 N o. 5 5 - R

・ シャッ タ ー 120・ 迄 自 在 制 節 止 め 付。

・ 錆の発生、変色がなく ＿ｾ ｖ 支の高い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス γ キ リ と し た デ ザ イ ン，*， Illl 色 の

落 ち つ い た 色 調。

・風 雨 の 晒 す 場 所で も 雨 の 日欠込 む 心 グ リ ル

酉己がな い。 N o . 5 5 - G

・ ソフ トシー トに て 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

タつ き が な く 、 完 全 密 着 取付 け 施

工 が出 来 る 。

処E砂

30 

. J I S 規 格 表 示 許 可 工 場 住 宅 公 団 ・建設省指 定 メ ー カ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 % (吋 )

縦 | 償

150 ( 6 つ

150  ( 6  ")  

150 ( 6  ")  

260 ( 10つ

310 ( 12" )  

360 ( 14 ")  

取 付 都 分 切 込 み 寸 法 mk  (吋 )

縦 | 機

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")  

150 ( 6  ")  

260 ( 10")  

310  ( 12")  

360 ( 14")  

表 面 板 寸 法 ( "Ym)

縦 I t揖

195  

195 

195 

295 

345 

395 

表 面 板 寸 法 ( 明、)

綴 | 検

195 

195 

195 

295 

345  

395 

諜鉄筋住宅のお: " l l I Jil の換 気 、 冷t波 形 淡 i丘の通 j且口にはf ' J 1 氾HI勺な

t吸入 、 排 気 の レジスター 、 グ リ ル を 七 ッ トして f史111 ください。

. 本 … … 社 い … 大 蛾 阪 一 一 T乱E乱…Lは判判吋大淵湖蜘阪航蜘{げ7

工 場 束 大 阪 市 布 市 関 町IT 5 日 T E L校 向 8引1) 5  5  6  6  

束 F烹z 束京者都目千代閏区外神回 3- 6ι - 1ぽ2 T E L束 京 (げ25臼31 口317 - 8  
出 5張畏附

.  



倉敷レイヨン中央イiJ f 究所

e ラヌ1- : J

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 (C E R AMIC S KI N) と

云 う 意 味 で砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 液

状 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ( コンプレッサ - 1受

用 ) ガ ン に で 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 etc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す 。

- 建造物の内外部に グ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. C ー 1350. C ) に て 発 色

宅ラ 3 ・'ト

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱自室、弱アルカリに対しては変化 を 起

し ま せ ん 0

・耐 寒 性 - 2 0. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ 入 。

・ 下 地 コンク リー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ 二

ヤ板、 和 壁、フロック、スレート、

テックス主頁 etc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を塗 って下さい。ｾラ Ｚｉｊｾ ト

③ 

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本社。工場/ 大 阪 府 照 津 市 別 府 3 6  5  T E L 大阪( 381 )9131 - 5  

東京出張所/ 東 京 都 港 区 西 新 情 2 - 2 1 - 6 T E L 東京 (431 )1106- 7

仙台出張所/ 仙 台 市 堤 通 り 3  0  T  E  L 仙台 (23) 1  927  

澱 戸 工 場/ 愛 知県 ，帽戸 市大字山口牢南山 1 3  8  
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N E W * S T A R  mm川

ドアチ ェ y ク 60シリース

ドアチ ェック 80シリース

ドアチェ y ク 70シリース

うい 品質性能とな用日スー式

Z : : 2ースターf j'''ぺL- ':I

フロアヒン シ

そσ)11也

ラパ トリヒ ンジ

ピポ ッ トヒ ン、シ

ドアハンドル

上枠断面懸吊要領
片引き戸内観図

ｆ 『中口「寸 ｾＱ 戸
卜一一「研一一一ーイ

g  

機印? 法" 、下， τ 下さい.

535 
滋印 h }. NSL・4の地 合 !J

6曲

" 変更会れ三 r

. ニュー スタースライド式ドアオ ベ レーターの特徴

. ;111圧 の長所と TUtti 式 の平1J.'，'.i、とを 組 合 せ た 新 製 品 です 0 ・油 圧 装 i古がついているために |品l る 速 度 が 「ゆるく j ，なめらか J です。 ・パ ル フ の 淵 桜

で閉 る迷 j支が自民l に変えられます。 ・|羽る手 liii で一 旦 J Iこって、その后ゆるく Fn ります。 ・停電の場合、すぐに手で経く Iml持l が出来ます 。 ・i il 日絡 が

安〈、日 IJ 途 工 事 が ほ と ん ど な い 0 ・取 付 工 事 、 保 守 が 非 常 に 簡 単 で す 。

レール取付信例図

日本l ! y 'ーエ工¥¥， 17袋、単〓-=F' 命
「 ヲー ノ・/司: ，{; I . 旦1不エ、』日

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2  2 地 保 ( 06) ( 758)  1 2 5 1  ( 代 )

東 京 支 1苫 東京 r. l1千代田区判' 回小 J II 町2ー 12( 自主主ピ J レ) 電話 ( 03) ( 293)  4 8 3 1 - 5  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 月 寒 中 央 通 り 月 寒 3 1  4  - 1  1世間 ( 0122 )( 86 ) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 番 丁 1 8  7 司H I.i ( 0222)( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 届 市 北 区 浪 打 町 2 - 8  0  - 2  11H I.i ( 052)( 981)  7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 邪 { 左 京 町 緑 井 2 0 5 電 話( 08287)( 7  )  1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 杭 問 市 天 神 4 丁 目 4 番 2 4  ? 世話 ( 092) ( 74 )  2372. 33 12 

骨

一
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衛生設備器具は

すまい設計での大切なポイントです

「明るく 清潔な住い 」 をテーマに 50年、東洋陶器は、

洗 面 所 ・お台所 ・ トイレ ・浴室 など、毎 日たくさん の水

を使い、 「明るく、 清 潔」 なことが最も強〈要求される

衛 生 設 備 器 具 に つ い て 、数多く の優 れ た 製 品 を生み出し

てまいりました 。

※ さわやかな朝に一 ・

洗 面 器 ・メディシンキャビネ ッ ト化粧鏡

※ 快適な 「水 洗 式 卜 イ レ 」 に ・・・ ・ー

腰 掛 便 器 ・和 風 便器 ・小便器・ 手 洗 器

※ 一日の疲れをいやすお風自に -

卜ートライトパス ・ホーローパス ・外焚用 ・内 焚用

ガス釜

など、暮しを豊かにする 「住 い の 衛 生 設 備 器 具」

なら、すべて東洋陶器におまかせください 。

衛生設備器具総合メーカ一

一ノo! J ol Ol <i

洗 面 所 / ト イ レ / 浴室 用 の 衛 生 設 備 器具 に つ い て

詳 し く は お 近 く の 営 業 所 ・取 扱 庄 で ご 相 談 下 さ い 。

本 社 北 九 州 市 小 倉 区 篠 崎 I H T 4 5 8

営 業 所 束 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋

札 幌 ・ 仙 台 ・ 富 山

T  E  L  (093 )  53 - 5  1  5  1  

北 九 州 ・ 広 島 ・ 高 松
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品. グ

ース全長 ( =W+ 2C)

ケース

工
/ 三点押釦ス イ γ チ

使用モータ :  

三相200V 50/60%  4 0 0 W 

4  

内

ぺ

以

内

ノ

ι

高

さ

(

H

)

2  

停 電時周手動チ ヱン

4  5  

幅 (W)一 一+

3  6
M 

開閉機使用範囲 ( スラット S C 1 6)  

L 型 電 動 開 問 機

ｌ ｾＧｉ Ｎ ｌｴ動 ｉ ｬｦｊ 問機は、ｲｉＭｴＺ シャ ｹ ター技術研究所 に［ＱＧ ，， Ｇいて、長

年 にわたり 、 国立 大 活1'f ')街 機 械 仁 宇 都 諸 教 授 の 指 導 を あ お まつ

つ、; ! . i 1' - I:技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開発し、遂に従来のI l fJ 問機

の 械 念 を 破 っ て 完 成 し た lilij Jt JJ(!' ｾ＠ な 新 製 品 で す。

この Il fJ 問機 に は 独ui J に満ちた新機構が数多く収り人れられて

おり( 将 司"3 科、 実 JI 'J新 築 2 1' 1二を 出 願中) 、減迷機、モータ一、

ブ レ ー キ 機柿 、イヰ;:'，'Il 1I キJ l ' J 1三助 法江主はもとより、 リ ミッ トスイ γ

チ 、同じ1立板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 にコンパク 卜に

t内めであります 。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に簡 単 で 、 し か も 、収十j や

そ の 後 の 保 守点 検等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る }，":i ，に秀れてお

り、シャァター1 l f.J問機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

出 願 中 特 許 リミ y トスイ y チ 実 用 新 案 券 取 り 軸 と の 連 結 機例

ガ パ ナ ー 機偶 お よ びL 型 機偶

手 動 機偶 チ エ ン 収 納 箱

- 特長・

1  開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない真直なシャッタ ーケ ース 。

3  袖 壁は不用です 。

4  減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機構。

6 . 給 油の必要があり ません 。

7 . エンドレス強力ローラーチエ ンの 内造。

8 . リミット ・スイッチを 完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしまし た。

10. ヒュ ス装置の取付けが可能。

1卜 一斉 ・両面・ 遠隔操作いつれも可能です 。

刷 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 新 ) L r・* 3 1'1=1 1 1 5 9 待地。心，! ，r ; ( I¥)  '1' /);( (41 )6325 

大 阪 工 場 大 阪 rli ! U淀川 l坦 111 川 通 6 l' 11 3  8 詐 地 。ι l l i ( 代 )( 301 ) 3 6 5 6

九 州 工 場 N.¥1; ，，1県 府IhU:11材Ih¥l U[ 仲間( 16: 1;1 2  7  2  7  I昨 地 屯 抗 ( 代 )( 65 ) 6 1 3 1  

名 古 屋 工 場 名 古 b1 t! i  中 川 区 .Iti上 町 2 l' 11 1  2 需 t，l，'，H 活( 代 )( 361 ) 7 4 4 1
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長室 賀 新

逢 漂 英 雄

中 国 土 木 株 式 会 社 取 締 役 社 長

|向 山 山 1 : 之 町 I 6  3  :11: 訴 岡 山 (25) 2151  

ドl' i S 問山市国121住吉町114 屯 話 岡 山 (72) お61

車

問盛繁 男

TT ｾ＠ ｾ建材株式会社取締役社長

11; 1:.¥ r I i 鉄砲町 5 - 16 '，11:話 (21) 228 1代

車

問

n

H

V

 

n
U
3
 

4
晶

司

自 不 折

株 式 会 社 岡 本 組 取 締 役 社 長

大 阪 d，t的 成 医 五 IL I_¥.-t:通 4 の 1 ill. 話 (651) 7775 

i ' I 定大阪市附成区 le出本通 5- 87 '，IL話 (661) 3370 

三 住

同 正 義山

株式会社二葉建築設計事務所大阪事務所所長

大 阪 市 内 医 i [ 戸刷 i の 114( たまやピル ) ';IL. 活 (443) 0598 

n宅 京 都 市 布 京 医

大「草野上里勝山町16 - 4

赤 崎 尚 信

ゐ 、 崎 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北l正樹i ' l : 町29ー l 新I有森町ピル ｪ ｬｌ ＮＮｾ Ｑ ＳＶ Ｑ＠ 0982・8お8

n';; 両日，lilU代回f50

向松不動産 fU代町{ 主主南側 5-- 3  1甘 丹 両 日 67 7129 

赤 本公 修

株式会十J 亦松菅野建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 北R 梅 ヶ校I I f fj 23( 硝総ピ Jレ) ι 訴 (364 ) 5651  

n定 . ｾｾｾｱｬ＠ rli r  ＧＱ ｾＱ 剖 Ｒ の ｉ 8  6  '， ILJii 世話 ( 52)4622 

浅 井 貞
ごム

，ロ

株式会社双星社竹腰建築事務所代表取締役

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 の37 屯ぷ (341) 6671  

年 昭 和 4 4年 元 E

東 秀

株 式 会 社 三 国 タ イル 代 表 取 締 役

11I話(391)3912・3341

大阪I l j *淀川区ト八保田T3町7

(393)  1951代

n主 l次IU rli JI!長 ( 1fi 2 の 2 8  " 立話⑮(72) 3256

静岡 野 栄

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 常 山 田J 6  6  ';11; 話 (361 12091代

荒 木 手B芳

株式会社荒木造園設計事務所代表取締役

池 111 市 鉢 塚 2 の 8 - 21  'lt !.ii i 0727(61)1298 

1' 1宅 池 山 市 鉢 塚 2 の9 - 8 ;・l[.l古0 η7 (61)8874 

f手 丹 久
士

口

株式 会社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 副社 長

大 阪 市 東 区 両 符 町 l の 1 3  γIJ:!茸 (942) 1461代

向宅 ・尼崎市瓜: W之Anの23- 6 電 話 (421) 7733 

イ手 藤 良R亘
同

妹式会社伊藤喜三郎建築研究所代表取締役社長

東京高11中央灰銀rf 7 の 9 - 17( ーヤ 7 トビル 10階)

電 話 ( 571) 6166- 9

向宅 ・東京都品川区東五反日13の16- 55 電 話(441) 5437

{手 藤 良5

常務取締役

大栄ｾＱＱＺ気株式会制大阪支問
一 大阪支1苫長

大 阪 市 西 区 京 間p 輯2 の 3 5  11l話 (443) 0631代

伊 藤 夫康

有 限 会 社 伊 藤 工 務 ! 古 代 表 取 締 役

太阪，J i JI(，;i' 1111メ ト 二:1軒之町 3 の 7 電話 (301) 3091  

(302)  1460 

(1セ 止阪『打点北 1111><: 卜三市之町 3 の35 'is .lIi  (302) 2824 

(  50音順 )

イ手 東 正 也

株式会社伊東建築設計事務所代表取締役

大阪市民述区幸町通2<7l 6h'l光ピル - ; [ 1品川2) 4343

4344 

向毛 ・商 '/;';11)" 松 生 町 I 2  9 町 2 屯 活 ( 22) 3598

井 手 正 雄

社団法人日本建築協会京都支部支部長

京都市中京区1
1
1
1
小路 i且柳馬場* 入附田T6  4  5  

京 都ill 設 会 館 内 電 話 (211) 2857 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 別 m町 9 ｩ ｬＨ 話 Ｈ ｾＶＴ Ｇ 5836 

生 島 春道

日 積 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 rli 市 医 大 古 寺 町 w : 之 T 20 :1t話 (251) 3195代

生 回
重政

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 京 区 安 土 町 4 の 5 ilI 話 (261)7591- 6  

向毛 . ，"，'桜，11朝日ケ II:日IJ258ー 2 電話ー0797( 3  )0657 

池

r 品 『

昌 彦回

株 式 会 社 池 [1:1富彦設計":J'; 務 所 代表取締役

大 阪 市 南 区 瓦 桜 町 3 の 6 8  iU; 訴 (761 ) 0 3 6  0  

自' i S ' 堺市I : Tf 芝 li'J ケ氏町4 丁1405 電 話0722(  78 )0034 

諌 早 信夫

日本シルパ ークール株式会社 社 長

東京都中央区銀座 1 - 2  - 15 

( 塚本ピル) 電話 (561)3581 

向定 ・点京郷世 111谷区μ 山町453 :IL話 (3∞)3705
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長重 賀 新

石 井 蔀

東洋基礎工業ｾ式会社大阪営業所 取締役官業所長

大阪市 ｉ 可 ｉｾ 京町地 ｩｬ 肉 ＱＵＶＨ 中谷ピルＩ 1立話 (441) “ 78 

石
I

 

l

 

-
-

E

，

 

寛

石 川 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町111 ii[，活 ( 779) 9491- 2  

自 宅 玄 塚 市 切 畑 長 尾 山2町 317 ii[ i活0727 ( 59) 2963 

石 秀 宏田

松田平田坂本設計事務所大阪出張所所長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 の 1 0  電 話 (344) 7 8 2 1  

自宅 ・東京間l 世田谷区

縦ヶ丘 2 の8 - 6  - 2 0 2  1[l ，!i'i 03 ( 429) 5074 

ネ反
‘ 宅主

.，.円

ごム

，ロ 良日士百

株 式 会 社 板 垣 建 築 事 務 所 社 長

大 阪 市 浪 速 区

日本総筋 4 の3 伊線ピ Jレ 電 話 (633) 7日5 - 8

r 品 『

昌

........ 

円E 手口

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市丙( > [ tl 牛Jjj¥通 l の27( タケウ手ビル) :Ir ，;后 (443)2261

内定 神戸市灘 (>[1草原南町2町 3- 24 1世話078 (87)  3479 

市 繁 雄
I

 

l

 

-
-
E

，

 
日 本 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

京 都 市 南 I烹 西 九 条 包 囲 町 20 tlt 話 ( 681 ) 5101- 5

肉宅 京都市在京区下鴨芝本町37 ;i[話( 781) 0 2 8 9  

不自 葉 重良R

建 財 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北区芝田町97( 新梅田ピル)

電 話 ( 372) 5097- 8

自宅八I i 市山本町南 5 - 1 3 ';l[話 0729(  22)  3587 

36 

年 昭和 4 4 年 元 旦 (  50音順)

山

一

相 崎 弘井 上 正

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所 所 長

大阪市阿( >[ ，γ 売制北通2の27( 大1.1 ピル2防) Ｂｏｃ ， ｴ ｾ＠ (531) 0913  

(541) 7301  

内 定 奈 良 市 法 直 立 花 町 1 0  4  6 電話0742( 22) 2283

山

一

泊 崎 久 雄

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古尿市中村医情町4町 28( 岡鉄全館内) 電話 (571) 1271大代

(551)2025 

自 宅 名 古 原 市 干 神 医 下 方 町 4 の30 電話 (711)94∞

井 上 達 明

高 千 穂 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市部}::j 医者sI斗中通 6 の58 tlLJ百( 922) 3 1  5  1  

上 田 良

:.b. 

11:1 

井 上 透 明 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 西 淀 川 医 竹 ぬ 町 3 の 24

(473) 1069 

電話

(471) 4871 

U. A .建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪 ｲｬ､ｴｬｾ 谷町 Ｕ の ＳＰ

( 新野村ピル ) '，l[訴 (762) 2  9  4  1  

1 ' 1 宅泌w川市本町17の18 '1111活 0720 ( 21  )0320 

内 成 之

自宅 ー大阪市西淀川尻竹島町 3 の 24 電話 (473) 1069 

井 上 ネ菌 蔵

回

株 式 会 社 j ド ヒ 組 代 表 取 締 役

大阪市1l I I h. ¥区1M: 野川町 2 町 15 iOC，括(351)0530 (352 )4031- 4  

自宅東太阪市石切町 1 i  2  7  itt ，括 0729 ( 81)  2  5  2  6  

A .  

"' 7 
茂西 雄

須 賀 工 業 株 式 会 社

浦 野 男

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

大阪市西区北塘 ｬｾ ｛ｪ ｪ曲 Ｒ の Ｔ 7  '，i[訴 (541 3051- 2  

向宅 ・ 同 l  

必』、

7  霧 雄

株 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

名 古 原 市 東 区 東 門 前 町 ト 12 tlt ，制52( 961) 3561 

向 宅 同 上

浦 辺 鎮 太 郎

株式会社 j甫辺建築事務所 代表取締役

東 京 都 中 央 区 日 本 僑 室 町 2 町 4 電 話 ( 279) 4939代

大阪市北区篠悶 8 ( 新阪急ピル ) ，i[;活 (34 1) 1727 

1680 

江 好
l

 

i

 

-
-
a

，
，
 巴

西

山下寿郎設計事務所大阪支社 支社長

大阪市東区北浜 5 ー 11 ;i[，活 (231 4217 ' 7321  

自 宅 ・ 芦 屋 市 山 手 町 1 6 電 話0797(  2  ) 9269 

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

山

右 直 員リイ左

有限会社岩{ キ建築設計事務所代表取締役

尼 崎 市 西 本 町 7 の 2 6  8  i{l j籾 6 (41 1) ぬ94

自宅・西符市 k 甲子問2 の11- 23 ii [ 抑798( 47) 5753

岩 崎 甚 太 郎

社 団 法 人 日 本 ， 悠 築 協 会 参 与

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電話 (231) 9  6  4  0  

自 宅 兵 庫 県 川 西 rl i i EW般 l の32ー 11 電話0727 (59) 9317 
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榎

，....._， 

玉

日東建設株式会社大阪支底 取締役支庖長

大阪市北区末広町12 ( 新末広ピル)

電話 ( 361) 0623代

遠藤 誠

株式会社遠藤建築設計事務所代表取締役

大阪市南区長期橋筋 2 の3 5 - 1 (日 rlE ピル 4 階)

';rr 訴 (211 ) 3147 

自宅 ・西宮市里中町2の3ー13 電話i u798( 41) 1845 

‘
、----ae 

，
，
 

l

 

l

 

-

z

E

E

，

 

正

株 式 会 社 竹 中 工 務 府 取締 役

年 昭 和 4 4 年 元 旦 ( 50 ii 'ill iI )  

岡 本 ｾｾ＠ 韮

大 井 弘 次 郎

株式会社大井建築設計事務所代表取締役

大阪市北氏五三桂町44第一ピル '，I W;  (444)  4521 代

向宅 n的1市行楽荘4の4ーII '，!i，!，f; 0727 (21)  4113 

大 i畢 幸 平

株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市内IベrJlj l <刷 i曲l の 8

( 1叫つf品ビ' レ '，11，，[0 (532 '  Ｐ Ｔ Ｑ Ｕｪｾ＠

岡 本 男

大 支 柱 建 設 株 式 会 社 取締役社長

大阪市点| 耳今崎 5 の 2 正，11; 203 0065 j  ｾ＠

Ｑ Ｇ ＱＧＱ三 ｉｾｾｾ '1' rli F. JI 町l の8ー18 '，I1"，f ; 068 52 3 2 3 7  

大 良R

美

株式会社じ商会常務取締役大阪支町長

大阪市北区市 ｽｾ ｾￎ 上 Ｒ の ＳＸ '，!L訴 (344) 1441代

向毛 . 'j{塚， 'il 有11 1 の 4 ー18 '<1;:，活 (86) 2909  

‘
、

-
-
-
-
-
e
 

.
，
 生t!:

ｾ＠ 介下 )1慎 祥原

株 式 会 社 大 阪 建 築 'J';. 務 所 取 締 役

大阪市内 v 京間I 均1 2 の 7 5  'r [L話 (441) 9351代

!可' i ; ，吹 111 'n l ' l ' 山商 l の25- 22 正請( 384) 2471

J  11 実 大 林 芳 良R 鼎 秀 夫

社 団 法 人 大 阪 建 築 設 計 協 会 会 長
株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

株 式 会 社 カ ナ エ 商 会 代 表 取 締 役

大阪市西I買i 休場通5町58( ヤマタマビル) 世話 (448)4110
大 阪 市 東 民 京 橋 3 の 7 5  

止阪市，t [ メ常心 Jf 1 の 4 0  屯品 (352) 34  12 Ｈｾ＠

(448)3329 Wt  枚)i，!i i守型 I削山之 F 町9 の 2 屯J占 0720 (31  Ｉ ｾｏｉ Ｙ＠

小 河 吉之 助

株式会社 小河建築設計事務所取締役社長

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 の 8 電話 ( 761) 6957代

自宅寝屋川市東香里岡町18ー14 電話。720( 31  )2601 

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 商 会 会 長

大 阪 市 北 灰 町 田 町 1 6  ilL話 ( 364) 7031 

向宅 ・枚万市岡 LU手町 1 5 - 4  ilI話i0720( 41) 3427

平 和 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市械ｾく ＱＢ 則日町 ｬ の Ｔ 0  '，II ，h
f
;(939 )474 1- 5f l: 

向毛大阪 rli lIl! r，，: 新議小路 '1' 3の94 氾J; 952 )  1  2  4  0  

大 森 久 司

近 畿 屯 気 工 事 株 式会社 取 締 役 社 長

大阪市北 ｉｾ 市川町 Ｑ 1 正zi 古 1312 1281  

['[，-(;・ 4モHr l i 今j上町 1 2  '，I1"f， 0742  22 '2390 

岡 橋 作 太 郎

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

大阪市東医術場 2 の 3 8  ¥II 話 ( 203) 2361  

越 智 隆 晴 岡 本 茂 ｾＡｴ＠

株 式 会 社 高 橋 建 築 事 務 所 会 長 岡 本 茂 樹 建 築 事 務 所

神戸市中 間区北長狭通 4 - 1  '，[i話。78( 33) 7995
神戸市 I灘区高羽惰丘 103 の7 'o'!iぷ ( 85) 2020

向宅 ・神戸市東灘区本山町田中294 ilL話。78( 41) 0311
自 宅 付J l  

金 光 五 良R

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市内成r ><: 千本通 7 IJ )  1  1  '，(t，活 ( 661) 8181  

上 ネす

株式会社京都建築 ＧｊＧｾ 務所代表取締役

京都市中京医二条例馬場京入 '1"1之町10 起訴(211 ) 0562 

( 231)  5681 

神 新谷

株 式 会 社 竹 中 工 務 自 専 務 取 締 役

大阪市 京区本町 4 の 2 7  1官J古( 奴) 1201大代

内宅 ・神 J i ，打鍵区五毛通 3 の17 '1江oII; 078 (86) 0596 

37  
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川

九

円

辛 木 夫貞

東 海 興 業 株 式 会 社 常 任 顧 問

向宅 ・戸屋市白川町 l の2 0 1tt訴O乃7( 2  ) 0328 

柄 谷 吉 太 郎

株 式 会 社 村j 谷 工 務 j苫 取 締 役 社 長

尼崎市ぶ需 ￯ｾｪ 之田 ｲ 4 電話 (4 11 ) 14 5 1  

ｦｉ屯・間川市叩 ｲｬ 申 ｉｩｬｬ￬ｬｾ｜ 町 Ｙ の Ｑ Ｔ 電話 0798( 41) 07∞ 

I

 

l

 

-
-
z
'
'
 

崎 敬

株式会社 近畿建設 代表取締役

大阪市西氏柳本田14 の 1 0 3  ; 包括 (532 )∞81

19 宅 大 阪 市 浪 速 区 新1112 町666 電話 (632 ) 7369

河 井 弘

品斗ι

見，

自主 併良市ｾＮｘ￡ヶ ｉ ￍＺ附丁目 m話 奈 良 (45 )4378 

河 内 義 就

有限会社河内義就設計事務所代表取締役

広島市 ｊｾ 制豊田 ｦ 2 の 3 7  1江訴 ( 28) 2  2 7  1  

河 吾 之 助;幸

河 i準 装 飾 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 常 島 上 1 m訴( 担 1) 1351- 3

自宅 ・盟中市服部本町 l の10 電話 (62) 6 8 6  5  

38 

年 昭 和 4 4 年 元 旦 (  50音順 )

栗林 馬

戸向

日 里予 栄

栗 林 建 築 士 事 務 所

和歌山市和歌浦餓立的527 ¥包括 (44 ) 3623 

栗 山 徳 良R

株式会社大阪城口研究所 常務取締役

大 阪 市 北 区 間 垣 町 I "11，活 372) 7151代

自宅京郎市左京区西梅ノ木町50

木 村 5重

、ｾ

ッ、

栗 山 板 硝 子 庖 自 主

大 阪 市 南 区 上 沙 問T 2 の" 1 屯，!ii (761) 0635 ，0636 

首E i畢

_，_ 

ノ、 朗

株 式 会 社 木 村 工 務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 区 南 炭 以 町 38 電話 (271 ) 5678 

自主 ・大阪市東住背 区平野 IC田17の 14 1tI 1活(791) 0834 

木 下 園 男

矢 ｬ ゐ怨設桝式会社対坂支 ｊｾｩ 取締役営業部長

大 阪 市 南 医 北 炭 桜 町1 8  '，I1，tii06( 271  ) 5837代

自宅 ・大級府吹旺l 市内本町3 の23- 8 l!i iti.il 6( 381  ) 0451  

桑 島貞

株 式 会 社 内 外 万 点 代表取締役

大 阪 市 北 区 堂 b; j 北田1 1  6  111話( 刻) 90S5 代

1 ' 1 宅・大阪市西区京田Tjlft 2 の 102 ¥R訴 ( 441) 2503 

木 光 雄

株式会社高島屋大阪支庖装飾音日部長

大阪市浪速区日本僑筋 3 的 40

商品桜束別館 5 階 屯 ぷ (632) 3191  

自宅 ・尚行市尚師/ 浜 4 の7 - 2 3  1tt，! 古跡 ( 61) 9478

‘
、

'

E

E

E

a

・
-
，
 

泉 重

下

差

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市ｾＭ［［ J:: j 医 堂 島 浜 通 4 の14 ¥Il，，[; ( 452)  1651 代

向宅・羽曳野市高腎 7 の 3 - 11 ¥I l 訴阪南 ( 55) 4416

見 泉 新

株 式 会 社 本 下 譲 : 商 応 取 締 役 社 長

大阪市西区江戸堀 5 町 5 ill ぷ (443) 0 1 1 5 代

向宅・盟中市上野 6 の 12 ill 話 068 (52 )7284 

北 里予 正 雄

高 岡 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 灰 新 町 通 l の 77 m訴 ( 532) 4951 代

同宅 東京都渋谷医 * 1 の10- 9 ¥1l，l-i.il 3( 400) 0432 

‘
、

・・・
・

4

，
，
 

西 山甲

中 西 怨 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北 Ｑ＾＼Ｚ ＧＱＧノ，Ｚ，ｾ 3 柑l 日ピル '，L:，，[; 231 9531 

:重E

，円 文 水

株式会社町中小西建築事務所取締役社長

大阪市内 lメ阿波l也市 jlft2 の60 "江 E活 (532)4051代

自℃・人ー阪 di lUf王tl{I ;{

。ドTf '，llI 脇町373- 4 11!，!ii (701) 0  2  9 7  

田

株式会社梓建築事務所代表取締役社長

東京都千代田医車問町 2 の 14- 2  世話 ( 530) 4411代

(山 1 グラノドビル 5 附)

向宅東京百s' I' f t ! 烹中野5 の37- 23 氾j ，f; (387) 1539 

エ

エ

藤

藤
夫

雅

建

工 藤 雅 二 建 築 事 務 所

大 阪 市 此 花 区 間 食 品 大 通 2 の I 2  i (t話 (461 )0043 . 4198 

4393 

自宅大阪市此花区間賞品大通2の 12 ¥Il ，1ii (  461 )9293 



肩車 賀 新 年 昭 和 44年 元 旦 (  50音順 )

林
ごJ重同E  

佐 藤 太 篠 原 太 良日

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 相 談 役 株 式 会 社 近 畿 建 設 取 締 役

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  '，Il話何44) 4677

大 阪 市 北 区 南 川 町 11 '，ll，.活 (312 )1281大代 凶区柳本町 4 の 1 0 3 も:，r; (532)  0 0 8  1  

向毛大阪市阿倍野区北品3の 1 7  'oll 話 (651 ) 1594

自宅・箕面市桜ケ丘 3 の 9 - 2 7  ' ，L: 話仰幻 (21) 21日
I1' {; ， n  I(!i rli Jt I(!i 5 の7 - 6 も:，r;0727 (21) 3561  

‘
、

-

E

E

-

-

e

 
，
，
 

得
士

山本木

株式会社小林得志建築事務所 代表取締役

大阪市北区堂島北町20 O'1J: ，lli (362)  5658- 9  

1'1毛 西 前 市 丸 橋 町 6 - 16  O'1J:話 0798 ( 66)  2394 

佐 谷 幸 雄
: .Lt 

I 、，，、野 正

株式会干l安 )1 建築設計 事 務 所 代表取締役社長

大阪 rl i *[ 孟淡路田r2 の 34 "ぷ品 (202) 3  8  3  6  Ｈｾ＠

自宅・両日市' 101 町4 - 9 也t治問符 (22 ) 1 5 6 9

渋 谷 令 }，qJ， 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市街 1: 0<_鍛治崎町 5 ? 電話 ( 211) 7  3  3  3 代

林 正 数 寮 藤 博 清 水 手口 1商

株 式 会 社 浅 沼 組 常 務 取 締 役 本 山 長 株 式 会 社 三 拡 商 会 取 締 役 村 長 株 式 会 社 清 水 和 嫡 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市天土寺|互*的1-li 凹18 の 1 ，喧J占(762) 0251代 大 阪 市 北 医 t河川町 1 6  "正s泊 (364) 7031 
大阪市北1:o<:1i宇111143 ( 浪迷ピ} レ) ，'U:，:，r; (312) 7278-4616  

自主 ' l'/I rli 大H( - I 3 4 の I I 官.if;0723 ( 7 )  1467 
n' ' (: 筑前iil i 7i 楽 iE 3 の 4 - 3  '，L:，:1; (21)  234 1  

1' 1七・盟'1' di 般塚W: j曲5 の 8 -，li .ll ; 068 (52) 7 0 5 6  

林 甫 朗 坂 内 幾 良日 白 石
叉5314  で」 ｅ 当ｾ匡 ｅョ=ー Bヨ

プコ

小林住宅株式 会 社 社 長 ・級建築士

坂 内 幾 男
株 式 会 社 藤 木 T 務 J. i : f 常任顧門

大阪市東区御堂筋難波神社前 電話 ( 2 5 1 ) 8 3 7 1 代 士 反 内 建 築 設 計 事 務 所

大阪市東 I更両符町 l 円 13 電話 (942) 1461  

大阪dilJlj 淀川lメ](-'1' _* 3 の13 ，!i，:，r; (472)  0631  

内宅 k 阪市住i ; [ 更唱ノ汀中 l の68 電話 (671) 3792 

鴻 池 藤

株式会社ｩＭｬ￭Ｎｾ池 ｫ､ｬ 取締役中ｼ長

大阪市東区北久末寺町 4 - 2 7  ｾｉｬ話 ＨＲＵＲ Ｉ 3 1 0 0  

1守宅・京都市北区平野 鳥屑前田f86 ｾｉｬ［話ｩＰＷ ＵＨＴＶ Ｑ Ｉ Ｑ ＵＲＶ

佐 藤
.xz:. 

日 松

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 会 長

大阪市天主寺区上本町 氾話 (772) 1  2  5  1  

7 の 2 ー l 上六ビル内

自宅・芦屋市六鍵 J上町97 '，L:話 097 ( 2  )  2226 

佐 藤 四 良R

ｪ ＺｪＧ主・東京師 ｳｾｴｴｊｾ 郡

j(11 [町和fJl l 844 ・立，:，r;03 (489)  0666 

阪 重 庸城 平口 口

阪 1I 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市点[ ) z 京附 3- 68 北浜ビル 2 号館

世話 (941) 8441 - 5

株式会社大阪城口研究所 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 屯話 ( 372) 7151 代

肉毛 ー 西 ｅｾ 市相生田 ｲ 6  - 4 0  

坂 本 賀
曲

豆

: .b. 

，ロ 郎承 須明

阪 神 建 鉄 株 式 会 社 取 締 役 社 長

* 大阪市中 J (' 2  1  4  "u.ll; (781)  0  0  5  4  

0729 (62) 5581- 5  

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

;::;n. 

員又 楽 貞
+
[
目谷 矢口 巴

株 式 会 社 洋 建 築事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区松ケ枝問T88(1"11 11 ピル) も活( 湖) 臼72- 3

臼' 七や1' ，; 市須熔区般本町 3 の18 '，'!i，;占 (71) 0324 

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市西区江戸樹 l のω ｾ話 Ｈ ＴＴＱ Ｉ ＸＲＳ Ｑ 大代

自宅ー名古屋市千純区山門町l 町59

電話名市原 ( 751) 0559 
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員重 賀 新

取締役社長 杉 村 正 三 郎

専務取締役 相 岡 十 三 介

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

大阪市東淀川区十三西之町 3 の34 電話 ( 302) 0231- 5

F寓 美田 正

第一工業株式会社大阪支庖取締役支底長

大 阪 市 北 区 ld 悶 町 3 0  電話 (364) 0977代

年 昭 和 44年 元 旦

田 中 幸 三 郎

田 中 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 堀 町 54 電 話(771) 2391- 4

0999 

自宅 ・大阪市阿倍野区阪南町5- 9- 24 電話 ( 622) 0494

田 中

. - 主

2同

盲

穴

太 洋 組 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区侮岡町47( 新阪神 ビル) 電話大阪 ( 361) 2791

自宅兵庫県筒屋市西山町50 電話 0797( 2  ) 0249 

銭
-田zー畠=圃=3  • 

輝 之 田 中 政

株 式 会 社 銭 高 組 取締役社長 大島ｾ用化学工業株式会社 取締役社長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 過 3 の 2 電時( 日1) 6431大代

東 大 阪 市 新 庄 141
電話 (782) 4171~3 

6734- 8 

自宅・大阪市織東区野江東町4- 99 電話 ( 931)3切 6

仙 良日田 四

関 西 媛 房 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市住吉区万代東 6 の3 電話 (672) 1281大代

自宅' I ! I I 市大美里子 7 6 の6 m，箔 0723( 7  )6513  

雑 賀 夫孝

株式会社雑賀建築設計事務所代表取締役

和 歌 山 市 西 汀 丁 l 電話(31) 1371代

自宅・和歌山市小松原通 5 の 1 電話 (23) 5888 

言リ 島栄 J ¥ 

株式会社 高村電機製作所取締役社長

大阪市北区河内町 2 の28 電話 ( 358) 6351- 5  

田 谷 清 郎

清 光 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大飯市西区南場江大通 2 の20 電話 (541) 1661代

自宅 ・神戸市住合区熊内町6の5 電話神戸 ( 22) 2943

40 

田 中 実

(  50音順)

吉

岡須
.it: 
N 、 郎

富 士 電 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 l の 6 5  

回 測 誠 也

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社 長

大阪市東淀川区加砧町 357 電話 (302) 2  2  7  1  

自宅・西宮市甲子関町 3 - 8 包括西宮 (41) 似 94

吉

岡

差
本多 久

株式会社回洲建築設計事務所取締役社長

和 歌 山 市 下 町 1 9  llt 昔話 (31) 0 2  6  1  

自宅 ・同 上 電話 (31) 0  2  6  2  

株 式 会 社 大 成 鉄 工 所 取 締 役 社 長

枚 方 市 出 口 3 8 3 電話0720( 31) 7∞1代

自宅 ・大阪市織東! 買野江東之町4 の90

吉

岡 勝 郎

回 村 厚

橋

共立建設株式会社大阪支庖常務取締役支庖長

大 阪 市 東 区 谷 町 5 の 3 0 電話 (761) 0112代

自 宅 池 田 市 天 神 1 - 6 平安7 / ンヨン

電話。727( 61) 1455

吉

岡橋 惣 右 衛 門

田 村 蔵 会 社 長

西日本建設業保証株式会社取締f支社長

大 阪 市 東 区 上 町 5 建 設 保 証 ピ ル 電 話 (762) 5701 

自宅 ・大阪市阿倍肝区北白3の13- 26 ;'fi，!古 (661)3132

吉

岡 慶 夫

神戸市生国医京町72( : 7 レセントピル)

電話 078( 39) 0881

回 本 栄

橋

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 京 町 樹 2 の 7 5 電話 (441) 9351

自宅・大阪市東淀 川区相川中通2の2 - 4 電話 ( 328) 0935

竹 健 造

高砂熱学工業株式会社大阪支庖取締役大阪支庖長

大阪市北区傍悶 8 ( 新院: t ? ピル) 電話 ω2 ) 4521代

腰

株式会社双星社竹腰建築事務所代表取締役

大阪市北区堂島中 2 の 37- 3 電話 (341) 6671代

自宅 ・西 宮市松関町 7 - 22 11!，!紛798 ( 34) 2650 

竹 中 錬

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 取 締 役 社 長

大阪市東区本町 4 の27 電話 (252) 1  2  0  1  

自宅・神戸市葺合I買線内町 6 の5

電 話 神 戸 ( 22) 2943



長聖 賀 新

辰 直

: A 

J ロ村

株式会社辰村組大阪支庖取締役支庖長

大阪市東医徳川町 2 の36 ( 京船場ピ J レ)

l ! I話 ( 942) 1701代

丹 司

: A 

，ロ

Fι 司

メE

アサヒ Wi 附 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 fi' ，'; [j( /'. f i ' 市町 1 '，!I，話 ( 673) 6∞o  

ｲｬＧ 七 ・ 』救 ､ｩｦｮ Ｇｦｾ J-.fi' .' i町404 '，11話 ( 671) 2531  

知 夫見 義

株式会社斎藤省三商庖大阪庖 取締役支底長

大阪市内 ｾｉ 佐制 ｪ 国大同ピル Ｖ 1  6  i !I，]fo  ( 443 )  3361代

地 頭 政 人

小(長ンヤ y ター工業株式会社大阪支底 取締役支応長

大阪市北区符除目130 '，11，活 (164 ) 4825 .  90ω ・9016

近 陽田

株式会社川 l: h織物 大阪 営業所取締役営業所所長

大阪r 1i */: <: 安 l 田14 の 1 9 丘話 ( 271) 6591  

津 芳村

オリエ/ タルメタ j レ製造株式会社 J fl (締役社長

尼崎市 ｉｾ 洲Ｇｪ稲川新聞 ＴＴ '，!I，i'i o  ( 481)  8085- 9  

1' 1毛 ・Iな1 り，t大 ' H市商品川 3 の58

塚 本 猛

、h

ッ、、

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 l耳 慣 場 2 の 3 8  包括 ( 203) 2361  

年 昭 和 4 4年 元 旦

月 野

. . . . . . .  司

厄
士

ロ

島藤建設工業株式会社大阪支/ ，t ; 取締役支J ; t ; 長

大 阪 市 北 区 茶 1;1田T31の 2 仏!1; (372)  6∞1- 4  

自宅 ，nIl iJI 市 中 区 西 之 谷47 i! I話 ( 461) 6518  

辻 本

曲

一

旦

辻 本 盤 設 計 事 務 所 所 長

J布l 欣 ¥1¥rl i 点 H 町 中 町 丁 12 - 3  'o' ll ぷ ( 24) 6346

1' 1七 I口J I-_ "'li ぷ ( 23) 4519

恒 成 司11

合名会社つねな りすたじお 代表社員

大 阪r 1i *  ｛ｾ北浜 Ｓ ノ ＴＰι 活 ＨＲＳ ＱＩ 0141  

7781  

土 雄居

社卜 ｴｬ ｩ よ人大阪建築設計協会常務ｦＡｐＮ Ｇ ｊｾ

大 阪 市 丙 灰 l 佐 堀 通 5 の58 'o' ll ，!1;  (448)  3329 

7 ヤタマビル ( 448)4110  

東 士田 議

株式会社東畑建築事務所 代表取締役

大 阪 rh 点 lズ 伏 見 町 5 r  11 19  il;:' 活 (202) 0  39 1  

肉可: ; .  NI I  'rli 点灘医性古町縄f " - T¥680 包 括078( 85) ω43

時 竜 太 郎山

時 山 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 市 北 ほ 件 恨 崎 上 2 - 21史郎ピル "ιE活 (361) 6248

自毛 ・大阪市点淀川区 :[1i[本 IHf2 の 127 " 正話 ( 393) 9557

f恵 水 正

株式会社三座建築事務所 代表取締役

大阪市北医中之品 4 の33 " 正論 (443) 0  0  5  1  

自宅，. . ， ki 市 条 町 53 電 話 0797 ( 2) 4 9 5 3  

(  50音111員)

守

田 家 宏泰

富 家 建 築 事 務 所

京都市中京 l烹押小路 jilLI #: 渦院西人 旬以 075 (231 )6357 代

内 藤
盲

六

株式会社竹内建築4)'; 務所 代表取締役

大阪市浪速 i天元町 1 - 742藤本ビ J レ

電話何41) 5089 . 1156 

自 宅 大 阪 市 阿 倍 野 灰 モ 子 町4 の1- 8 - 3. 03

電 話 ( 623) 7385 

内 藤 正 克

株式会社内様建築設計事務所代表取締役所長

兵w県小町市 l二本田1240 4  1電話( 小野) 4757代

( 小型f ピル )

自 宅 兵J・F県小野 di 久保本町 1063 1屯話( 小野) 4668

中 井 惣 良R

株 式 会 社 中 井 線 車11 取 締 役 村 長

尼 崎 市 常 光 寺 尤 町 l の 3 電話 ( 481) 5461- 5

向宅 ・尼崎市東岡田町 9 の17 '，11.1; ( 491)  1 3 8 6  

中
l

 

l

 

-
-E

，
，
 匠

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北lズ浪花町38新興ピル 屯，Ａｾ (訂¥) 3  6  :; ¥ 

wt  宝嫁市米持宇石間 ¥8  可1M; 0797 伶6) 2  3  9  1  

中 f左
士

ロ

盲

フマl

 

l

 

---a' 

アポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 区 北 新 町 2 の 7 'il!:.!ii (942)  2951  ｦｾ＠

f ドセー東大阪市森 河内本 J邑3の17 'ill ，!ii (781) 7995  

中
i

 

l

 

-
-
E

，
，
 

...... 

女 藤

中 川 ラ ス 製 作 所 所 長
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五重 賀

中 津 誠 良B

小 湾 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北1" 印刷田138新自治ビル 1Urii古 ( 363) お81

f I 宅・ '.i' 11 di 沌}F:ri ;1If13 の 2 7  "山活 ( 991 ) 1848

中 原 茂

安宅エンヂニヤリング株式会社取締役建築部長

大阪市東区京橋2 町15 - 1¥松村ビル)

電 話 ( 942) 2312代

中 金ネす

中 村 令 商 庖 活 主

京制!di f  i; r ! i . 制御池内 JL i 珂人横諏訪町315

屯，lli 075 (351)  1002.1]制 ! 醐

]，]'1; '1"1 1: 

フX 賢 城井

株式会社 久米建築事務所取締役社長

東京都中央区銀座7 の11ー 10 電 話 ( 572) 1401代 表

長 尾 正 大

日本エレベータ工業株式会社 代表取締役

大阪市大淀区天神僑筋 6

天六阪急ピル

自宅 ・池国市城南町3の33

1屯話 (351) 4927代

1u話0727( 51 )9381 

西 嶋 徳 太 郎

株式会社大阪建築・J'; 務 li)j 専務取締役

大 阪 市 西 区 京 町 糊 2 の 7 5  電 話 (441) 9351代

ドp主・大阪府J C i I町rli 俗ヶ丘3町 11 - 35 "起訴 0727白1) 2432

西 義 良R田

株 式 会 社 西 国 工 務 庖 取 締 役 社 長

大阪府岸和田市加守町 626の4

電話。724 (  3  ) 2881  ( 代)

42 

新 年 昭 和 4 4年 元 旦 (  50音順)

原

両

国

国根 津 耕 良B 田

昭和アルミニウム株式会十| 取締役社以

堺 市 海 山 田1 6 の 221 'tt!.，/i 堺 3 IIHI 代

原 守蔵

株 式 会 社fHi 柱建築事務所 代表取締役

大阪市東区平野町 3 の35 i [L話( 231) 1 6 3 2

何百和ビル) 1  6 3 3  

自宅 ・宝塚市川 l耐7 宝 塚5 - 1 9 '，[ L ，語宝塚 ( 86) 7862

野 崎 謙
回

株式 会社山下寿 郎 設 計 事務 所 取締 役社長

本 社東京術中央I i ! : 丙八丁場 2 - 4  電話 (552)8311

大阪支社大阪市東I買北浜5 - 1I (新‘ ，1. 111 ピル) 電話 (231)4217

橋 本 正

原 田 今 商 事 株 式 会社 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 商 品 嶋 市 過 3 の 8 屯，1/i (o4 l) 7  2  5  1  

第一節崎ピル (日1) 4527- 8  

向宅 k 阪市天主寺I更生1' . 寺町6 町2 電話( 訂1) 9  7  9  2  

イ半 秀 雄

鹿島建設株式会社大阪支庖取締役大阪支! 育長

声叔市東 区 瓦町 5 の 7 1  包 括 ( 202) 7461代

8166代

長 谷 川 元 耶

株 式 会 社 泉 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市南区術劇7 の4( 新聞ピル) ¥[L話 ( 251) 7691  

向宅 ・池間市花期 l の 6 - 2 6 電話地問( 61) 7342 

浜 口 幹 良B

株式会社西原衛生工業所大阪庖取締役会長

大阪市大淀1'<. ' Ti.ltl柄通 4 の11 電 話 ( 458) 3531代

伴 野 貞

株 式 会 社 浅 沼 組 専 務 取 締 役

大 阪 市 疋 E .'r 1><: *向i I ' 田1 8 の 1 'il t，品 ( 762) 0251

自主 ・ 大阪， ｉｪｬｬｯｬｬｩｾｦｴｬＩＨ 文の型 ｬ の Ｔ Ｍ ＲＱ '，[L，;/i Ｈ ＶＲＳＩＰＶＰｾ＠

原 精

と も い き 会 代 表

ヴ 11 ｩￎ ｬｾ 禿回 ｦ 2 の 6 7 官.i/i (992)  5  4  9  6  

平 田 伊 良日

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市東淀川区卜宅西之町4 の3 電 話 ( 302) 1551代

向 宅 ・西 利 市 名 次 町 12 - 9  包括西日 ( 22) 1504

原 圭

株 式 会 社 、HII タ イ ル 取 締 役 判 長

大 阪 市 西 灰 阿 波 I*. 中 通 l の 5 ; Ii 話 ( 532) 1231代

自 宅 神 戸 di 灘1>I: 1' ' f 通 8 の10 1[L話相l' 戸 ( 86) 4472

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 副 社 長

大阪市西区阿波1主中辿 l の 5 "江ぷ (532) 1  234  

]']，-(; ・J;>: r. lhli ドボ|メ

伶小路大: ; ，; *  '，t ，lli (811)  12 0 3  

平 山尽 平
田

関 西 H欠 付 喰 装 工 業 会 会 長

大阪市東淀川 I烹m川通 3 の17 ，明装興業内

電 話 ( 309) 4421 代

平 山 工 業 株 式 会 社 取 締 役社 長

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 の 2 電 話 (44 1) 1994 11: 



面重 賀 新

贋 悦野

日 亜 金 属 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

千百 朝 生回

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区堂島中 2 の3 7 - 3 電話 ω41) 俗 71 代

自宅 ・西宮市砂田町17ー29 電話 0798 (34) 6591  

ネ富 好 雄田

ダ イ ケ ン サ ッ シ 株 式 会 社 取 締 役 社 長

堺 市 松 屋 町 l の 6 電話堺 ( 38) 1l 41

大阪市住吉区帝塚山東 3 の37

年 昭和 4 4年 元 旦 (  50音順)

堀 也藤 木 銭 フE

神 戸 材 料 株 式 会 社 社 長

神戸市葺合区熊内町 2 の8 8 電話 078(23) 1421代

神戸市長回区花山町 l の7 9  電話

本 ｾｦｴＱ＠

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

大阪市東区両替町 l の1 3  '[m古(942) 1461代

自宅・ｾ中市本町 Ｕ の ＱＴ Ｐ 電話ｾ中 ＨＵｾＩＴＰＸＸ

藤 手B田 日百
庄 弘

RI A建築綜合研究所大阪事務所

大阪市北区大融寺町33( 合同ピル406) 電話 (312) 9154

藤 村 清

株 式 会 社 三 晃 商 会 常 務 取 締 役

大 阪 市 北 区 以 ll! 町 16 1包括 (364) 7031代

自宅 ・箕面市桜丘3 の6 ー11 電話0727( 21) 2655 

本 史 郎

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 牽 屋 町 l の 6 6  1司屯1i:，‘訴 (3お52の) 6臼16臼I代

自宅. 京剖都l市右京区山の内山の下町 t屯l巨I訴07布5(α311)沼2564

i O- ll 

田

本 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役社 長

大 阪 市 北 区 芝 田 町 65 電話 (372) 0831- 6 

干高 中 A: 
一

郎 藤 本 庄 之 助
戸日‘ 4Ij白

J  11 敬 蔵

社団法人 日本建築協会 常 務 理 事 株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役 株式会社東畑建築事務所 取締役大阪事務所長

大阪市東区北浜 3 の37 電話 (231) 9  6  4  8  

大阪市城東区西岡n里子 6 の4 3  1li ，{古 (961) 4460 

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 の 1 9 電話 ( 202) 0391

自宅 ・枚方市香里園町26の68 電話0720 (31)  0549 
(962)  1288 

自宅・京都市下京区西木屋町松原上J レ 電話 (351) 2083 

自宅・同 上

干高 氷 薫

株 式 会 社 福 永 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市南区 l順慶町通 4 の61 電話白51) 3102 

5189 

自宅・ 向 上

干高 圭 蔵頼

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長

大阪市西区西長堀南通 l の5 電話 ( 541) 5757代

自宅・大阪市住吉区住吉町242の22 電話 (673) 5120 

藤 井 明

新 晃 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市東区大川町 l 11i:話 (202) 4761大代

布 袋 園 雄

東西建築サービス株式会社 取締役社長

大大市東区横綴 2 の48 電話 ( 202) 3626代

自宅・和歌山市新編南町丁 2 の6 - 1

包 話 0734 (22) 9382 

星 麗 文

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市城東区関目町 l の40 電話 ( 939) 4741- 5  

自宅・門n 市娘垣町12の16 11[話 0720 (81)  0667 

星 野 健 児

日 生 不 動 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 日 開 備 l の 4 電話 ( 203) 3841  

自宅 神戸市東灘区御影町郡家犬蔵28 電話 ( 81) 9063

政 基

、h7
;，、

岡

日新ビルダーズ株式会社 取 締 役 会 長

大阪市南区久左衛門町ω 電話 ( 211) 6 8 4 3 - 5  

松 井 秀

亀 井 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区南久宝寺町 4 の47 電話 ( 251) 1353代

松 尾 陽 雄

内外アスベスト株式会社大阪支応 取締役支底長

大阪市都島区都品北通 l の14 1t，:話 (922 )1371 
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肩車 賀

松

松

医ヨ

)1慎

平

吉

周

回

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所

1I，¥fif. J市制j M町 2 の 1 IIJJifil ，; 1ピル '，[ i. 1占( 29) 2497

松 本 儀 八

株 式 会 社 三 本 組 相 談 役

Ａと ｬ 宅 ・ ｾ中 ｲｬ￭ 蛍池小田 ｦＴ の ＶＵ 'o' li.l [;068( 52)  3448 

本会 本 平大

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 所 長

大 阪 市 西 区 京 町 線 l の 7 4  ，'11，1[; (441)  5951  

自宅 ・大阪市東淀川区下新庄町 2 '，:I1.l1i  (328)  00'29 

公団f主宅; 22- 4  

高 喜 清 三 郎

パ ン ポ ー 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

(IA称万邦ポリエステル工業( 株) )

大阪市住吉区 JめT 中6 の3 7 電話 ( 691) 1081代

自宅 ・同 上

宅
金fL

田

株 式 会 社 入 江三宅設計事務 所 代 表 取 締 役

東京郎港 区芝商久保縦川町28 ｾｬｬ 話 ＨＵＰ Ｑ Ｉ 0286- 8  

門宅 ・東京都刊ー凹谷区祖師谷 l の32 ;11，;[; (:lOO) 6830 

ー..... ‘  

宅 康 介

八幡工コンスチール株式会社

大阪支庖取締役支 ｉｾｩ 長

大阪市東区、H f 田f 5 の4 0 第 II 長谷川ピル

世話 ( 203) 5371代

事自 泰 司

株式会社地域計 l百| 建築研究所 代表取締役所長

京都市広京医 J f mタ町 12- 15 m，i;li (761)2167 代

n定点郎市伏見r. 桃山号 1; 郎町1- 4 '，1(必 ( 601) 3962 
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新 年 昭 和 4 4年元日 (  50音順 )

ネす 革丙光 井 良 田

Iltj (JJ f化 学 工 業 保 式 会 社 代 } < 取 締 役

明石市藤 i T中谷町 888 111活 IIfl イ; ( 913) 3456代

i'I'と N I/ ;di ' ji'水 J !

j瓦1; : 。町内的 111164 i[L話 0 7 8 7 6 4 1 8 6

ネす 本 品可

株式会ネj ヒーロー化学工業所代表取締役

大阪市丙淀川 II! 打l 弔問[ 1 肉 55 '，[L話 (471) 9855- 9 

南 長
士

口

陸白

玉玉三

村 本 ， 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

k 阪市疋 l 年1" ト' " 町 9 的 49 i!r，;f. (779) 1571- 6 

11ε 摂良 V
1
!北i . . ' ; 城郎広陵町K i 主:-00;)'17

'，(l，:，; 07455 (  2  )  6240 

キサ 山文 夫

斎久工業株式会社大阪支庖 代表取締役支応長

大阪市北[ . x 常安町 I1 ' ，[L活大阪 ( 443) 5041  ｴｾ＠

内宅 ・尼崎市桜11町6 17) 20ー7 '.l1ぷ ( 421) 5136 

F 晶 『

昌 自司 克

新生電業株式会社広& ' 1 支 I，t; 支庖長

広 ぬ 市 二 葉 の 盟 1 "11M; (61)  3245  

自宅 ・広島市牛A1 町神田区1422 "日，11i (21) 1266 

「昌晶 『

後 健
F孟品 『

谷 山 7.1< 

株式会社災後処築事務所 代表取役締
室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市天 1 キI ! J 汐町 6 の35 "江.1; ( 771)  0393 神F' 市'1' lfI [>(jt J <! 来通 4 の1 司l.1I i ( 33)  0881 

向毛・大阪， liJl W' ，'iI! 1Ji!，反田f1の5 '，[e，ili ( 622)  5130 自宅 神ぃ市 '1'，日1I王山本通 4 の108- 37 司1， ｬｾ＠ (22) 5050 

官恩

.a: 月 光 夫

社団法人日本，i J ! 築協会兵庫支部支部長

神戸市' 主問灰 F Ll I N曲5 - 2 3 兵I市住設会館内

ｾｬｲ 訴 ＰＷＸＨＳＵＩ 一 ＲＸＰＰ

キす 井 毅

氷 和 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市生野 l又紫矢柄聞TI 2 8  '0' 11ぷ (751) 1271 

1司宅 ・米大阪市卜小阪町 3 - 10 '0' 11，1[; (721)  8183 

フE

士

ロ 良R

株式会村 山l城化' ア工業所代表取締役

大阪市北 I! *-，I;! IH[ 7 8  '，[t話 ( 372) 2170 . 2179 

本す 秋
士

口 勇 太

株 式 会 社 大 米 主11 '，Il 務

0 0 0 プ レ ハ プ 株 式 会 村 社 長

よ; 阪市市 rx: k 有I 匝r 1  '，(l ui r. 213  0  5  5  5  

rl't: • . k阪，j ，旭区総与町I j 1  7  '11l. 1ilfi: 951  8  7  1  6  

盛 道 雄

石

株 式 会 社 椛 」二 務 1，1; 代 表 取 締 役

大阪市旭lえ芥: 川町 2 の5 6  0  '.l!: ufi 大阪 町13471代

内'七 ー' j ;Ji idi I;l J lHl'i: "正"斤 j;Jii 86 2431 

L<' 己11112- 53

浪 速 介 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪 i車I!'i'田[ 3 の2 の 1 'I {t活 (561) 2201代

n宅，"，i ; ' di i' :-J申l聞J:l 34 '，[t，;;f; ，"， I;{( 3)  0651 

t"i Wロイヤル，、イツ401

キす 秀上

株 式 会 社 村卜. 1て務 J;l ; 取締1支社長

大阪市大淀 I更。匝拘束通 3 の16ー16

Hl.，活 ( 372) 2924 

i'I と 州 i'; dif 川町 2 の68 ，!L訴0798(51) 0230



五重 賀

矢内 従 正

株 式 会 社 大 阪 建 材 社 代 表 取 締 役

大阪市内灰汀 μ 地12 の 7 '，IUi;( 441  )0951・0954

自 宅 問 1'， HL訴(441) 9210

矢紫 雄春

ブルドーザ - T !J i/ t 式会社大阪支防常務取締役支庖長

大阪市大淀医大淀町市 l の 5 i[ ，活 (458) 5851大代

安 回 誠

安 田 レ ー ル 株 式 会 ネ | 会 長

大阪市南 I U、8 精通 l の 1 7  '，!i，活 (251) 7091  

八 十 島 健

株式会祉 竹中工務前大阪本席 取締役大阪本庖長

大 阪 市 * 1，( 本町 4 の 27 ｾｬｩ ぷ ＨＲＵＲＩ 120 1  

肉宅 ー丙'/:';rli'I' (-1世12 01) 5 - 30 '.tI.活丙 '::-;(41) 0598

薮 本 芳

革 主 本 ill 築 Ｑ Ｚ ・ ｊＧ ｾ 務所

有l歌山，Ii 点以田11 0 の 1 3  '，t;:，話相 : IUII(22)9930

門宅 1，;1 1  

山
王

ロ虫R口

不 ; 往 ， ; 止 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪，J i I'lj 1メ| 川J j) !i ｉｾｾ＠ 1"， J曲4 的 8 '，t;:，，，r; 541 553411: 

1'1' と i( 塚 市 切制lI' ( kI61112 01) 788 "正IIl ，Oi 2i S9 '2018  

山 崎 敏 明

辰 巳 興 業 株 式 会 t - I 取 締 役 社 長

神戸市 'L f1I l，(栄町12 の 2 1  '，[t "i; 078( 32) 0655 

円℃ ・丙'::-; "i li J l l r 2  8  8  '，[t"f，i l 798( 26) 2763 

新 年 昭 和 4 4年 元 日 (  50 i' f  )11([ )  

横 田 亘
同 良日山

密、
男

株 式 会 社 工 英 社 代 表 取 締 役

大阪市西成区橘通 9 の 2 4  "正話(661 8861  fl: 

白屯大阪市1主行区万代丙 2 01) 28 '，[t，活 ' 671 3 3  0 6  

士

ロ
助

下

合 同 特 許 ， 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市虫 fL ，' i  [，正豊J 川ar 3 の 5 4  ilLJ首(702)7814- 6

J'J1:. '  Ｎｫ ｗｾ＠ di!l (fi o  ，' i I <: 凶辺w: ノ町3の 193 m品 (621) 9086 

山

:.t.ゐ

J 口新田 良R 田 広

株式会社山 ｈ ＺＡ 建築‘ ｊｾ［ 務所代表取締役

大阪市北1>( 神山町26 '/;¥lfi l!， :RI ビル，t; : "f; ( 312) 0937-8 

自宅 ・ 大阪府十 ｊｨｬｬ 市干 ｾｪ ，斤 Ｕ の ＹＭＲ Ｑ '，'U:，l，f， (388) 011 9  

山 田
重量

玉玉三

株 式 会 社 ナ ニ ワ 商 会 代 表 取 締 役

大阪，J i }( 1 寺灰烏ケ辻町"61 'l{l ，:占 ( i 71) 9123- 7 

向 宅 向 上 世話 ( 771) 9128 

士

口マ守
-
一
昌

，a
1
』

利

大日本 J ，本株式会社大阪支府 常務取締役

大阪支府長

山 出 敬

神鋼生R付て業株式会社 専務取締役サ ァy 事業部長

本村・ 1 場 尼 崎 市 内 向 山 町T 7  7  

M 阿「場制岡県柏附r . r;tfl k!田I A' i'f' I' 原 'i 全トj l 2761

士

口村 英 男

山 出 輿 l望 株 式 会 社 代 表 取 締 役

}:，阪市出 lヌk 'j( ，ｾ丙ノ町 Ｒ 1  ;'Il ，!，¥ (251)  5  2  3  7  

n官。眼中 di1fi r- ＧｊＡＮ ｾｴ 町 Ｒ の Ｗ Ｍ ＱＰ ・世話 ( 72)  3  6  3  :l 

山 本 ;禁

日本セメントＨ株Ｉイトノ Ｇｬｾ l ' 本部大阪支府支府長

大阪市北J i Z侮問 l 大阪神ピル 7 階 m.訴 (361) 3351  

向宅・枚万市東作里 J(: 町114の12 ¥[t訴0720( 54) 0478

若 林 繁 吉

山本実業化工株式会社取締役付 ｬｾ

H! i  11  di ｾ［Ｇｊ＠ 1仔 3 6  5  '，'U:，IIi (381)9131-; ;  

ＨＱＧＱＺ ・ ＧｾＧｉＧ､ｪ 点設中国 ｔＳ の ＲＰＹ '，'U:，li ，068 (52) " 沼7

山 本 博

-，.'45iv. 装備 1 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市大" 訂正本11: 川崎町12 の 6 '，[t必 (371 13321- 3

J'J'i:; ・J;( 都市米山 lむ山水2の お2 '，[t，，/i (561)  6283 

鷲 健

制 | 場 " 低 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪，1，北1": '1'之1: ，'j 3 の 3

判111 ビルテ，シク '，t;:，，，T; 118 1361 fl: 

rr七吹川市藤1 ' 1fi4 の23- 8 '，[t"'i的68( 72) 9087

h
u
 

・

'

L

F

本 義 fft1 

尾

大 阪 大 学 工 学 部 組 築 仁 学 教 己 主

渡 遺 勇

rJLj 11 本 4 - 主 設 業 保 証 株 式 会 キ1'，

大阪，J i 京"': 1 町 5

、

株式会社! 昔i 組 名 l片足立 r，ti 建築部長

y， ，'i /"¥! rfj 中 1><: 錦 2 4  )6 司!.!，¥052 (201)  7511 

(I"t.  ｾ， ｉｩＯ［Ａ 市干同 ｬ メ神丘町 Ｒ の ＱＸ ;rr 話; 052(701 )4203 
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一一一一一日 本 建 築 協 会 会 告

4 実務に直結した建築工事別説明会

「可動間仕切について」

日 時 間和44年 1月23日( 木) 午後 l 時→ 5 [時

会 場 大阪市東ｩ＾＼Ｚー内本町橋詰町 ＵＸｾ 地の Ｗ 大 阪 商 工 会 議 所 B 1 1 号

会議室( 但し市ノミス総屋町筋~内 本 町 2 丁 目 下 車 す ぐ 北 ・州側)

定 員 2∞ 名

申 込 i別府]44年 1Y.l20 日( 月) までに1U話 (23ト9640) で 事 業 課 へ

( 但 し定 員 に 達 したら 1-Il .idJlil 日前 でも〆切ります)

プログラム

o開 会 の 挨 拶 社 団 法 人 日 本 悠 築 協 会 理 事 事 業 委 員 長 政 岡 基 次 氏

つ 総 伝 説 明 附 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 設 計 部 長 香 取 礼 1氏

。説明題名 ・説 明 者

(1) 「インターウオールについて」

附 岡 村 製 作 所 イ ン テ リ ヤ 部 長 必 村 ' (1/' i氏

(2)  「エ コニースタッ ドについて」

附 7 ン テ ン 池 袋 郎 次 長 稲 葉 俊 夫 氏

(3) 1M 1  C ウオーノレについて 」

11  牒アルミニウム l 業附内装球技術Ｑｉｬｾ話 ｉｊ 課長 止' frf )協 U氏

14)  「ユニバートについて J

日米ノマーテイション附1:: ;業，l *長代efl 111川 必 じ 氏

c l*1会の挟拶 社 i司法人日本i J l 築協会・H: ! t h¥IJ 委w乏 近 l除 議 峻 氏

.iL 

・ 「インターウオーノレ」は唆がそのまま. : ; ，: ｾｾな家 ｈｉ こなることです内

パlζ いいますと従米の "f 勤|品J j 1: 1 ; 1 ) に収納機能をもたせたいわゆるプレ

ハブ式の略家凡で ，すでに i長ケ| 刻ピルをはじめ各地のi t 物 { ζ {史j りされ

ております。

インチ ・セ ン チ な ど， とのようなモジューノレにも適代し . $UI Xの

希 望 巡 り に 収 納 家lLやドアー ・: 容が車I l iさめるし ，略 ・!ぶ . .k )i なとの

ゆがみを吸収し . 行 妨 に 移 動 ・車11伴えができます。

・ 「エコニースタッド」は K MS 式憐鉄骨I火1:1J f J : 切でエキスパンデ Iノド

メンバー ( S ｌ 釧Ｉを ｴ 材として伏 ｊｉｊ し ， これに Ｇｊｬｮｈｾ を使 ｊｉｊ しないで

，，'[j_t ラスボードを特殊クリップをJ 1H、て必り 1: け ， その| 二{ζi 少プラス

ターあるいは粍 U プラスタ ーを塗って仕上げる新しい峻 '-)1でありま

す 。 怪 l止・耐火はもちろん. i ! f E 背性 ・胞[ f ' 上 ・経 済 性 l乙)1 常にすぐれた

特 j乏をもち ，か っ 超 高 照i主築 lζ 採川される柔術 j'}J_ ) j 式 {ζ よ る 以 fTの J，Vi

l凶変イ立にも卜分耐え得る工法であります。

・ 1M 1  C ウオーノレ」は ノ守才、 j レを次々にジョイン卜して峨1(li を 緋l点しま

す。 乙の1万Jl法去却lはまポス 卜lκζ あたるア Jルレミ 1型E型1l材ら寸イをノマ汗不、ノルレの担判抑lド1*紋止と』μよる力

で ， ジョ イ ン ト部材はパネノレとゾロ( l <iJ ・1(li) ，となっていますので ，

ポストは無くなりプレ ー ンな大壁式のぽIWが仕上ります。 般の入以|
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でも施じは側主11で す が . M 1  C シーリングと斜1介わせますと大 )1 から

のクリット ・ ラインか夫しく泊り ｬ リ ｈ 犬な内装か ｾＧｬｩ ｬ ド Ｇ�ｬ 日 ｪ に ＱＱＱ ります勺

圃 「ユニ，イ ト」はI l - * かアメリカのウオノレター ・キデイト| との技術促

燃により開発したもので. スタ y ドを l史川しないバ不ノレJ ' I ，'r_) i Aのム

ーパブノレノマーティションであります角スチールパネル ・ガラスノぞ平ノレ

・スチ J レまたはガラスノぞネルおよひドアーパ不ノレか らなり . それら

を組合わせて火熱や￬ｔや ＡｲＧｩｬｬｾＱ 変位に対して ｉＺｾ 皮の性能をＨ耐 えたハイク

ラスの感 1(li を 情1&することができます内

わ説明は受付で配イ11 します E れぞれのカタログと l快l同またはスライドに

より jJ ないます内また会以 ｬζｴｾｾ｛｛ Ｑｉ ＱＱ をＡ民Ｏ｝Ｂいたします内

4 超高層建築講演会 (第 1 回)

神戸商工貿易センタービルの構造計画

について

( 共催 日本建築協会・ 大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部)

日 時 JI{{ 拘144"f 1  JJ 30 11 ( 本) 13. : C- 17_  00 

会場 ｫ 阪 ｉｬｩＪｉ＾＼Ｚｉｉｾ ｟，ｦ，Ｚ ｉｉｉｊ 陥Ｂ，ｉｩ 111 r 大阪 I{H Ｑ｟Ｚ 会議所地隣 ｬ り会ぷＮｾｾ

({II しdJ ノ、ス必! ，{l lJ rfl7j - 1何本 111) 2  I 11 卜'10: すぐ J t • 114ml]) 

定 員 200名

結 講 料 3∞ 円 ( テ キ ス ト 代 j 七) 吋日会以受イ.J- ，己てI uきま す《

プログラム

1. 1m 会 の 侠 拶

れI. JW、人 11 _，f ，: i J l 築協会会iヰ 収 削 減 L氏

Ｒ 組 ｉｾＺｪ J¥'i' i 悠 策 に ヨ ! む

11 _，f，:i J l築総 (T. i A 験所所J之 C f: p，lf 1: JIx ，'(1' 1.11氏

3 構. i . 1' ! ，i]- Illii に つ い て

口71，没，i ] じ務州大阪下務19ft品_Q2g首長 L乍博 l JII ，j:・I 政 H C

4 動 的 i没 JI に つ い て

トl i t ，没，11- ｌ 務附大阪 Ｇｪ 五務 Ｑ ｦｔ構造ｾｾｾ Ｇｬｬｬｾｦ￬ ベ ｊ J1U::D;: 

5 鱗 造 実 験 に つ い て

神戸大学教侵」二' γp-s仁 111川 むl ¥:

6. 実験結果と実施設計について

日悠設計 l 務l州大| 以，] ( 務所十時造郎ヒ任 技術j 上 J ・1 林 i ;¥i lt 雄 氏

7. 閉 会 の Jt 拶

りI.m_よ 人 大 阪I{.fill ｾ＠ 1:_会1，¥IJ会長政| 同) ，U欠氏

申 込 44年 1)  12511 までに' ，Li ，i1i (231  9640) で ' Wt 泌へ《たたし' よ il

ｬζ 透した ら，， Ｑ Ｎ￬￰ ｊｾｊ 11 ，日j ても/ 切りますぺ



も耐えていかなる苛酷な条件に

しい特性がこのすばら

建築を守り ます

特許

ｾ食。々 ｉａ 治水絡の智ル ｾＴ ド・
※ 新 アスタ イト の開発に成功 4 種類から 2 種類ヘー

※ 建築構造の多様化 に 即 応 した特殊防水仕様の採用

※ 建築物の大型化に備えた歩行用及び室 内、地下防水仕様の強化

※ 強 力 ギル ソイドー 主 材料として特に 重点的に改良

※ ベ ー スル ー フィングの採用一区大米に比べて湿気 の多い我が国独自な配慮、

※ ギルボード採用によるインシ ュ レー ション イ土木議の石在立

折曲げ試験ですばらしい

柔 '10，'1生を 示す ギル ・アス防水層

折曲げ 試験に耐えきれず

に破断した 一般防水層

責 任 施 工 組 合 員 名 簿 ( 西 ア ス 会 員 )

近 畿 地 方 円 本 税 庁 工 業 (附 大 阪 支府 高 陥 建 材 ! 市 中 国 ・ 四 園 地 区 九 州 地 区

(鮒 久 保 尚 ! 高 石 井 建 材 有 限 会 社 日 東 物 l望 株 式 会 社 門 様 建 材 株 式 会 社 占様建材 Ｈ 船 ｒｾ￭ｴｦｩｬＧｩｾ Ｍ 業所

(仰 木 下 謙 三 I湖 底 (附 中 出 ｲ ｾ司 会 太 田 建 材 株 式 会 社 背 慌 建 材 {附 | 向山怠 業 所 高 稲 工 業 株 式 会 社

(僚 弁 上 j浄争失商! 府百 Ｈ 附夕テハヤ ｾ i商街 1応吉 北 陸 地 区 (初 小 E野T 甚 商 ! 府 市 尚 稲 工業 It，仰和北九九，)+什|卜i

(側鮒 大 和 尚 会 閉 烏 応 用 化 工(仰掬大阪営 業 所 北 川 I械伊 [汗s守7 て業株式会宇社十 (仰鮒 t浜兵 原 豊 簡 p府T 石 素耳政主業株 式 会 社

高 山 工 業(仰附大阪 古蛍己言-業 I所q祈f 東 海 地 区 北 川 i!椛!昨F 戸汗T工当業抱E慰(仰附富 山 州 g張辰所 It，仰和浜 ! 原東鐙t揃尚庖 防 府営 業)所叶 i高言布1 術 工 業 (術 大 分 出 張 所

内 外 工 業 株 式 会 社 !出l 問 主主 材 株 式 会 社 北 川 i陪，!f r_ 業(仰 楠 井 出 張 所 古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 稲 工 業 (仰 熊 本 出 張 所

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 側 名 建 揃 会 (掬 小 仏 工 務 開 正 有I i商 事 株 式 会 社 S .  43.  10 現在

〈ぬ
合

合

事 業 協 同 組

事 業 協 同 組

ト

ト

j レ

j レ

アフ

フ

日 本 ア ス

日 本 ア ス

東

西θ  
ア
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東 京 ・ 千 代 FH区 岩 本町 3 の 11の 13回 自 応 用 内 T E L 代 表 ( 866 ) 6101

大 阪 ・ 大 阪 市 西 区 京 町 府i 1 の 7 4  T  E  L  代 表 ( 441 ) 5951

札 幌 ・T E  L  ( 22)  6  0  3  8  福 岡 ーT E  L  ( 28 )  2  8  0  7  

仙 台 . T  E  L  ( 22 )  6  4  1  3  広 島 ーT E  L  ( 21)  2  2  8  1  

名 古 屋 ー T E L ( 571 ) 6 3 6 1  岡 山 T E  L  ( 24 )  2  6  9  2  
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記 号 並 び に 機 種 名 枠 見 込 規 格 数 量

O R  - 60H  引 違 い 窓 ( 1' )
60mm 44 

O R  - 60H
2

段 窓 引 違 い 窓 ( 1' ) 60mm 30  

O R  - 6 0 M 石T 動 車問 Fコ 44 

O R  - 60F  告矢 手責 し 'ヨ也E、 60mm 20 

O R  - 60 0  ド ア 60mm 16  

OR  - 60 P  ブザてロ 出 し 窓 25mm 3  

q ィヶシザ:yシ 撤 式 会 祉

. 本 ネ 土 ・ 堺 工 場 / 堺 市 松 屋 町 1 - 6  電 0722( 3 8) 1  141 く 大 1-t 袈 〉

・ 鳳 工 場 / 堺 市 平 岡 町4 8 電 0722( 71 ) 5541 < 大 代 袈 〉

・ 藤 沢 工 場/ 神 奈 川 県高 度郡 綾 瀬 町吉 岡 519 電 0467 ( 7 8) 0911 < 代 表 〉

. 大 阪 営 機 所 / 大 阪 市 東区 南 本 町 5 - 14< 筒本町ヒソレ〉 電 0 6( 252) 1881 < 大 代 表 〉

・ 営 業 所 / 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

⑩ 
48  



法

At. .  

-n コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投摘をお待ちしております

.. 

ｾご拶拶

「法令コーナ ー」が一昨年から本誌に設けら

れすでに20回近くになります。内容は建築関係

法令のあたらしい動きの紹介や平易な解説，質

疑応答などで協会の法規委員会が責任編集とい

う形をとり，専門家である法規委員に担当執筆

を願っています。最近の本誌編集委員会の調べ

では木誌のなかて‘ よく読まれ注目されているペ

ージになっているとのことですから ，今後はい

よいよ内容の充実をはかつてど期待に応えたい

と考えています。

建築法令は一般に至極厄介なものとされてい

ます。 一口に建築といっても大は都市計画から

小は物置の修理にいたるさまざまの規模 ，条件

でつくられる建築行為を相手にして ，日進月歩

の建築技術を織込んでつくられた法令ですから

複雑多岐な乙とは仕方がないとしても，担当官

庁が迷う ζ とからくる微妙な相違や法令の改正

廃止などのたびに起る手続事務の変化には泣か

されます。また最近は公害関係や都市関係、であ

たらしい取締りの規則 もふえています。欲をい

えは‘ 法令をつくる側の官庁でその都度衆知徹底

をはかる親切がほしいと乙ろですが，乙れも限

度があるので，法令の適用をうけるものの立場

で専門家から新ら しいニュ ースや解説を受けて

みようというのがこの コーナーの設けられた経

緯でした。

建築協会の法規委員会の使命と している乙 と

は，第ーに法令の普及徹底と法令の理解遵守 と

いうこと . ｾ ，うこにあたらしい法令の制定 ， 改正

のための建議という乙とで，法令 コーナーの設

定は第ーの使命に添ったものといえま しょう

し，乙れによって法令をとかく天下りの厄介な

押し付けと感じられがちな風潮! が改められ，法

令をむしろ自家薬館中のものと理解されるよう

になるならば委員会として乙れに過さた喜びは

ありません。

とはいえ僅かにー頁の紙面ではす乙しまとま

った内容を取扱うには不足のうらみがあります

し，反対にどうせそう面白くはない事柄を扱う

わけなのですからこれはとききかせる解説のう

まさがないと ー頁といえども冗長だといわれそ

うです。乙の辺 りが執筆陣の苦労すると乙ろで

もあり ，やりがし、を感ずるととろでもあります。

今年も同様一頁の紙面を守ってわかりやすく応

用のきくような問題のとりあげ方をしてみたい

と思います。ついては法令についての質疑な

り，あるいは乙のような問題を採りあげよとい

う示唆や希望を読者各位から寄せていただきた

くお願いしたい。乙うして「法令 コーナー」を

法令を中心とした気楽な対話の場として育てて

ゆきたいと念願しております。

( 法規委員会委員長 佐野正一)

ｾ法令相談

居 室 に つ い て

間 建築基準法における採光，天井高，階段，

廊下などの規定には，居室と居室以外の用途と

で規定数値が相違していますが，居室に該当す

るかどうかの判断が難かしい場合があります。

居室について具体的に説明して下さい。

答 居室については建築基準法第 2 条第 4 号lζ

「居住，執務，作業，集会，娯楽その他乙れら

に類する目的のために継続的K 使用する室をい

う」。と規定されており ，単に居間のみを指す

ものではありません。住宅について例をあげま

すと，居間の他，応接室，書斎，寝室，台所なと

が居室 lζ 該当し，玄関，廊下，階段，便所洗面所，

浴室 1妙91芭，納戸なと は居室 lζ 該当しません。

居住室の内でも ，押入れ ，床の間 ，踏込み土問

などの部分は ，居室の面積 lζ 算入されません。

その他の建築物について居室iζ 該当する例を

あげますと. . 教室，売場，作業室( 場) . 宿直室，

厨房，事務室，会議室 ，応接室，待合室 ，機械監

視室などがあり ，居室 11 : : 該当しないものには，

ロッカ 一室，書庫 ，倉庫などがあります。なお ，

公衆浴場の浴室及び脱衣室は居室に該当 しない

という例規があります。

敷 地 に つ い て

問 建築物の敷地について，一構えである，一

構えでないということが，よ くいわれますが，

ー構えということについて説明して下さい。

答 建築物の敷地については， 施行令第 l 条第

l 号 lζ 「ーの建築物又は用途上不可分の関係に

ある 二以上の建築物のある一団の土地をいう。」

とあります。すなわち ，二以上の建築物がある

場合に ，各建築物が用途上可分であれば，その

敷地はそれぞれ別敷地として扱わなければなり

ません。一般には ，二以上の建築物があって，

それぞれが用途上独立してーの機能をもっ場

合，または主要用途を異にする場合は用途上可

分と考えられるので ，各建築物( 棟) どとに ，

それぞれー構えとして法令上必要な敷地を確得

する必要があります。

たとえば ， 一団の工場構内における作業場

事11. 作業iζ 必要な倉庫棟，管理事務事11. 工員の

更衣室 ，食堂 ，浴場などの厚生施設は ，工場の

用途上不可分のものと考えられますが，その社

宅は . }l IJ棟で存在する場合 ，用途上可分である

と考えられます。

その他，用途上不可分の関係にある例として

は，住宅 lζ 附属している別棟の物置のようなも

の，また ，学校のように各建築物はそれぞれ教

室，図書館 ，研究室などの用途をもつが，全体

として教育研究という学校の用途( 主要用途) と

みられるものなどがあります。なお ，一団の敷

地であっても ，道路( 建築基準法の道路) でt分け

られている場合は ，別敷地として扱われます。

( 参考)

敷地の定義のうち . i用途上不可分の関係に

ある二以上の建築物」の解釈については ，東京

都建築審査会の判例がある。

H召和42年 4 月，東京海上火災K Kの計画 した

超高間ビノレの建築申請を，都の建築主事がーの

敷地とは認め られないと して不確認の処分を し

た乙とに対し，東京海上から建築審査会 lζ 審査

請求をした事例である 。l事詩人は ，地上32階地

下 5 階の超高層ビノレ( 事務所ビソレ〕と，その隣

IL現 lζ 存する地上 8 階地下 l 階の建築物( 事務

所ビノレ) をーの敷地として申請した。両建築物

の最短距隊は 9 m あり ，両者を巾員 5 mの通路

で接続するものである 。かりに両者の敷地が別

敷地であるとすると ，超高層 ビノレ郎分の敷地の

みでは容積率および同さが基準法の制限を大巾

{ζ 超え ること lζ なるのである。

乙れについて，建築審査会の裁決は ，両建築

物は 「ーの建築物」とは認められないが.i 用途

上不可分の関係にある 二以上の建築物」に該当

すると認め ，処分庁の不確認処分を取り消し，

その理由を次のようにあげている。

(1)  忌近の行政実例では ，二以上の建築物を共

存ーさせ，一体として利用する乙とが社会的経

済的 iζ 有用であれば . 安全上 ，防火上，衛生

上および交通上特に支障のない限り ，それら

の建築物は「用途上不可分J の関係にあるも

のとして扱ってきた 。乙 れと異なる取扱いを

する理由はない。

(2) 本件にお ける両建築物は ，いずれも 事務所

の用 lζ 供せ られるもので ，電気設備 ，電話交

換設備 ，動力用オイノレタンク ，ガレ ージなど

が共用のものとして設計され ，一体として利

用する乙とが社会的経済的に有用である 。

(3)  基準法第59条の 2 第 2 項は，敷地商積に対

する建築物 D 延べ面積の割合を一定限度にお

さえ，都市の過密化を防乙、うとするものであ

るか ら，本件のよ うに両建築物の敷地が一団

をなし ，その使用権限が同一人にあ る場合に

は問題と するにあたらない。

乙の審査会の裁決については . i 用途上不可分」

とい う文言は . 1: 去の目的 l ζ!Ki らして厳密に解さ

れなければならないという見地から批判してい

る識者 もある。その理由と して ，付帯設備が共

通であるとか ，使用権限が同一人にあるとかと

いう ζ とで「用途上不可分」と認めるならば ，

基準法の規制は1m意味となり多くの弊害が生

ずるとしている。

( シュリスト N口384 ( 1967.  11. 15) 参照)

( 大阪市建築局建築部指導梨 原桂一郎)

( 大阪市鐙築局挫築部審査課 平塚哲朗)
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天 井 ・ 間 仕 切 ・ ア ル ミ ニ ウ ム の こ と な ら 何 で も

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐

大 阪 市 北 区 木 幡 町 6 0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 四T 2  9  3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 4 - 1  - 18 電 話 東 京 ( 772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 ( 551) 3013



‘  

読園者の頁

投稿をおまちしており ます。掲載の

分には規定の稿料を差上げます 。

「建築 と社会」 に対する 読 者の声

アンケート 集計結果 ( その 2)  

前月号にひきつずいて「建築と社会」アンケ

ート の集計結果を発表する。

最近とくに関心をもった特集

下表に見るごとく「都市交通施設 J (68年 7 月号)

が多い。続いて「モン トリオ ーノレ万国博J ( 67年 8

月) I最近の外装J ( 同年10月) . I住宅と設備J

( 周年 6 月) . I医療施設J ( 68年 6 月) とな ってい

る。 ζ うしてみると 仕事の上で，また日常生活の

上で非常に具体的 K 関わってくる問題を採りあ

け‘ た特集号lζ 関心がもたれているようである。

年令別には，さ して特徴はないが . 20代では

「青年建築家」が最も関心をもたれている。

執筆希望者では西山知三氏

執筆希望者では，回答数28のうち西山知三氏

が圧倒的に多く 6. 次 lζ 丹下健三氏 3 となって

いる 。そ の他 ，名前の出た人をあげると ，村野

藤吾，黒川紀章 ，堀口甚吉，高山英華，林雅子

向井正也，上林博雄，武藤清也など。30代以上で

は，建設会社，設計事務所などで実際仕事 lζ 携わ

っている経験者の執筆希望が多くなっている。

特集テーマ・新設欄

乙の回答には . L 法規川

特集テ ーマと新設

欄とに分けて書い

たものがほ とんと

ないので ，希望す

る記事というとと

で右表の如く分類

した。設計 ・構造

が多く ，続いて都 (  ) 内の数字は希望数

市問題 ・万博 ・住宅 となっている 。以下各分類

どとにその内容をみていく。

< 設計に ついて>

建築設計事務所紹介 ( 8 ) . 設計実技 ( 8 ) • 

設計 ・計1J!l/論 ( 3 ) • 

設計実伎の現では . 実例詳細図集のシリーズ

掲載の希望が半数程ある。設計』ζ 関する希望は

20代と学生IC聞まっている。

< 都市問題について >

都市再開発 ( 4 ) . 都市交通 ( 3 ) . 都市の美

( 2 )  . 都市問題 ( 5 )

最後の都市問題の 5 の内訳は ，ただ都市問題

と答えた人が 3 . あと「都市と建築ー コミュ ニ

ティの立場ーから J I都市の変遷」を乙の中に含

めた 。:ott の読者の要望が強い。

< 万博について>

乙の要望は学生が多く ，続いて30代 ・20代と

なっている 。 I万国博の施設 ・進行状態」と 3

人の人が答えてい るだけで ，あとはただ「万国

博」と答えている 。具体的にどういう方向でと

りあげるのかを聞 きた かった。

< 住宅につい て>

住宅事情 ( 4 ) . 住宅の室内装飾 ( 3 ) . 住

宅設計 ( 2) . 今後の都市住宅 ( 1)  . 住宅建

築の歴史( 1)  . 住宅とプレハブ( 1  )  

< 構造について>

構造設計 ・計画( 7 ) . 構造計算ー ( 4 ) . 防火

耐火 ( 4 ) . 構造力学 ( 2 ) . 地下構造( 1  ) 構

造については. 30代の要望が非常に多い 。

< 施工K つい て>

施工 ( 5 ) . 施工技術( 1)  . 施 工 図 ( 1  )  

一般的に「施工」 との回答が多く . 20代と 40

代に固ま ってい る。

< 材料について >

「建築材料の特性 ・欠点を技術的にJ と「新

建材の紹介」

< 設備について>

「建築と設備の調和」その他一般的に「設備」

< 積算について>

「コンピュ ーターの建築積算への導入解説J

という回答があった 。

< 法規について>

「法規の解説」

くその他>

「自然と建築J r建築思想の歴史と展望J I海

外建築批評J I有名建築家の生いたち J I建築

と人間一造形心理学J I建設業界J I技能者の

生活と意見一例えば日 当J

「建築と社会」への要望

現在の「建築と社会」に対する批判 ・意見も多

くでた。内容 ・編集方針に関するものから本の

で，乙乙 K 列記する。

・抽象的な表現が多すぎて理解できにくい

( 学生)

・英語( 外国語) には意味とスペノレを書いてほ

し い ( 学生)

・社会性のあるもの ・時評的なもの ・大衆社会

を諮るも の (30代)

・大阪中心の建築ニュ ースでなく中国 ・凶国 ・九

州のニュースを毎号とり入れてほしい (30代)

・産業社会の激動とギャップのある ，むしろ学

生の勉強誌のような感じがちょっとする

(<10代)

・作品紹介をカラーで (40代) ( 学生)

・一般的 lζ 論文におざなりのような感じが多

い。学会誌「建築雑誌」のようなものも図る

が迫力のあるものにしてほしし、。 (40代)

.  I建築 と社会」の「社会」に力を (70代)

・建築学の論文を募集し掲載するか (20代)

・綴込み出来 る製本にし てほ しい (30代)

・テーマをもっと早く発表して会員全員がそれ

ぞれ特集に対して自由に参加できるようなシ

ステムをつくれ (40代)

・いい執筆者を銅り出す乙と 一東京に移動冨1; 編

集長というか特派員とい うか置いてはし、かが

(40代)

建築協会の事業に対する要望

乙のアンケ ート の中には ，建築協会でやって

もらいたい事業への要望もみ られた 。そ れを挙

げてみると ，

「青年建築家の部会 講習会J I実技講座」

「一級建築士受験講座J I一般公開の設計競技」

×  ×  ×  

以上 . 2 固にわたってアンケ ー トの結果を発

表 してきたが，読者対象の広範さから種々な怠

見がみ られた 。乙ういう様々な意見を集約し，

しかも そ乙か ら本誌の性格を打ち出していかな

ければならないだろう。そのためにも読者諸氏

の積極的な参加をまちたい 。乙 のアンケー ト結

体裁に関する ものまで多岐にわたっているが， 果をもとに ，まづ 「読者の頁J で読者相互の怠

いずれも 1注目すべきものであると思われるの 見交通をお願いす る。

最近と くに関心をも った特集
( 回答は複数回 答なので 100筋 よ り 多 く な る )

長量一一一二二
学 生 10代 20代; 30代 40代 50f t  60代 70代 計

回 答 数

(1初)に対する

パーセン ト

1967年 1 国 J . L 度リ 場 2  2  5  2  3  5  2 1  9. 5 

2  . 建
ー員又f L  

機 械 8  4  2  5  3  23 10 . 4  

3  . 50 周 年 記 念 号 2  2  5  2  2  13  

4 社 会 と 建 築 3  2  4  2  13  5 . 9  

5  . 都市 と 流 通 空 間 4  9  7  6  28 12 . 7  

6 住 宅 と 設 備 6  3  13 11  2  9  2  47 21 . 4  

7 生 産 施
号日又f L  

4  3  3  14 6 . 4  

8 . モントリオール万国博 12 2  18 10 5  9  2  59 26 . 8  

9  . 建 壬 ｾ Ｓ又 L  

資 金 8  7  3  4  24 10 . 9  

10 .最 近 の 外 装 6  17  11 5  5  ら 50 22 . 7  

11.青 年 建 築 家 8  3  19 4  3  2  41 18 .6  

12 .建 築 と 生 命 10  3  3  3  21 9 .5  

1968年 | 都 市 生 〉舌 8  9  8  4  32 14 . 5  

2 都 市 の いこ い の 場 6  2  15  6  3  5  38 17 .3  

3  . 50 周 年 記 録 号 2  4  6  2  6  2  23 10 .4  

4 .主力 ｾｩ 臼 U  

施
号自主rし

6  14 8  2  33 15 .0  

5 .教
τ同企Zζ

施
吾a又f L  

11 8  8  2  6  38 17 .3  

6  . 医 療 施 言支 17 11  9  2  4  2  47 2 1.4  

7  .都 市 交 通 施 設 13  2  17 12  6  9  4  4  67 30 .5  

8  .都 市供 給 処 理 施 設 4  2  11  3  5  5  2  4  36 16 .4  
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口 建設工事による公害問題

の現状について

加 藤 雄 三郎

1. 建 設工事による公害とは何か

(1) 公害の語源

公Ｇｾという古来が最近盛んに伎われている

が ， 乙乙 7- 8年米の乙とである。乙れはおl交

の経済成長 ｬζ ｦＧｾ って ， 産業の集中 ， 合理化 ， 椛

巡の変化 ， 占 ｾｪ｜ d  j・のTl J JJIJ 発などが 予想以上の速度

で進〈しだために，そのひずみのーっとして公ｾＡｲＮ

r: nJHi がぶ 1(li イじするに引っ fこ乙とによるのしたが

って ，_ l . としてぽ業の公:1;: が対象となったもの

で ， ｸＮｴ設 ｉ ｾ 'Ji の公' 市が社会問題化 し た の は ，

ついJV < : 近の乙とである。現在公宍 lζ 対する主主義

も卜分確立していないが， 英 米法の Publ i c

nU1sanc e の沢誌であるといわれている。

(2)  公害の定義

公' 応対策1 J ; 本法によると ，公害とは「必業活

動その他の人の活動 lζ 伴って生ずる相当範聞に

わたる大気の汚染 ，水質の汚濁 ，騒 音 ，振動 ，

地盤の( J . : 下および懇只によって人の弘sIぶまたは

生活環境( ( . 係る被害が生ずる乙と」をいうと定

めている。

(3)  . 建設による公害の種類

ｽＮＱｬ 設 ｩ 司 ｾｆ による公 Ｇ［Ｑ ｾは ， 一 般の公Ｇ， ｉｻＭ とは多少

i也を5¥! ーにし，x . t 設て事』ζ よって発生する駁背 ，

振動 ，地盤沈下 ，井戸水の枯ma，粉胤 ，交通防

'どなどをいっ。

乙れらを ，1)'・しく説明すれば，次のi湿りである。

!イ) 騒 首

杭 ，矢 板，シー トパイノレ ，鋼管ノマイノレなどの

打 込 工 が お よ び 建 設 機 械 ( モ ー タ ー， トラッ

ク，ディーゼノレエンヂン) ，機材の迎搬，弘片付

音 ，鉄骨鋲打ちなとにより発生する騒音。

図 - 1

( ロ) 振動

上記の杭打工事により発生する娠動にして ，

特に「ディ ーゼ ノレエンヂン」を月1いた幼合は lti

も激しい。

い) 地盤沈下

1 J ; 礎工事の場介 lζ ，地下水の倣み揚け)ζ より ，

上 j王の変化を付句、地盤が← ):ff5it 下して他物工作

物が傾斜をなす乙とがある勺

(斗 j ド戸' 7J <の枯ma

1，1; ( 礎工事の際 K ，地下水の水! 旅を切断し ， 乙

れに変化を与えるため ，)1・戸水が料問または減

水する。

(ホ ) 粉 胤

x.t物 ，工作物の取り域し工おや機械辺織によ

って生ずる粉;J#が飛依する。

以 ｬ ーが他殺工学 ｬζｾＺ 乙公Ｇ［Ｑ［Ｇの主たるものであ

る。

2.  工 事現場における 騒音，振動の実験につい

て

公 ＧｉｉｾＺ lI -rj 誕の1 ¥1で特に騒13 ，振1i ! Jが全体の約90

Ｕ ちを ｴｩ ｬＡｾるため， 乙れ ン・ ω 文 ｊ ￞￻が ＮＳ 干 ｯｲＨｾ であ

るので ，当公卜11では . 大阪府道刈j阜大阪f J ! 級の

l村，ヰ!f( C )に利川より IYJ までの閣のf J ! 工区間( 約

4 キロ) は ，危険物件が多く約百年を越える老

ドi 家出および 「セノレロイド」工 j払，M密機械工

場 ，大衆浴j易， ｩｬｩ ｬＡｊ ＩＨ 冷 ｬｩ ，ｾｊｯｉＮ ｩ ， 飲料ノ Ｇ ＩＨｪ 製造所など

が官栄しているので ，多大のJ白川賠償が予在日lさ

れ ，b! ; 心の不法: も| 徐々に j科大したために ，現 場

lζ て実際 IC杭打工ーji のすJ 験を行ない ，工事の円

前な選 :12をlヌlるべく i泣;1:;' の工法( j m騒音 ，ｾｦｦｴ 振

動その ほか乙れにf J jするもの) を危険度の必い

個所に ! ，n} ，1人的に JHい ，)，叩 Hのn.民 lζ 納得して

いただき .giイビJM1. '  i  1でめ ，. 0  

(1) 騒音測定と考察

J 場 j灯 火 阪J{li 草刈jili 大 阪fJ!*t!lfJ l第二工区内

。実験1I i 当_U五施 E業行および合¥卜J1

( 京大後 l係数段指導)

図
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11.¥骨h

0 使用機器

0 市 (ti紅巳換振器 ，直流増傾器

O ペン占きレ コーダー ( 6 チャンネ J レ)

O スライダックス ，指示 騒音た|

O V[ 打 機( 二本子，重銀 l，J: 1. Otl 比大落下回69m)

ｏ ｗｾ 矢板Ｈ ＱＱ｛ 型 L = 7 m)  

測定結果を も と ｋ 等聴覚線図を ｾｴ くと 図 ー Ｑ

のどとくである 。乙 の区lから分るように ，東 凶

南北とも各地で F記の通り

5  ｭ Ｑ 也ｽＮｾＮＮ ・ー が ｾＱＰＰ ホン

(悠 F地点より 5 凶離れた地点)

10m..... ー 93ホン

20m ・・ 0 ・ 90ホン

::Om .... ....... 80ホン

50m.  .. .. ... 75ホン ( A特性)

と ｊｉｾＧｩ［｜ＮＱζ ノにきな騒音が測定されている。

また 10m地点l C おいて ，民家の 11
1で「ドア ー」

を全く V!J めきり ，その中で測定したととろ ，81 

ホンという結果が出ているの乙の乙とは 10m.llli

ｉＮｉ ｾ ，の屋 外における Ｙ Ｑ ホンに対し ， 木造の家屋内

で 10ホン程度経滅されている乙とが分る。

@  騒音により附近の住民K 与える: ぷ拶轡とし

て次の ノミ きな項目が与えられる。

つ 不 ＭｴｊｾＡＺ 長

コ日常生活への彫轡

ｯ Ａｬ ミ問機能 ｊｾ 変 化

などである今乙れをさらに乙まかく J5・えてみよ

っ。

( イ ) 不 快 感

乙の不快感 {ζ は. 騒音によって「さわがしい J ，

「気分がいらいらする J ， [ ' 肢が立つ J ， ['不

' [ ) とになる J ， [ ' 気分がめいり ， うっとうしくな

る」なとの情緒的な不快感をもたらす乙とは .

医. x . 心理学おが常 lζ いうと乙ろであるの乙れ

らの不快感は ， 騒音のと観的な音の大きさ .

「ピッチ J ( 音の高さ) ，断 続性 ， 不脱 日 ｉ ｊｴ ｾ ｴ ー な

と に よ り そ の 粍 皮 も 災 な る 乙 と が J5えられる
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が，一般K 音の大きさが大きいほど，不快感の

程度は増加し . 55- 60ホンで50% の人が不快感

を訴えるといわれている 。

(ロ) 日常生活への影響

a  睡眠妨害

労働科学研究所の調査によると 40ホンで睡眠

lζ 影響を与えると報告されている 。

b  作業能率の低下

一般に90ホン以上になると 読書，思考力への

影響を考え合わせ ，作業能率も低下するといわ

れている 。

c  会話妨害

一般家屋内で D 会話は53- 64ホンで行なわれ

ている場合が多いが. 70ホン以上では完全な会

話は困難といわれている。

付生理機能への影響

騒音が 60- 70ホン位では急激に変化はない

が. 90ホンにもなると 毛細管の抵抗は約 2 倍に

なり ，心蔵の樽出量は，約% に減少する。した

がって90ホン以上では数時間騒音暴露される乙

とは，生理面から決して好ましくなし、。

。以上騒音の影響について述べたが，何れに

して も，杭打地点から民家まで 5 mの距離で

100ホン . 50mで 75ホンの実験結果からして何

らかの方法を とらなければならない。

(2)  費量動測定と考察

場所，条件などは騒音測定の場合と全く同じ

である。まず図- 2 fζ 振動数，加速度，速度，

震度などの測定結果が図示されている通りであ

る。測定結果を簡単 11: :箇条蓄にすれば次の通り

である 。

(イ) 振動数の程度

a  霊錘の落下高さ 2 m. 3 m.  4 m.  5 m'"  

…9 mとしたが落下高による違いは ，震l W- 点、よ

り5 m以内 では ，は っきり現われているが . 10 

m以上離れると ，それほど大きな差は見当らな

し、 。

b  振動数は大体 20Cj sec- 40Cj sec f1:: 集中し

ている 。

c  民家の 2 階にお ける振動数は20Cj sec 程度

である。

(ロ) 破害の程度

破害の程度は震源点より 1. 5m.  5  m.  10m 

の地点で多少異なるが，真壁，上壁などに亀裂

が生じ ，屋根瓦に も少々 「ズレJ がくるようであ

る。図ー2 を表に まとめれば， 表一 1 のととし

参考として，次のわが国気象庁の震度表と比較

すると

濃 度 | 鏑 要

l  微 震 注意深い人のみ感ずる程度

2  軟 震 多くの人 IC感ずる程度

3  弱 ta 家屋が! ! れ ，つり下げ物も相当ゆれる

4  中 震 家屋の動指が機しく 戸外 IC人がでる

5  強 箆 カベ IC割目が入り石垣なども磁1 f t

6  ｴＮｾｬ 良 家屋の倒峻が30%以下，山くずれなど

7  激 震 家屋の倒峻が30%以上. 断騒など

ただし ，本実験による衝撃のl時聞は%秒- ' も

秒の瞬間衝撃で普通一般の地反は 5 秒- 20秒な

どであるから判定値は多少異なる。

3. 設計変更貨の経済上より見た得失

当初の設計のUI従施工による損害賠償額の予

想はいかほどであろうか，また乙れに対して破

害を最小限度に止めるための設計変更すなわち

無騒音無振動工法による地力日額はいかほどであ

ろうか。乙れらを表にすると 表- 2 となる。

表 - 2

当初1f t 笹，:: ! 貴子l ! . ! 制 役計変更地却I額

工区別 戸 数 金 制
無騒音

振動

金 客員

大粕川工区 20戸 6. 000. 000円 2カ所 1. 777. 000円

堺第一工区 35 11. 500. 000 4  3.872. QOO 

堺第乙 工区 70 21. 000. 000 13  17. 379. 000 I  

堺第三工区 10 5.000.000  5  5. 490. 000 

メ日、
計 135 43. 500. 000  24 28. 518. 000 

上表の合計額を見ると ，差額約 1. 5∞万円残

るとととなり，設計変更後の賠償額は乙の金額

以内となる見込にて ，閉じ投資金額で工事反対

運動および社会不安を除く乙とになり ，一石二

鳥の策と，E1われる。

4. 現時点での法の規制とその将来について

公害問題は現今世界的に問題となっている が

わが国においても，特にわが大阪市およびその

周辺では ，僅かに「大阪府事業場公害防止条例

および同規則」の一部を建設工事の公害に対 し

て行政指導が行なわれているだけであるが. : Q

近法的規制なり，被害者の司法裁判所による救

済方法か法律家の聞でも活発に論ぜられ，一昨

年公害対策京本法 (42. 8. 3. 法132号) も制定さ

れるにいたった 。

乙の基本法に蕊いて建設工事にも適用される

「騒音規制法」が昨年 5 月に国会を通過し，い

よいよ政令，条例が出される予定である。

乙れらの条例の内容は ，おそらく規制基準が

各地域別( 建築益準法による) に細かく記載さ

れることであろう 。現在大阪府において . i 公

害対策審議会」の「騒音対策部会」の報告に基

いて作成されているようである 。

なお「振動規制法」は，まだ国会を通過してい

ないが ，大阪府の行政指導で，内規として今後

きび しい規準を考えているようであ る。

現時点での大阪府 ，東京都の騒音規制基準表

は次の通り

表 Ｍ Ｓ 大阪府 事 業治公ｾ防止条例 騒 音線制基準Ｈ単位 ホン)

区 別 | 昼 間 基 単 | 夜 間 基 準

三竺主主1_20ホン(22i k) Iωホン(2311F~)

主竺竺l “ (午駆除f I 55 Ｈ ｾ知可
竺竺比」22iZユ巨二豆自主寸

王互主到 65 lzzmrLIと」2221E

ｅ 盟主 ｊ ｾι 盤［乞 ｌｉｾ 旦 Ｒｅ ユ
襲 4  東京都公害防止騒 音 規 制 規 構 ( 単位。ホン )

議 訟 哩| 川崎 I 19- 23時 I 23- 8時

住 居 専 用 1 50ホン 1  4!rホン 1  40ホン

住 居 緑 地 1 55 1 50 1 50 

ただし ，建設工事による騒音については適用

しないが，乙の基準を基にし て行政指導を行な

っている。

附 配

l  騒昔防止関係法令

111  道路交通騒 音IC関するも の

・道路交通法{ 法第 105号)

・泣路i ! I ! 送111例法( 法第 185号)

・道路道活車桝の 保安法制 ( 連絡省令第67号)

121  航空隊騒苛 ICI 到するもの

- 航空法( 法第231号)

- 公共m飛行場向辺における航空隙騒音 IC よ る 陣 容 の 防

止などに閲する法律 ( 法第1l 01} )

・日本国 Iζ 駐 留 す る ア 〆リカ合泉国軍隊は どの行ゐによ

る特別行19との補償 IC関する法11' ( 法買J246号}

(  山… 行併… 令削吋(憎伽政肘令抑 附5臼5

4企‘ 音響 の強皮およ ひぴ，ひん度な どtにζ 関する k続担R則lリ1I ( 防樟衛i庁 告

示第 2 号)

・防衛B電設周辺の躯備などIC閲する法1 I l ( 法第135号〉

( … … 号)

企防術施設周辺の整備などに関する法wの 第 3 条 第22項

の音響の強 1l!: およびひん度( 防衛庁告示第 3 号)

131 一般騒音 lC閲する もの

・経犯; J 11楼( 法耳)39号)

・ 公職選 Ｎ ｜ｾ法Ｈ法 ｊｬｊ ｉ ｃ ｃＮ号Ｉ

・民法 ( 法89号)

・地方自治法 ( 法67号)

・新住宅市街地J出発法 ( 法 134号)

・住宅地区改良法( 法制号〉

・近畿酪拠備法 ( 怯129号)

・処祭JよI!/l ili ( 桧201号)

2. 公 ｾ［ ｾ対策基本 法Ｈ法 Ｑ ＳＲ 号Ｉ

111  騒 tJ . 胤制法

3  地方条例

1I1 大阪府IJJ 来場公也防止条例

121 東京都騒音防止条例

131  神戸市騒音防止条例など

5. 企業者 (設計者) および施工者の心掛けに

ついて

政令の内容: ま，今までの単なる行政指導で= は

なく ，訟にMっく ，勧告，指示. :r'l Jl IJ 規定など

を設ける乙とであろう。

したがって，重大な点は，損'dt発生の結身さを

予見し ，または予見し得べかりしものであると

認定されれば，従来の民事法( 民法716条) では

なく行政法で処却される乙ととなる であろ う。

公 ｾ Ａｪ とは何ぞや ＿ 公宮の受忍の義務とは ?

受忍の純凶とは ? 公権は私権 11:: 優先するや ?

". etc. という時代はすで1ζ 去り ，国. &，41: 郎の

環境j! i.r生l絡に おいて ，主主E園の公' 占対策専門委

員( 日本出席) が集り ，乙れが借導の方針を決

定済みとの乙とで，われわれ都市再開発事業に

従事する者は ，率先垂範して建設工事による諸

公害の防止に努める乙とにより ，産業の健全な

発達 lζ 配慮しつつ，生活環境の保全を図る乙と

が責務と思う。
( 阪神高速道路公開前調査役)
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見事に解決
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⑤月星ポリコf ム鋼板

建 築 の 近 代 化 に と も な い 着 色E 鈴 鉄 板 の 需 要 が 増 大 ノ .

建 材 と し て の 断 熱 性 や 防 露 性 な ど に 問 題 の 解 決 ヵ 、 強 く .

の ぞ ま れ て い ま す 日 新 製 鋼 で は こ れ ら の 諸 問 題 を 見.

事 に 解 決 ま っ た く 新 し い 建 築 素 材 〈月 星 ポ リ フ ォ ー .

ム 鋼 板〉 の 開 発 に 成 功 い た し ま し た .  

こ の ポ リ フ ォ ー ム 鋼 板 は 月 星 カ ラ ー 及 びE 鉛 鉄 板 の 裏 .

面 に 発 泡 ポ リ エ チ レ ン を 熱 融 着 さ せ た も の で す ぐ れ .

7二 断 熱 性 と 防露 性 さ ら に 経 済 性 ・ 防 音 性 ・ 加 工 性 を も .

か ね そ な え た 画 期 的 な 新 製 品 屋 根 材 と し て 最 適 で す .

ｾは ，京 しく 冬 は 暖 か い す くれ た 断 熱 効 果 ノ .  

・ 防 ぷ 性 ( 結露防 止 ) に す く れ 錆 び の 心配 か ら 解 成 ノ .  

・芳ｾに断 熱 材を用いることな く 労 力 や 工 期 の 節 ， 成 に .

き わ め て 事圭，斉 的 〆 .  

・ 赤 茶 ・占 ・緑 ・薄 緑 ・ グ レ ー な ど カ ラ ー フ ル な 色杉 .  

・ 雨 音 を 完 全 に シ ャ ッ タ ー ア ウ ト 。 す く れ た 防 音 性 ノ .

・ 1 1 Rの 密 着曲 げ に も び く と も し な い 抜 群 の 加 工 性 唱

z  ＨＧＳ 生期 ｾ ｦｾ ｊＳ ｦｧ 訂 ｬ
本 社東京都千代田区丸の内 Ｓ 丁目 Ｔ 番 Ｑ 世 ｆ 国際ヒル ＱＱ ＺＱＱＱ東京 ｾ 大代表 Ｕ ＵＱ Ｑ

大阪支社大阪市車巨大川町 ｬ 番Ａｾ ｴＡｾ ヒル I U! I 大板 叩2 大代表 1331

名古屋支庖 名古屋市中村区宮島町 l丁目fj.j] 番 地 - 田 ヒル ＱＱｦｴ名古屋 ｾ 代表 ＶＰＶＱ

営 業 所 札 需 24 Ｗ Ｕ ＲＴ ・ 広島 ｾＡｊ，Ｇ｛ｾ 八首 ｾ・ 福岡 ＱＸ 5304 
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ニュース 1尻町Eをお i孟りください。

ス

- 姫 路 に シ ル パ ー ク ー ル 工 法 の 車

庫

姫路市内 lζ ，7Gカの営業とサービスの綜合拠

点 ( 関内' 心力株式会社姫 路支社別館〉が生れて

いる 。7 ツシブな本館と ，附属した水平がj な曲

線 j昼恨の 3 階J dl 'II 庫とが ，巧みなコン トラ ス ト

をつくって ，親しみのある従凶気をかもしてい

る内

とくに椛ｾ，ｩｉ脳の投で ， 市街地の土地の立体

不IJ川のため，スロープイJ i ' l 走式JII 陪を 3 階に設

けているのが注目主れる勺乙の il1雌は ， クリヤ

ーな大スノマンをとるのに . 1シルパーク - ) レ工

法J ( 日本シノレパークーノレ株式会社. 社長波早

μ A.  1ルi滋位以 q
1
f1ml

l
l
l
州IUJ ) を採用 した も

のである つ

シノレバークール ｕｬｾ は Ｎ 州ドイツ「ノルムコ」

社の ライセンスで . {i- EH性 ，経済性が注目され

ている新u . 去何スパンは 18米， γ ノレパークーノレ

l阪民は20}択のものをつかっている。

京都の名集八ツ橋[¥' 1. のW シエノレプレハブ工法

で，デザイン ，桃造とも生かされた好適の例と

いえる の

設計 ・|刻l姐1U力株式会社建築制1建築課

施」二・鹿島建設株式会社

規模 ・'li J!l i のみ l  階 1，093nf  

"IJ 2 階 486nf

2 階 1，011 nf 

.  市街化区域の設定で都市計画 中央審が答 申

ｍ￭ｲｲｦ 計画 ｱ ＺｬＳ［ｴ審議会は ＱＱ ＩＭｪ ＲＸ 日 ， 新自 ｾ￭､ｩ ＮＱ ｉＧｬｩｬｬｩ うが，山泌道路 . 鉄道の設置 ，J:主業IJfJ 発 の拠点

法 iζ よる市街化区域 . rn街化調整区域の設定と の決定なと去しい事情の変更があったときも変

市街化区域の整備方策について ， 保利生ｾ設行 ｬζ

答申した今答申は，市街化地域設定の技術的な

法準とJJN発の方法という 2 つの住から成ってい

るの以下，その要旨を紹介する。

市街化区域の設定

ム市街化区域を設定する都市計画区域の範囲

市街化区域を設定する都市計画区域の組閣は

①笛都閣の既成市街地，近郊整備員lr搭，近畿闘

の既成都市区域，近郊整備区域，中日f5附の都 Ih

整備区域②新産業都市の 区成，工業整備特別地

域 ， 首都圏 ，近畿圏 . LI:I ＦＹＵ 凶の占 ｾ￭ rb開発区域の

うち人口地方日が著しいもの及びその見込みカf あ

るもの③人口 10万人以上のr ! i で人口噌加が著し

いなど 一定要件に該当するものに係る都 ｲＡ ｩ ｾ 1翻

区域とする乙とが適当であるの

ム市街化区域の設定の基準

① Ibl i j 化12 5 : 域の設定はおおむね 10年後の人日

産業の創伎を見通して計画li の目糠を定め ，乙れ

が収作されるよう l ζdバ主I化似域を定めるが ，そ

の ｾＮ｜ｬ 校Ａま郎 ､ｊ のｼ地平 ｉｊＩｉｉ の特性を考慮して適切

な脱肢とすべきであるが . dJ 街地人 11 のm加に

対する wとdJ 街地の11' :)J 日はe. 0 分の l haj 人 ωo

分の l ha/人村山: を 1-1途とし，これを七回らない

脱政とすべきであるの

② rb街化区域の形態は，既成市街地を含みー

休的 lζ 定めるが ，青l illli 開発の見通しのある住宅

適地，工業適地などは飛び地的( c 定めることも

必要である 。乙 の易合の規伎はJ j 京日I j とし て50ヘ

クタ ーノレ以上とすべきである n

③市街化区成の設定にあた ってはl品業との調

整にとく( ( 留意し，土地基盤整備卒業を実施中

の地域および相当ま とま った優良集団民地は市

街化! 玄岐を含めない乙ととすべきである。

④ di 街 化区域の変更は . 1まi磁調査の結果必袋

を生じたとき IL . 当初の設定と閉じ原則で行な

更を Jt，. ) ，ぷすべきである。

ム di 街化| メ級設定上配慮すべき事項

① ､ｊ 街化 ｉｾ 成の設定については都道府県知事

と市町村と が卜分打ち合わせを行なうべきであ

り，また dilllT村は稀' 議全を設置して乙れをi活用

するなとにより十分民必; の反映lζ 努めるべきで

ある。

② ､､ｩｪ 化 ｬ ヌ峻の設定』 ζｻ 、 ｉｾ う地価が上昇する恐

れがあるので 市街地1><) 誠設定と同時に専用的地

域地 Ｑ＾＼ Ｎ を 指 ｫ とし てＭＱＧ ｾｾｦ ＺｊＮＺのヒ地 ＷＱｪＡ 誌の競合を ｩ 避

け，また iii2犯の終結を :1;111浪するとともに広範聞

(C dJ 街地IJlj 発事業またはート』地の住宅施設なと

の侃 d日| 耐を定めてi 112誕を去を止し ，土地の先買

いを行な うなとよ ｾｉ di ，ilillli の側からも地価の上昇

傾向を仰 :1; 11する乙とに就て配慮すべきであ る。

市街化区域の整備

Ili 街化区域の強制{ J のた め . I句う10年間 ( C20-

25兆円 が必要と推定されているが，財源は国の

投資配分をふやすほか . Jtll)] も!i ，上地法金の活

用を以ｼり ， 占 ｾ￭､ｪ ， ｩｬ￯ｬｬｬｩ 税なとの税財源の充実 ， 負

担金の活 )11なと ，J.也7i 公共 I.J: 休の J thlJ il の確保を

求め ている n

盤似l の力手| は既成 dJ 街地 ，I " j ) ! ，j .ill問1. 新市街

地 lζ 分け. とくに新しく， :1 阿的 lζ di 街化を図る

新市街地を ，[¥t! な戦略地域として，集中的 lζ 投

資する乙とをう たっている。東京 ，大阪などの

大都dJ では ，既成 dJl.ti J山ζi ji' l:く必要のない工場

学校などを分散円じ iｩｾ＠ ｉｾ するペ

答1' 1
1は 乙のほかωu也の刈山: 利 )11 ，職場 Iζ 近

い住宅のｩＮｉｴ設や，ｪｍ士 ｪｦ 拠点 、尚 Ｈｾ のための法 的 ｩｊ の

椛立② ｌ 地の供給とイ ｬ 効 平 ｉｊ 川のｩｊ ｌｩｬｬｩＮ 仮ＮｾｾＺｾの

抑制 ｬ のた めの税制 改 ｩＨｻ Ｇｾ 代村山地のあっせん ，

交換促進 ーなとのJ"1¥'i Li を. ljl]i 会(ζ1滞ずるべき だ

と結んでいる η

' ' ' ' '11・e・'"・I・'"・'"・I・111111111111・e・11111・" " 11・I・"" '"・1・11111・"“'"・a・I UI I I " "・I・H・'"・I・" " 11・M・H・I・"' 11111・I・"・1・11111・I・'" ・I・'1111"' "' ・t U:iII・"'"''''・・"."，，，，，・，"・111"""' "' ' ' 1' ' ' ' '・4・11"11' 1" ." "" ・H・H・1・11111" '111111

口 明 治 建 築 土 木 史 年 表 ・ 関 西 篇 ( そ の 24) ( 明治 11年 9 ) J 26日~至29日 ) 日

明治 たいもん

11年 9 月26日 長野県和国宿在大門村の旅篭屋大黒崖の乙とが . 1有岳 IJ.I:新IlHJ の記事にある。記事そ

の物は ，江戸っ子の旅人が五分( 切悠〕を11 : 文した ら牛労を持ってきたという笑い話。

'>ι i.! 喝 の

11 1 /  / 1 同紙広告欄( C 備後国( 広島県) 尾道小川 IIITI石IJ L;':; ; : ー木氏悦( 製) I下戯炭」の広 告

あり。 1住炭の代用として至極王宝」とあり . 1箱入勺定価li ノミ銭。」東京の大取次

は( 日本橋) 通塩 IIIJ 山辺清二 とある。

1 /  27日 明治天皇北陸御巡幸Mt の川路利良大野視( 後の :矧 総 監 ) よ り 米1G。抑; 以下笑 L

つ お<' C 吻 す い とい りゅ う" " "

雨で親不知] の坂が危険な為 ，糸魚川に! 紅鍛する。

11 1/  11 内務卿伊藤博文 . 広島県豊 /1] tNI  ( 安芸l覇) と御調郡( 仰l 後凶) の| 豆Bl lW不定地にちた

断 、該地所中 ， 二十三 ｉｉｊｔ 七反山政 二 一 卜Ｎｾを鰐 Ｚｬｦｬｬｯｎｉｌｕ 盟 ｦｩｬｬ￬ 村 ｬζ 司 Ｑ ，卜ノ｜ｬｉ ｬｲ 凶反 ー ｩ￮ ｦｻ

十歩を ，御調郡西野村』ζ 分かつ。

γ  25日 東京元大坂 III Tの諸新聞剤，)IJ 処窪未徳兵i! i'i が ，特に大阪発行の「大坂新報」 「i U珍

報」の広告を /1¥している。1 & 次所には日本精通ー r 住lの大frf系兵衛なと ，京浜聞の

書! 苫 14粁が名をIVI ねている 。

ゾ 〆f 大蔵卿伊l保博文 cl 長官) 7 月26日に山口県卜 で紛失した新五円札の見本を探索J : j J で

ある旨 ，全国 K 布達。山口県下では容易 IC発見出米なかった。

グ 明! 照皇太后 ，照定、皇后 ，午前九Ir! j 宮城出門 ，芝虎のr " J工郎大学校( 後の東大工学邸)

へ行啓。

c: ぜん

1 /  27日 鹿児島の都心 lζ 五軒も劇場ができ. {)H憂は大坂浜の芝居 . LI' 律御前座等より出張。

( 東京都北区神谷 2 ノ22ノ13 ' 須藤欣二 )

1111111・1・'1111111111111111111111111111111111111111111・I・'"・1111111111111111111・UIIII IIIIIIII II III IIIIIIIIIIII III IIIII I1II II1I1II1I1I1IIIII I1I111111111111111111111111111・1111111・11111111111・I・'"・1. . ... ""111' . "' 1111111・t・111111' " ，・ " ' '' '' '1'.. "" ，‘ ""，11
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー 卜

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ疋

軽 量 (比重 0. 5コンク リー ト11 の重量)

断 熱 (コンク リー卜 の 1 0 倍の断熱性)

同t 火 (法
ｾヰ ι 可

市t 火 キオ 料)

@ シポレ ックスは工場、住宅から超高層ビ、 j レまで

あら ゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆 に使用 されますが次の建物には特に最適です

期短縮を要するす べての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

56 

設計 日建設計工務株式会社

施 工 前 田 建設工業株式会社

使用場所 壁 、間仕切

種更主旨P

ＺＺｳＭポレ ＱＱＯ ＧＷｾ販売株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16 ( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 国 丁 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  



口 写 真 と 概要をどしどしお送り〈だきも」

凡 ｦ ｾ ｉｊ :  a  所有地 b  建築而m c  延而Ii 't d  構造規悦 e  工 m!  

388. 大阪駅前市街地改造ビル第 1棟( 西半棟)

設計 株 会 式 社 東 畑 建 築 事 務 所

施工 株 式 会 社 大 林 組

a  北区 ｉ［ｾ Ｇ 般的」二 Ｔ 丁目 ＲＰ 帯 地

b  .  9，124m'  

50， 179m'  

S  R  C; 立， B  6 ， 12  F ， P  4  

e.  Il H剰140i l' 5 月一 l昭和143
i
l' 11 月

389 . 三 交 ボ ー リ ン グ セ ン タ ー I 390 .  国 立 奈 良 病 院 ( 第 3 期)

設計 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

地て 大日本土木株式会社名古屋支庖

a.  Jl 4  n  di ， ［ｾｩ＠ ，;}i 栄 田r 7  - 3  1  

5. 567. 972m'  

R C  泣 .1ms; 主， 3  F  

1I{{f 1143 'j'. 1  )J - II { Hn43
i
l三6 J! 

ｊ 立 ｾｉ 厚生省

地1こ 株 式 会 社 大 林 組

a.  1告 良 市 紀 中 町

c .  4 .585m'  

d.  R  C ;立 2 F.  P  1  

e .  111{利142年l O!'J - 11円相143i l三6 !'J 

391 .  但 馬 憩 の 家 ( 増 築 ) I  392 

設計 。兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

施工 甫 但 土 建 株 式 会 社

a 兵 庫 県 城 崎 町

b .  173m'  

388m'  

R C泣， 3  F  

e.  ｉｉｈｴｕＴＳ ｩ ｬ 三 Ｕ 月 ＭＱ 昭和 ＱＴＳｩｾ 9 月

日本鋼管京浜製鉄所総合事務所 I 393. 大 阪 囲 碁 会 館

設 計 地 工 : 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

a  神 務 川 県 川 崎 市 波 田 町2730

b .  2，324 .3m'  

20，345 .2m'  

S  R  C j宜， B  1 ， 8  F  

e  昭和42年 5 f J - 1昭和43年 3 月

設計 。 藤 沢 建 築 設 計 事 務 所

地工 日産建設株式会社大阪支底

大阪市北i > < : . t 松町11 - 5 - 4

189m'  
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394 . 中 宮 寺 本 堂 宝 蔵 庫 I 395. ト ヨ タ 車 体 富 士 松 工 場 I 396 . 堺 肥 料 株 式 会 社 堺 工 場

設計 吉 田 五 十 八 建 築 研 究 所

施工 株 式 会 社 大 林 組

a  . 生 駒 郡 斑 崎 町

c  .  344 .8m'  

d.  R  C 造及び 5 造，平家

e  昭和40年 2 月- 1昭和43i l三5 月

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

a  刈 谷 市 大 字 逸 見 字 砂 山 l

b.  5，301. 0m'  

8 ，312 .0m'  

d.  R  C; 立及び S 造， 4  F  

e.  ｊｬ ｈ 有 ＱＴＲｩｾＱＰ ＡＧｊ - 昭和43年 7 月

設 計 施 工 ー 株 式 会 社 藤 田 組

a  大阪府市石市高砂2丁目2番 地

b.  5 ，182 . 1521m'  

c .  5 ，083. 309 Im'  

d.  ( "，' " 件 ) コン 7 リー ト

( !;1IJ{ )  S  j立

e .  Ｑ 昭和 ＴＳＱｾ Ｇ Ｑ 月 Ｍ ＱＱ 日告 ＱＴＳ ｩ ｦＧ 1  1  !'J 
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クラスメート

44.  〔東京工喋大学昭和16 ・17年牢〕

( 左より . 敬称略)

福 回 道 章 (

都 藤 希 八 郎 ( 神戸大学経I済斉経営営. 研究所. 講師)

岡村 元 二 ( 大 日本工業K K大阪営業所長代理)

光 安 義 光 ( 兵庫県建築部営絡謀長)

( 川鉄本社ピルにて 43. 12. 9)  

昭 和 16年 12月卒と 17年 9 月 卒 と が 17年 卒 業 だ と 思 い 迩 い を し て 集 っ

た。 場 所 は 神 戸 の 川 鉄 本 社 で あ る 。 ス マ ー ト な 本 社 建 築 に 較 べ ると、

我 々 、 ち と 顔 色 が 冴 え な い 。 し か し 内 に 秘 め る 気迫 は一一一。 次 の 自 己

紹 介 文 か ら 察 し て 下 さ い 。

福 田 最 後 の 古 き よ き H寺 代 の 名 残 り を の こ し て 大 学 は 出 た が 、 そ の 後

軍 隊 、 戦 後 は 土 建 業 者 か ら 監 督 業 、 そ し て 今 は 建 材 の 販 売 を 主 と し て い

る。 学 生時 代 か ら 囲 碁 を 得 意 と す る 。

都 藤 建 築 を 学 ん でlj役 中 戦 後 は 設 計 に 従 事 し て き た が 、 そ の 後 電 子 計

算 機 が あ ら わ れ は じ め て 、 現 在 は 機 械 に こ き 使 わ れ て い る 。 したがっ

て車会でもかきたいと忠、うことはあ っ て も ウ デ も l時 間 も な い 。

岡 村 鉄 骨 建 物 を 目 下 勉 強 中。 鉄 は 固 く て 豆 腐 の よ う に 簡 単 に 行 か ん

の で 苦 慮 し て い る 。 休 み の と き は 海 釣 り に 出 か け 、 も と も と 色 黒 が 、

ま す ま す 黒 光 り し て い る 。

光 安 背 丈 5 尺 7 寸 5 分 、 体 重24賞 、 胸 囲 は 3 尺 3 寸 あ る 。 ス ポ ー ツ

は ア イ ス ホ ッ ケ ー。 近 代 青 年 と い う べ き で あ る 。 設 計 を 趣 味 に 、 設 計

で 生 活 し て い る 。 講 道 館 3 段 。
( 光安記)
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大 学 の 卒 業 制 度 を 廃 止 せ よ

大 学 制 度 の 根 本 的 検 討 が 要 求 さ れ て い る の で 、 一 笑 を 提 出 し ご 批 判 を 乞 い た い 。 そ れ は 、 大

学 が 卒 業 の 規 定 を 廃 止 す る こ と だ。

入 試 は 、 大 学 の 科 目 を 理 解 す る 能 力 の 有 無 を 検 討 す る た め に 、 や は り 実 施 す る ほ か な い 。しか

し 入 学 後 は 、 学 生 が 自 由 に 選 択 し た 科 目 を 受 講 し 、 試 験 に 合 格 す れ ば 単 位 を 与 え 、 成 紋 証 明

舎 に 記 載 す る 。 そ れ だ け で 、 必 修 科 目 も な く 、 何 年 以 上 在 学 せ ね ば な ら ぬ こ と も な く 、 留 年

もなし、 。 そ の 代 わ り 、 ど れ だ け 多 く の 単 位 を 取 得 し て も 、 卒 業 と は い わ な い 。

入 学 し た き り 勉 強 し な い 怠 け 者 を排 除 す る に は 、 毎 年 最 低何 単 位 か 取 らね ば 、 自 動 的 に 除 籍

する 。 授 業 料 は 廃 止。 冷やかしの受講登録防止の主主 l床も 含めて、登録の際に、 科 目 ご と に 聴

講 料 を 前 納 さ せ る 。

自 己 の 能 力 と 努 力 を 証 明 す る の は 、 卒 業 証 書 で は な く 、 成 績 証 明 書 だ け と な れ ば 、 勉 強 は き

ら い だ が 牟 業 証 書 は ほ し い と い う 学 生 は 、 存 在 し 得 な く な る 。 卒 業 が 無 く な れ ば 、 学 閥 の 解

消 に も な る だ ろ う 。 ま た 、 必 修 で お ど し て つ ま ら ぬ 講 義 を し て い た 科 目 は 、 聴 講 す る 学 生 が

な く な り 、 教 師 の 自 然 陶 汰 も f子なわれると思う 。

学 生 が必 要 な 科 目 を 閥 修 す る よ う に す る に は 、 大 い に ガ イ ダ ン ス を や れ ば よ い し 、 建 築 の 学

生 な ら ば 、 建 築 士 試 験 も あ れ ば 、 就 職 の 際 に ふ る い に も 掛 け ら れ る か ら 、 案 ず る こ と は あ る

まい。 ( s  )  

交 通 事 故 防 止 に つ い て

横 断 歩 道 の 夜 間 照 明 標 識 に つ い て 考 え て み る と 、 例 え ば 馬 場 町 あ た り の ご と く 広 い 道 で 、 夜

間 割 合 に 暗 い 所 の 横 断 歩 道 等 に お い て は 、 昼 間 の 白 ペ ン キ ぬ り の 横 断 歩 道 標 示 が 判 明 し に く

し、場合が多い。

そ こ で 停 止 線 に は 、 車 道 簡 を 厚 ガ ラ ス 等 に し て 、 道 路 下 に 照 明 を 入 れ 、 長 点 線 型 に 照 明 す る

と よ い 。 遠 く よ り 走 行 し て く る 自 動 車 は こ の 照 明 に よ っ て 、 停 止 線 の あ る 事 が よ く判明する。

歩 行 者 で 横断 す る 人 も 、 自 動 車 を 運 転 す る 人 も 、 そ れ ぞ れ 停 止 線 を 予 め 知 る こ と が で き る の

で 、 充 分 な 注 意 が 払 わ れ る 。

ま た ガ ラ ス は 強化 ガ ラ ス を 使 用 し て 、 破 損 し な い よ う に 四 周 に 鋳 鉄 金 物 を ま わ し 、 人 が 横 断

す る 歩 道 も 発 光 性 の 金 属 板 等 で す ぺ ら な い も の を 入 れ て お く と 良 い 。 蛍 光 塗 料 は 発 光 性 が つ

よ く 且 つ 耐 久 性 の 強 い も の が 良 い の で は な い か と 恩 わ れ る 。 ( T )

な ん と か な ら な い か

毎 年 の こ と な が ら 十 月 頃 か ら の 日 曜 日 の 新 聞 に は 分 譲 住 宅 の 折 込 み 広 告 が一 枚 か二 枚 は 入 つ

ている。

一 戸 の 敷 地 が 、 大 き く て 100 平 方 米 、 小 さ い も の は 40平 方 米 の も の も あ る 。 見 出 し に は 「 豊

か な 自 然 恵 ま れ た 環 境 J i す ば ら し い 眺 望 静 か な 環 境 」 等 と あ る が 、 豊 か な 自 然 は 借 景 で あ

り 、 す ば ら し い 眺 望 も 屋 根 に で も 上 ら ね ば 無 理 だ し 、 静 か な 環 境 も 「 昨 日 迄 の も の 」 で あ る

に ち が い な い 。 今 迄 の 数 十 倍 も の 地 主 に 土 地 が 細 分 化 さ れ た 事 が 都 市 の 形 態 と し て 将 来 色 々

な わ ず ら わ し さ を 生 む こ と は 自 に 見 え て い る 。 1 戸 建 と は い い な が ら 空地 の な い 、 そ の 故 に

緑 も な い 、 広 場 も な お の こ と な い 。 こ ん な 家 並 が 昨 日 も 今 日 も 造 ら れ て 行 く 。

な ん と か な ら な い も の か 、 な ん と か し な け れ ば な ら な い 問 題 で は あ っ て も 、 大 阪 で も 毎 年 20

万 人 の 流 入 人 口 が あ り 、 そ の 上 家 庭 の 核 分 裂 が 今 も 進 行 し て い る 現 状 で は し か た が な い と あ

き ら め ね ば な ら な い の だ ろ う か 、 悲 し い こ と だ 。 ( N )

立札と Pr e f abr i cat i on 

新 宮 殿 の 完 成 は わ れ わ れ に と っ て ま こ と に 喜 ば し い こ と で あ るが、 何 時 も 皇 居 前 広 場 を 通 っ

て 気 に な る 事 は 、 芝 生 立 入 る べ か ら ず H の 立 札 の 余 り に 多 い こと で ある 。

筆 者 の 扱 っ て い る 商 品 が P r ef ab建 材 と し て 重 要 な 地 位 を 占 め てい る 諸 外 国 に は 、 不 思議 と こ

の 種 立 札 は 見 か け な い が 、 案 外 と 重 要 な 関 連性 が あ る こ と を 痛 感 している 。 犬 の 奨 や こ の 程

立 札 を 多 〈 見 か け る 国 々 は 決 っ て 民 度 の 低 い 近 代 化 の 遅 れ て い る 固 と 考 え て よ く 、 落 し た 物

や 置 忘 れ た 物 の 出 て く る こ と が 美 談 と さ れ る 国 で あ り 、 旅 行 者 は 緊 張 を 強 い ら れ る こ と に な る 。

市 民 の 善 意 に 守 ら れ て 青 々 と し た 芝 生 を も っ 都 市 で 、 フ ラ ッ と 立 寄 っ た 現 場 で 見 か け た 場 内

の 消 潔 さ 、 各 種 職 方 の作 業 に 対 す る 理 解 の 高 さ 、 作 業 モ ラ ル の 全 般 的 な 高 さ に 感 銘 を 受 け た

の は 筆 者 の み で は な い と 思 う 。

表 問 仕 上 処 理 さ れ た 壁 体 材 、 ガ ラ ス の 蔽 っ た 柊 嘘 具 が一 気 に ク レ ー ン で取 付 け ら れ る 等 の 作

業 が 通 常 工 法 と し て 行 な わ れ て い る 先 進 諸 国 の 工 法 を 我 々 が 其 似 ょ う と す れ ば 、 チ ェ ッ ク の

言 で き に く い 接 合 部 熔 接 強 度 、 雨 時 等 の 心 配 は さ る 事 な が ら 、 硝 子 の 破 損 や 仕 上 面 の 破 損 等

t  の 単 純 な 問 題 処 理 に 追 い 廻 さ れ て 、 ゃ れ 養 生 だ 仮 聞 い だ 不 審 番 だ と い う こ と に な ってくる。

ま Pr efab が 本 当 に 健 康 に 育 つ 為 に は 、 当 事 者 は 勿 論 関 係 者 全 般 の モ ラ ル 向 上 が 基 本 で な か ろ う

2  か と 痛 感 し て い る J 芝生云々かの立 札 と の 兼 ね 合 い を P r ef abに結びつける所以てーある 。 ( 0 )  
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はじめに: 建築産業のシス

テムとメカニズム

砂のような巨人

「建築産業を考えるにあたって ，あらかじめ簡単な整理からは

じめるととにしよう。おそらく ，建築について語る人は多い け

れどもすべてを知る人は少ないのだろうし ，部分的 lとは深く詳

細に知っている人でも ，全体のパースぺクティブは ，案外不明

確なのではあるまいか。科学 ・技術が進歩発展するにつれ，わ

れわれの身辺には ，モノ がひしめき合うようになる。ひし めき

合うモノモノには ， それぞれもっともらしい名前がつ けられ

て，われわれの五感 lζ 感知されるようになる。はじめは極くさ

やかに ，次第に膨張し ，し まいには処理不可能になるまで 巨

大になる。そういうモノの氾濫は ，ある意味では喜乙ばしい乙

となのであって ，逆 lζ 言えば，モノの欠之状態におけるみじめ

さを述怒させるととにより ， 心身を寒から しめる乙とにもな

る。 i豊かであるから ζ そ，いろいろ生きがいや目的が発生 して

来る。若干，楽観的 lζ いうならば，豊かさ乙そが，われわれに

目的の多様性と撲択の可能性を与えてくれるととができるわけ

だ。モ ノの欠乏状態は ，われわれにその状態からの脱出のもが

きしか約束しない。ただひたすら ，充足 lζ 向つての苦しい努力

を強いるのみである。しかしとれからの撲択の苦労は ，産出の

苦労など，モノの数ともしないだろう。

と乙ろで，建築産業について，何を語るかという乙とになる

と，ま さに ，上の状態におち入ってしまう。紫人眼には ，複雑

怪奇 ，多種多様そのものであって ，撲として把まえ所のない乙

と著しい。また一方，建築の玄人にとっても ，はじめに書いた

様 lζ 語りつくせぬものでもあろう。まさに ，建築産業は巨大で

ある。巨人である。しかしその巨人も ，本当は風に吹き上げら

れ，流れに波紋をっくり ，支えがなければサラサラと落ちる砂

のどときものだともいえよう。大洪水には逆らえなくとも ，適

70 

当な慈雨 lζ ならばしっとりと固まる 。だが砂粒どもはお互いに

何の関係もない 。砂をす くい糸のように溶す と，上にと がった

円錐形ができる。円錐形のエレーベ ーションはピラミッド形で

ある。無数の砂がピラミッドを乙しらえ上げている。建築産業

というピラミッドを乙しらえ上げている。だから ， 建築産業

立，砂のような巨人だという乙とになる 。巨大だから把まえに

くい。しかし少々のインパクトで，すぐ崩れてしまう。上の方

は部分的[ としめり気をおびて ，養分を吸収して固まってはいる

が，下 [ζ 行く程もろく弱々しい。建築産業における養分は上か

ら下へと供給され流れているのである 。建築産業を考えて行 乙

うとした編集スタッフは ，まず，乙のような認識からスタ ー 卜

しfこ。

建築生産システム

もはやいうまでもないととかも知れないが，建築の生産には

一定のシ ステムが存在する。ま ず建築は建築主がいな ければ話

! [ ならない 。建築主とい っても ，個人やら会社やら役所やらい

ろいろあ るが，とにかく建築主が建築をたてたいと企画をしな

ければならない。乙の企画段階で ，殆んどの建築はすでに死命

を決せられるのが常である 。なにしろ建築は一般消費財だなん

だかんだといわれているが，まだまだ高価である 。は した金で

つくれるものではない。まして一般個人における住宅は ， ζ の

上ない財産であり宝である。それだけに建築企画は慎重になら

ざるを得ない 。金が決まり場所が決まり面積がきまり部屋の種

類と組み合わせが決まる。構造が決まり ，仕上げやその他が決

まる。

乙ういった ，企画段階にかなりオーバーラップしながら設計

が行なわれる。設計には ，専門の技術が必要になってきている

から ，建築士の資格を持った設計技術者が担当するというのが

タテマエになっている。建築主は設計者や建築家 lζ ア ドバイ ス

を求め ， 自分のおもわくを空間化して行く。設計者や建築家は

設計料をちゃんと取ったり ，他の自用ととみで取ったりしなが

ら，建築主の意見をある程度とり入れ， 自分のやりたいととも

取り入れ ，後々まで，やりいいように設計を進める 。基本設計

とか実施設計とかという設計段階の問題は最も創造的な行為に

もなり得る。世間一般の建築関係の仕事に対 して持つ イメ ージ

は，現場の極めて物畳的な行為であり同時に設計 とい う創造的

行為である 。乙れは全 く正しい理解の仕方である。どの みち当

分の間建築プロバーで考えれば，設計と施工の二種類しか問題

になる部分はない 。

設計が一段落すると建築現場での施工( 狭義の生産〉という
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ζ とになる。乙の場合，設計と施工との聞に重要な結節点があ

る。施工工事もまた ，設計と同様に緩めて専門的な技術を必要

とする。 ζ の工事を誰が行なうかという乙とについて非常に厳

しい競争が行なわれる。少な くとも大部分の建築の場合はそう

であると考えたい。厳しい競争というのは，入札価格競争のと

とである。ところがお互いに 同じ建築をつくろうというのに価

格が異なるのは次の理由による。

(  1  ) 請負業者の企業の効率は一定でない。そして，業者は自

社の企業効率lζ 基づいて見積るわ けだから当然異なって来る。

( 2) 請負業者の手持ちの資料は必らずしも一定ではない。資

材や労務の単価にしても，また工事の技術的性質lζ 関する乙と

も大きな差異ではなくとも異なっていて当然である。それ故見

積りコス トlζ 差が生ずる。 ( 3 ) 工事の手抜きないし低質性を

あらかじめ目論んで安く値を入れる場合がある。乙れは一種の

犯罪である 。( 4 ) 競争入札だから ，結局最も低い見積りをし

た業者に仕事が依頼される場合が一般的である。そのため ，ま

ず ，低く見積っておく。工事が進むにつれて ，何らかの浬由を

つけたり設計図書の不備につけ ζ んで ，最終的 lζ は高い価格を

獲得する方法を見出す乙とをあらかじめ読んでおく場合もあろ

う。とれも一種のサギ行為である。 ( 5 ) どうしても仕事が欲

しいからというので，経費や利益は度外視して ，ただ名誉のた

めにのみ仕事をする場合がある 。先日竣工した皇居新宮殿の入

札が行なわれた時 ， ζ のような例があり ，恰好の週刊誌種にな

った 。

乙の競争入札というのは ，考えて見れば，えらく無駄なこと

である。何社が参加していようが請負わされるのは一社なのだ

からその他のあぶれた業者はすくわれない。契約方法にはまだ

いくつかの方法システムがあるのだが，いずれにしても商業的

センスが完全に作用した請負契約というものは，建築産業には

確立されていないとい っても過言ではないだろう。

と乙ろで，この請負契約が取りかわされ，請負会社が現場で工

事施工を実施するという段階に移る。いわゆる建設業が活躍す

るのは乙の段階である。建設業 lζ 元請と下請とがあることは ，

すでに社会的経済的問題として多く論じられて来た。建設業を

分析する手法として乙の重層構造に触れないものは ， もはや何

の価値もない 。そ れど乙ろか近頃はやりの情報産業も含めてあ

らゆる産業に下請重層構造が見られるわけである。すべての産

業にわたり ，下請の存在があり，それが近代資本主義的生産様

式の最大の見取り図である。

下請は毛細血管の様 lζ 産業体をかたちづくり ， 維持してい

る。その中でも主要な下請は独自の技術と商法において元請に

なり得る資格を持っている。実際ある一時点で ，同じ企業が元

請と下請の仕事を同時に行っているという乙とは ，極く普通に

ある乙とのようである。大体， 元請だの下請だの という言葉

は，それ自身封建的な色彩と響きを持った言葉であるのだが，

ゼネコン ・サブコンといいなおしでも，正体が割れているだけ

にかえって白々しい感じさえする。建築の生産はアツセンブリ

ーの工程を生産特性としているから ，各種の職能別企業をひと

つの工事目的に統合する主体が，そもそも必要だった。そのた

め金融面ならびに資材調達面でのまとめ役たる元請が存在する

理由があった。各職能別企業は ，それに対して下請 と呼ばれる

ようになった 。下請は更に孫請に出して「中間搾取」をする 。

孫請はひ乙請に ・一 。いずれにしろ技術開発や技術蓄積はヨリ

生産点lζ 近いと乙ろで行なわれるのが普通だから ，ますます ，

元請はそれら技術のまとめ役たる商社機能を充実させて行くだ

ろう。また ，そうあるべきだという議論が多いのである。

ζ 乙で問題は 2 つにわかれる。ひとつは ，元請 ・総合工事業

の将来像であり ， もうひとつは，下請 ・専門工事業の将来像で

ある。現在までのと乙ろとのいずれにもはっきりした見通しが

立てられているとはいいがたし、。ただよくいわれていることな

のだが，元請は何をすべきかという ζ とが，建築産業への外部

からのインパク 卜が大きくなる! と従って論じられてはいる 。す

ぐ上にも述べたように ，商社的機能を持つ元請は，商社的であ

るが故lζ ，本物の商社には太刀打できない。元請に固有の生産

技術は何だろうかと考えなおして見て，あらためて驚くわけで

ある。何もないのだ !! 元請にある技術は ，いわば管理技術で

あり ，情報処理技術である。正確な意味での生産技術はすべて

専門工業即ち下請にとそある。かなり極端かもしれないが，元

請はずい分やくざな水商売をやって来たものであると考えざる

を得ない。といっても ，乙れはかなり大手の元請の話なのであ

り，建設業協会 lζ も入れるか入れないような中小企業のピンか

らキリまでになると ，若干趣を異にす る。

建築生産の特性として現場生産というととがある 。さ らに ，

先に述べたように ，まだまだ半世紀は建築の受注生産という乙

とも続くであろう。そうすると ，例の建設業の地域寡占化と い

うことが作用して来る。確かに大工ひとつとって見ても，町場

大工はいうまでもなく ，野丁場にしたと乙ろで ，ある一定の地

域外で仕事をするものはあまりない。乙の事情は建設業元請に

おい ても該当する乙 とだろうと 考えられる。試みに建設業を資

本金階層別に次の 4 段階 lζ 分けて見ょう。

(1)100万円未満 (2)1， 000万円未満 (3) 1 イ室、円未満 (4) 1 億円

以上。 (1)( 2)段階にあるものが地域圏内での元請，(3) 段階にある

ものが地方圏内で仕事をする元請にあたるもの とし ょう。そし
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てそれぞれのレベル [ζ 対応する 業者数を計算 lζ 見る と法人建設

専業業者で (1)6，000社 (2)23，000社 (3)230社 (4)250社という

と と に な る 。 ( 資 料 建設経済月報1968年 8 月) (1)( 2)合わせ

て Ｒ Ｙ ， ＰＰＰ 社である。乙れは，上の法人建設専業業者の ＹＹ ｾ ぢにあ

たる。 向上の統計資料によれば(4)段階の 1業者平均施工高が約

100億円 ，同様に (3)段階のもの10億円 ， (2)段階のもの 1 億円で

ある。

乙ういう状態に おいて元請がすべて閉じような商社インパク

卜に悩んでいると見なすわ けにはいかない のだが， しかし一方

において(2)，(3) レベルの建設業者もまた地域内での市場獲得競

争により厳しい陶汰を課せられる乙とにも なる わけだ。おそら

く大手元請の変質があるとすれば，商社との競合によ るも ので

ある。その変質過程の中で，建設業の一屈の商業資本的性格が

むさ出しにされ，地域寡占 lζ 甘える中小企業にも一定のインパ

ク 卜を加 えて来る乙とになるだろう 。

建築は文化の表現体である

さて，以上建築生産における一定のシステム ，即ち建築生産

過程のプロトタイプを概観して来たわけであるが， もちろん ，

大まかにいって見ただ けのものに過ぎない 。ただ注意して行き

たいと思っているのは ， 乙の文の最初 lζ も書いたように ，建築

産業は砂の集積だ，という乙となのである 。経済の好況不況に

最も敏感に対応するもののひとつが建築産業だし ，好況i時にあ

ってな おさら ζ の産業内部の矛盾の露呈が顕著である 。陽のあ

たる部分と陽陰の部分の コントラストがあまりにもシャープで

ある。外部インパクトが一層矛盾露呈 lζ 拍車をかけている。建

設業の体質は保守的 ・封建的である ，前近代的で、ある ，見か け

はスマ ート になっていても ，本質的には土建業の体臭がぷんぷ

んとして いる ではない か，などと いった非難の声は大きい 。そ

して一方，建築産業の一部分を切りとって新しい別の呼名でお

だてあげられでもいるのである。いわく「住宅産業」がそれで

ある。今，住宅産業について特 lζ 論ずる余裕はないのだが， ζ

の掛声を契機として砂は砂なりの行動原理で動いて来た「旧来
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の」建築産業がようや く大きくゆ すぶら れている乙ともまた確

かなよ うである。乙 の動揺は先! L 述べた建築生産の一定のシス

テムのどの段階にも出現している。 砂の比 11命を続けるならば，

砂粒のひとつひとつが自己振動を起とし ，全体と しての砂の山

が大きく共鳴運動を起乙して いるとでも言っ たらよいであろう

か。特 lζ 建築需要や企画 サイドの振動は生産過程全体にも 影響

する主調低音と な っている 。

こ乙では産業成立の経済的 ，経営的基礎 iζ 対する影響もさる

乙と ながら，す ぐれて文化の問題と しても鋭い批判が向けられ

ねばならない。建築というものが極めて似別的な ，あるい は任

怠の要求に依っているものだとしても ，それだ けで完結するべ

きものではない。意識するとしないとにかかわず ，建築という

ものは社会的な生産物なのであり ，かつ文 化のひとつの表現体

なのである 。

ここで議論を都市や国土 lζ 拡げるまでにはヨリ詳細な論理の

蓄積がなければならないが，結論として言える 乙とは次のよう

になる。都市や国土における空間的構成は建築の空間的構成と

は明らかに 次元が異なるものである乙と 。にも かかわらず建築

空間の構成が結果的には ，メジャ ーな空間を構成せざる を得な

い乙と。そしてわれわれが現在まで知っている メジャ ーな空聞

には ，われわれが何を守り何と闘わたばならないかがますます

クリアーに表現されている乙とである。そ乙でできるだけ急い

で建築及び建築生産における闘争の対象は何か を明らかにす る

必要があるわけだ。

まだはっきりとはイメ ージできないが，ひとつだけ 確実に言

えることは ，少なくとも建築産業が現在の システムをどうい う

形 lζ しろ保守する限りでは空間奪取の前術にはなり得ない 。波

状的 lζ 襲って来る諸々の誘惑ーーその最も魅力的なものが住宅

産業であり ，超高層ヒリレで・ある一ーに身振るい して余計なも の

は溶としたのはいいが，今までのシス テム の延長的合理化 lζ 落

ち込んではいけないのである。そのために 乙そ ，建築に おける

文化の問題を探る必要が出て来ょう。乙の問題は後でもう少し

考え直して見る乙とにして ，今は話を元にもどそう 。在米型の

建築生産の近代化の問題についてである 。

建築産業の個性

そもそも 何故建築産業が問題にされねばなら ないか。われわ

れは一般には建築需要量の延び lζ 比して建設能力の相対的減少

あるいはもはや絶対的激減とでも言 うべき状況に突っ乙んでい

ると考えてい る。また一方で建築需要の質的変化も著しく 空間

性能や施工性能などに対する要求が高級なものに変って来た。

いわば需要は満たされるだ けのもの ではな く高級なものに変質
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しつつあるというわけだ。と ζ ろがそれに対して建築産業は何

をしているというだろうか。専門的技能労働力は不足してい

る。工業化材料として生産販売されているものは多いけど ，ほ

んとに欲しいものはないのではないか。材料や部材は規格化さ

れているという 。それは確かにそうだ。しかしハ ウス系プレハ

ブ会社の数よりもそとで使用されている規格寸法の種類の方が

多いという。あれやこれやと考えて行くと決して需要の質的高

級化 lζ 見合うだけの能力は建築産業 lζ は存在していないという

乙とに気がつくわけである。

量的にも質的にも建築生産のキャパシティは先が見えて来て

いる。まじめな建築研究者はもちろんの乙と ，おいしい御馳走

が乙れから出て来るのだが，それまで食べる力が残っているか

どうかを心配している経営者の声も時折聞乙えて来るのであ

る。建築産業とは ，建築を生産するための技術，組織，思想が総

体として人格化したものである。人格にはある一定の個性があ

る。その意味で建築産業の個性は他の製造工業にくらべて本来

的 lζ 保守的なそれであった。しかし資本主義が発展する各段階

でヨリ大きな経済のメカニズムに対応するために受身的な形を

とって近代化をはからねばならなかったわけである。アクテイ

ブlζ 近代化を推進させるものは何なのかに答える ζ とは難し

い。しかし現在までその推進主体が建築産業ではなかった乙と

だけは確実であろう。現在の建築産業における基本的な問題は

以上のような事情から察するに ，近代化への個性の開発という

乙とになるのである。それが技術においてイニシァティブを取

る乙とになるのか ，あるいは思想、においてのイニシァティフに

なるのか ，あるいはその両者の結合で近代化のイニシァティブ

を握るのかはもっとくわしく観察して行く必要があろう。

「ゆらめき」の原因

最後に建築産業の「ゆらめき」を建築生産構造における「ゆ

らめき」と考えてその原因について簡単にまとめてお乙う。今

まで述べて来た乙とを部分的 lζ は重複するがしばらくお許し願

いfこい。

まず需要構造における変化がある。建築は大型化している。

丸ビルができたのは大正12年だが，それ以来大型建築はビ J レと

いう呼名を正式に与えられた。現在ではもはやビルは目新らし

いものではない 。ととろが乙れからのビルは単に大きいだけの

ものではなくなった。すなわち超高層であり ，深層であり ，集

団性でありかっ常 lζ 継続的のものである。乙の意味から言え

ば，公的住宅建設はまさにビノレ建設に類似するものであろう。

更に都市周辺の建売住宅若手を見られるがよい。今朝の田畑は今

晩のベ ッドタ ウンである 。田んぼの中 lζ 家が点散しているのは

見なれた景色だが，今日比頃では家の聞に田んぼがある。乙う

いった需要の側面での変化は ，まず建築 Ic 対するわれわれの常

識的観念を突き抜けている。ましてや生産構造に強烈な衝動を

与えずにはおかない。

次』ζ ，建築産業以外 lζ 独自のマ ーケットを持っていた産業か

らの参加が挙げられる。関連産業の売り込みである。ある人々

にはなぐり込みであるかも知れない。高級ピルから木賃アノ f ー

トlζ 至るまで，畳の多少，質の高低は伴っているがすべからく

工業製品が侵入して来ている。建築産業はニュ ーエン トリーが

容易であるととはまず基本的 lζ 大切な特性である。新参者が建

築におけるいくつかの職能の成立基盤をゆるがせている。最大

の被害者は設計者であろう。

三番目 lζ ，いわずもがなの労働力不足が挙げられる。 1961年

10月号の「建築と社会」誌は建設産業構造特集だったのだが，

その中 lζ ，一片のマンガがあった。近代的な工場に就職する若

者逮をゲー トノレ巻き地下足袋のおやじさんがうらめしそうに見

ているマンガである。 当時はまだ賃金を上げるとか ，休日は必

らず取らせるとか ，寮をつ くり福利厚生施設を用意するとかな

どで引きとめる乙とはできた。今では迷う。もはやその種の手

ならば打ちつくした。技能者養成もなかなかうまく行ってはい

ない。育てても去るし ，人聞を見つけるとと自体が大変難しい

のである。そのくせ ，青森県では失業保険金が県内の所得項目

の三番目にあたるという。乙の 「失業者J の内容は若干はっき

りしないが，おそらくその多 くは建設労務者なのであろう。そ

の中には毎年毎年働らき lζ でていて，もはや熟練工 !c 達した労

務者も多いと聞く。 11月，毎日 16，000人が失保金を取りに来る

という。しかしやはりマクロに見れば労働力は不足している。

しかも前項で述べたような建築産業へのニュ ーエントリ ー に

附随した技術が多くなって来ている。それらの技術はもはや老

齢者ではマスタ ーでき難いのである。あるいは従来の建設労務

技術の応用といった種類のものでもなさそうである

第四 。 しかし需要状況，ニュ ーエントリーと参入障壁，労働

力の不足いずれにしてもびっくりする程あたらしい乙とではな

い。建築には近代的な産業と呼ばれる実態が今までも乏しかっ

たし ， 今でもえらく弱体なままである乙とを知れば当然であ

る。産業として成立するためには前にも触れたように個有の技

術 ，組織，思、惣が，まず前提条件としてなければならない。そ

して ，それら前提条件を満たした程度において ，個々企業が成

立する。それ故企業は階層性を持つ。一方，個有の生産条件 lζ

従って生産物がつくられる。そして生産物は競争市場に提出さ

れる 。企業は生産物の販売を通して競争する。すなわち ，産 業

であるために個有の生産条件と個有の生産物とを競うことを目

的として自らの市場をっくり出さねばならない。 ζ のような産

73 



業としての条件や行動が，建築産業には乏しかった。だから常

に基本的な問題が促起されて来たのである。建築生産の近代化

を試みることは ，ただちに建築産業を産業として確立させる乙

とにも関連して行く。建築産業の個性は生産物としての建築そ

のものの個性と不可分である。建築における近代化が問われな

ければならない時期にあるのではなかろうか。

建築産業は大きくゆらぎつつある。その諸現象を概観して見

た。建築産業はゆらいでいるのだが，ゆらいでど乙へ行くのか

ははっきりしない。しかし砂の巨人は否応なくと乙かへ歩みを

進めなければならないだろう。このままグシャツと崩れ倒れて

しまうなどとは考える乙とができない。われわれは ζ の砂の巨

人をもっとシャンとさせたいと思っている。できればあらゆる

近代化への先頭を切らせてやりたいとも考えている。そのため

にはE少であってはならないだろうし ，眼差しもまた生き生きし

たものでなければならない。そういう体質や個性はどうすれば

得られるのか。これは常 lζ 古くて新鮮な問いかけである。

以後，建築産業のいくつか問題についてそれぞれ K 考えて行

くつもりである。誤解や無理解があっても ，それはすべて建築

産業そのもののあいまいさに依るととろのものである 。あるい

は，そういう状態に育て上げて来た先輩達の責任 lと帰すべきも

のである。
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建築産業は 「第四の産業」た

りうるか

建築産業 どこへいく

建築産業は国民経済のなかで ，どういう位置を占め ，どうい

う意義をもっているのだろうか。

建築は基本的 lζ 土地 l乙構築されるものであるが，すでに加工

された材料を駆使して施工をお乙なうのであるから ，農業のよ

うに，1 第一次産業J にはいれられないのは当然の ζ とである。

それでは ， I 第二次産業」の分類にはいるのだろうか。 I第二

次産業」といっても ，いろいろある。おおまかにいって ，工業

という範ちゅうで考えるととができょうが， しかし，建築産業

は，1 工業」の部門にとらえてしまえるものなのか。もちろん ，

製造業のような重化学工業部門でない。ある人は ，その装備の

身軽さのために，工業といっても軽工業ぐらいだという。その

場合， I 軽工業」とはいったい何だろうか。軽工業とは ，通常

消費財生産部門一一マルクスのいう第二生産部門といわれるわ

けだが， I建築は耐久消費財」という考え方からいえば，ある

いは ，乙の軽工業という漠然たる範ちゅうにはいるのかも知れ

ない。と乙ろが，建築の需要発生，生産過程など ，そのシステ

ムとメカニズムを考えあわせてみると，どうも耐久消費財生産

部門といいきれぬ面をもっ。第ーに ，耐久消費財一一一般商品

のように ，すでに市場で与えられたものを購入するわけにはい

カ〉なし、。

いままでの 「第二次産業J の部類にいれるには ，いささか抵抗

のあろうというものだ。それでは「新第二次産業」と呼んだら

よいという人もあるかも知れない。しかし ，新であろうが旧で

あろうが，第二次産業は ，要するに生産物の産業である。そう

とすれば，建築は生産物とわりきれない面をもつだけに ，第二

次産業の範ちゅうからはみでてしまう。それでは「第三次産業」

の部類! とはいるのだろうか。ある人は建築産業は ，サービス産

業の部類だという。最近総合建設業は ，ある長期信用銀行の調

査では ，商社的機能をもっといわれている。額面どおり受取っ

て早合点する向きには ，乙れとそ本来のサ ー ビス業だと思われ

るかも知れない。土建業とは労務業なり ，とする古い観念はも

はやありえないが，近代的商社的産業といわれてみれば，そう

かなという気もする 。 ととろが，どっ乙い ，建築産業は「技術」
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を媒介しないのでは成りたたないのである。もちろん ，その建

設「技術」自体には ，概念規定をめぐっていろいろの見方があ

る。しかし ， I技術」を媒介にしている以上 ， I第三次産業」

の部類にいれてしまうととはできない。 I第二次産業」からは

みでるし ， I第三次産業」にもいれてもらえないとすれば，建

築産業は ，国民経済のなかでのどういう産業なのであろうか。

乙乙で指摘したい乙とは ，産業分類について ，みな「第一次

産業J ，I第二次産業J ，I第三次産業」というが，乙れらを無雑

作 lζ 用いる傾向があるのはどうかという乙とである。これを用

いるのはすべて悪いとはいわないが，もともとどういう意味を

もってでてきたか，批判的に吟味しでかかる必要がある。乙れ

らは近代経済学や経済白書でたびたび使われる用語であるが，

乙の第一次~第三次産業という分類 lζ は，結論からいえば，生

産的労働と不生産的労働とを混同して資本主義の搾取をおおい

かくすものであるというととを ，念頭においてかからねばなら

ぬ。

イギ リスの コー リン ・クラ ークという経済学者は ， フィッシ

ャという人がいいだした第一次，第二次，第三次の産業という

分 類1[ ，統計的基礎を与えて ，経済発展の観点から乙の三つの

産業を一般化した。すなわち ，第一次産業には農業 ，林業 ，畜

産業，狩猟業，水産業を含み ，第二次産業 lζ は，鉱業，工業 ，

土木建築業，電気ガス業を含み ，第三次産業 lL:は ，商業 ，交通

業 ，公務自由業，金融業，家事使用人労務，その他のサ ー ビス業

を含むとした。と乙ろが乙の分類は，生産のプロセスからみた

ものでない乙とを知るべきである。どちらかといえば，経済発

展における資本 ・労働力 ・所得の比重が，一次より二次へ，二次

より三次へと増加する傾向を知るための分類であったという乙

とである。乙の分類では建設業は第二次産業にはいっている

国民経済についてもうひとつの見方がある。産業連関表をつ

くったといわれる レオンチェフは「国民経済は閉鎖系としてよ

りも開放系として扱うことが必要だ」といった。乙の場合の「閉

鎖系」とは ，家計も労働力再生産産業として，経済の全部門を

生産の面でくくってしまう見方である。一方，1 開放系」とは ，

家計を産業部門の外におく見方であり ，産業部門( 内生部門と

もいう) と非産業部門( 外生部門ともいう〉の二つに分れる

その場合，建築部門はどうだろうか。とくに家計 K 該当する

「住部門」とい うものは両方にまたがっている。労働力再生産

の場と してもとらえられるし ，また住宅生産産業として生産の

場としてもとらえられるので ，非産業部門( 外生部門〉でもあ

る し，産業部門 ( 内生部門〉でもある。どうもとの分類では ，

建築産業を充分説明できそうもない。建築産業が，国民経済の

なかで占める位置として ，I第一次~第三次産業」の見方や ，開

放系の産業，非産業部門での見方によるとらえ方では ， 乙んに

ちの経済の発展段階，とくに都市化のなかにあって，国土開発

の社会的要求の切なる時代にあっては ， 不適格ではなかろう

か。まさに「建築産業」は「ど乙へい く」かである。

「人 間 労 働」 と 「空 間 の 論 理」か ら 一一「第 四 の 産 業」へ

それではどういう風にみるべきか。そのアプロ ーチとして二

つの視点から追求していきたい。ひとつは「人間労働」という

乙とから ， もうひとつは ， I空間の論理J という点から探って

みたい。

まず「人間労働 J の視点から ，すなわち ， I生産的労働」と

「不生産的労働」とに分けて国民経済を考えてみよう。最初に

「不生産的労働」からみてみる。不生産的労働としての部門に

は，第ーに商業 ，金融業 ，サービス業などがある。第二に ，情

報産業とか知識産業とかいわゆる分野が考えられる。これは本

来なら非産業といわれるはずのものだが，何故産業とかいわれ

るのか。

生産的労働というのは，いうまでもなく ，生産財であれ ，消

費財であれ，要するに人聞にとって有用な使用価値を生産する

ものである。このなか! と資本制生産のもとでは剰余価値の生産

も含まれている。乙れ! と対して不生産的労働とは ，本来なら物

的財貨= 使用価値を生産しない。と乙ろが資本制のもとでは ，

資本家にとって剰余価値を生産するものは ，すべて「生産的」

なのである。剰余価値をもたらさないと ，本来の生産的労働も

「不生産的」とみなされる。そういう意味で ，不生産的労働の

範ちゅうに属するとみ られる情報産業は ，剰余価値をもたらす

「生産的」分野とみなされ，そ乙から 巨大なる「産業」である

という逆説がなりたつ。もちろん管理処理技術をもっているの

でよけい産業的とみられるが，乙れはソフトウエアな技術であ

って ，労働手段体系のもつ技術ではない。

乙のように価値のてんとうが行なわれているのが，現代の産

業である。乙の点を認識の根底において論をすすめよう。建築

産業はこの情報産業と同じであろうか。不生産的労働でないか

らあきらかに否である。それでは「生産的労働J の面から考え

てみよう。 I生産的労'働」としての部門には ，第一 IC，農業が

あり ，第二に工業があり ，第三に運輸通信がある。いずれも使

用価値を生産するもっとも基本的な産業であり ，誰も異論のな

いととろである。

と乙ろで ，計画経済の分野では ，たとえば ，ソ連の共産党中

央委員会の報告などみても ，経済建設のなかで ，必ず農業 ，工

業 ，運輸通信につづいて"建設" という部門の報告がある 。計画

75 



- - - - 一ー .=""C. 一ー ー ー ー -

Ｍ ｾ 一 一一一 一
- - 一 一

_-_  --
， 

二，ー_- ー

一一 J 一 ーーー ・ 一

戸 - : .  - 一 ‘ ー ー
』 ー ー ー一

- ー.

経済では "建設" の産業はひじように重要な位置をしめている

のであるうソ述では ，従来は建設産業は ，国民経済のなかで工

業の一部としてあっかわれてきたが，1962年の終りに ，別個の

独立した国民経済部門として ，工業から独立する重要部門にな

ってきているのである。共産主義の物質的 ，技術的基礎をっく

り上げていくために ，生産的あるいは不生産的な固定資産( フ

ォンド) をつくりだす役割が ，建設産業に諜せられているわけ

である。しかもその成長のテンポは工業よりはやいといわれて

いる 今

筆者は ，かねて将来は ，計画経済のもとでは ，民業 ，工業，

迎輸通信 lζ つづく建設産業 li ， n 第四の産業" として重要な位

置を占めるものであると思 ってきているが，乙れをさらに ， ζ

んにちの都市化の彼と高密度社会のなかで ，建築を含む空間の

果す役割との| 苅J l において考えてみよう。

日本は ，都市問題がここ数年よりクロ ーズアップされてきた 。

国家と独占資本とが結びついた資本制生産のもたらす矛盾がも

っとも集中的にでできているのである。それは ，公害の発生と

慢性化，過密，過疎，環境破壊となって現象した 3 都市の再開発

および住宅問題は乙れらのなかで ，資本にとっても焦眉の急と

たったばかりでなく ，それが利潤の対象ともなってきた 。 乙れ

は資本主義先進国の世界的現象である。アメリカでも ，1968年

2 月，大統領は「都市および住宅問題に関する教官」をだ した

が， ζ のなかで「この教苫で述べた計画はすべて民閣の広範な

参加をすすめることをねらいとしている。民間からの参加は都
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市問題の広範な広がりに対応するものである J i宇宙を制服し ，

史上例のない豊富な商品を供給している米国の生産力を ，いか

にして社会の緊急な要請である都市再開発に用いる乙とができ

るであろうかJ として ，住宅建設や都市再開発のため ，民間資

本( 乙の場合独占資本である) と連邦政府との新らしい協同関

係をうちたてるよう提案している。いままでの商品生産だけに

たよってきた産業を ， i 開発」という「機能」ないし「目的」

に応じた産業 [ζ 向けようとしている 。「機能産業J という見方も

成り立つわけである( 朝日新聞経済気象台〉。都市問題への巨

大資本の介入については ，たとえば抑道ミ サ イノレ体系の生みの

親であるシュリ ーパー空軍司令官' が「シュリ ーパー ・アソシェ

イツ J をつくり ，宇宙開発会社が都市問題をタネ lζ 商売ができ

るかどうか検討しているという例があげられよう。「空軍でミ サ

イル兵器体系を研究 ，開発 ，生産し ，実戦用に供する問題と ，

都市問題とは ，マネジメントという観点からよく似ている。つ

まり I C B Mのような高価で観維な兵器体系は統ーしたプラン

のもとに扱わなければならないが，乙れは商工業，水道下水 ，

教育，治安 ，住宅 ， レクリェ ーション ，病院 ，労働市場など相

互関連的で ，複雑な局面をもっ都市再開発を総合的に計画 ，管

理するのと閉じである J として ，巨大な宇宙会社をはじめ ，fE

機会社，鉄鋼会社などがすで1ζ 市場へのりだしつつある。シス

チム工学の都市問題への適用だ。アメリカの場合は ，とくに産

・軍結合の要; m社会であるという ζ と，あるいはカツレプレイス

の「産業国家論」でいうと乙ろの国家と産業( 巨大企業〉との

結合ということを念頭 lζ 入れて ，とれらの問題も考察する必要

があろう。

， 

このように ，宇宙開発，海洋開発，都市開発 ，生活環境開発 ，

住宅開発といったたぐいのi f t : 業が，今後飛躍的 lζ 成長していく

だろう。日本でも公害防止産業というものがいわれるとんにち

乙の頃でもある。

これらは ，またひとつの業種をもっ企業だけで解決できない。

企業自体が「複合企業」として活動しなければ，また大きくい

って産業自体が複合産業として存在しなければ解決できない。

また在来の産業と異なる点は ，生産よりも ，機能を重視し ，社

会的な要求 lζ 直結した「機能産業」であるという乙 とだ。 乙れ

は住民の要求でもある。しかし ，資本の商からみれば，実は乙

れ乙そ ，不生産的労働の範ちゅうでなくて剰余価値をもたらす

"生産的 " なのであり ，ζ の限りで今後はかかる方向に ，乙の

産業が進展していくであろう。

一例をあげれば，住宅は産業として考えられるよ うになって

きた ョ昨年の建築学会の広島大会の経済協議会でも ， "住宅産

業 " というテ ーマがとりあげられてきた 。乙れも 機能産業であ
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り，複合産業のひとつとしてみる ζ ともできょう。アメリカは

もちろん ， 日本でも ，すでに三菱グル ープ，住友グル ープ，三

井グル ープら大資本の 系列でも ，それぞれ傘下会社十数社を複

合した住宅会社もしくは住宅問題懇談会を設定し ，今後の住宅

産業への足がためをしている乙とは最近 の著しい特徴である。

都市開発 lζ ，自治体だけの仕事でなく ，それと協同体制をとっ

て，民間巨大資本 ( 独占資本の系列〉がいよいよのりだしてき

たことを意味する。そのための法制的撃備一一 ζ れを社会の上

部精造と呼ぶ もかなり整ってきた状態だ。

乙れらの開発にみられる動きは何を意味するか ・… 。何か新

しい ｾ業の ｦ 台頭 と考え られないか … Ｍ 。といったと乙ろから ，

乙れらの「複合産業 J I機能産業」を「第四次産業」の誕生だ

という人もある( 朝日新聞経済気象台) 。たしかにこれはうが

った見方である。しかし筆者は第四次という乙とには ，に わか

に賛成しがたい。先述したように ，第一次~第二次産業の見方

は，資本と労働力と所得の比重が増す傾向を示す産業分類であ

って ，全く資本の側からの見方である。それを新しい「機能産

業」の誕生から「第 rl Lj 次産業」と名付けるととには ，人間の労

働一ーとく (ζ ，その生産的労働と不生産的労働との区別をあい

まいにし ，要は剰余価値をもたらす本質をあいまいにしてかか

る作為的なものである。

乙んにちわれわれの間で，国民経済のなかで ，生産と消費と

流通という「経済の論理」以外に ， I 空間の論理J の果す役割

が大きいことが論ぜられている。乙れは ，とくに ， 口本のよう

に ， 高密度 社会にあ っては ， 独占資本の ｉｽｩｾ 発の結果生じる都市

の荒廃一一大気汚染 ，汚水タレ流し ，国土のごくつぶし ，災厄

の続出 ，環境悪化 ，交通災害，地域空間のわい曲等々のなかか

ら，いかに して空間の廃棄物の処理をよくするか ，われわれの

生活空間をどう住みよい原則のものにかえていくか ，とかかわ

りあって重要な問題となって提起されている。

われわれの「生活空間の将来像」は ，あるいは「空間の論理」は

どうあるべきか 一- 乙れを住民の側 lζ 立って追求していくと ，

そ乙 [ζ 新らしい産業が考えられる。乙ういう立場に立って ，建

築を含む「建設産業J を考えていくべきであろう。

そとには ，計画経済へ至る道のなかで ，目的意識的に「住み

よい空間 J を計画していく産業があるはずである。乙れを第四

次産業でなく ， " 第四の産業" と称すべきだというのが，筆者

の見解だ。建築産業は乙の「第四の産業」の一翼をになうもの

なのだ。建築産業ど乙へいく「第四の産業へ」。
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記録

建築における相魁の

建築設計におけ る創造

先日方々の建築設計事務所でお話をうかがっていたとき ，あ

る事務所の所長さんが次のような意味の乙とをいわれた。 I施

工会社の設計した建築はビルデイングですよ 。設計事務所の設

計はア ーキテクチャーをやっているんです。 ビルデイングは建

物でしかない。アーキテクチャ ー が建築なのです。 J I しか

し，施工会社の建物 lζ もぷ 11古らしい建物があるのではありませ

んか ，ディテ ーJ レでもプロポ ーションでも平面計画でも ・・・・・・ 」

といいかけてやはり黙ってしまった。虚心にかえって考えて見

るに ， 乙のような思想ほどプリミティブ !ζ 当世の建築界の本質

をいい当てているものはないと気付いたからである。建築が満

たすべき必要条件として古典的な三つの項目があるとされてい

る。すなわち機能と美と経済性と。建築における三題ばなしで

ある。いやしくも建築設計に生計をかけ自分の命をかけて( ? )

いる設計者ならば，どんな設計をやったところで三題ばなしは

最低物語らなければならない筈のものである。

コントラクタ ーの設計にはあまりにもそれだけで一杯なのだ

と，所長さんはいいたかったのだろうと思う。要するに建築を

あえてア ーキテクチャ ーと認識したい思想、からすれば， rもの

わかりのいいおとな』の設計はかえってある穫のいらだたしさ

を生ぜしめるのである 。 I建築にはその次の何かがある筈だ」

だが ζ れは所属組織のいかんを間わず ，すべての建築家ののぞ

みででもあろう。

一体 ，建築の目的は何なのか ，また設計で何をしようとして

いるのか。 ζ ういう設聞の仕方はもはや一般解を得らなくなっ

ているものかも知れない。しかし ，あえて考え直して見る乙と

も無駄ではなかろうと思う。前 lζ 設計ーこそクリエ ーテ ィブな行

為であると書いたのだが，アーキテク 卜はもちろんの ζ とピ J レ

ディング エンジニアとしての設計者たちも同様に一一ーそれぞれ

の立場で一一一建築における クリ エーショ ンを設計を通 して行っ

ていると 信ず るからである。はじめに少しまわり道になるかも

知れないが，わが国で設計というものがどのような主体によっ

て担なわれて来たのかを綴り返って見ょう 。いわゆる設計組織

の変遷である。
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建築家明治100年

現在でも多くの町場大工 lζ 見られるように日本建築での設計

とか施工はひとつの建物 を完成するための仮りの順序なのであ

って ，その上両者とも同一主体= 大工棟裂 によって受け持たれ

ていた。元来日本建築の伝統には特別な設計が必要とされるも

のは少ないというべきなのである。われわれが機式史として教

え込まれて来ている建築史の中の代表的建物は ，いわば少数の

特殊な例外であるととはいうまでもない。大方の建築はいくつ

かの部屋ユニットの組み合わせで、あっ て，素人でも一定レベル

の「設計」はできるものなのである 建築主 乙そ設計者であっ

た。 ζ とさら ，設計を専門とする職能が必要とされる理由はな

かったといってもよい 。

と乙ろが明治のはじめ ，西洋建築の輸入 ! と際し外人建築家が

招へいされたときはじめて設計を職能とする建築家なるものが

存在し得る乙とに気づいたのである。以後，わが国ではほとん

ど今日にいたるまで西洋建築の吸収，消化に懸命になるととも

に次第 l乙建築家プロフエツションの確立にも大きな努力が支払

らわれるようになった。

そもそも明治時代前半の建築家の立場は二つあった。ひとつ

は西洋建築設計に志向しようとした大工線認の立場であり ， も

うひとつははじめから西洋建築家型の官製の建築家である。そ

のいずれにしても設計という行為が価値を産み出す行為である

という根本的認識があったのは 当然だが，何のための価値かと

いう点については ，一応異なるものだといわねばならない。す

なわち前者は( おそらく後の建設業の辿築家 lζ 類似す るものだ

ろうが) ，設計行為は企業内での蛍利行為として価値あるもので

なければならず ，一方後者は( 乙れは建築設計事務所と民間企

業内の建築家の原型であるといってよい) ，国家機関の内部に

あって体制維持とその宣伝のー認を委ねられるべきものであっ

た。乙の段階での建築設計ーにおける職能確立は設計組織相互の

相魁 lζ よってかちとられるものではなかった。打って一丸とな

って体制の仕事を消化するのみであった。しょせん，建築家は

強力なスポンサーがいなければ存在する理由は何もないのだ

が，建設業の建築家も官製ならびにフリ ーの建築家もともに ，
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国家やその保護育成を受けた大企業の体制の内部で行動すると

とで精一杯だったのである。

明治も後半になってようやく現在見られるような設計組織の

すべてのメンバーが顔をそろえた。すなわち上の官僚機構，建i

設業内部の建築家群 lζ つづいて設計事務所，企業営繕部門の建

築家群が誕生した。とれら 四つの築建家タイプはそれぞれ以後

の建築設計における近以化を基礎づけるものであると同時に ，

今日までの建築家のあり方すらも規定し てしま っている 。明治

であろうと昭和であろうと資本主義社会では利潤追求のメカニ

ズム乙そが経済の原理である。建築経済も乙のメカニズムから

はみ出る乙とはできない。多くの建築は ζ の経済原理に奉仕す

る建築として生産されている。建築 lζ 対するさまざまな評価は

結局 ζ の利潤追求のメカニズムをいかに上手に組み込んだかに

よって採点されるのである。資本主義 lζ ひそむ矛盾が，ある場

合 lζ は建築主の側 lζ ，また別の場合には建築家の側にあらわれ

てくる。そしてその都度 ，評価の対立や倒錯が繰り返されるわ

けである 。

評価のスタイ J レは ，次第に設計組織閣の差となってあらわれ

て来た。

設計組織の相魁は経済の論理の中で自然、発生的なものであ

る。その相魁は設が本物の建築家= ア ーキクトであるかの斗，ぃ

であった。そして簡単に片付けるならば，誰もが「同じ穴のム

ジナ」であった。資本主義経済の体制の中で建築家というプロ

フェッション を自立させ維持していくためにはお互いの足をひ

っばったり頭を叩いたり ，またときには握手したりするととが

原則になる。握手しようとしてできたのが「日本建築家協会」

である。乙れはフリ ーな同業者のささやかな組合であり ，極度

の防衛官、識に貫らぬかれている。それは「理解ある施主」と何

人かのタレント建築家のスターシステム lζ 最低限保証されてい

るものに過ぎない。資本主義経済は建築の創造という ζ とをー

品受注設計の範時でしか可能にしはしないであろう。 ζ の一品

をめがけて，すべての建築家が君' f . がり集まる 。と すればデザイ

ンを自己企業の営利手段とするか ，あるいは直接国家権力や資

本の装う ファッションと するかの明確な相異は自づと敵味方の

分かれ自になるわけだ。

かくしてわが国における建築家の各組織は明治以降 100 年の

歩みを経て来たのだが，体制内の矛盾の激化とと もに自らの矛

盾をもまたあらわにして来た

世 代 の 思 想

建築設計の歴史的断面は経済の論理の作用すると乙ろによっ

て設計がっくり出して来た資本主義的価値の蓄積過程 と，その
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設計へのフィ ー ドパックのためのたたかいとをあらわすものに

ほかならない。

もっと簡単にいえば ，設 計 と い う も の が 建 築 主 に と っ て も 建

築 家 に と っ て も 金 に な る よ う に な っ て 来 た 歴 史 と い う 乙 と で も

ある。もちろん ，設 計 料 は 低 い し 支 払 い 方 法 も あ や し げ で は あ

る 。 設 計 料 は 設 計 が 産 み 出 す 経 済 的 効 果 lζ 対 し て 決 定 さ れ る の

ではなく ，慣 習 が 定 め た 「 コ ス ト 」 と し て 支 払 ら わ れ て い る

そ の う え 建 築 設 計 と ー ロ で い っ て は い る も の の ，建 築 生 産 技 術

の間断ない進歩により， 設 計 の 意 味 も 少 し づ っ 変化 し て来 て い

るのが現状であろう。 早 い 話 ， 建築設計のヰ! のある部分は ， も

は や 建 築 家 の 手 を は な れ て し ま っ て い る 。 ゼ ネ コ ン が 各 専 門 技

術 の ア ッ セ ン ブ ラ ー に な り つ つ あ る よ う に ，建 築 家 は 各 専 門 設

計 の パ ー テ ィ を 組 む か ， あ る い は そ れ ら の ア ッ セ ン プ ラ ー に な

るのではなかろうか。たと え ば ゼネ ・アー キテクトがそのうち

生まれるかも知れない

広 汎 な 建 築 生 産 の 変 遷 の 中 で 設 計 の 意 味 は 絶 え ず 問 い か え さ

れ て 来 た 。 そ れ は 感 動 的 で す ら あ る 。 技 術 と 文 化 と の 接 触 点 を

統 一 し よ う と し て ， 建 築 家 ほ ど 真 剣 な 省 察 を 加 わ え 論 理 を 組 み

立 て ， 実 践 を 重 ね て来 た も の は 他 に は あ る ま い 。われわれは乙

れ を 文 化 に お け る 建 築 の 問 題 と し て 考 え て 見 た い 。 そ し て そ れ

を「世代の思想、J を通して確認する乙とにしたい。

乙れは「建築雑誌1000号 記 念 ，1968年 8 月号」に契機づけら

れたと乙ろが大きい ζ と を あ ら か じ めおことわり して おく 。 ま

ず引用からは じめよう。

i.. 技術はたいへんな進歩をしましたが，それと建築の質 とは残念

ながら別個の問題だと考えます。 J ( 白井辰一) i  (ヨ ーロッパは) 本

当にわれわれと違う世界であり ，われわれの柄に合った何かが他にある

のじゃないか。 J ( 堀口捻己) i いま風の個性的であるというととに対

して本当に自由な批判精神をもってとれと戦うことは一番勇気がいると

とじ ゃな いか。 J ( 前川国男)

i  ( 自動車と建築とは) .... .. 歴史がちがうが建築的になった …一荘、は

だんだん他人の作品には関心がなくなって，やはり自分でなければでき

ない乙とをやりたいと思います。 J ( 浦辺銀太郎) i ・一一建築は おもし

ろいものである ーぺ、わゆるアーキテクチュアーという線に戻したい。

… 自動車にしろテレどにしろ・ -彼らを建築に巻き込んて、いってぼく

は建築から逃げ出すかも知れないJ ( 池辺陽) i ーーいまの世界 ，その

恵まれ方は何も建築家という特殊者でなくてもできるような ζ とをネタ

にして食っている ーー. ｲｍｾ ｪ への意識的な積上げの努力 …… 素人 Ｈｃ はで

きない建築家の能力が評価されてきて ーー ー本格的 lζ 食うという l時代がく

るのじゃないかJ ( 大江宏) i並存混在の原理 民族主義が同時にク

ローパリズムですよ J ( 大江宏)

i  ( 建築における) 必要条件が満たされない社会状況にお いて，満足

条件の充足がありえない …… しからばまず必要条件の充足 lζ 全力を上け‘

ょうじゃないかというこ段構えの便法が自分の行動として都合よく処理

できる人聞は私は建築家でないと思う。 J ( 円堂政嘉) i社会全体の知

的水準が高い中での建築家の役割が改めて問い直されている。…・・・われ

われのやっている問題は・・ ・・・ど ζ かで現代の全体の問題に必ずつながっ

ている ・・・( 前の世代は) いい放しみたいなと ζ ろがある … … 前の世代

の人た ちは トー タルな責任を負 う自信を持っていなかった …ーいまや私

たちには・・・…ある J (林昌二) i社会におれも役立つたぞ，社会IC帰属し

ているんだという ζ とによって ，ぼく自身の存在を安定させる J (大谷

幸夫) i ぼくの但: 築家観) は社会 IC対する正しい ，質のいいフ ィード

パックをし ていくサー毛スタッ ト論1ごしτ 口・ "d ( 菊竹清訓)

「職人的技巧を含めた完! ¥! 性にうら づけられた責任を個人で担うのは

無理一・ 0 ・・( だか ら自分の組織ではなく) 大 きい組織の中の一部分にそう

いう 設計のグル ープなり ，単位なりが引っ掛かったり ，離れたり ・・・ ・わ

れわれの世代[ 土建築界から ドロッ プアウトし つつあるので= す。 J ( 磯崎

新) i建築が…・・特殊部落化し ている ・・そういうものを横目で見な が

ら…・ ・・生産機構が存在しているのじゃないか・ 設計者や ，設計者を中

心とする価値評価系の変質ときわめて即物的な生産手段上の提案との両

方が自分の仕事だと思っている J ( 剣持吟)

以 上 ，長 々 と 引 用 し て 来 た が 引 用 し た い 言 葉 は も っ と あ る 。

たとえば， i 建 築 界 … … 日 本 の 社 会 全 体 に も 述 帯 感 は な く な っ

て し ま っ た 。 そ の 元 凶 は 一 体 何 か 。 西 洋 的 な 資 本 主 義 文 明 … …

機 械 文 明 ・工 業 社 会 J ( 前 )11) i  ( われわれの目的は〉工業生

産 を 止 め る こ と で は な く て ，人 間 の 新 し い 欲 望 を つ く る 。 物 を

媒 体 し て 人 聞 に 呼 び か け る J ( 池辺) i 建 築 の 社 会 的 な 供 給 の

技 術 と い う 問 題 ， そ れ が わ れ わ れ の 設 計 理 論 の 中 lζ 組入れら れ

なかった … … アーキ テ ク 卜 と い う 人 格 の 体 系 は 崩 壊 す る ん じ ゃ

ないか。 J ( 大谷) i 何 か 仕 掛 け を し て ゆ く よ う な 能 力 が だ ん

だん冴えてくるのです。 -一… 土俵を拡げる ζ と自体がぼくらに

と っ て は 大 変 な 創 作 活 動 で す J (黒)11 )  

建 築 を 棄 て る

もう止めよう ， き り が な い 。 わ れ わ れ が 「 世 代 の 思 想 」 か ら

何 を 読 み 取 る か は あ る い は 個 人 の 自 由 で あ ろ う 。 体 制 は そ れ ぞ

れ の 時 代 を 独 特 に 演 出 す る 。 そ し て 建 築 家 は 演 出 さ れ た 舞 台 の

一部分なのだ。役者はまととに華やかで・ある。

先 lζ ，建 築 設 計 が 施 主 に も 建 築 家 lζ も 金 に な る も の に な っ て

来 た と 書 い た 3 しかしとの乙とは ，建 築 家 の 思 想 や 行 動 が 具 体

的 ・個 別 的 [ζ 常 lζ 社 会 や 体 制 と い う も の の 変 革 の た め に 有 効 な

方法である乙ととは別問題である。むしろ多くの場合，フソレジ ョ

ワ社会 iζ 迎 合 し た 行 動 原 理 や 実 践 と い う 乙 と に な っ た 。 設 計 に

お け る 市 場 性 の 獲 得 と そ の rll で の 発 言 は し ょ せ ん ，資 本 の 論 理

を 空 間 を 通 し て 翻 訳 す る こ と 以 外 の も の に は な り 得 な か っ た 。

建 築 家 は 自 分 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ン の 確 立 に 汗 を 洗 せ ば 流 す だ け

体 制 奉 仕 の 奴 隷 た ら ざ る を 得 な か っ た の で あ る 。 そ の と と に 気

付 い た 建 築 家 の 一 部 は 現 代 的 lζ 十 分 ス マ ート な 形 で ，社 会 的 責

任 を 直 視 す る 乙 と を 避 け よ う と し て い る 。 ひ と つ は 建 築 プ ロ パ
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ーの分野での技術没入 タイプであ り，今ひ とつは一見社会公共

性 K 富んだプロ ジェク トを出す ととによ って，ブJ レジ ョワ 社会

の「 エリ ー卜 意識 J r文化人意識」を濃厚 l ζ 身に つけ てい くタ

イプである。

プノレゾ ョワ 社会における技術の保有者は資本である。建築家

はその技術資本を佼ってしか自分の恩悠を表現できないのであ

るが，表現された思想はそもそも資本化 された技術を通 してい

るだけに逆にフソレジョ ワイデオロギ ーに忠実である ほかはなか

った 。また一方，個性の尊重をやかましくいい ，結局はエ リー

トとかいう階層的属性 [ζ 自滅的 lζ 解消するだけの道程しか持ち

得ない建築家は何をしてい るか。彼ら( 立体制にお ける矛盾を体

制内での「合理的」止場，いいかえれば留定的 lζ 隠旅するため

のプ ロジェク 卜を出す乙 とによ って倒錯した自己満足を得るの

みである。

しか し乙う いった幾分教条主義的なお題目をな らべてもどう

なるものでもない 。 r実際にいまのメカニズ ムでいるかき. りに

は，設計料でメシを食わねばならない 。それは何らかの形で資

木や権力をもつながるのは当然ですがはっきりと労働者階級の

立場 lζ 立つ … ・ー という考え方の意識を持った人聞がメシを食え

るような動き方ができるだろうか。それは( 本当はそうありた

いが) むずかしいのじゃないか J ( 宮内ぷ久) ，実際のと乙ろ建

築家は階級的な立場 lζ 立つためには建築を放来しな ければなら

ないのかも知れな い。 乙れが最も索直な感恕であろう 。 もはや

現実に建築の生産技術は建築家の技能の領域を超えてしまった

し，技術の苔砧は資本側 lζ しかないのであるから。そして建築

家が仕事をすればするほど ，なるほどブ J レジョワ社会でのプ ロ

フェッシ ョンは鍛え上げられてい くのだろうが，一方で絶望的

なほど冷ややかな抱否の視線にも出会わねばならないだろう 。

建築家廃業宣言の季節である 。建築家のプ ロフ ェッション {ζ 固

執して ，そ乙で何かがで きる とい う幻想はきれいさっぱり来て

去るべきだ。ま して建築家は社会的な インテグ レーターだなど

という珍妙ないいまわしは全く通用 しないのである 。

おびただ しい努力にもかかわらず ，文化のために建築は何も

して来なかった 。
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しか しその努力は全く無駄だったとい うのではな い。少な く

とも，資本主義の矛盾 をどんどん誠呈さ せるた めに は限 りな く

役立っ ている。 設計施工論争 と設監業務法の問題 ，超高居 ビノレ

と美観論争， さま ざまなプロジェ ク ト・コンペまたは林立する

ビル など， 日本の現代で なければ生まれず同時 に普遍的な 何か

を底 lζ 秘めているも の。

われわれ は 乙ういっ た諸点につ いては別の特集で考え て見 る

つ もり である。建築家を廃業して何をやるか一一 いつにな った ， 

らまた建築をやりはじめ られるかーー たとえば 乙れは 1970年に

向け てのわれ われの 「主体的」問い かけ でもある。

技術

か

建築業者は変貌する

建築業者とは一一

以下 lζ 取り上げる建設業 ・コン トラクタ ーは主として建築工

事を請負う業者に限ぎるもの とする 。建築産業を検討するにあ

たって ，建築工事と土木工事の二つの工事機能を兼ねるものが

あり ，その結果 ，たとえば統計上などである 種の混乱を生ぜ し

める乙 とがある 。実際 ，建築工事と土木工事 とを論理的に区別

して考える乙とは無理があるようだし ，法律などで規定してい

る「建設業」というのはそれなりの使用目的を伴っ た ものであ

り，一般常識的 lζ 建設業を イメージする場合 とは若干のニュ ア

ンスの違いを生ずるものである。それにくらべれば総合工事業

者と専門工事業者の 区別はある程度明確・である 。

おおむね建設業者には ，総合工事業者および職別工事業者お

よび設備などの専門工事業者の 三者がある 。総合工事業者は建

方，掘削 ，コンク リー ト工事，大工工事などの主要な工事 lζ 従

・J1する 。われわれが一般に元前あるいは ゼネコ ンと称している

ものが，総合工事業者である 。職別工事業者は大工，起，土工，

左官などの単一職種を専門的 lζ 担当する業者であり ，直接，工

事発注者から工事を入手するかあるいは総合工事業者の下請と

して工事を行なう 。 したがって場合によっ ては元請業者として

の機能を果たす乙とになる 。元詰か下請かとい うのは契約実務

上の区別であって職種の技術的な特性とは一応無関係である 。

小 さな総合工事業者よりも大きな規模の職別工事業者がある乙

とはいうまでもない。

専門工事業者は職種によって性格づけ られるよりはむしろ特

ｾ＠

、
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定工事によって性格づけられるものである。電気工事，エレベ

ーター， 1屡冷房，特殊構造体などの工事を専門的に行なう。乙

の種の業者の伸長の割合がす乙ぶる大きく ，最近の建築界の話

題になる ケース も多いわけである 。彼 らは特定メ ーカーとして

活躍し ，自分の専門の製作( 造〉部門をかかえている。あるい

は，建築関係の仕事はホンのわずかの畳にしかならないような

巨大メ ーカーの一部分であるととも多い。元一下請のシステム

が採られる場合には職別工事業者は下請として直接の労務を供

給する乙とになる 。 l 工事の下請数は少なくて10，多いときに

は数百にものぼるとされている。従来は手間請というのが一般

的であった。ととろが最近では「機械もち Ji 材工とも」の下請

が増えつつある。乙れには元請にも下請にもそれ相応の理性lが

あるわけだが， リスクの配分や利潤の分配などの経営主義の論

理が作用している乙とはいうまでもない。

職別工事業者と専門工事業者とは ，下請労務の問題および建

築関連産業の問題として後で考えてみる乙とにして ，本章では

ゼネコン ・建築総合請負業者の抱える問題をいくつか考えると

とにしよう。

業者の規模

昭和42年次における建設業者の経営実態を次の表から推察し

ていただきたい。

資本金階庖

総 数

1. 100万円未満

2.  200 11 

3.  500 11 

4.  1. 000 11 

5.  5.000 11 3. 041  

6.  10. 000 11 234 1  0. 7，1  247. 970  4. 5 1  1. 060 

7. 10. 000万円以上 256 I  0.8!1 2. 587.164 46. 8'1 10. 106  

( 建設経済月報1968年 8 月)

現在日本で建設業者登録数は約13万件あるが，そのうち実際

に活動 している ものは 4 分の 3 である( 資料向上) 。 ζ の内訳

は次の通りである e

大臣笠録

知事登録

3. 468" ，- 実効登録業者数/ 個人 46. 654 

88.15 0 /  91. 618  "' - 法人 44. 964 

1->→ i兼業 1ロ2 印

t専業 32. 35幻7  

上記の表は i法人専業業者について見たものである。いわゆる

建設業者での階層差の著しい乙とがお判りいただけるものと思

う。総数で 1 パーセント未満の企業がほとんど建設総丑の 50パ

ーセントを占有していることは ，われわれが感覚的にも独占と

呼ぶにふさわしい実態ではなかろうか。また資本金階層 7 のう

ちで特 lと大手の何社かが独占資本の名に値するような行動様式

を取っている ζ とはあらためて記すまでもなかろう。

一般に建築産業における全工事の中で ，修繕や維持のための

工事が占める割合は 4 分の l から 3 分の 11<:: 当たる。そして大

部分は住宅や小さな建築 !C関係する小規模工事ないし零細工事

なのであろうが， 乙れらの工事に従事しているものが，上表で

資本金 500 万円未満の業者に該当するだろう。 ζ の種の工事は

全国的に広く存在しているから従事する業者も同様の密度で全

国的に存在する乙とになる。なぜなら地域的な小規模工事のみ

が中小建設業者の成立条件になっているからである 。

建設業経営は一般に身軽であるとされている。 ζ の傾向は小

規模の企業において特に顕著である 。それは建設に必要とされ

る諸々の生産要素をなるべく自分の企業で背負わないようにす

るための経営上の原理がより強く働らいているからである 。し

たがって小規模企業によるほど企業経営の方法は個人的な性格

を強く持っている。もちろん乙の因果関係はどちらかが先だと

いうような乙とはいえない。しかし他の産業と比較して見た場

合明らかに経営の個人性， したがって資本装備の低さが特色と

して挙げられなければならないだろう。経済学や経営学のプロ

フェッショナノレはｾｾＧ， ｲ との点を指適する。そしてその結果 ， 建

設業は エントリーが容易なものとして認識志れるわけである。

一般的 lζ いえば，乙の原闘は

(1)  建設業の人間関係 lζ 基づく仕事入手 ・発注の対人的特殊性

(2)  固定的な生産手段への投資よりも流動的な迎転資金のみで

企業成立が可能な乙と

(3) 適当量の工事さえあればそれをやりくりして事業の遂行が

可能である乙と ，などになろう。

ホームビルダー

都市への人口集中! ともとづいて住宅需要は初市地域的なかっ

飛躍的な増加を示している。民間アパー トや珪売住宅 ，マンシ

ョンなどの建設は年ごとに盛んになる。そしてそれらの「民間

自力」用の住宅建設業者( ホ ームビルダー〉が雨後のタケノコ

のごとく生れてはまた消えていく。乙れらの状況の中で「住宅

産業」という新らしい概念もまた生れて来た。そしてマンシヨ

ンビルダーとともに建売住宅建設業者の実態についても，よう

やく近年になって方々で注目される乙とが多くなった。われわ

れがイメ ージするいわゆる建築業者には若干そぐわないが， タ

テマエとしては直営として建築工事を行なっている建売業者に

ついてしばらく見て見ょう。

たとえば京都と大阪を結ぶ l三大な運輸 ・交通のベルトライン

があるわけだが，京都および大阪を母都市として発展するスプ
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ロール現象のひとつが，このベ J レトライン上 lζ 見られるのであ

る。従来は大阪市域からのプレッシャ ーを受けて大阪寄りに木

賃アパー トや文化 住宅の建設が旺盛だった。ところが最近では

とのベルトラインの京都寄りに建売住宅建設業者の活躍がめざ

ましい。乙れらの業者は大部分建設業者とは名ばかりであって

超お純! な個人的経営のスタイ J レを取るものである。前に挙げた

表のrj : 1( ζ も入らないほどのものでありながら一方ト ータノレする

と英大な住宅建設立を ζ なしている。下の表によっ てこれ ら企

業の規模零細性と経官成立の地域性とを推察していただこう。

建設戸数規模別業者数

11自35- 42年度中の建 業 者 数

設戸数ランク( 戸)

緋成比 ( 96)

2  

3  - 5  

3. 2  

32. 3  

4  

6  - 10  24 19. 4  

11 - 20 22 17. 7  

21 - 30 7  

31  - 50 9  

51  - 100 8  

101  - 300 7  

301 - 500  

501  -

11 

2  

f今 青| 124 

出身地別業者数

5. 6  

7. 3  

日

一

日

一

日

一

川

100. 0  

和

年

H

n

c

J
V

G

U
V

 

F

H

2

2

 

間 |(Ei iL 乙 綱 大 阪 府 そ の 他 合 ;;1

9  3  19 
。

/  
。

。
12 5  

。
5  2  

3  37 21 
。

21 
。

45 

22 38 

39 36 38 2  78 

40 52 4  98 40 

50 53 3  41 108  
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紹介する資料は京都大学建築学教室巽研究室のユニ ー クな調査

によるものである。 ζ の調査は京都府乙訓郡 lζ 群生する建売業

者を対象として行なわれた。

ζ れらの業者は法人組織を取っているが，業者登録をしてい

るものは20ノマ一セ ントに満たないだろうといわれている。その

中でも大臣登録業者は大手の 2 ， 3 の企業のみでほとんどが知

事登録業者である ζ とはいうまでもない。また大臣登録業者は

大阪に本社を持つ地域圏スケ ールの業者で、ある。登録している

業者はともかくとしてそれ以外のものは年間高々 20- 30戸の建

売住宅を建設し 2 ， 3 年で泡沫的 l乙消えていく運命を持ってい

る。彼らの経営の成立基盤はそれまで持っていた問地問畑であ

って ，それを住宅地に転用しながら生業的な経営一一ーしたがっ

てあくまでも兼業としてーーを一時期ゃったという乙とに過ぎ

ないのである。関西では戦前から這鉄会社の資本系列 lζ 入る建

売住宅企業が存在していた。現在の都市周辺での住宅建設は ，

乙れらの電鉄会社系のものに混じ って金融不動産系 ，建材機械

メーカ一系，プ レハブ系 ，および地方地元の大工などの建設業

者- の参加が見られるわけである。そして圧倒的多数の生業的建

設業者がいる 。後者は大規枚業者の開発した団地や既成の市街

地，あるいは公的住宅団地などの外部経済に依存しながら ，い

わば「ぶら下り J 的 lζ 経営採算を維持している。つまり前にも述

べた通り ，彼らは先組伝来( ? ) の土地しか持っていない。それ

以上の何物もない。したがってその土地にやっと住宅を建てた

はいいが，他の生活関連施設に投資できる能力は全くない 。事

業として大規模であればあるほど，関連する 事業が多岐にわ た

り，その占める割合も大きくなるのである。乙れは住宅経営と

いうととにとってある函望しくないものであろう。小規模業者

ほど業界への参加が容易でありかつ早く ，多くの利益が得られ

るというのは徹底的 lζ 小規校であるという理由によるのであ

る。いわば彼らにとっては「寄生利用の投機経済」乙そが根本

的であった。

現在までのところ ，この極のホームビノレダ ーには建設実績で

は非常な拡差が見られでも ，経営の木質ーにはそれほどの差はな

い。現在の大規模業者とはいうものの ，小規模なそれ とくらべ

てせいぜい専業度が進んで経笛機構が少しづっ玄人化されて米

ているというのに過ぎない。技術的生産俄構は全く同じなので

ある。おそらく大規模業者 lこしたと ζ ろで「住宅産業」から独

立した部門としてのプロフェッショナルを形成するにはまだし

ばらくの時間が必要だろう。 I住宅産業」と「建築産業」とを

同一尺度で比較する乙と自体，正しいのかどうかはっきりし r

いのだが ， I建築産業」に おける生産技術の発展延長の上 lζ 経

営主義に貫ぬかれた明確な社会的開発の技術とでもいうべきも
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のがまず探ぐ られなければなるまい。

住宅地開発は一種の社会的な総合技術を必要とする。単なる

生産の合理化や工業化のみでは片付か ない多くの大きな 問題を

内含している。たとえば先にも触れた生活関連施設が充足され

ていな いならば ， ζ れからの住宅地は成立し得ないものにな ろ

う。乙の関連施設は コミュニティ ー計画上の問題として古くか

らの研究課題であった。そのためには莫大 な投資畳が必要であ

ることはいうまでもない 。それを採算性のワク内でどれだけや

ることができるか。企業単位でそれは可能だ、ろ うか。

経営的にもまた物理的にも先行関連投資の生きる道が「住宅

産業」の歩む道である 。

水商売の小資本性

ある程度あいまいなものでも以上のような見込み生産をやっ

ている住宅建設業者はともかくとして，従来のすべての建設業

者には工事の単発受注性と いう ζ とがつい てまわる。建築需要

は国や地方自治体などの公共機関，各種企業または個人などの

多くの主体の経済活動 lζ 基づいて発生する 。何度か触れたよう

に乙の需要は ，いつど ζ で， どれぐらい生じるかはっきりした

乙とは誰 lとも分からない。発注の計画はあっ て も，必ずし もそ

の通り実現されるとは限らない 。ある業者に ついて見れば需要

的は断続におとっている。しかもその質的な内容，量的なまと

まりいずれに して も不安定なものである 。仕事がとれれば企業

として一応安心だが，とれないときには大幅な 生産規模縮少の

悲劇になる。乙ういった受注の不安定性は当然 ，建設業の固定

資本を小さくさせる傾向を取らせるととになった 。建設業経営

を身軽にする というととに なっ た。固定資本 lζ 対する流動資本

の比率が高い乙とは建設業の開業を容易に している。乙 のエン

トリーのたやすさが，先の住宅建設業の と乙ろで も述べたよう

に，大した工事経験も資本も持たない生業的な業者の参加を許

す乙 とにな っている。同時に建設業の廃業率や倒産数が高く泡

沫業者の多い乙ともうなづけよ う。

一般に建設業では他の製造業 lζ 比して大きな倉庫や工場を必

要としない。土工事，鉄骨工事などには比較的大きな機械が必

要なのだがその点はリ ースを専門とする企業がちゃんとできて

いるのである。建材や部材も工程 !ζ 合わせてその都度購入して

いけばよい 。その代金は建築主からの中間支払い からまかなわ

れるし現場労務者の賃金も問機である 。流動資本は{昔入れによ

っているわけだ 。 ζ の ζ とは逆 lと建設業が取引き 関係の変動 lζ

弱く ， したがって企業の財政状態は常に不安定である乙とを物

語るものである 。しかし ながら労務自や材料費などの支出額と

施主から受ける中間支払いとして の収入額 K は危険を避 けるだ

けの差がとられているのが普通である 。したが って常に 同じ割

合かあるいは支払い期間ごとに同程度の稼業率を保っととがで

きれば，一応建設業は安泰である という ととができょう。イン

フレが急速に進行するときなどに問題が生ずるわけ である。

前項ではホ ームピノレダーを例と して小規模建設業者の性格を

い くつか説明したわけだが，企業規模が大き くな っても基本的

問題に変りはない。ただ規模の大きさがもたらすメリッ トは若

干異なってくる 。大手の業者は信用があるから借金が容易であ

り， しかも低利率で ある 。また工事規模が大き く現場の数も 多

いか ら，材料の 一括大量注文が可能ということになる。したが

って購入価格は安いものになろ う。 工事畳の増加につれて資源、

を有効に利用できる場合が多くなり ，作業の専門化による経済

効果も大きくなる。技術開発も容易だし ，し たがって取引メ ー

カーに逆に性能や製造期聞についての注文も出せよう。多くの

仕事の中にはあまり条件の良くない ，どちらか とい えば危険度

の高いものも含まれようが，それ以外の仕事 fC危険を分散させ

る乙ともできるだろう。また下請機構という リスク の分散申し

送りと して最も重要な逃げ道を用意 している。 景気の変動に 対

する適応力はなんと いっ ても 小規模業者より強い 。ホ ームビノレ

ダーでも大手のものは自社独自の販売機構を持っている。それ

はかなり システム 化されたものであり ，商社や不動産業社ある

いは金融業者との提携や系列化で自力の住宅市場を開拓する乙

とができるものである 。

しかし一般に乙ういったメ リット はやはり比較的小さな資本

装備の上に乗っているわけで，根本が崩れると全部がア ウト に

なる性質のものであろう。建設業はとどのつまり ，情報と管理

の技術のみに支えられたやくざな水商売なのである 。

ソフトウ ェアの技術一一商社 とのアナロジー

泡沫業者ーは消えてしまっても大した影響は与えない。むしろ

ζ の業界の厳 しさを他へ知らしめる乙とにおいてのぞましい事

件であるかも知れない 。し かし大手の場合にはそういっておれ

ない面がある。彼らは相対的に多量の工事をかかえ ， しかもそ

の内容は工事技術や建築! 乙蓄積される経済価値という点です乙

ぶる高い レベ J レのものが多いからである。建築を通して国民経

済 lζ 環元すべき経済効果は規模の階層性 !C より異なるものであ

るし ，大手業者になるほどそれを強く認識している ζ とも事実

である 。

と乙ろで建築技術の発達によって大型，日性能の建築ができ

るようになったのはいいが，そのためには企業に大きな資産と

組織の保有を強いる ζ とにもなった。企業は重畳化 しフレキシ

ビリテ ィを失なうようになるつそれはムダな行動を徹底的に省
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く戦略を取らせる乙とになるだろう。そのためにはさしあたり

企業スケールでの綿密な生産プログラミングを用意する乙と

だ。われわれは今かりに乙のプログラミング技術を「ソフトウ

ェアの技術」と呼ぶことにしよう、

ご存知のとうり，ソフトウェアというのはハ ードウェア lζ 対

する コンピューター用 語である。業界の 1. 2 の方からはじめ

てこの極の言葉を聞かされたときには ，いささか早とちりの感

が無くもなかった。しかし一方，うがった見方でもある乙とは

確かである。経営は徹頭徹尾，計画の時代 l乙突入しているのだ

し，いくら前近代的 ，保守的な建設業界とはいえ ，コ ンピュ ー

ターを利用する乙とぐらいはもはや日常茶飯事になってもいる

わけだ。乙のいかにも現代的概念を使用して体質改善をはかる

乙とぐらいはあえてやってもよいと思われる。と乙ろで ， ソフ

トウ ェアの技術とは何か。あたりまえの乙とだが建設業におけ

るソフトウェアは生産の一貫したシステムをプログラミングす

る ζ とである。それに対してハ ードウ ェアは ，個別の設計施工

技術をさす乙とになろう。

ところが乙のあたりまえの乙とがなかなか実行され難いので

ある。今でもその通りだが，建築の生産過程のプログラミング

があったとすれば，それは設計段階においてである。特 lζ 数 -id

を拾い山し見積る作業は必然的 lζ コストを通しての材料および

労務への | 刻心を心き 起乙したわけだし ，合理的な生産過程の構

築への要請が生まれる契機ともなった。ほとんどの製造工業で

は製品の形，性能 ，世用 ，および関連技術は設計ーによって集約

的に表現されるとい ってよい。建築においても乙の事情は 同じ
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であって ，施工段階で適用される技術を想定して設計が進めら

れるというのが一般的であるコ設計の本来的なあり方のひとつ

は施t 段階との統合である。全体化の作業を段階的 lζ 計画する

基盤の整備がポイン トなのである。

乙の; 立1床からいえば，建築の性能は単位となる部材や部品の

性能だけではなく ，それらのコンビネ ーションパーツの性能お '  

よびアッセンブリ ー ラインそ のものの性能 までを含めて広く考

えられる必要のあるものなのだ 3 したがって設計は性能設計の

一面を持つ乙とになる 3 フランスにおける設計施工一貫の競争

としてのアグレマンシステムやイギリスのシステムビ J レディン

グの方法などは乙の好例といえよう。乙の技術の確立のために

は十分な個別技術，すなわちハ ードウェア の技術 lζ 関する理解

や主要な技術の自己保布が前提となるが ，また建築生産全体を

経済的合理性で見通せるだけのパースぺクティブも不可欠であ

る。虚心に考えて見て ，どの程度乙のパースペクティブは用意

されているだろうか。もし十分でないならば，それは個々の建

築じボ l乙悦さわるコン トラクターの立任もさることながら ，公

共機関の怠慢も批判されねばならない。

と乙ろで建設業のうち大手のものは今後商社的機能を徹底す

るζ とによって近代化へ脱皮できるという議論が盛んである

が， 乙れはいささか皮相な状況論 lζ しかすぎない。何故， コン

トラクタ ー商社論がでてきたか。まず商社そのものが建築部門

へ進出してきた理由について考えて見ょう。商社によるインパ

ク トがコントラクタ ーの商社性をあらためて強調するようにな

っているからである。

第一は ，建築における立替工 'ff の増加に商社の建築部門が| 喰

いついたという乙とがある。もとより商社は建設業者より金融

力は強いし ，大体建設業が立佐工事を行なうという乙とは，企

業経営上 lζ 全く危険きわまりない乙とでもあったわけである。

商社としては工事された建築を担保物件として十分利用できる

ζ とも見逃してはいけない。そもそもコントラクターはどうし

て但保を取らずにあんな大きな : 仁事をするようになったのだろ

うか。

第二 lζ 商社はコントラクターと積極的 lζ 挺鈍する理由を持っ

ていた。たとえば自社取扱いの u築資材を販売する ζ とであ

る。そのために商社は立倍工目Hを通して独自で需要開発をも行

なった。建築主からの材料供給を受けて工事が進められる乙と

になった。乙の点ではコントラクターともども大きなメリット

があったわけである。

第三 lζ 建築資材の販売のみならず ，関連系列下の企業の製品

をさばいたり ，原料を供給したりするための建築需要を企画し

た乙とがある。石油コンビナー卜 ，流通センタ ーの建設がとれ

である。乙れにもやはり大手のコントラクタ ーやそのジョイン

4隣
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トベンチャ ーが参加するととになった。要するに商社は建設業

や建築産業一般に共通している弱みを握り ，スJ レリとすべり込

んできた 。そして コント ラクタ ーを叩き出すわけ でもなく ，そ

の経営シス テムをう まく 利用しながら逆に育成の方向を採 って

いるといえるだろう。建設業が下請を使って資材や労務の調達

と協業化をはかつているととの スケ ーJ レをもうひとまわり大き

くした形で商社が進出してきた とで も理解すれば ピッタリ しょ

うか。そして最も泣かせると乙ろは ，コ ン トラクタ ーにとって

は喉から手の出るほど欲しい「需要」をぶらさげてやってきた

わけだ。

しかしながら ，乙ういった商社の行動様式は抽象的システム

としてコントラ クタ ーのそれと似てい るだ けであって，その技

術的な成立基盤についてはまるで迷う乙とに気付かねばなるま

い。確かにコントラクターは経営の身軽さを求めて大部分のハ

ー ドウェアを下請や専門工事業者に委嘱は した。そして年ごと

に増える流動資産を運用して商売してきた ζ とも事実である。

しかしそうするためには ，建築生産技術や労務についての十分

な理解や見通しといったものが条件となっていた乙とを忘れて

はな らないだろう 。何がなんでも軽量化と い うζ とではなかっ

たのである。乙の点を理解すれば逆の論理としてのコントラク

ター商社論の半分は見る聞に アウト のものになる。 コントラク

ターの持つ機能のうち ，若干ディベロ ッパーとして指摘できる

側面を商社論で強調し過ぎているに過ぎない。過ぎておよばな

いというのが現状である。生産 lと必要な個有の技術的条件を落

として商社的機能を提唱しでも ，本物の商社 lζ 敵 うわけがない

のである。しかも商社であるととを望むコントラクタ ーがいる

とも思えない。

ソフトウェアの技術一一 生産プロセスの技術的統合

そもそも建設業者にお けるソ フトウェア の技術がある とすれ

ば，それは生産全過程の合理的な統合により開発されてきた も

のなのだ。乙 の技術はすぐれて生産経済的な技術なのであって

かっ社会的なそれである。企業経営用の単純な組織技術に応用

されてはならないものである。乙の組織的側面での企業の行動

様式を拡大延長し て解釈しようとするものが，上 lζ 述べたコン

トラクタ ー商社論なのであるが，と もすれば ソフトウェア( プ

ログラミング) の技術開発が，その議論を不当 lζ 媛助 しないと

も限らないと考えられるのである。 たとえ ば設計施工一貫の論

争が単一企業体を前提として行なわれるかぎり ，われわれのの

ぞむ近代的な生産組織を形成し得ないわけだが，単一企業の枠

内でも設計施工一貫のメリッ トはそれなりに存在すると した 場

合，企業の経営競争の武器 として ，生産のプ ログラミングへの

要請は当然でてとょう。 ζ れは原理として正しい乙とであって

も現実として作用する場合にはますます建設業の二極分解を促

進させるだけの結果p : : 終ってしま うだろう。し ょせん ，資本の

論理はそのようにしか働らかないものだとしても ，何か抵抗す

る場所は残っ てい る筈だ。

その ためには建築の生産プロ セスにお ける技術論を しっかり

組み立てておくととが不可欠になってくるのである。われわれ

はとの技術論の人格化した ものが組織論であると考えている。

技術というものは 蓄積可能なもの だし ，普通的な適用性や情報

化 の可能性 lζ 富むものである。技術そのものには階級性や階層

性はない。しかし技術の保有形態や保証のメカニズムにはある

一定の社会発展法則の原理が働らく ととになる。その; 場合にお

いて技術の適用効率の最大化をはかるためには ，どのような保

有形態が適当かを深く考えるべきであろ う。 われわれが今 まで

検討してきた建設業の行動特性は ，現代という経済社会におけ

る必然の産物である 。そしてすべての建設業階層にわたっ て拡

差のある行動が とられるものとすれば，その理由はもはや明確

である。すなわち各々の建築生産技術がどの程度その経営組織

に蓄積されているかの差である。高度な技術を生産過程全体の

見通しの中で合理的に使用できる経営組織は今のと乙ろ日本で

は大手のゼ、ネコンというととになろう。それに対して今だに技

能のレベソレをボツボツとたどっている組織織がその対極にあ

る。 あるいは前に見たように組織などとい うものではなく ，全

く個人的な統験がすべてというべきであろうか。

ζ のような技術保有拡差は建築生産の社会的合理性を保証す

るものではない。表題のソフトウェアの技術開発はしたがって

まず個別企業のみで達成されるべき筋のもの ではない。 また設

計段階での コスト 比較として開発されつつあったものが次第に

独自の工程計画やメンテナンスの部分までを含むととになり ，

施工者やメ ーカーの領分にも深く浸透 して きている 。個別の技

術 ，つまり ハー ドウェア の技術がますます開発され交換性が豊

富になるにつれ技術への理解が一層要求されてくる筈だ。そう

いう 理解をベ ース lとしてはじめて技術の最適な適用が約束さ れ

る。乙乙に脚光をあびるものがソフ トウェア の技術であろ う。

そのため ，まさにコンピュ ーターと同様にソフトウェアは何種

類も開発されていな ければならない。工事の対象と して の建築

用途 ，ボリュ ーム，クライアントタイプ，現場の条件等々に つ

いて個別の ソフトウェア が社会性を伴って開発されるととが切

望されるわけ である 。
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下請: 技能労働の多能化と

再編成をせまられる下請企

業

下請の問題は ，古く て新 らしい問題である。請負方式は ，資本

主義が生まれて以来 ，もっぱら普遍的方式となったが，計画経

済にはいったとして も，その性質は変るとはいえ ，なお有効な

方式と 認められている。 ζ の請負方式がなくならない限り ，下

請の問題は ，建設産業のなかでは ，特有の性格を有するのであ

る。 ( 元請 下請を近代的 lζ ゼネ コン ー サブコン ，あるいは綜

合業社一専門業社と統ー して呼ぶべきであるが， 乙乙 では請負

方式の関係上，元詰一下請という用語をそのまま使った乙とを

了承ねがいたい。〉

元詰( 主として綜合建設業社) Iζ 対する下請業社 として は，

通常 ，専門工事業社とか;職別工事業社とかいわれるものがあ

る。専門工事業 として，建設業法では ，つぎの24の工事名を冠

した業種がある 。

1. 大工工事，2. 左官工事 ，3. 土工工事 ，4. 石工事，5. 屋線工

事 ，6. 電気配線工事，7. 管工事，8. れんが工事，9. 鉄骨工事，

10. 鉄筋工事，11. ほ装工事，12. コンクリート 工事 ，13. しゅんせ

つ工事，14. 板金工事，15. とび工事，16. ガラス工事，17. 塗装工

事，18. 防火工事，19. タイル工事，20. 壁紙工事，21. 機械器具設

置工事，22. 熱絶縁工事，23. 電気通信工事，24. ブロック工事。

とれらのうち ，今回は ，設備専門工事業を除いた職別工事業

lζ 属する建設労働の問題について ，元詰一下部との関連のもと

に焦点をあ ててみたい 。

1. 技能労働 の多能化一一新職種の誕生

労働省の調査では ，昭和42年で ，建設業の技能者不足は22万

人であり ，その不足率は257仰と達 し( 全産業の不足率1896) ，全

産業中一位を占 めている 。それが，昭和43年にはいると ，不足

数33万人 ，不足率29. 996 (全産業の不足率19. 596) と一挙 lζ 増
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加している状態である 。

最近の全産業におよ ぶ労働力不足 lζ 対して，経済 白書では，

労働力を有効に生かす新らしい方向として ，第ーに ，労働節約

的合理化をすす めると と，第二 lζ ，労働力の流動性を高めると

と，第三 lζ ，女子労働力 と中高年令層の活用 ，第四 lと，労働力

の質的向上 と企業内部での有効活用をう たっている。労働白 書 慢

でも ，第ーに ，マク ロ的なレベソレでの労働能率の向上，労働者

の能力の有効発揮の問題，第二 lζ ，産業 ・企業における労働の

より適切な配置ないし 利用の問題，第三 lζ ，労働時間や安全衛

生の問題などが今後考えられねばならぬ としている。建設 白書

においても ，第一次産業にお ける余剰労働力が急速に枯渇して

いるとき ，今後は ，第二 ・第三次産業内部での労働力の奪い合

いが激しくなり ，建設業について労働市場の条件は一層むつか

しくなると 予怨され，新らしい技術 lζ 対応しうる質のよい労働

力をいかに確保するかが，建設労働力の大きな課題 とな るであ

ろ う，といっている。

乙れら三白 書での 指摘をまつまでも なく ，乙乙ー，二年の

「本格的」 労働力不足の到来に対処 して，建設業における建設

労働の問題ー一一技能工の確保 とその養成一ーは焦眉の問題 とな

ってきている。

それでは ，その技能工の確保とその養成の内容は何だろうか。

本誌「建築と社会」が，昭和38年から 40年 lζ かけ て 「職人シ

リーズ」を連載し ，古い職種の人たちの姿をうきぼりにし て，

好評を博 した が， それに 引き つづいて ， 昭和40年 4 月号より

「新らしい技能工シ リーズ」を連載した。その技能工にはつぎ

のものがあった 。

オペレ ーター ，床タ イノレ工，吹付工，組立住宅工，シポレ ッ

クス 工， ビノレ清婦ー工，圧接工， コー キング工，ボード 貼工，火

災報知機工，樹脂防水工，長尺鉄板工がとりあげられていた 。

いずれも ，十年前まではあまり見なかった職種であり ，建築生

産の近代化 lとともない ，新らしい技能工を必要とする背景の な

かで生まれ，生長してきた職種である。

と乙ろが， ζ れらの新らしい技能工の不足もさる乙となが

ら，最近の建築生産の工程管理の発展のなかで，先述した労働

力不足に対応して ，もっと大きな ，ある意味で従来の概念をか

える 新職種が求められる ようにな った 。すなわち「技能労働の

多能化」 である。いくつかの職種を複合した新職種一一多能工

ともいう べきものが，要請される時代となったわけである。す

でに ，造船界では ，多能工化に着手し ，大いに成果をあげて い

るというととである。

大手の建設業関係、では ，躯体工事の合理化施工，労働工数の

低減化を目的とした職能群，すなわち ，型枠工と配筋工と コン

クリ ー ト工とを統合した「建設工」とも呼ぶべき新職種の養成



lζ 力を入れだしたと乙ろである。との 「建設工」の要請によっ

て，新らしく ，R C造の建築躯体の専門業社もあらわれてくる

かも知れない 。 乙の場合 ， 乙れはすぐれた下請企業として成長

していくだろう 。 また ， 別の見方から ， 大手の元請業者自身

が，養成所などを設置して「建設工」を養成し ，それを直営の

形で，現場にとり入れていくかも知れない。

R C 造の「建設工」と並んで， また，S R C 造の躯体工事

で，鉄骨工，とび工，熔接工，か し め ( 絞) 工を複合した「構

造物J 鉄工」のような新職種も生まれてくる必然性がある 。 i 建

設工J i 構造物鉄工」を総称 して 「躯体工」とも l乎ぶ乙とがで

きるであろう 。

一方，プレハブ建築にお けるプ レハ ブ化 された化粧材あるい

はプレ キャス ト版の仕上工事において， とび工，大工，石工，

鍛治工などを複合した「プレハブ組立工」ともいうべきもの

が，その工数低減，スピ ー ド化のなかで要請されつつある動き

を示している。その要請の度合いに応じて， 乙の種の尊門多能

工も誕生し ，その専門業社もあらわれてくるにちがいない。

朝日新聞 (43年 7 月 5 日) によれば，乙れら の勤きの一端に

ふれている。すなわち ， i 竹中工務庖では，すでに大阪と東北

( 仙台) Iζ 直轄の養成所を設 け，年間7，80人の中卒者を 3 年間

で養成している。 … ・・ ・日本原子力発電会社の敦賀発電所の建設

工事では ，英文の図面も積み乙なす建設工が高能率をあげてい

るという。乙のため同社では ，守口市に l 億 2 千万円をかけて

四階建 200 人収容の養成所と寮を 10月完成する。乙の養成所建

設の工事には ，直接雇用の建設工だけで工事にあたらせてい

る。もっとも ，いまま で養成 した建設工の総数は 300 人たらず

だが，将来は建設工事を主体にした直系の別会社にする方針。

一方，大成建設の別会社，大成プ レハブでも ，春から千葉 ，相

模原の両工場で一部大学卒をまじえた高校卒95人を採用 ，プ レ

ハブ工養成 Iζ 乗出した」とある 。

下請企業か直営企業か ，いずれによるにせよ ，一人三役( 型

枠工，記筋工， コンクリート 工〉とい う「建設工」の 出現や ，

一人四役( とび工，鉄骨- 工，溶接工，かしめ工〉という「構造

物鉄工」の出現気運一一乙うした新らしい「躯体工J の出現

は，全国の躯体工事lζ 従事する全国建設業協会関係、の現場の労

務者は60万- 80万といわれるだけに ( 乙れは全労務者の% ぐら

いとみられる) ，今後の野丁場建設労働 !ζ 与える影響は大きい

とい わねばならない 。重機械オペレ ーターは，すでに現場の花

形として定若しつつあるが， もし「プ レハブ組立工」も出現し

てくるとすれば， i建設工J i 構造物鉄工 J i プレハブ組立工」

「オペレ ーター」の四者は ，従来より労働四役だといわれてき

た大工，左宮，とび工，土工 lζ 代る「新らしい労働四役」の登

場とい うととになろうか

いう なれば ， i 技能労働の多能化」を通じて，複合新職種の

誕生へと ，それにともなう建築産業の下請企業の再編成へ と，

建築労働機構，下請機構はひ とつの変転期にきている といえよ

つ。

2. 矛 盾 の 上 に 成 立 つ 元請 ・下請 の建 設 労働

しかしながら ，以上にみてきた新職種の多能工の誕生という

乙とは ，いまのと乙ろ ，どく限られた大手元請企業サイド から

の要請であって，建築業界全般をながめれば，旧態依然と した

労務供給制度! とたよっている。したがって， 乙の新職種と旧職

種との並存あるいは両者閣の矛盾は ，ずっと続くであろう 。 そ

の矛盾の様相は ，ある穫の野丁場自体では ，かえって激化する

かも知れないし ，町場工事においては ，除々にしかあらわれな

いかも知れな い。乙の矛盾の原因や ，技能労働者不足という乙

とは ，いままでの元請業社が労務供給を下請業社にたよってき

たその労働力の需給形態にその根本原因があるのであって ，下

請業社だけを責めるわけにはいかないであろう 。

もとより ，元請は基本方針としては ，下請の助成指導強化を

とっている。が労働力調達不足のため ，元詰業社としても当分

の間 ，技能者直用の形式をとらざる をえない。それがまた ひ と

つの矛盾をもってきているのである。まず，順序として元請の

直用とか常用とかいわれる技能者の実態をみてみ よう。

綜、合建設会社では ，正規社員のほかに ， 2 - 3 倍の現業員を

有 しているが， その場合， 直周といっても ， 労働条件その他

が，基本的! と正式社員 とちがっている。ある元請会社の例をと

ると ，社員を 100 とすれば，準社員70，それに作業所麗員とし

て技術補助員70，事-t1i 補助員40，常夫40，夜箸30の割合といわ

れる。乙のうち社員に対して ，1. 8倍の数をょうする作業所雇

員はもちろん社員でない 。本工でもなく て，むしろ臨時工的色

彩がつよい 。した がって，賃金についても半分ぐらいの格差が

あると いう 。 i ある大手総合業者の工事現場 IC働らく重機械運

転工は 「新聞によると，他の会社ではふつうの労働者でも長く

勤務して熟練工になれば，現場の課長になれるというように書

いてありました が，挫設会社では課長はおろか正式の社員にも

なれません。建設労働者は低度が低いといわれますが， 乙うし

た登用の道がひらかれれば，仕事lζ 対するはりあいもちがって

くると思いますj と記している J (建設労働事業調査報告 より

一一建設総合研究63号〉。直用 ・常用といいながら ， 乙ういっ

た身分格差 ・労働条件のあると ζ ろにも ，ひとつの問題があり

そうだ。

つぎに第一次下訪である職別業 者 における場合はどうか。ｾ

材，タイ J レ，塗装，左官の業者の場合は比較的多数の常用労働
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ァ;を平j して いるが，いうまでもなく ，とく に大工，とび，土て

業の湯合は労働力 の調達を二次，三次の下請業千? にゆ だねてき

た。 とれば下請の ri D: 居構造u といわれるところだが，こう い

うill Wi 構造の tl ζ ，建設労働の供給制度が成立し ていると ころ

(C問題があ ると いうことは従ぶから指摘されてきた とこ ろであ

るのでくわしいととははぶく ー

乙のように ，元; ! ? における社口と作業所JuUl との聞の矛盾 ，

元誌の直 j有労働- i t と下詰の労働者 との間の J 回 ，さらに ，元日

業社 と下請業社 との矛J f j'， 下請業者と二次， 三次下請とのポ

Iii '  11， というように ，いくつかの矛応がE なりあって，建築産業

の労働が成立っているのである 《元請 の下;Ji への発注単価i一一

ζ れが労務自 ( 賃金〉と原価構成とのトーでまた庁防をもっ一一

ということについて，下詰が強い発挽を示すのは ，その矛応の

ひとつのあらわれである 勺元ぷj の下i ¥t' niこ対する無女fj ，下請の元

刊に対する発挽tt 々 ・・・JJ 務契約という実態の卜.に，この両行

|出の問題は- J ¥Y i の線新性をおびてきている。

ÎLfi' ・は ，この複雑性は ，出極には ，iii 築労働行が組織化され

ない限り解決していかないとみている 骨 その芯ｾ n!( でも ，労働者

の全国的組織化は必要である e

下 請 企 業 の 再編 成 一 一 複 合 専 門 企 業 の 提 起

J衣矢nのように ，) ( J . 元i!? 京社としては ，それぞれ各地 [ζ ，下

日来日・の協力会をもっている。林友会，竹和会 ，鹿栄会 ， ｾｲ｣ＸＺ＠

会 ，J涼興会 ，i.¥(j 友会，長良会等々がそれである。この「協力会」

が ｬｌｾ 近 ， 技能者養成にのりだした ｻ もとより ， 元前の技術指導 ，

資金， 仁地のあっせんなどの助成があってのことである 。たと

えば，竹r! ，工務自の九州竹和会は「福岡it 設技能訓練所J をI l jl

設し ，ノミ林組でも「林友会) ( 工長l求Oi J がn而di に充足したと ，

前 記削 11 新聞は報じている 。

下jJI 業れが，技能 J号の養成と確保 (ζ のりだす とい う動きは ，

元j !? の側からいえば ，下前企業の専門 出とそれを通じて 屈の

「系列 化J を もつものであるが，下詰の側からいえば，専門協

同{じを通じて「自立化」への傾向を示すものといえよ う。
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数年前 より発足している 「建団連」 の動きは ，下請企業の協

同組合の近代化 の主張でもあった
ζ の乙とにつ いては，以前

lζ 「建設企業体にお ける『近代化J の問題点J (建築年鑑 ' 64)

でふれたと乙ろだが，最近では ，数 カ月 前の業界新聞 によれば

「全国建設専門工 事 団 体連合会」が ， 全国各 地 の地区 ｾ 団 連 ｬ ζ

I呼びかけて「専門職部会J を制度化 しようと する動きがある 。

たと えば 「建設大工部会」の発足準備が とと のっ たとい うこと

である。つ づい て，とび，Li:: f ;などの専門職部会の組織化が伝

え られている。

また「協 同 化 」 は零細下ｾ ， Ｇ［ Ｇｬ ， ｉ ｊＭ ｉＢ ｊ 業向の聞 で 進みつつある 。た

とえば ， 「全国生 コンク リート 協同組合述合会」設立の動 き，

あるいは全国 1， 700 JJ 走者の容細企業である 砕石業界が，今後企

業合同へと指導を強めている 動 き( 仁l 刊工業新聞43壬f'. 5 月30 1:: 1)  

たどは そ れ である 。 さみに ， 従米の左 ￬ｾ Ｇ 工法 ｻζ 代る ｬ 次 付 寸法を

扱う 吹付塗装業界では近代化がおくれていたが，関西でこの ほ

ど11社で「関西吹付塗装工業会」を発足さ せ た ( 日二11J工業新聞

431手8 月24日) と い う動き等々は ， 「協同化」 「本初1企業介同

化」へ と進んでいるしょう乙を示している 。

とれらの下請企業の「系列化」と「自主化」 「専門職部会」

「協同化」 「零細企業合同 化」の動きは ，まだまだ小 さいけれ

ど，建築生産の「合l ! H 化」は ，
さらにもっと大きな意味におけ

る 下 前 企 業 の 再編成をうながしているのでは な いか。， ｾＺ￭ｾ 化 ｉｉ ｻ ｦ

代と 工期のスピ ー ドア ップの II!Hににあって，元1111業ネ iーとして，

多極多様な下請業ネ1:の調整においまくられているのでは ，労働

の生産性もあげられないのはあきらかである 。

材料と優秀な技能労働者とをもって立任施工する下; !? 企業，

それもひとつの職艇でなくて ， 話 ｬＱ 今下 ｪｴｩ 企業の登場が ｾｊ ， Ｇ［Ｍ￰ れ

ているのではないか。建築生斤UJ 式は変りつつある。 ーi'. Ｇｴｾ の部

位別 lζ ，たとえば基礎ユ. ・ι 似体 L 仏 外 装 工 事，内装_ L' j Cと

いうふうに ，その工事仮に一式日 f! うという形態へ，下j!? 企業

の再編成を ，将来へ向けてうながしている 。

しかも ，工事の部位別だけでなく ，111築の種別似 lζ ，
とく lζ

住宅建設工事だけを専業とする企業，たとえば住宅専業× 船体

コτn::t: IJ - 門企業，住宅専業 × 外装T ' J(咋門企業といったものが考

えら れて くる 。

い うてみれば， 「複合 ｾｩ 門企業」の成立を問うているのであ

る。 もちろん ，それの山現を容劫にするよりも ，としろそれの

実現をはばむ要来の方が，現状として多 l 、。そ乙に大きな問題

があ るわけ だが，要するに ，下前企業の再編成一一それは当分

の間 ，元詰業社によ る「系列化」と下請業者の「自主化J のな

かで，一職種の「協同化」や「企業合同 J を通じてさらに促進

され よう が，その将来のあり方は ，単 lζ ー職種の 「近代化」と

いう 枠にのみ とどまっ ておれなくなるだろ う。
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組織: 建築における関連企

業

規 格化・ 標 準化 ・ 工業 化ー 近 代 化

前 lとも触れたのだが，従来の建築生産の構造的特徴はそれが

ある一定の生産システムを取っている乙とである。すなわち個

別的な建築意図が需要を形成する。それは常 lζ 発生しているの

だが全体としての姿がそうであるというだけのととであって，

いつ ，ど乙で，どういう種類の … … といったノレールは全く存在

しない。乙の無政府的な発生需要はしかしながら何かの筋を辿

って ，とれまたある個別的な建築設計の フィノレタ ーを通る乙と

になる。建築家はなるべく質のよい話のわかる施主をつかみた

いのだが，そういう施主はおいそれといてくれはしない。建築

家は企画的な仕事から極めて生産的な仕事まで引き受ける。生

産的な仕事というのは要するに監理の 乙とを いっ ている。 一般

に建築設計は現場における監理まで遂行しないと完全なものに

はならないものである。なぜなら建築家には施工上の「不当な

不利益」を負うかも知れない危険から施主を守る義務があるか

らであり ，また製図室の中だけでは解決できないような技術的

な問題が常につきまとうからである。それらは現場でなければ

解決できない。請負契約直前の競争を経である個別的な施工者

が現場で建築を組み立てる。施工者は材料 ・資材と労働力とを

ア ッセンフソレして設計図と仕様苦 1<:: 従って生産するわけだ。設

計者と施工者とが同一組織にいる場合は施主の寛大な信頼を得

て図面が全部品lij っていなくても生産を開始する乙とができる 。

一応建築生産というのは乙ういうプ ロセ スで見る限り ，一品

発注→一品設計→一品生産というべきであろう 。 しかしながら

先の章で説明したように設計者にしても ，施工者にしても確か

に個別の建築を特定限定数として扱かっているわけだが，その

中! とはそういう個別性から自由になり得る要素のものがある。

つまり何度も同じよう にデザインしたりプ ロダクトしたりでき

る要素があるわけである。この要素は行為として規格化できる

し，製品や生産物としても標準化しやすいものである 。 しかし

喜 ζ んではいけないのであって， ζ のような規格化 ，標準化

一一あるいは「合理化」といってもよいーーは ，ただちにみん

なが考える建築生産の近代化には役 lζ 立っていない。なぜなら

砂のような企業がめいめいがんばっているだけであって ，お互

いの連絡がないからである。

簡単に理解すれば，生産の近代化や合理化という 乙とは次の

ようなものだ。ひとつは ，ある 1個の生産プロ セスの中でのコ

スト/ 便益の最小化をはかることでるり， もうひ とつは ， 建築

市場におけるすべての生産を含む範略での集約化と工業化を目

的とするものであるというととである。乙のふたつの生産近代

化は ，前者の集合体で後者が可能であるという筋合のものでは

ない。それぞれに作用する論理はえらく異質なものである。企

業ス ケールでの論理と社会的スケ ーノレで の論理 とは明らかに注

うものである乙とを考えればすぐ理解できょう。もっとも巨大

なJ1t 占が出現すれば話は若干別になるがい・ー 。

ゲリラが出て来た

と乙ろでいま挙げた生産主体は現在までの一品建築生産の主

要な推進主体であった。すなわち ，設計者，施工者及び施工下

請業者の三者である。乙れらを建築生産の主流派あるいは建築

三役とも呼べるかも知れない。そして乙れまで三役のそれぞれ

についての問題点をいくつか指摘して米た乙とはど理解願える

と思う。

もとより建築生産は主流派のみのものではなく ，従来より実

lζ 幅広い範囲にわたって関連の生産主体が存在 していた。そう

いうものの総体として建築産業というものが成立していたと考

えるのが自然であろう。と乙ろが近年関連分野での生産活動が

極めて重要なものとして取沙汰されるようになって来た 。見 方

によっては主流派は過去の栄光にすがってかろうじて三役のメ

ンボクを保っているに過ぎないとい う乙ともできる。主流派あ

るいは既存の正規軍は四方八方からのゲリラの攻勢に出会い ，

余儀ない後退や戦線縮少を強いられているとも見られよう。ま

だゲリ ラは 完全に戦局を握っ てはいない けれど も，あるいは近

い将来どとかの前線で全面的な勝利を手中 lζ 収める可能性もな

いとはいえないのである。

ゲリラ の攻め所は大きく 3 つあるだろう 。 ひとつは ，建築生

産の発祥点である需要サ イドである。需要を ひとつひとつ扱う

のではなくみんなまとめて面倒見ょうという乙とも含まれる。

その中には積極的 lζ 需要を開発するというはたらきも充分考慮

される。建築需要が具体化するためには ，金と土地が必要であ

る。金も土地も個別の需要にとっては用意するに厄介な代物で

ある。ゲリラはことに目をつけた。

今ひとつは建築生産の稼動点としての生産サ イドである。建

築生産は資材の現場集中という特性を持つのだが， ζ の資材は

主流派みず‘ からが生産するものではない。現場ではアッセン ブ

リーされるだけであって ，そこであらためて製造されるも のは
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多く ない。また次第に現場での加工，製造が少なくなっ ている

乙とも事実である。ということは ，資材がだんだんと工場生産

化 されて来たととを示すものであろう 。工場生産化は科学的な

実験によって確かめられた機械製品や化学合成品の使用を 可能

にするうゲリラは自分の工場を基地として規格化された生産物

を処々方々へ発送する。乙の規俗品の質と itl ーまたそれに附随す

る技術は無視できないほど高度なものにな った。

最後のひとつは，建築生産のシステム自体へのアプロ ーチで

ある。既存のシステムをすっかり変えてしまおうとい うほど大

それた野望は持っていないとしても ，今 ま で の プ ロジェク 卜単

位での伺別生産チ ーム づくりを逆立ちさせようとしている。前

に述べた企業内合酸化の徹底であ る。建築需要を横にならべて

面倒見ょうというのが第 l ならば 3 番目の乙れは ， ひとつひと

つの需要のはじまりから終りまで縦に通して面倒見ょ うと いう

ものである。

現実にはこの三つのやり方が錯綜してしくまれている。

外から見た建築産業

11月ある日の午後，建築関連産業としてそれぞれユ ニー クな

活躍をしておられる企業の方々にお集まりいただいた。キそし

て当面しておられる問題についてお話をうかがうと共に ，ゲリ

ラの戦法についても巧ーえて見ょうという乙とになった。お集り

願った方々はもはや単なるゲ リラ どとろではなくて ，積極的に

戦線拡大しておられる古参 ・新進のゲリラ正規軍の資格をお持

ちの方ばかりである。前 i ζ|菊i 1 ! 産業の介入のタイプについて，

a ) 需要サイ ド介 入 型 b ) 生産点位入型 c ) システム編成

型 ，の 3 つを単げたわけであるが， 乙の各タイプをまず頭 lζ 入

れて言葉を引用しながら次に見て行乙う。

1. i その建築物はなにも表通りでなくてはならないわけのものではな

いものですから ，隣接のものと共同で建築して一部を包々公社の建物に

する。乙ちらがul 物をつくってですね・・ー ピj レ建築です。そういうもの

が多かったのですが，最近では少し住宅の方( ζ1! . I i I 心を持って宅造とマン

ションと ...... 小克・だから大変厄介な仕事なんです。 ・ー ・うま くいくと お

金がいらない… ・・・ ( お金が) 余る乙ともあるわけです。」

2. i建設資材関係は rl1広く ，割合早自に手がけています。個々の建設

92  

資材をセメントな らセメ ント ，丸棒なら :h榛，あるいは電気関係のもの

をそれぞれ売るよりもアッセンブリ ーにしてまとめて売り ，伝棋でーぺ

んに上がった方が能率がいいという意味で建設工事ぐるみ引き受けるよ

うになりました。建設を諮負う乙と自身で 7 ージンはねらわないで…一

資材だけは確実κ 売り上げになるわけです。 ー・… 大手のゼネコ ンさんと

のネットワークが乙れからの話題になってくるのじゃないかと思いま

す。逆l ζζ ちらの注文をね らって向うさんから 資材の先買いに乙られる

と乙ろもありま すね。 J

3. i結局私どものメリ ットは総合したまとめ方ですね，それの使利さ

じゃないでしょうか。一ー私どもが期待したいのは規格の統一です。建

築産業というのはまとまりがなかなか難しい ープレハブリケーション

ーオ ープンシステムを取り入れて行った方が競争は激しくなるのかも

知れませんが，われわれには稗訴するところが多いと思います。 …・純

技術的な乙とは専門家の方におまかせ しております。」

4. i 有価証券とか不動産とかの金融なり管理，仲介をやる信託業務が

増えております。今まで企業におんぶしていた金融機関のあり方から大

衆化の時代へー …・特に住宅を買われるお客さんは安定貯蓄問だと いうね

らいで住宅 ローンをやっているわけです ーーー乙の ローンがもっ と普及し

て行くために日本で欠除しているのはその保証機構なんです. . . . . それか

ら低当証券が流通するような道があればもっ と飛躍する 。」

5. i レディメードがのびた・・・・・建築の自然資材 や労務質が非常にアッ

プして来た。建築というものが非常にスピードアップして来た・・・コス

トダウンとスピード アップに持っていくための必要がでて来たんじゃな

いかと思います。・ ーーいわゆる安かろう悪かろうじゃなした，安くても

良い品物ができるのがレディメ ードの特徴です。 J

6. i どこのお客さんをねらうか，寸法はどうするかの問題 .. .. 設計をや

られる方が使っ ていただけるかと‘ うか・ー・・レディメ ー ドは安いんだ。品

質が均一化されて非常に使い良いんだといって ... .0 J  i 私のととろは

お施主さんとか元請さんとか設計事務所さんとかすべていろいろお願い

して非常に手間がかかる乙となんです。それぞれ巡った P Rをいた して

おります。 …・ ・・やはり ， 日本 IC合ったものを編み出 して行かねばなら

ん。J i そのクラスの建物 lζ 合ったクラスの レディメードサ ッシを使っ

て行乙うと ，それが非常に経済的な行き方じゃないでしょうか。現 lζ 私

のほうでも閉じ寸法のものをアルミ 2 種類，スチ ーJ レで l 種・・ー 3 怒で

使いわけるというような乙ともやっていただけるのじゃないかと思いま

す。」

7. i うちで納めております盟品は用途のバラエティ lζ 宮んでおりまし

て超高庖から特殊な用途まで… ー外形と肉厚は一応規格化しておりま

す。と乙ろが建築それぞれ階誌と梁成がちがうものですがら ，長さに関

してま してはその ビノレの注文がはっきり決ってからつくるものと長目に

つくっておきまして切断 して行くという二種類のやり方をしておるわけ

です .... やっぱり標準化してレディメ ード化して工場生産のウエイトを

上げて行くという乙とカ:建築生産を安くするひとつの方向じゃないか ・

ーデザイ ン的な建築家の欲望を満たすひとつの材料として，乙ちらの方

は乙れ も大巾な生産量を見込んでおります。」

8. i 問題としては施工の体制ですね【そういう面で日々苦労しており

ます. .. 一機械化というか合理化というか，それをやはり相当研究して行

く必要があるのじゃないかと思っております ー -材料売りというのは一

寸無理かと思います。当初から専属の下請，全園地区別にあるわけです

がそ乙へじかに供給して常時やっております。 J

9.  i 実際困るのはコンスタントな需要という乙とーーむづ‘ かしいので

一部職人を遊ばせたり ，散 らしたりまた集めて来たり .. .. . AL Cの専属

工です。 J ￭ かさばるもの ですから輸送 ｾ Ｇｬ ｬ ζ 案外かかりまして， それか

ら労務ｾは毎年当然のように高騰しているわけです。いま労務伐の高騰

を材料白で吸収していくというのが実情ですね。」

， 



10. i建築界というのは ，最初ひどく閉鎖された社会のような感じを私

は持ったので‘ す。そうとばかりもいっておられませんので，今はなれて

しまいましたが 一・・ようやくだんだん仕組みがわかってまいりまして ，

それに順応した態勢を取っておるわけです ーーもっと開放するためには

いわゆる関連産業の技術水準が関連して来るんじゃないか… … 製品の，

あるいは建築の品質の保証ができるようになったら・・段近はメ ーカー

側に特定の建築材料に関巡ある技術というものが蓄積されてゆく … υ 」

11. i 設計途上ではやはりきちっと計算された予算もあるし大丈夫だと

いうこと で編成されたものが一元諮の考え方でそれが葬り去られてしま

って，予算がとれなくなってそのしわょせが全郎下3古IC行ーく 。・・・ それ

を採用する乙とによってうんと経済的にローコストになるんだというこ

とがわかっていても使いたくない ，伎わないという商が非常に多い。」

12. i 競合品がある場合にはもういろんなヒモツケでして，せっかく追

い乙んだものをよそへ取られたんじゃ仕事にならないわけですか ら，そ

ういうヒモツケの営業をやっております。 ζ れは本来の営業じゃないと

夜、は思います。 j

13. i  ( 工事の分離発注) 建設業の現場を監理されるかたが非常に大変

だといえます，工程i H闘ですね。」

建築産業を告発する

従来の建築産業 lζ 対する手きびしい批判や注文が次々と発言

された。建築関連産業の生産技術，製品性能， コストプランニ

ング，組織のフレキシビリティなどのレベルは極めて高い。に

もかかわらず，それらを受け止めるべき建築産業には対等の計

画的管理性や科学的厳密性が稀薄である。そのギャップは関連

産業の正当な発展を援助しはしないし ，また関連産業側からの

インパク卜やフィードパックは建築産業の底なしの泥の沼へ無

抵抗に吸収されて行くだけである。そしてそういう吸収の仕方

は自らの下請に矛盾のふきだまりをつくって建築産業の前近代

性を暴露するの みであり ，従って関連産業の参加のメカニズム

を正しく用意するものでもない。お話の結果を要約すれば以上

のようなものになろう。

建築産業 lζ は今だに経営の基礎が定まってはいない。すさま

じい経営 ・マーケッテイングブームの時代! ともかかわらず，建

築産業 lζ 個有の経営論はまだ確立されていないように見える。

あるいはとれは建築需要はいくらでもあるという認識，そして

それは自分達だけの領分なのだ，仕事は増えるととはあっても

減る ζ とはないという奇妙な安心感があったからではなかった

か。たとえば建築産業における生産チ ームの形成ではチ ームの

メンバーのつながりがあまりにも暫定的，場あたり的であった。

長期にわたる共同の開発行為が全く無かったのである。そうい

う極めて限定された関係は需要の海の中にあって ，相互の牽制

や我流の行動のみを刺激するととになって来た。だから建築産

業における社会的な問題を解決する能力が蓄積される筈もなか

った。矛盾を吸収しそれをエネルギーにして体質を変えるため

のパネとする装置やシステム一一乙れが経営というものの本質

ではなかったか。そのためには ，企業体にあ って企業体を超越

した思惣が必要とされる筈だった。また周辺 における流動化の

状況とその方向を見究わめ自己を コン トロールする rl "J 広い組織

が必要とされる筈だった。しかしそ ういう 思想も組織も今だに

建築産業には充分用意されてはいない。

一方建築生産の技術やその技術に基づく生産物の位能 lζ 関し

て見てもやはり標準のあいまい性はまぬがれない。建築生産を

細かにばらして行けば，最後に到達するものは職人的技能と材

料になってしまう。問題は工業的に厳密にプレファブリケ ー卜

された材料資材の膨張の中で建築生産技術の科学的合理性が強

く認されはじめたということであろ う。 自然資源、を使用して現

場で加工 ，製作できる段階では技能者の勘というものでまず間

違いなく生産が可能であ った 。そして建築のできあがりの姿に

おいて厳密であればよかった。勘の冴えというものが コンピュ

ーターの代りをしていた。品質や性能は経験的にしか確かめら

れなかった。技能は次第 lζ 少なくなりつつあるとはいえ ，ばら

された生産工程の末端では依然として存在しているし ，また全

面的にそれに頼ってもいる。工業生産は ，職人の経験的技能を

必要としないと乙ろに成立つものである。それは資材 ・部品の

性能をあらかじめ決定している。そしてやはり標準化された組

立て行為を仮定して建築全体の性能を予測する乙とのできるも

のになって行くだろう。従来の建築産業は性能の標準を決定す

る技術や材料を持っていない。

不動産会社

総 合 商 社

重良 ィー了

各種メ ー カー

金 局自

土 地

入 居 者

企 画 ・経営管理

発 注 契 約

告a又T L  

計

技 術 指 導

施 工

資 材 機 械 調 達

労 務 調 達

販 売 ・ 保 証

1 / 施主 ・使 用 者

設 計 者

施 工 者

* 乙の主主を構成するにあたって次の方々に窓見をお聞きした。誌上を借

りてお礼を申し上げます。根来智氏( 三機工業) ，荒幡安夫氏( シポレ

ックス叛売) ，井上猛氏( 久保田鉄工) ，高田浩令氏( 住友不動産) ， 

山崎恵一氏( 大和銀行) ，巽和夫氏( 京都大学) 。

93 



94  

建築生産プロセスと法

律

一建築生産プ ロセスには多くの法律が関係しているに もかかわ

らず， 乙の両者の統一的な認識は従来あまり明確ではなか っ

た。たまに( といってもほとんど毎日のよう l ζ) 建築における

災害が発生し ，ときには不幸K も人命が失なわれる場合などに

あらためて法律K よる規制という乙とが思い出されるわけであ

る。その規制は当然守 られ るべき ものである場合もあれば，法

律の許す範囲ではとても現代の変化と多様性についていけない

場合も出て来る。しょせん現実のダイナミックな変化と法律の

スタティックな規制はいずれ相容れない ものに なるわけだ。建

築の生産過程についてもその事情は同じであろう。

乙乙 lζ 挙げたダイアグラムは建築生産プロセスの大略の段階

分けを行ない ，その各々に関して適用条項のある法律をクロス

させ，その条項の数によって生産段階別の法律のウェイトを示

したものである。建築の用途やクライアンツの種類によって自

然にパタ ーンを異にすると思われたので，乙乙では公的施策住

宅，工場 ，一般オフィスビ J レの 3 穏について表化を試みた 勺オ

フィス ビ、ノレのパタ ーンが大体他の建築にも適用できるものであ

ろう。

生産プロセスがどの程度法的規制を受けているか，またど乙

に法改正のポイントがあるかなどの所期の目的が逮せられてい

るかど‘ うかははなはだ心 もとないが，今後乙うした面での研究

や議論がますます必要だろうと恩われたので，いわば「タタキ

台」としてど参考に付すわ けである。作表については京都大学

西和彦氏のど援助を得た。

00 建築基準法

00'  : 建築基準法施行令，同規則

。1 都市計岡法，近畿圏整備法

事 務 所

02 : 土地区画獲理法

03 ・公共施設の整備に関連する市街地の改造に関する法律

04 新住宅市街地開発法，同施行令，同施行規則

05 住宅地区改良法 ，同施行令，同施行規則

06 防災建築街区造成法，同施行令，同施行規則

的 宅地造成等規制法，同施行令 ，同施行規則

08 建築士法，同施行令，同施行規則

09 ・建築業法，同施行令， 同施行規則

10 ・河川 i法，砂防法，地すべり防止法

11 農地法

12 ・自然公園法，文化財保護法

13 道路法，道路交通法

14 駐車場法，同施行令

15 上水道法，下水道法

16 建築物用地下水の採取の規制! ( 関する法律，同施行令同

施行規則

17 消防法，同施行令 ，同施行規則

18 定波法，航空法

19 ・労働基準法労働安全衛規則

20 ・日本工業規格

21 民法 ，建物の区分所有に関する法律，借地法 ，借家法

101 ・住宅建設計画法 ，同施行規則

102 公営住宅法，同施行令，同施行規則，公営住宅建設基準

103 住宅金融公庫法，同施行令，同施行規則 ，住宅金融公庫

融資住宅建設2基準住宅金融公庫融資住宅造成基準

104 地方住宅供給公社法 ，同施行令 ，同施行規則

105 住宅地造成事業に関する法律

106 土地収用法

201 近徽閣の既成都市区域における工場等の制限に関する法

律

202 騒音規制法，大気汚染防止法

203 工場の排水等の規制に関する法律，工業用水法

204 高圧ガス取締法，火薬類取締法

205 薬事法

量



公的施策住宅

ー

工 場
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建築技術者の意見と実態

- アンケート調査の概要

人間は多かれ少なかれ環境からの影響を受けて自分の考え方を決定 し

ている。環境というのは ，大は世界スケ ーJ レでの事件から始まって，小

は自分の部屋の自分の机の上の灰皿の色や形にいたるまですべてを含

む。一方には社会的な公生活としての職場の人生があり ，一方には夜更

けの静寂の中で‘ の小宇宙がある。一方にはそのまま積極的に肯定できる

環境があり ，一方iCは断然否定する乙とによって盆かさを獲得できる環

境がある。 しか しながらまた人間は自分の知識や思想のおよび得る範囲

で しか環境を認知できない乙とも事実である。自分には知らない乙とが

かくも多 いと今更嘆くのは意味のない悠行だが，知られた範囲での環境

との協調や闘いに応 じてしか自己の恩怨を形成できない ，というのが一

応当り前の人生であろう。

ところで建築技術者は自分の仕事を通して何を見，何を考えているか

ーわれわれはそれを明らかにする乙とによって現代日本の建築が置かれ

ている位置や果すべき役割や未来へのプログラムを組み立てる乙とがで

きるだろうと考えた。乙のような大目的を持って ，以下の調査を行なっ

たわけだが，今回は特に労働時間 ，賃金，賃金と仕事，仕事の内容，組

織などといった労働環境の実態調査として内容を構成したつもりであ

る。そして ，それぞれに応じて技術者個人の怠見を聞いて見た。調査の

結果は本文をゆっくり御覧願いたい。

乙の調査は昭和43年 11 .FHζ メーノレ 調査で行なわれた。調査察配布数

ＱＮＷ ＸＹ うち由収 ＶＰＳ 従って回収率 ＳＳ Ｎ Ｘ ｾ ちである。調査対象 は日本建築協会

のグループ会員の中で明 らかに事務系と恩われるも のを除いた全員であ

る。従って，建築関係の技術者 といってもかなり知的技術的レベノレは高

いものと見なさなければな らない。所属企業 ・組織は平均以上に安定し

た健全な組織が多いという乙とになろう。乙の窓味から乙の調査は建築

の「エ リート」ないし「エリート候補生」調査になっている乙とをあら

かじめおふくみ願いたい 。また調査票配布から集計にいたるまでの時間

的制約のために単純集計しか行なえなかった。いずれ期をあらためてよ

り詳細な集計 ・分析を行ない発表する予定である。

なお職域別の回答数は次の通りである。

(1)  建築設計事務所 : 191  

(2) 建設業 :  194 

96 

(3)  官公庁

(4) その他

:  133 

85 計. 603 

1 . 基 本 的 属 性

表一 1 年 令

2お5才未満制125- 2叫刊

凶
1 211 1  123 1  74  i  66 I  10 1  6印03

表- 2 学 歴

中学卒 | 高校卒 | 工専卒 | 大学卒 | 不 明 | 計

10 I  260 I  36  I  287  I  10 I  603 

表- 3 職業上の資格

1  級 I 2  級 I B : 1"-"...(.. I  ［，，， ， ｾ Ｎ ＮＮＮＨＮＮ ｉ 土地家屋 ｉ z.. " ，J ; h  I  

建築士| 建築士 |技術士 | 測量士 |調 査 士| その他 | 計

m I  123  1  11 I  2  1  2  I  43 I  454 

2 つ以上回答したものもある。 i資格なし」と「その他」とは区別で

きない。たとえば 1級建築士に何科目か合格しているがまだ資格のない

ものは無回答が多いものと見なす。 1級建築士が圧倒的に多 いのは協会

会員レベルは当然といえよう。

表- 4 賎業上の所属団体

長築協さ|品 築 学 芸 品 ゐ 器 産 霊 堂|鉱 士 喜 そ の 他 |

ω 1  179  I  9  I  65  I  21  I  53 I  

割

引

735  

2 つ以上回答したものを含むから計は調査察回収数と一致 しない。

「その他」回答の中には「都市計画学会」が多い。

喜制 liii 儲 |建 設 業 | 幹 事 |鶴 間 空 間

| 84 I 山 I 191 I  7  r  

| 不 明 | 計

『

警南土警護|議社営脅 |玉川 |叫

1 8  1 8 1  

以上を公民別にまとめると ，(1) 公的組織 133 (2)民間企業組織 418 

(3)その他( 不明を含む) 目 53 となる。 コントラクタ ーと建築設計 事務

所が圧倒的に多い。次に ，官公庁の企画計画部l門となる。メ ーカー関係、

が少ないが，乙とには建築関係の技術者その ものが現在少ない乙とが原

因となるからであろう。しかし今後は ζ の部門 K も建築技術者が多く進

出して行くととが予想、されている。

表- 6 ・1 勤務先の組織形態

法 人 個 人

344 66 410  

企業に勤務するものについてのみの調査である。以下 5 項目について

も同様である。

表- 6 ・2 本社 (所) ・支社 (所) 見IJ 勤務先

本社( 所) 支社( 所) 計

301  120  421 



勤務先に本社一支社組織を持つ ものがどれだけあるかは不明であるが

回答の30パーセ ント弱が支社勤務である乙とは関西 という経済圏の事情

とも 関連させて一応注目してよい。

表- 6 ・3 a  企業資本金階層

• 

Ｒ Ｐ 突す Ｑ ＲＰ 知 ｾ ＹＹ Ｑ ＵＰ 抗吋 ［ 払 ｬ ｴｩｩｰ 円 ｼ 官 ｼ
15  

1  
27 

1  
30  

1  
55 

1  
32 

1  
174 

1  
333 

割

引

1億円以上の資本金を持つものはコン トラ クタ ーである。回答の回収

率も大手の コントラクター からのものが高い。 5.αxl 万未満でひとつの

小 さなピークがあるが，乙れは地域的な活動をしている コントラクター

と中小規模以上の設計事務所である。協会グル ープ会員の所属組織は主

として大規模，安定経営のも のが多いのだが，そのあらわれと見る乙と

ができる。乙の傾向は次の設計組織にも顕著である。現実の経営規模階

居からいえばむしろとの逆の段階構成をなしているものと考えねばなら

ない。従って前にも触れたよう K . ζ の調査は建築産業界のエリート庖

を形成している企業が中心となっているわけである。読書は乙の点lζ 注

意されたい。そうすればそれなりのイメ ージを得る乙とができるだろ

う。すなわちエ リート企業における30才前後の若干技術者の労務実態と

その窓見を読み取る乙とができる答であ る。

表- 6 ・3 b  設計組織における技術系職員数

Ｑ 人 ｾ Ｑ Ｕ 人 ｾ I  ＱＰ 人 ｾ I  ＲＰ 人 ｾ I  Ｔ Ｐ 人 ｾ I  100人 | 乱

4人 I  9人 I  19人 I  39人 I  99人 |  以上 |  
引

0 1  5  
1  

15 
1  

31 
1  

36 
1  

106 
1  

193 

表- 6 ・4 a 就 職 年 度

ｩ
官詐 Ｑ ＳＲ ｾ ｼ 鵠 ｾ Ｑ ＳＲ ｾ ほお ｾ

I  
ｓＴＱ ｾ ｉ＠ 計

15 
I  

13  
1  

37 
1  

95 
1  

169 
I  

99 1 ω  

当企業 IC就職 してからの 勤続年数 として書きかえると下のようにな

る。 Ｔ 年 ｾＸ 年が最も多く ， 次いで Ｓ 年未満 ， 次 ｬζＹ 年 ｾＱ Ｓ 年と なる。

とのカーブは表ー l の年令屈のカーブに一致している。われわれはこの

調査での平均的な建築技術者を次のように考える乙とができるだろう。

年令30才，勤続年数 8 年，比較的安定した中規模以上の本社勤務で. 1  

級建築士の資格を持つ。乙の設定の場合 lζ は平均的建築技術者氏は「大

学卒」という ζ とになる。

表- 6 ・4 b 勤 続 年 数

24年 以 上 畔 以 上 14年以上 9年以上 4年以上

1
4年未満|

15
じ 斗

37
1  

95 
I  

169  
1  

99 
I  

表- 6 ・5 建築に関する経験年数

5年未満132~|112~|i; Z~22~130年以上!

13
と
J _l

竺J ｾＳ＠ 1  
33 22 

I  18 

計

428 

計ー

425 

2. 職 務 ・労 働 時 間

表- 7 は「最近 l 年間 [ζ 従事した職務分類別の頻度」である。 0 印は

どういう形に しろタッチした職務についての記入であり ，。印は特に専

門的! と従事した職務についての記入でーあ る。

建築設計では「実施設計」が断然多く
ζ

の業務の重要性を示してい

る。注目すべきは O印のレベルで「仕様書作成」の 1141ζ 次いで「現場

監理J が94と多いのであるが，。印ではとの順序が逆転している乙とで

ある。 O印レベソレの順序の理由としては「実施設計J 1仕様書J がしっ

かりしておれば，現場監理にそれほどウエイトを置かずにすむ ζ と，あ

るいは設計と現場との担当が明確にわけられている乙と ，したがって設

計担当者は現場へ出る必要のない乙と，あるいは設計担当者は現場での

技術にうとく現場責任者のイニシアティブが優先する乙となどが挙げら

れよう。しかしより専門的という乙とになれば一応仕機警はどんな場合

にでも ，最低必要限度は書けるわけだからむしろ企業のポリシ ーとして

は「現場重点」 とい うととになるのであろうか。

司望門学手|『空

間!竿聞き壁内ゴ±

長の書学

1t lT里町空円

|明 |盟四宣五昼時12
也

τ ＱＱ つ ｾ Iτ 17 7 1 14 1 6  

坐竺11 ; ｾ直 ｊｚ 直室直 ｅｌ 直豆佳 ｚｩ

tTγ lT中子11

也

「構造設計 ｊ と「設 ｾｲｬｩ 設計」をくらべると全般に前者の従事率が高

い。コントラクター に しろ設計事務所 lζ しろ椛造設計は自社で乙なす場

合が多いが，やはり設{ j Ni関係は専門のメーカーに外注するためであろう

か。後出の「積算 ・見積」とも比較して特定の技術レベルを要求するよ

うな仕事は次第にその専門担当部門 /C集中する傾向が乙乙にも見られる

わけである。 1構造設計」では計算や図面作業が企画 ・計画 K まさって

いるのに対して . 1設備設計」ではまず企画 ・計画のウエイ トが高く建

築生産における設備の重要性がますます高まる現実を反映している。し

かし「構造 ・設備設計」の両者の合計がなお「建築設計J IC及ばない乙

とは. 1建築設計」における機能設計ないし怠匠設計という側面がやは
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乙当面 :;t

j E重量肱

り第一義である乙とを示すものだろうわ

建築はまず機能や窓匠が先行し続いて構造的な安全性や経済性，設fJlIl

k よる快適性や建築性能が決定されるのが普通である内従事率の数字は

乙ういった建築生産プロセスの中での設計が占める優位性という乙とを

如実 lζ 物語るものだと考えたい内

「その他設計J の中で最ら多いものは「住宅地」である《公的住宅地

や民間の開発による住宅地が今後一宿泊加する傾向があるわけだが乙う

いった群建築や再開発計画の領峻lζ 建築技術者特 lζ 設計・者が進出して行

くζ とは十分考えられる乙とである。「住宅地J ( C次いで「都市 ・地域」

の設計が多い ζ ともやはり上と問機の現象を示しているも のであろう 。

一般の「建築設計」と臭って，より大きなスケ ールでの設計lζ は，それ

なりの別のファクターが介入して来る 。一方，計画 ・設計段階での折衝

や調査作業にしても ，きわめてオルカーナイザー的役割lを果す必要も出て

来ょう。

今後乙ういった作業は設計者の資絡問題とも絡んで別の技術体系が十

分用意される必要があるものと考えられる。乙の場合の数字は官公庁系

が多いと考えられるのだが，どういった所J f s . 企業や組織の技術者が参加

しているのかは次のクロス集計までに明らかにしたい。

「積算 ・見積り」は「設計」と放んで・きわめて重要な職務である。当

然，数字 lζ もとれがあらわれて来ているわけだが，ただ問題は「企図 ・

計画 ・コストプランニング」のウエイトが予偲程大きくなかったという

ことであろう。それに対して ， i数百I計算」の比率がきわめて高い乙と

は「設計」段階で先述した窓匠面 ・機能面の決定がます. 行なわれて ，次

にその経済的チェックが続くととを示すものである今 「数品計算」はお

そらくどんな設計にも不可欠のものであるが，またきわめて機械的に行

ない得る職務でもある内近年 Ｎ ｦｦｬｾ 事務所がいくつか誕生している乙とは

よく知られている。しかし「見駁り」業務まで行なっているかと.うかは

確かではないの何人かの設計者にうかがった範囲でも「値入れ」までは

させないという乙とだった。乙れはひとつ は，建築生産における コス ト

チェックが個別の企業や組織での重要な業務ポイン トである乙と ，した

がって経営上の @ 開にもなっているわけである。今ひ とつは コス ト

単価が常 lζ 変動し ていたり ，また コン トラクタ ーの値入れは自社独自の

情報に依存していたりするために ，外注しにくいという乙 とが理由と し

て考えられるであろう。乙の意味で「値入れ」が「数fJ: 計算J (ζ 引き続

いて高いのはうなずける 。

「現場監理J 0  i企画 ・計画」と「施工図作成J がほぼ同じウエイ ト

で並ぶ。建築設計 は現場監理まで行なわないと本来の機能を完全に果す

乙とにはならない。建築設計機能の ｾ ｉ Ｚ ｬ でも特 ｬζ 生産的機能 は施 工 と の合

理的述統が目的 とされるわけである。そのために設計怠図を現場へ正し

く伝えるために ，現場での工事正|函や施工図作成が必務となるわけであ

る 。 @印で「企画 ・計画」が第 1位を 占めるの は設計図笹の延長と して

の「施工図」よりも現場での段取りがまず基本的に重姿であることを物

語るものであろう。コン トラクタ ーの設計者は自 社系列下等の下請労務
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者の段取りもする。 0 印で第 3位に「労務調達 J が来るのは乙の意味で

ある。

「非現場工務」では 「工事計画J が第 l 位，続いて「実行予算」であ

る。 i工事計画」 は前の 「現場監理」での企画 ・計画が果たす機能 と同

類のものであろう。現場での工程計画や段取りのシス テムが専門化して

行き ，オフィス内でのデスクワ ークになりつつある。現場にも幾分の企

画 ・計画的な仕事は残るであろうが，将来を考えて見た場合建築生産の

システム 化と ともにデスクワ ークとしての企画 ・計画の仕事はますます

増大するに巡いない。 しかし現在までのと乙ろ同じ現場を扱かう業務な

らばデスクよりも現場のその場で決定作業が行なわれる場合の方が圧倒

的に多い乙とが判る。

「行政」で最も多いのは「調査 ・資料」の作成である今乙の内容はや

は り企画や計画といった業務の条件づくりという乙とになろう。事実，

第 2 位は「計画立案」なのであって「調査 ・計画立案J としてひとつづ

きの業務 とすれば，ζ の両者で「行政業務」の半数近くを占める重要γ

業務となる。@印では「計画立案」が最も 多い。

一方建築物の指導や規制ということも法律で動く「行政」の場合は基

本的業務である。 i調査計画」とほぼ同率のウ エイ トで並んでいるのも

当然といえよう。 i 行政J (ζ 関していえる乙とは将来ともに上の 2 つの

業務機能が充実して行き ，互いに他を有nうものとなるべきことである。

その怠味で「調査」や「計画立案」は十分研究開発的な色彩を強強する

義務もあろう。 i行政」 ζ そが現実と理念とを明確に把握し認識するべ

きものだからである。

「研究教育」として直接関係ある もの は大学や専門学校が主であり ，

次lζ 企業や官公庁の研究開発部門であろうの今度の調査対象の中 (C大学

関係が入っていないので，詳細は不明だがやはり「行政」のととろでも

述べたように ，調査を通しての研究や計画立案の要詩が多い現在である

から ，その方向 iζ 進められていると考えてもよいであろう。建築におけ

る研究教育機関の役割については ，あらためて別の機会κ 特集が組まれ

るであろうから ，こ乙ではその必要性を指摘するにとどめたい。

• 

.  

表 8 ・1 勤務時間 ( 時間/ 迎)

40未満 | ω - 44 1  45- 49  I  50以上 | 不 明

45 I  311 208  I  21  18  

計

603 

週40- 44時間が最も多く ，次』ζ 週45- 491時間である。前者は平日 81時

間で土曜日が午前中のみ ，後者は日曜以外は全日 8 1時間勤務という乙 と

である。土昭 日が午前中 のみが多いのは一応当然といえようが ，土曜日

も8 1時間勤務というの は主として設計事務所 lζ 多いようである。所定の

勤務時間が決められていてもいわば， i第二の勤務時間」として残業時

聞が考えなければならない。むしろ所定勤務時間より重要なのではなか

ろうか。

表- 8 ・2 残業時間 ( 時間/ 週)

長崎思 |lL~高峰三主lr 首 |昔時里 |不 明 | 汗l

_3! J三日」乙1 ｾ Ｑ Ｑ 出ｾ 1  603  

上の表からも判るように ，残3長時間はかなり多いものといわねばなら

ない。 i オ レは残業はしない」という個人的怠志 ICかかわらず，当然の

労働時間と して取らねばならない義務があるように恩われる。紋も多 い

のが毎日 1 1時間程度の残業で，週tζ 5 - 91時間 ，次に毎日 2 1時間以上の

週 15/ 1 寺閥以上が続いている 。そ れから毎日 1 - 2 1時間程度の 10- 1 4時間

とい う乙とになる。中労委の調査によれば「建設」関係は長時間残業の

トップレベノレに位し ている。( 昭和42年 6 月現在 1人当り月間所定外労働時間数

全従業日平均33.1時間労務者平均62.8時H目。全産業平均では前者が22.4時間，後者が27.0時間)



残業時間が多い理由は，仕事の切れ目が時閥単位で明確なものではなく

ひとつの仕事がかなりの長時間を必要とするから ，勢い時間の切れ目よ

り仕事の切れ目で業務が遂行されるためであろう。休日状況について以

下の表を参照願いたい。

表- 8 ・3 休 日 数 (日 / 週)

1 日 2 日 3 日 不明 計

， 

554 4  12 33 603  

表- 8 ・4 祝祭日は休 日になるか

• 
|原な則るとして ! ならないなる 不明 計

498  69  18  18  603  

表- 8 ・5 休 日出動 ( 平均日 /月 )

1 日 I  2 日 I  3 日 I  4 日以上 | 不明

2ω I  83 I  18  I  2  I  296  

計-

603  

不明欄の296の中には休日出動「なし」が大部分含まれている ものと

考えられる。しかし半数以上が休日出動を強いられているのは「残業時

間」ともあわせ考えて，乙の職業の労働時間の多さを物語るものといえ

るだろう。職務別の労働時間の状況は今後の集計で明らかにしたい。

3. 仕 事 の 忙 し さ

建築職の忙 しさの程度はどう変って来たか，どのようにあらわれてい

るか，その原因はなにかについての集計である。

表- 9 ・1 この 1年間の忙しさはそれ以前にくらべて次のどれにあた

りますか

非常に | かなり I I かなり |非常に I

忙しく |忙し |変らない| ひまに | ひまに |不 明 |

なった ! なった 1 1 なった ! なった 1 1  

ω I  209 I  195  I  31  I  1  I  25 I  

計

603  

「かなり 忙 しくなったJ が 3 割強，続いて「変らない」がほぼ同程度

に並ぶ。しかし「かなり」と「非常にJ とをあわせて半数上が忙しさを

訴えている。

表 9 ・2 忙 しさのあらわれ

| 増えた |変らない | 減った

1. 残 業 時 聞 が 258 123 35  416  

2. 残 業 日 数 が 199 134 37 370  

3. 休 日 出 動 が 97 193  31  321  

4. 職 務 上 の 出 資 が 117  187  7  311 

5. 職務上の過失災害が 37 223 13 273 

忙しさのあらわれは ，やはり労働時間にあらわれている。特に毎日の

「残業時間」が増え，かつ「残業日数」も増えている。「職務上の出資」が

忙 しさのあらわれの第 3 原因になっているのは ，仕事の上でのつきあい

がひろくなり ，情報や知識入手のチャンスが多くなっている乙とをあら

わすものであろう。人とのつきあいは忙しさの原因になるものである。

「休日出動」は「変らない」が多い。という乙とは即日決定の性格を持

つ仕事が多くなっている乙となのだろうか。

表- 9 ・3 忙しさの原因

1. 仕 事 の 量 が

増えた |変らない | 減った
到

川

2. 仕 事 の 幅 が

321  I  77 22  I  420  

ひろく 1  "" .- ，，，， 1.，，， ｾ＠ ，>  .J. _I 

なった | 変らない |狭くなった| 計

一 一一 -

242 I  130  I  13  I 部

減った |変らない | 増えた |  計

3. 自分以外の担当者が 」一一一一_ ，一一一一一一l一一一一一一'一一一一一一

4. 仕 事 の 内 容 が

山 I 198  I  4o  I  359  

複雑 K 1  、| 簡単に |  引

なった |変らなし |  なった |  計

m I  139  I 7  I  388 

重くなった|変らない !軽くなった| 計

214  1  14 8 3  1  365 

速くなった|変らない |遅くなった| 計

5 仕事lζ 対する責任が

6. 仕事 の 遂 行速 度 が

199  153 18  370  

7. 仕 事 そ の も の が

変った |変らない 苦1-

122 一一一 ー 349  227 

8. 仕 事 の 外 注 率 が

減った | 変らな い | 増えた |  計

26  227 86  339 

「仕事由:J がまず圧倒的に増えて来ている。あらゆる忙しさの原因の

中で特に重要な ものである 。建築の需要そのものが今後ともに増加して

行くのであるが，一方で職務としても集中的に仕事長が蓄積されるパー

トがあ るのか も知れない。

「仕事畳」とともに「仕事の幅」や「仕事の内容」における拡大 ・複

雑化も主要な原因である 。ζ れらはどちらが先だとはいえない性質のも

のなのだが， r仕事の幅」がひろくなり ， r仕事の内容」が複雑になっ

たから全体として「仕事の畳」も増えたと解釈するととができょう。

「担当者」数は l 年前と「変ら ない」場合の方が多い。あるいは乙の設

問は 3 年とか 5 年のスパンで質問した方がより明確な回答が得られたか

も知れない。

一般に技能者と同様に技術者 も不足気味である とされており ，その中

でも特に高度な技術を持った技術者と ドラフトなどのようなかなりノレー

チンワ ーク的業務担当の技術者の不足が強調されているわけである。 乙

の意味から「過去 l 年」で担当者数が変っていないだけであって， ロン

グスパンでは全体として増えてはいるが，実質的にある特定の職務に従

事する技術者数はまとま った単位としては少なくなっている ものと考え

る必要がある。

「仕事の責任」が「霊くなったJ が多いのは 当然といえよう。また

「仕事の遂行速度」が「速くなった」乙とが注目されねばなるまい 。乙

れも全体的に建築の工期が短かくなって来ていることとも関係して，単

位々々の職務にもそれが影響している ものと考えられる。また仕事琵そ

のものが多いから次々と片付けなければ，企業や組織の営業上にも支障

をきたす場合があるわけであろう。

「仕事そのもの」は l 年前とくらべて「変っていない」のは，建築の

仕事は工期短縮の方向にあるとはいえ，まだ比較的長い性質のものが多

いか ら，当然引き続きの仕事に従事 している乙とが考えられる。さらに

建築技術的に考えて，設計や現場がそう簡単に個人として相互移動でき

るものだとも思えないから部や課，係として同じデスクに坐っていると

とに もなろう。

一方「外注率」は「変 らない」と同時に 「培えた」も相当数ある。ど

¢ような仕事が外注されているのかは乙乙では判らない。
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4. 賃 金 ・ 家 計

わが国における賃金体系はえらく複雑で変怪 (ζ 富んでいる。大体 「賃

金大系」なるものが考えられねばならな いほど諸種の賃金項目があるの

である。とれはもともと低賃金の実態を諸々の手当でカ バーするための

苦肉の策であるといわねばならない。まして後に も出て来るように決定

の方法 にも何種類かの原則があり ，実際に計 算さ れるときには ，それら

のミックスである 。したがって賃金休系のバリエーションは企業員の数

程もあるので‘ はなかろうか。

まず乙の種の調査は従来にも多く行なわれてお り，自分自身が調査察

lζ 書き込んだかどうかは別として ，調査結果ぐらいは少なくとも一度は

ど覧になった方々が多かったのだろうっ 90パーセン ト近くの方が何らか

の数字をど記入くださった。サラ リーマン もプロレタリアート も (結局

は同じ ζ とだが) また経営者一も金の乙とには一言なき人はないのであろ

つ。

表 10 ・1 既 婚 ・未 婚

既 婚 未 婚 不 明 音|

343 I  234 26 603 

約57ノマ一セン トの方が既婚である。

表- 10 ・2 賃 金 ( 昭和43年10月現在での記入)

Ｑ Ｑｾｾ 円 ＱＰＰＰ 円 ＵＰＰＰ 円 ｬ 万円 Ｓ 万円 Ｕ 万円 ， Ｗ 万円
l  回答計

未 満 以 上 以 上 。以 上 以 上 以 上 1 以上

1 基 本 給 I 0  1  0  0  122 1ω | ω 1  47 528  

2 時間外手当 7  157 140 4  
。

401 

3 現 場 手 当 4  29 7  
。 。

43 

4 役付 手 当 l  25 30 
。 。

108  

5 特 勤 手 当 5  28 11 8  
。 。 。

52 

6 通 勤 手 当 17  256 11 3  
。 。 。

287 

7 住 宅 手 当
。

72 23 2  
。 。 。

97 

8 都 市 手 当
。 。 。 。

58 

9 その他手当 I 19  即 41 1  41 5  l  
。

236 

10 手 当 合 計 1 0  1  45 1116 I  200 23 1  3 「司 341

ぱ 金 合 計 1 0  1  0  0  1  34 I  216  1144 1138 1  532 

まず「基本給」は 1 3 万以上 5 万未満」が約半数である。次l ζ 1 1万

以上 3 万未満」と 15 万以上 7 万未満J がほぼ同数である。にわかにそ

の中間を取るのはやや危険であるが，差 し当たり今の場合平均基本給は

4 万円前後と いう 乙とにな ろうか。前K 平均的建築技術者氏の年令を:::0

才師j 後と仮定したが( 表- 6 ・4 a ) ζ の年令で基本給 4 万円という乙

とになる。乙のレベノレは一般的に他産業と比殺しても高くはない。むし

ろ低いと断定しでもと不満はあるまいと恩われる。

「基本給」の低さは ，そ乙はそれ 「手当」という ζ とでカバー される
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わけである。 1手当合計」は 1 1万円 以上 3 万円未満J Iζ ピークがあ

る。乙の 「手当」がいわば「第二の賃金」と しての意味を持つ乙とは先

に触れた。

「基本給」と「手当J を合計して「賃金総額」を見る とやはり 13 万

円以上 5 万円未満J Iζ ピーク があるが，そのピークの前後の傾 き方から

見ると . 1基本給」とは逆に 15 万円以上」の方lζ ふくらんだ形が出て

いる 。つま り「基本給」が少な目 lζ 傾くのに対して「手当」が逆方向のイ

ンパクトを加えて不足分を補ぎな っているという乙とができるだろう。

したがって平均的建築技術者氏の月々の賃金は . 4 万円以上 5 万円未満

でやや 5 万円レベ、 J レに近いのではなかろうかと推定されるわ けであ る。

n  

J・'

表- 10 ・3 ボーナス ( 昭和42年度下半期 + 昭和43年度上半期)

5 万円未満 1 5 - 6 万円 I 7 - 9 万円 1 1刊

35  I  18 1  41 1  97 I  83 

20- 24万円 125- 29万円 I 30万円以上 | 不 明

53 I  42 1  127 I  97 

計

603 

普通年K 2 回のボーナスが毎月の賃金の低さを部分的に おぎなう乙と

になる。表- 10 ・3 ICよりボ ーナス額分布をど検言すいただきたい。 10万

円未満が15. 5 %. 20万円未満が29.99ぢ，30万円未満が 15. 896. 30万円以

上2196である。中央公論社の行な った調査( 別問中央公論昭和43年夏季

号114P) によるとボーナス年閣総額の分布は 10万円未満4. 296. 10万円

から 20万円未満40. 296. 30万円未満31. 896.  30万円から 17.89ちとい う結

果がでている 。建設産業における ボーナスの低さは歴然としている。ま

た今回の調査では30万円以上が 120万円以上30万円未満」より多いとい

う理由は今はっ きり しない。

以上の賃金による収入は家計総収入のうちでどれぐ らいを占めてい る

か。

表- 10 ・4 賃金の家計総収入に占める比率

l 0096 175%以上 15096以上 附 未 満 | 不 明 | 計

372 I 即 I 31 I  43 I  50 I  603 

上表からも明らかなように. 60パーセントの人が賃金のみで生活して

いる 。 しかし残 りの30ノマ一セントが何らかの形で他から収入を得ている

乙と ，すなわち好意に解釈すれば，賃金だけではやっていけない状態に

あることをはっきり示している。「不明」つまり回答拒否の多くもそうだ

とすれば，斗Oパーセントの人が他収入あり というとと になるわけである 。

表一10 ・5 家 計 の 状 態

'  

非常にき |かなりき|普通だ | かなり 1 非常に I- r  nn I  
りつめて|りつめて| と忠、 |健全だ |健全だ |不 明 |

いる |いる |  つ | と思う | と思う l ' '"  I  

67 I  191 1  257 42 11 1  45 I  603 

自分の家計の状態が「健全だと思う」人は 8.8 パーセント fC しかなら

ない。いろいろやりくりして，どうにか家計が保てる レベルが圧倒的に

多いわけである。 1普通だと思う」人も必ずしも家計総収入が月給のみ

でまかなわれているとは| 浪らないのであるから，それだけアルバイ トや

配偶者によ る収入を期待している乙 とになるつまた「き りつめている」

と答えた人は . 1普通J のレベノレにまで達するために今までのアルバイ

トを強化するか，あらた!と何らかの手を考えないと不可能と いうべ きで

あろう。

表 10 ・6 家 計 圧 迫 費 目

食費 |税金 |護 楽 調 住 居 間 養 育 問 脚 光 熱 質 向 生 資 そ の 他| 音l

m い85 I  168 I  157 73 1  57 22 い4 1 27 い，029



、，

上表は家計圧迫'i'l. 目として 2 つ選択 した ものを多い11即E 並らべたもの

である。 したがって計は調査サンプJ レ数より多 くなっている。前記の中

央公論社の調査でも食費がまず トップに あり，全体の38. 9パーセントに

挙げられている。今回の調査でも31パーセ ン トを占めている。税金に対

する不満が多いのはいうまでもないが，一方住宅が家計を圧迫する率が

小さいという乙とは何らかの形で住宅 [ζ 対する補助手段がとられている

もの と見てよい。乙ういう結果が出るのも ，所属企業組織にそれだけの

余裕があるケ ースが多かったというととになろうか。

最後に「あといくらあれば "健康で文化的な生活" ができるか」の問

lζ 対して

表- 10 ・7

3 万円 I 1万円川5，000円 |十分足り I ..... ，，' -1"'， I  -r. " "  I  

以 上 |以 上 | 以 上 |ている | その他 |不 明 |

302 I 233 I  12 I  13  I  8  I  35 - 1  

計・

603 

家計の状態で「普通だと思う」人以下のレベソレが最低 l 万円は余分に

欲しいと患っていると考えてよい今

5. 給 与 の 決 め 方

わが国! とおける賃金給与の決め方には古くからの「年功序列制」をは

じめとして ，i 職能給」や近代的労務管理の成果を取り入れた「職務給」

の三つがまず基本としてある。厳密にいえば，乙のうちのいずれか一本

ですべての給与負ー金休系が通されているのではなく ，互いに併存混合し

たものとして適用されているわけである。

表 - 11 給 与 の 決 め 方

年功序列制| 職能給 |  職務総 |  その他

260 I  231  I  52 I  37 

計

603 

表で見るように長 もオ ーソドックスなタイプの「年功序列制」がトッ

プで，やや少な自に「職務給J が続いている。 i 職務給」は基本として

「年功序列J を置いている。その上11: i職制J や「職群J 1ζ 対応した形

で昇給額ないし昇給率が決められているものである。したがって同一職

務同一職歴で賃金が異なる場合も山て来るわけである。一方「職務給」

はまだ全体の10ノマ一セント 11 : 満たないが，今後近代的な労務管理体佑I j が

強化されるにつれて，乙の賃金方式へ漸次切りかわって行くものと考え

られる。賃金を決めるのはいずれの方法( L しろ上部からの一方的な J レー

トを通る乙とになるわけだが， i職務給J の設定は企業への貢献度によ

って判断されるべきものだから ，賃金斗争はますます高度に絞られて行

く必要のあるものだろう。

6. 仕事と給与との関係

各自の受け取る賃金は各自の置かれている環境の比較でそれぞ‘ れ多

い，少ないの受け取り 方が出て来るものである。今までは労働時間，職

務，賃金額そのものの各項目についてのみ検討して来たのだが，乙乙で

それらの簡単なク ロスの質問を試みて賃金怠識を考えて見ょう。

表- 12 仕事と給与との関係

| 多い |議 |少ない12t |不明 | 計

1. 担当する仕事の内容に対

52 87 372 67 25 603 
して

2. 同年代，同じ立場の他の

36 109 395 42 21  603 
職業にく らべて

3. 同年代，同じ立場の他の

37 155 322 58 41  603 
職務にくらべて

4 開業，同職務で他の企業

61  I  181 271 

組織にくらべて

5. 自分の真の能力に対して 26 I  98 344 108  I  27 603 

全般的lζ 何と比較しでも，自 分の賃金は少ないと思っている率が60パ

ーセント以上を占めている。まず「他の職業」との比較での低賃金性を訴

えているものが最も多い。乙れは高校や中学校時代の同窓生などと比較

したり ，あるいは一般に公開されている賃金実態調査からの知識に基ず

いているものと恩われる。次 lζ 自分の「仕事の内容J 11: 対して賃金が低

いという項目が続く。つまり ，これは換言すれば自 分の働らきに対 して

の見返りが少ないという乙とに もなろう 3 ちょっ と注意しなければなら

ないのは ，全体としてホワイトカラ ーのエリー ト屈ない し準エリ ート 屈

の調査では ，常lζ 自分を高く自己評価しようとする傾向が見られる ζ と

である。乙の場合にもそれが該当すると判断するのはいささか残酷とい

う乙とになろうか. . .ー 。同様のことは次位11: 来る 「自分の能力 lζ 対して」

賃金が少ないという乙とにもあてはまるつしかし「判らない」が 山8あ

るという乙と ， i 多い」がお という数字は，あるいは本当に「自分の能

カ」を測りかねていると見る乙ともできる。続いて「他の職務」にくら

べての322 i 他の企業や組織 J K くらべての271 とな る。

7. 職業選択の理由と現在の評価

そもそも最初に建築を選んだ理由は必ずしも永続しない。乙の項目は

そういう意識のズレを見るために行なったものである。戦務別に集計す

ればー胞はっきり判るだろうが，クロスの分析は次回にゆずりたい。

表 13 機業選択理由と現在の評価

ｼ 量初 ｾ ｉ 霊在福
1. なんとなく成り行き上 129 16  

2. 親，親類11 : 建築関係者がいた 135 1  

3. 入学した学校の関係で 264 10 

4. 建安築定の仕事ははっきりした技術があり経済的に 136 9  

している

5. tS.1v…  55 5  

6. 将来独立の可能性が大きい 18-1， 32 

7. 建動築の芸事術的なと乙ろ! こ魅力を感じその創作活 275 22 

11:従

8 建築の社会的側面姐し社会への貢献 l  169  32 

9. それまでに受けた技術的 ・工学的知識を生かす 39  4  

ため

10. 建築技術には応用関連範闘が広い 49  18  

11ーその他 43 4  

12. 最近は建築の仕事などやめようと患っている 42 

13. 身についた考え方，技術，社会的信用の発揮は 194 

乙れか らf二

14  今後は質的に高度な研究開発的仕事をするつも | 149  

り

そもそも最初に建築関係の職にっこう とした理由は ，まず「建築の芸

術的側面J での魅力が大きい。乙れは一応大部分の技術者にとっての理

由ともなるだろう 。次lζ 大学ない し工専に入学する際の進路決定で，文

科系か理科系か ら始まっていわば消去法で建築を選向し たむきもあろ

う。意外 lζ 乙の理由も高いウエイトを占めてい る。次|ζ 大きく下がって

「独立して自分の仕事ができる」という可能性lζ 慈かれたものが多い。

乙れは最初の「芸術的側面J での魅力と裏腹な関係にあるもの と恩われ

る。乙れとほぼ同数だけ「建築の社会的位置 ・意義を認め」たものがあ

る。乙の理由はある磁の怠識をかなり強く持ったものである。具体的理

由として後述する現在の評価にもそのままスム ーズにスライドして考え

るととのできるものであろう。以下「建築の技術的確実性 J i 親や親類

に建築関係者がいた J i成行き上なんとなく」などがつづく。

乙の項目の選択は自由 !ζ 何個でも選んでいただいたものであり ，回答

全数は調査数のほほ 2 倍強にあたるものとなった。全体としていえる乙

とは，建築が造形芸術としての性格を持ち ，これは自由な創作活動への

101 



あ乙がれを刺激するものであると乙ろから一一おそらくそ の理由で学校

教育を建築に選んだ、場合も多いだろうがーーまず最大の職業選択塑由と

してあげる ζ とができるだろう 。

i欠lζ 乙の職業を何年か続けて来て現在考えている乙とや ，職業lζ 対す

る評価 ，あるいは逆 (ζ 「相変らず続けている理由 」をひとつだけとり出

していただいた内乙れによると ，まず抽象的だが「今までに得た技術や

信用 ，ものの考え方」を今後も っと発展させていける見込みがついたか

ら続けている ，が第 I 。次lζ より積極的に新しい分野に従事して建築関

係の「研究開発J Iζ 意欲を燃やしているタイプが続く。乙の回答の中身

をばらすと ，まず「建築の社会的役割」についての認識が深まって乙の

方面での活躍を期待するもの ，また「独立して事務所等を設ける」乙と

で，自己の創作活動と経済的安定性ないし向上を目的とするものの 2 つ

に分かれよう e 一方「建築の仕事などやめたい J という回答が42あった

乙とは ，どういう理由からであろうか n

全体としていえる ζ とは，建築が創作活動の対象として認識され選択

されていることが挙げられねばならな( ， '0 乙れはそ もそも最初に選んだ

理由 としても ，今後の見通しとしても指摘されたウエイ卜が高い乙とに

あらわれている 。とζ ろが現在の評価という乙とになると ，それに優先

した形で建築の「社会的評価J を重視する乙とになる 。

まととに建築は社会的産物なのであり ，技術的にも美的にもまたその

人間lζ 与える有形無形の効果影響lζ も単なる不動産以上のものがあるわ

けた) まして建築にはデラ γ タスオフィス ビノレから ，木賃アパート まで

|槍肥i絡差のはげ しい乙とに気がつけば ，建築を通しての経済社会認識も

鍛え上げられざるを得ない。乙乙に建築活動の社会的役割lを積級的 IC評

価する条件が生まれて来る乙とになるのである 。 しからば「社会」の方

は建築技術者の乙の考え方をどのように支持 してのばして行くか。乙の

問 IL対する適確な答はまだ誰も十分には出していない。

8. 仕 事 の や り が い

労働条件，仕事の内容，それへの意志などを総合しての仕事への評価i

や反省を聞いて見たものが次である。

表- 14 仕 事 の や り が い

1. 仕事のやりがいや満
ある |  ない ｾｾらない 不明

足感はあるか
114  216 23  603  

2 自分の気質 IC合って

合って | 合って

し、るし、なし、
やj らない 計

し、る均〉

132 128 21  603  

3 自分の能力を発将1で
できる できない 判らない 不明 計ー

きるか
294  149  137 24 603  

4 会社や役所の中で重
恩う 思わない ?tJ らない 不明 計

裂な仕事だと恩うか
378 88  118  19 603  

102  

建築を一応肯定して積額的 lζ 取り組もうとする姿勢を前 K 見たのだ

が，一方職場での具体的な仕事の進め方を通して見た場合には「仕事の

やりがいや満足感J の程度はそれほど高いとも思えなし、。 i 判 らない」

項目が回答の約35パーセントあるという乙とは仕事の意義と現実とが十

分密着していないジレンマを示す ものと考えたい 。問機の乙とは「能力

発揮」が「できない」と「判 らない」で全回答の50パーセント弱ある乙

とにも示されているだろうっしかしながら ，仕事そのものは 「会社や役

所の中で重要な仕事である」という回答にあらわれているように ，依然

として積極的評価には変りがない。 i 気質( こ合っている」と答えるのは

一応当然だろう 。

9. 仕事への取り組み方・組織

では i磁場ではどのような体制を取って仕事!ζ 取り組んでいるのだろう

か。その命令系統はどうなっているか。また個人の持つイニシアティブ

と責任の関係はどうか《

表- 15 ・1 仕事への取り組み方・ 組織

1. 係や課などの所属職員全員でひとつの仕事 IC とり組む

2. あらかじめ個別のチ ームが組まれていて仕事単位，チーム

単位でとり組む

3 仕事どとに特定のチ ームが組まれて一貫して仕事をする

4 仕事の責任者の指示 [ζ 従い各人の職務 IC応じて個人的に仕

事にとりくむ

5 そ の 他

79 

76 

176 

258 

20  

ダフツレ回答で・あるか ら，合計は調査計 {ζ 一致しなし、。 乙れで見るかさ

り個人的な仕事従事が圧倒的に多い 。隣のデスクとは一応異った仕事を

しているものと見なさざるを得ない。チーム単位で仕事をするのは主と

して設計事務所が多いのではなかろうかつ

表- 15 ・2 命 令 系 統

L 上司から与えられたものである I  506 

2. 自分から申 し出て仕事をすることを認められたものである I  46  

3. 職能IJや立場に無関係K 自由にやっている

4. そ の 他

5. 不 ｉｾ 月

表- 15 ・3 イニシアテ ィブと責任

1. 遂行するのに十分なイ ニシアティブを持っている 。同時に

責任も重い

2. 遂行するのに十分なイニシアティブはない。しかし責任は

重い

3. 遂行するのに十分なイニシアティブを持っている 。 しかし

責任は重くない

4. 遂行するのに十分なイニシアティブは持っていない 。同時

lζ 責任もi l l : くない

5 そ の 他

6 不 明

7.  計

26 

17  

8  

170  

204  

95  

110 

3  

21 

603  

命令系統やチ ーム編成などにより各人が仕事lζ 対して持つイニシアテ

、.



ィプ( 主導権) も責任も異なるものであろう。クロス集計で乙の点は明

らかにしたいが，乙の報告では; 一応の状況把握のみの検討にしたい。

(1X3) の合計で「イ ニシアティプ」を持 って仕事に従事する数を見ると

265 となる。全数の約 45ノマ一セントである。乙の率で見る限り，与え ら

れた仕事を自分の職務や職制の制限内で自 由に遂行できる余地はそれほ

ど多くないものと考えられる。事実「イニシアテ ィ7' を持っていない」

の回答が半数以上 ((2X4) の計〉を占めている乙とからも判断できるだろ

う。一方「責任」について見ると . i 重い」が(l X2)の 374 で. i 重くな

い」の 205 をはるかに超越している。 i イニ シア ティブ」には十分恵ま

れていないが，与えられた仕事は一一おそらく指示にしたがって一一遂

行せざるを得ないという「重厚感」が常に身辺 lζ 漂っていると見るべき

である。要するに「仕事はきつい」という乙とができょうか。ダイレク

トlζ 「イニシアティブの無さ」と「責任の重さ」を同時に感じている回

答が204で，全体の34パーセントを占 めているう

10. 将来の見通し・仕事内容の変化の予想

乙れ! と対する態度や考え方も自分の現在従事している仕事の評価を示

す一面を錠供してくれる乙とになろう。前に見た表一14で，仕事の企業

的重要性を強く支持している乙とで ，われわれはそれを「積続的評価」

と考えていたのであるが，その別な側面からの質問回答である。

表- 16 仕事の将来見通し

1. 作業的要素が増々強くなって機械でやる方が能率があるだ

ろう

2. 研究開発的要素が大きくなって専門の知識 ・技術が要求さ

れるだろう

3 今の仕事そのままの形で分化 ・分離が進み専門化するだろ

つ

4. 関連職域と統合されて別の職務としての専門化が進むだろ

つ

5. そ の 他

6.  計

80  

301  

163  

88 

26 

658 

回答は夕、フツレ回答である。ここに見る限り仕事の「研究開発的要系の

大きさ」が非常に高く認識されている。乙れもク ロス集計でない乙とで

職務別集計ができていないが，全般的 lζ 何らかの形で「専門化 ・分化」

の進行を予想している乙とになる。それがより高度な技術基盤を持つも

のになるか，あるいは「専門化して単純作業」になるかといえば，前者

の場合を想定する率が圧倒的に高くなるわけである。集計された数乙そ

少ないが. (2) の回答の場合でも，回答者の心の隅には(1)の気持が全くな

いとはいい切れないのではないかとも考えられる。それは現在自分の従

事している仕事にもやはりノレ ーティンワーク的なものが相当多くあるこ

とは否定できないし ，しかも日常業務の大部分はそのために貸されてい

るわけだ。それはおそらく「単純反復機械化」の業務になって行く乙と

だろうが，それではもっ と基本的なものとして何が残るかとあらためて

問いかえされた場合には ，明確になっていないが，とに角 「より研究開

発的な仕事」に したいとい う願望から (2) を選んだという ケー スが多くな

ったものと考えるからである。

「関述職務との統合による専門化」が少ないのは建築プロパーの技術

鎖成ではすでに既存の業務ノマターンのバリエ ーションが多いため ，とく

に社会科学や自然科学の他の分野との コンタクトがなくても業務遂行が

可能であるという状況からの判断であろう。

11. 労働条件に対する要求

精神的にも肉体的にも「仕事はきつい」のだが，それを解消するため

に建築技術者は何を望み ，何を要求しているか。時聞か ? 金か ? あ

るいは仕事そのものの内容か ? ずっと今まで見て来た調査結果から ，

自然に浮かび出て来るひとつの建築技術者像があるわけだが，彼は不足

しがちな賃金収入と延長しがちな労働時間1 ( . 物理的 IC圧迫されながら ，

なおも所期の目的を達成するために建築に夢を託している。にもかかわ

らず，日常の業務はどちらかといえば，快適ではない方lC傾きがちであ

り，各人がそれぞれの不平や不満を持っていると見るととができる。そ

れは逆にど乙をどうすれば，より働き やすい条件をつくる乙とができる

かという意志にも変化し得るものである。具体的にそれを質問したもの

が，次の表の結果となった。

表- 17 諸 要 求

。。

I 実働勤務時間短縮 198 20  

2. 拘束勤務時間短縮 152 18  

3. 休日増加 166 12 

4. 福利厚生施設の充実 229  13  

5.能力や気質に応じた仕事 317  62 

6. 要員増加で仕事iil の軽減 175 37 

7 機械や設備の充実で仕事由の軽減 120  15 

8 職能 ・職務 IC応じた賃金上昇 280  55 

9. 段低賃金の上昇 175 36 

10.職場の人間関係の緊密化 256 41  

11. 職場や企業のポリシーの明確化 293 95 

12. 経営主義の廃止 44 1  

13.主任同僚の理解 140 4  

14ーそ の 他 13  4  

15.  計 2. 539 I  419 

0 印はとにかく要求するもので@印は最も要求するものひとつ ，であ

る。 O. @とも第 1 . 2.  3位までは項目として 同じものが占めてい

るの 0 印では第 l 位「能力気質1 ( . 応じた仕事J 2 位「職場でのポリシ ー」

3 位「職能 ・職務lζ 応じた賃金上昇J となる。@ではO の順位の l 位と

2 位が入れかわっている。 3 位は同じである。

要するに「好きで得怠な仕事をやらせろ ，そしてなによりもそれをや

らせてくれるような企業ポ リシーをつく れグ」という乙とになる。ま

た，少なくとも「重要な仕事をしているのだから ，それに見合う賃金を

くれ」 という要求に なる。 0 印と@印の第 l 位，第 2 位の転倒は考えて

見れば意義深い。「職場や企業のポリシ ーJ 1 ( . 対する不満は広く社会全

体のしくみに対する不満と見る乙ともできるだろう。その不満がいわば

階層的社会ではいやされる乙とのできない不満なのか，あるいはフツレジ

ョワイデオロギーの社会でも級制の上昇 とと もに解消して行く不満なの

かははっきりしないが，いずれにしても ，論理的な技術が正しい窓l床で

生きる社会は達成されなければならない。獲得した技術や訓練 した能力

が生かされるのは ，おそらく技術者の階層性が資本貢献度において決定

される社会においてではないて‘ あろう。

12. 職務別接触職務範囲

建築はある特定の職務のみで完成されはしない。かつて巨匠の時代と

いえども建築生産過程は多くの人の手によってになわれていた。先』ζ 見

たように現在ではかなりの王草門的職務が存在し ，それらの連動により生
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J!iプ ロセスは進行する。した がって職務間の コミュニ ケーションはす乙

ぶる重要な促進作用を及ぼすことになる。次の連続する 3 窓の表は自分

の担当する職務別の接触職務の分類頻度を表わすものである。

「担当職務」の欄は ，調査票で「最近一年間に従事した主な仕事ひ と

つ( 表 7 の @印) 別 lζ 集計し . 1銭触職務」分類は同上の分類と その

他必要なものを追加した。 1施主J を職務として挙げるのは言葉として

不適当かも知れないが . 1接触職務」の意味を. 1業務上での主主見の交

換や打合わせ なとのた めにつきあう相手方の立場分類」とでも理解すれ

ばさしあたり問題はないであろう 。

ま7こ各職域別の集計では，一応「建築設計事務所( 表 18 ・2) J と

「建設業( 表一18 ・3 ) J の2 種に[: 良った。官公庁関係，メーカー その

他は若干分類基準を変更する必要があると恩われた乙と ，サンフ。j レ数の

小さいことか ら割愛した c ただし表- 18 ・l の総計では回答全数の集計

値が記入されている。

同種職務側は無記入である が，こ れは 「担当職務」サンプノレ数と同値

であるものと考えていただきたい。たとえば ，表- 18 ・1 で「設計職務

担当」は回答全数で205であった。乙の 205 は同一職場の上司や同僚を

「接触職務」としていることは明白だと考えたからである。

全体的に読み取れる乙とは . 1設計職務」の場合 lζ 他の職務との接触

頻度が抜群に多いことがある。特lζ 「施主」との接触が多い乙とはいう

までもない 。同時に設計段階で「構造J 1設備」担当からのア ドバイス

を受けるなり注文を出すなりの点でかなりの接触度がある。

11没計J iζ つづいて ，幅広い接触を必要とするのは . 1設計事務所」

では「見積積算」担当職 . 1建設業」では「現場監理」担当職である。

殊に前者の場合 . 1建築J 1機造J 1設備」のいずれの設計担当 とも 同

表一18 ・1 担当職務別接触職務頻度分布表 (全職群総計)

ぷ ??行[与片手陣Z14事苧

建 築 設 計 16 7  18 4  26 6  

構 造 設 計 67 4  8  1  11 l  

設 備 設 計 78  15  12 2  13  1  

見 積 ・積 算 63 14 3  l  18  l  

非 現 場 工 務 2  .. 
。 。

7  12  
。

現 場 監 理 59 4  4  17  8  2  

話 業 35 i  2  9  3  14  
。

施 主 98  15 8  16  5  27 7  

官 公 庁 66  10 4  8  l  13 

建 設 業 者 42 6  1  11 
。

12  10  

下 請 業 者 25 11 4  16  2  20 
。

メ ー カ ー 40 3  5  12  l  2  
。

他 設 計 事 務 所 22 5  1  14  6  17  2  

研 究 教 育 機 関 10 1  
。 。

3  
。

2  

昔l'
1  629 1

109 
1  ..3 1

1
..
8  

1  37 1 185 1  32 
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程度の頻度で接触して いる乙とはおもしろい。一方，後者の場合 ，まず

「施主」が トッ プであり ，次に「建築設計」と「下請業者」が並らんで

いる 。 1他設計事務所」が 14と多いのは ，施工請負のみの場合を示すわ

けであろう。

今回の調査ではその建設業における「設計施工一貫」の割合は調査し

ていないのではっきりした乙とはいえな いが「建築設計 j の16とほぼ並

らぶ乙とから . 1設計施工一貫」率は乙の調査対象に限る範囲では ，そ

れ程高くないと見る乙とができょうかc

表- 18 ・2 担当職務別接触職務頻度分布表 (設計事務所)

よ空!??量
設計 構造 設備 見積積算

97  7  4  8  

建 築 設 計
戸d  

4  6  3  

構 造 設 計 50 2  6  3  

設 備 設 計 50 6  6  3  

見 積 ・積 算 35 4  2  3  

非 現 場 工 務 9  
。 。

3  3  

現 場 監 理 19  
つ

l  3  

営 業 8  
。 。

l  3  

施 主 52 2  3  4  l  

官 公 庁 行 政 25 l  2  2  
。

建 設 業 者 24 4  l  3  l  

下 請 業 者 5  i  l  l  

メ ー カ ー 20  l  4  
。

研 究 教 育 機 関 4  
。 。 。

他 設 計 事 務 所 4  
。 。 。 。

計 305 29 17  41  21 

表- 18 ・3 担当職務別接触職務頻度分布表 (建設業〉

」♂j

設計 構造 設備 見積積算 非工現場務 現監場理

42 18  4  20  9  38 

建 築 設 計 5  3  9  4  16  

構 造 設 計 12  2  l  8  

設 備 設 計 15  4  3  2  8  

見 積 ・積 算 19  l  l  l  12  

非 現 場 工 務 15  6  
。

4  9  

現 場 監 理 24 10  3  8  8  

営 業 22 2  2  7  3  7  

施 主 34 12  4  11 5  22 

{  邑

公 庁 17  8  2  2  l  8  

メ ー カ ー 12  4  2  3  l  l  

研 究 教 育 機 関 2  
。 。 。

3  
。

他 設 計 事 務 所 l  3  
。

10 6  14  

下 請 業 者 17  9  3  13  2  16  

昔「

×  ×  ×  

最初に乙とわったように ，乙 の調査はとちらかといえば，エリ ー ト企

業に属する建築技術者の調査であり ，それなりにその笑態をいくぶんで

も反映 していると思われる。下請企業 lζ 働らく技術者や建設技能者を含

めたもうひとつの実態調査を行なって ，今回と 比較検討すれば，建築産

業に働らく技術者の実態がかなりうきぼりにできる と恩うが，乙れにつ

いては別の機会にゆずりたい。

最後に調査にど協力いただいた各位に感謝の意を表するものである。

、，
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本号は「鐙築産業」における現代的な問題をそのシス テム とメカ ニズ

ムという観点でもって明るかにしよう としたものである。との程度乙れ

が達せられたかは ，はなはだ心もと ないのであるが . i建築産業」を観

る視点を全体として貫ぬき通しているならば，細部はと もかくとして諸

者は一応了とせられた し~なにしろ は じめの部分にも普いたように「建

築産業」というものはまさに 「砂の ような巨人」なのであって大きくも

小さくもつかみ万次第のつかまれ方をするものなのである。個別的な企

業や組織が個別的な連動をする 3 その中で次第に大きなひとかたまりが

できて来る 。そ して産業 としての二重三重の格差が形成される。常にそ

れは進行して来たのだが，ょうやく建築におけるその状況にも研究や分

析のメスがふるわれようとしているかのようである。どのようにも変身

する砂のような建築産業をはっきりした方法と思想とで認識する乙とを

急がねばな らないであろう包

われわれ編集スタッフはこの観保を「建築産業の社会的成立条件J と

「建築技術者の社会的存在条件」 とを検討する方向で確かめようとし

たc そして個別的な運動を必然とする論理一資本の論理ーと「建築は社

会的生産物である J ということの結ひ‘ つきを建築が資本主義的表現体で

ある乙とを通して，いくらかでも明らかにし得たと自負している 3 しか

し本来の問題はそ乙か ら先であっていか! とすればヨリ合理的な社会的生

産物としての建築をつくり出す乙とができるかはこれからも多くの努力

と蓄積を必要とする n

建築には「資本の論理」と同時に「空間の論理」が作用 しているの

「資本の論理」は極めて必然性lζ 宮むととろの「機能的産業」の形成を

促進させるものである つ乙のこと自体は「建築産業」の発展のための 7

イナスの要素なのではなく ，本文の中での論述のようにいついかなる体

制にあっても要求されるらのなのである。しかしそれは「建築空間」を

全体として人間生活のために奉仕させる論理と しての「空間の論理J IC 

よって擁護されていな ければ生命の ない ものになろう。 われわれが現在

まで見て来だ悠築の多く は，この 「空間の論理J ，ζ 乏しかったという乙

とができるわけ だが，一方謙虚に反省して見て ，乙の新 らしい論理が充

分鍛え上げられていると も恩われないのである 3 建築産業を 「機能的産

業」としてのみとらえるとらえ方は建築の将来を誤った合理性へと導く

ものである η われわれはすべてのわれわれの生活空間をわれわれ自 らの

ブJ で構築 して行くべきなのだm やや極端に ，誤解をおそれずにいえば，

「機能的産業J が提供してくれる「空間J は，現実 lζ われわれが経験し

ている ごとく ，腐敗と汚辱に まみれている η どんな粋な装いを乙らそう

とも ーそ うすればする程一われわれの 「生活」からは縦脱する何物かを

l首長させ て行くばかりなのである。

いうまでもなく建築は基本的な生産要紫の上{ 乙独得の生産関係を形成

し，そして一定の創造の論理 lζ 先導されて生産されるものである。乙う

いう 111広いパースペクティブを取るならば，おのずと建築に関連する分

野 ・領域の拡大が予;也、されて来るわけだが，われわれは今後 ともζ の観

点、を守って多くの問題を検討して行きたいと考えている。たとえば「建

築技術J の問題として本文中でもしばしば触れたように ，企画計画の技

術の展開がヨリ進行する であろう《よくいわれている よう K 組織のため

の技術 ，過程やネットワー クの技術といった ものがどう しても必要にな

って来る。そしてコンピュ ーターが受場するのであるが，建築産業 ・建

築生産へ コンピューターはどのように適用されていくか ，を取り上けて

見たし、。また技術教育としての建築教育のあり万に対する反省が各界で

見受けられる。何事によらず教育は大変なものなのであるが，建築教育

では何が問題になっているのか，未来の建築 lζ 対して現在の建築教育体

:1日lで‘ いいのか，が検討される必要があろう。乙れは著しくイデオロギー

の領岐にも関係して来る。

また建築の合理的生産は建築群や都市 ・地域のスケ ーノレの中で検討さ

れる側面を持っている、建築 lζ 物理的な エネノレギーを供給する乙とによ

って ，完全な営みを約束する都市的諮設備の建設や生産 についてもはっ

きり した理論がつく られねばなら ないだろう 。

まだ他 lζ も様々な諜題が展開され るだろう 。 しかし今回はその問題を

チェックするための基礎的考察として本特集を編む目標とした。諸者各

イ立の御判断を願うものである 。最後に 乙の特集を編集するに際して多く

の方々の御援助をいただいた。誌面を借りて感謝を表します。

( 編集幹事島津良樹)
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7 6 施 工 部 門

大型プレハブ工法とシルバークール構法について

国際的な基準から見ると標準サイズともいうべき大きさのパオJ レを用

いる公団型 P C工法を大型 P C版工法というのは ，乙れより小型の公営

テラスプレハブ版と比較 しての乙とと思うが，乙れは T 度20階程度のビ

J レを超高居ビ J レと日本流に大げさに表現する類であろう 。私があえて皮

肉めいて乙ういうのは ，ますます大型化するフ。 レハ ブ建築の世界の大勢

をハッキ リ認識 して載きたいからである。

過去の長い間，建築部材は ，煉瓦，ブロック， 3  x  6 の板類などすべ

て7 ンパワーを単位としてつくられた。それが 10数年前欧州にタ ワー ク

レーンが出現してか ら，マシンパワーのl時代に入り ，タワ ークレ ーンの

最も手頃な吊り荷重が2 t  - 5  t であり ，乙れはまたノレ ームサイズのコン

クリ ート 版 l 枚の重さに相当するので ，乙の大きさが広く普及するよう

になった。版の面積は 10rrf - 20rrf 位である。

ζ れに対して最近はクレ ーンの大型化lζ より ，プレハブ部材もさらに

大型化する傾向にある 。 2 階分あるいは 3 階分の段を単ーパネノレとした

もの ，4 階分の通し柱; 郎材 ，長さ 20m - 30mの大深滞材なども珍らしく

ない。特lζ 高さ 30m以下の中低層建築では ，30 t ないし I∞t の トラッ

ク，クレーンにより以上の大型却材を建上げるのは容易であり ，著しく

現場労務を節約し ，工期を短縮し ，コストを低下する 。大型部材はまた

製造，輸送のコス トも下げる。乙のような大型部材の重量は 10 t - 30t

長さは2 0 m位 ，) 仮の面積は40rrf - 60 rrf におよぶ。したがって製造はプ レ

ス トレストコンクリート工法により ，輸送はポー J レトレ ーラー によるな

どが標準サイズと異る点である

大型プレハブ部材の規絡化量産は標準型よりは割合が少ないが，大型

プレハプ建築の普及とともに規格化量産が可能となる 。次に紹介するシ

J レパークール締法は大型の屋根版の規絡化位産の一例として注目に値す

る。

1.  シルパークール権法とは

H P型 P S コンクリートの大型プレハプ屋根版( シ J レパ ー クーノレ版，

S C S 版) をつかった大スパンのプレハプ工法をシルバークーJ レ構法と

いうが，乙れは西ドイツの発案者 ，W i l helm J .  S il ber kuhl の名をと

ったものである。シルパークール工法は現在酋ドイツ ，フランス ，イタ

リー，オランダ，スイス，イギリスなど欧州の各国にひろく ライセンサ

ーをもち ，年間50芳 rrf の供給が行なわれている。日本では日本シルバー

クー J レ株式会社が，西独ノルム コ社 との技術提携契約により ，製造，販

売 ，工事を実施しており ， 3 年前神奈川県厚木市 lζ 第 1 工場を建て ，現

在銘 2 工湯を滋賀県甲西町 lζ 建設中 ( 4 月完成予定) である。

2. 形 状

シルバークー J レ版は ，プレストレスコンクリートの H P シェル版であ

って横断面が幅 2. 5 mの双曲線をなし 図ー1

ており ，スパン方向は円孤( R = 180m)  

をなしている。すなわち 図 1 fr . しめす

ように ，回転双曲面の一郎をきりだし

た曲面である。 ζ の種の曲面は ，すべ

て交叉する 2 つの直線群よりなりたっ

ていて ，その直線部分に P . C 銅線を

張る 乙と によってプレス トレスド構築

物として効用を発揮する。

j仮の厚みは，中央部で6. 4cm- 7.  Ocm， 一- ，・‘50
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中央部より両側にはなれるにつれて厚くなり ，外端では3. Ocm- 4. Ocm増

している。 P. C 鋼線群の配置は ，図 2 ，図 3 にみるように ，版に交文する

ように張り，版中央部では P . C 銅線が 2 霊になる。 P . C 銅線の径は5. 0

mm ， 7. 0 mm， 7本より 9. 3 mmなどスパンの長さ ，荷重条件によって使

図- 2 関 - 3

N P〆

中 央 部

¥ζ 」メ

端 部

い分け られる 。版の厚さも ，スパン ，f"IT査に応じて計算されるので，条件

により多少ちがってくる。版の断面性能は ，下表のようになっている。

F ( 断 面 積)

I  ( 断面二次モーメント J

Z u ( 下 側 断 面 係 数)

Zo ( 上官l 断 面 係 数 )

t==6. 4cm t==7.0cm 

2.  10x  103cm'  2. 30x  103cm2  

7. 80X I0
5
cm'  8.30 X  J 05cm'  

3. OOx  10' cm
3  

3.20X 10
4
cm

3  

2. 10x 10・cm3
2. 30x  104c図

3

3. 配置と架構

シルパークーノレ版は ，鉄筋 コンクリー トまたは鉄骨の桁梁の上々 ，版の

検断面に あわせた双曲線型の枕梁 図- 4

をつくって ，その上にならべて世 ｜ＮＮ｟｟｟｟ＮＢ へ Ｏ へ ｾ ＮＯ へ ｾ ---̂ --- ｾ＠

く。版の取付は ，志t梁 lζ ボノレ 卜で 一

一主三写 実窓 '1盟コンクリート

接合する。鉄筋コンクリートの場 i ' .?( r プ ドプ1

合は，) 仮をセッ トした後で枕梁 lζ ¥_____."，... .........._ ___，タ《九ーノi - ! -に

特殊のドリ J レて、穴をあけて ，そ乙

えエムベコモルタ J レを充填し ，そ

の中[ r . 19 やボルトを埋め込む。ボ

ルト穴はさらに ，F28= 1∞kg/cnl  

の強度をもっモルタ J レでグラウ卜

して仕上げるのである。したがっ

て，版は ，両端支持の単純梁とし

て計算される。

版の配列については ，図 4 のよ

うに ，述続してならべる方法 ，)坂

閣を開けて天窓をとったり ，ある

いはその郎分! と ，A L C 材などを

架け渡したりする方法，版を横 lζ

傾斜させて，J コギリ屋根式 [ζ し，

北光線をとり入れるよ うにする方

法などがある。

版間をあけるばあい ，曲の a の

値は普通で2. 50m以下にする。ま

た，版を傾斜させるばあいは ，曲の

0 の値は排水の点などから約 19
0

以下にする。

人 大 美
1

大 水t

Aζ 毛 、凶に

図- 5

f 値

1 1，' :'" I 同 1
， ，パン (日)

10.0 向
; 0 280 
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版の長手方向の架u. 方と ，むくり高 f 値は ，図 5 Iζ 示されている。版

の最大長は24mであるが，中央 lζ アーチ状梁を入れてうければ，つなぎ

合せて48mのスパンをうける乙とができる。その場合のむくり高も ，他

のJ彰式の架憐にくらべて少ないのでー暖冷房の負荷計算もずっと有利に

なるといえる【

4. 強 度

! 仮は ，両端支持の単純梁として計算されている。計算は沼子計算機を

用い ，等分布荷量 ，集中荷重 ，線荷重，地震荷重 ，風荷重 ，積雪荷重を

くみ合せて ，インプットデータとし， その安全性が確め られている 。な

お実物の破域試験を ，東京大学大型構造物試験室で行なった。その方法

は図 6 のように . ) 坂上 8 点に荷重をかけて ，破壊性状を調べている。結

果は P = 12ton でクラックが下端短辺方向 lζ 生じている、さらに荷重 P

=  16t on まで下げて除荷したが，残留変位は 5 mmであった。再び荷重

をかけて 8ton で版の肩部で コンク リート が圧塊 している勺設計理論値

と実験値との関係を示す と下表のようになっている笥

また ，シノレパー クーノレ版と 一 役 一 一

視t . i t ) ¥ 支 給 fI< 安 令 市 l 安 令 碍

枕梁との接合部分の ，地震な t I - m It - m }  出 聞 い 馴

どの水平現断力 lζ 対する抵抗 三竺竺 I 16."  i  

も実験的 lζ 確かめている。笑 総 則 何 川 崎

験は ，図のように接合郎の試

2. 39 1. 82 

験片を作成し ，アンカードリ 陶 げ 問 時 I 53 引 I 60.<0 I  3.66 I  
2.94  

ノレ穴長をl∞m mと150 mmとし ，それぞれに填充す るモルタノレ も，無収

縮モルタ J レと普通モノレタノレの 2 種について行なっている勺載荷は ，地震

|時の水平力を推定して. 1 本当り lt onのくり返し 荷重 とし ，残留変位を

しらベ，最終耐力を測定したものである。

結果表 (図7 ) によると， エムベコモルタノレを使用した方 ( A - 10.

A - 15) が耐力 ，残留変位ともよい結果を示しておる。アンカ ーのドリ

ノレ孔 も100m m ( A - 10. B - 10) よりは . 150 mm ( A - 15.  B - 15) の方

がよく . 1依荷重に対しての安全率 も4 倍位あることがわかる 。

コンクリ ート 強度は，プレストレス導入11寺350kg/cnl . 設計強度 IC F 28

= 5∞kg/cnl をとっている 。

P. C 銅線，ワイヤメッシュその他取付金具配置後，固繰りコンクリ

ート を打設してからパイプ レー ションスクリードでも って仕上げ，その

まま蒸気養生をする。翌朝，コンクリ ート 強度を工場内試験室で試験し

て. 350kg/cnl 以上でている乙とを確かめた上でプリテンション方式によ

り，所要のストレスを導入し脱型する 。

コンクリ ー トの設計強度は5∞kg/cnl であるが，実際は7∞kg/cnl 位でる

ので，版の強度は十分である。工場における版の製作は東京工場におい

て通常 l 固に 4 枚，関西工場においては 1 回に 3 枚の能力をもっている

ので，東西あわせて 1 カ月 l ζ ( 20回稼動) 140枚約7.∞Orrf 製造できる 。

5. 防 水

シノレパークーノレ版は P . S コンクリ ー 卜であり ，回線りコンクリ ー卜

を，厳重管理のもとで打設養生するのでそれ自体も高密度で水密性の高

いコ ンク リート になっている。 l坂の形状も図示のように ，雨水がたまら

ないようになっていて特別に面倒な処理がい らないのでその点でも防水

上 きわめて有利といえる。

防水のポイン 卜としては ，版と版の接合部( 乙れは凸部になる) に注

意して ，処理するな らば，まづ何ら懸念はい らない し，それによるクレ

ームも全く生じていない。

通常行なわれる防水仕様と しては図 8 のように幾緩類かがある 今簡易

アスフアノレ 卜防水は 3 周程度の簡単な普通アスアフアノレ ト防水で，山の

部分( 凸部) は，比較的伸縮性のよいノレーフィングの増し貼りを行なっ

て，浮か し貼りとする 。 I塗布防水」は ，合成樹脂を塗布して皮肢をっ

くり ，山 の部分は ，さらに，伸縮性のよい シー トの増 し貼りを行なう。

「ゾーンアルミ防水」 は天然アスフア ノレ卜 を特殊加工 したものを塗布す

るだけで，肩の部分は A C R の増 し貼りとする。 A C R 防水とは ，軟質

アノレミの厚さ 50 ミクロンのものに天然アスフアル トを上下に融着させた

ものである。 I A C R防水」は ，上記の A C R防水を屋根面全面 lζ 施工

した上，山 の部分( 凸部) Iζ は，さらに A C Rを増し貼りするものであ

る。 I断熱防水」というのは，シルパーク ーノレ版にさらに断熱性を与え

るために，断熱材( たとえばスチロフォーム) をアスフアノレトルーフイ

ングでサンドイツチしたものを ，版に貼りつけて ，断熱と 防水と を同時

に解決処理したものといえる 。

それぞれの防水仕様の効能と 耐用は ，多少づ‘ つ異なる が建物用途，予

算lζ 応じて使い分けられているようである。

6.  断熱と吸音

シノレバークー ｊ レ ｪ 仮のｾ枠は メ タノレフォ ーム でできているので ， 材 その

ものの仕上げは非常に平沼' で打放しコンクリートの美観を そなえてい

て，塗装だけでも十分であるが十分な断熱 . I及音性を期待したい場合に

は，版の上面または下街 (ζ ，適当な材料を l次付けるなり工場で先に打込

図 d
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図- 7 ( 結果表)
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むなりす るζ とができ る。図 9 の①は，岩納または石綿の類を吹付けて

断熱性と同時に ，吸音性 もも たせた ものであり ，②は，パー ライ トモノレ

タノレを厚さ 3 - 6 cm工場!と おいて，シルバークール版のまえに型枠lζ 先

打ちして仕上げたものであ る。同図の③は ，厚手の木毛板を同機』ζ 先付

け して仕上げる特殊なばあいを示 している。いづれも断熱ととも に吸音

もかねて，ね らった仕上げといえる。

断熱を主 としても っとも効果的な仕織は ， シルパークーノレ版の上面

lζ ，図10のよ うに断熱性の高い材料を，防水層 とと もに貼り つけ る方法

がすすめら れている

たとえ ば，2 0 mmのス チロフォ ームを貼りつけたばあい の熱貫流率は

計算 してみ ると おお よそ K =  1.  27Kcal / rrl' h  ocとなり ，2 5 mmのス チロ

フォームのばあいでは ，おな じくK は 1. 07K cal / rrf h  Ocというよ うな低

い値になる乙 とがわかっている。

7.  運搬と架設

シルバークーノレ版は ，長大なプレハブ部材であるため ，工場の製作方

法や製品の品質管理だけでなく ，その五rr織と奴設についても日本シノレパ

ークーノレ株式会社が責任施工をするのを建前としている。

五E搬については ，写真 1 のように ，特殊のポ ールトレ ーラーで， 1台

あたり 2 - 3 枚の・ンルパ ークーJ レ版を重ねて釆せて建設地まで速ぶ。場

所によってはカーフェ リーを利用したり ，5∞km以上もの距離になると

船積みで行なったりする乙ともあるの

架設については ，写真 2にみるように ，通常 25- 30t on 程度の能力を

もっ トラッククレーンを使用して行なっているのトレ ー ラ輸送と乙のト

ラッククレーン建方を述繋して行な うも のであるか ら，架設計画につい

ては設計吋初から考慰される乙とが望ましいし ，それによってプレハブ

工法の利点が最大限に発揮されるよ うになる。

トラックグレーンが建物内部にもち込めるような場合は ，架設の日数

も少なく ，銀投資も安くなるが，内部 lζ 人れない場合( ( . は，建物外部か ら

2 台のクレ ーンの相釣りによって架設しなければならない。トラック作

動のスペ ースも必援とされるし ，多少架設政もおIjj 誌にはなる。( 写真 3)  

娘設のス ピード は，きわめて速く，通常は l 回 ((. 15枚。現場打ちの鉄

筋 コンク リー ト迭とちがい ，型枠，サポー ト組み立てその存置期間 ，解

写真一 1 写真一 2

/  
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体，跡片付けの時間 と労力は全く必要 とせずプレハプの威力 を最大K 発

揮する 。

9. 使 用 実 績

昭和41年 3 月製造開始後現在までに約伺件， 5 万rrf の使用実績があ

る。そ の うち関西中央地区の使用実績は下表の通りである 。

関 西 中 央 地 方 主 要 実 績 褒

1  1  1  S. C. S。版 1

部i股 | 発 注 者 I tCJ 所 | 種 額 構造 一一一一一 i 段 計 者 1.施 工 者
1  ，. ｾ＠ Ｂｾ＠ I "- ，.， 1  長 さ 面 積 1 - -， - 1  

| m m'  I  I  

館 R C 19. 9 895 段 計 連 合! 大日本土木

廊 R C 314. 5 570 スミ 建 祭段計!不 動 述 段

服 S C 19.6 83巴不 動 建 草川不動 建 設

場 R C 18. 43.450不 動 建 段|不 動 l:l! 殴

61日 産 自 動 車 販 売 側l名古屋市|営 業 所 R C 2.l 4. 5 225不 動 建 設|不 動 建 役

81八 幡 製 鉄 側 千 葉 県|管 理 棟 R C  124. 0 3.484山下寿郎段針|不 動 述 役

91日 本 住 宅 公 団IX・ヶ崎市|マーケット R C 118. 0 405東 畑 建 築|井 上 工 業

101浜 絵 テ レ ビ 側(浜 紙 1111工 場 R C  2，20.  0，1. 730不 動 建 制 不 動 建 段

101日 産 デ ィ ー ゼ ル 工 業 側 川 口 市|食 堂 R C 117.01  468! 晶建築事務岡田中 建 興

II 1北 港 速 給 側|貝 塚 市|倉 雌 R C  118. 01  720，総合建築位置H中 西 正ntl l:

叶 由 利 ロ J レ町l 郁子 治1::: ｉ ｾ ｾ Ｇ＠ ｾ ｩ ｬＮ＠ Ｚ ｾｾ ｩ 不動 忠 利不動建設
43.  41日 本 住 宅 公 団|江 南 ;111マーケ γ ト R C 118.0'  540'R  1  A 建 鼎!大 林 組

61関 西 電 力 闘[姫 路 市III 雌 R C  3
1
20.  0  1. 065，関 西 電 刻 鹿 島 建 股

71近 鉄 興 業 { 哨6奈 良 市|屋 外 劇 羽 R C 112.0  262 ' 近 鉄 興 劇大 日本土木

81京 都 市 役 所l京 都 市l処 理 犠 R C 117.8  443建 築 研 究 協 剣 大 成 迎 段

81住 友 電 気 工 業 側!登凶i f J l倉 雌 S C 18目 8 470不 動 組 役|不 動 建 段

8:岡 山 女 学 閥|名古屋市|幼 稚 砂 R C 212.0 270域戸武男旭豊引岐建木村

101大 阪 府'吹 悶 市|図 窃 室 R C 2  20.0  350，大 阪 府|東 和 組

l  ll l労 働 福 祉 事 業 団 名 古 屋 市 J病 院 R C 22田 o 60町 中 山 安 三 滑 水 建 段

44. 1 追 手 門 学 院 鐙 中 市 幼 稚 園 R C220.4 617 教 育 施 設 研 佐 伯 述 役

上表以外の主要実績としては ， 星製薬厚木工場 (3. 450rrf ) . 小田原

市 漁 港 ( 1. 4∞rrf) ，八幡製鉄君津製鉄所管理七ンタ ー (3. 484rrf) ，浜

駅公テレビ( 1，730rrf ) . 出光興産市原研究所( 1  • 375  rrf) ，鈴木自動車盤

凶工場 ( 4. 195rrf) ， 三菱鉛$ 藤 岡 工 場 ( 1. e50rrf)  ， i査察庁小平射場

( 1. 503rrf )  ，藤枝市市民会館 (840rrf ) なとがある 。

なお最近における注目すべき用途は従来鉄骨トラスが用いられていた

学校の体育館講堂へのシルバーク ーJ レ使用例が急! と増加してきた。これ

は一般に体育館講堂の質と耐久性の向上が求められてきた乙と特 lζ 沿岸

地方では it Ji: ，防風の特性，空港周辺地方では防音の特性がすぐれてい

る乙とが認められたためである。

寄
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日本建築協会

月間の動き

口昭和43年11月分口

定 時 評 議 員 会

29日 4 1時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 口 ，星正富q議長ほか 11名

委任状 51名 計 64名

理 事 東 畑，塚本正副会長，野田理事

議事 昭和44年度評議員選出数決定に関する件

理 事
. 6.  

=  

21 日 41時- 5 時 半 於 会 階 集 会 室

出 席 者 東 畑，塚本，鷲尾正副会長

ほか 6 理事

議事(1)定時評議員会開催の件

(2)12月定例理事会開催日変更の件

(3)台湾視察団派遣の件

(4 )事務局職員本年度下期1i : 与支給の件

(5)入退会者承認の件

(6) 報告事項

総務会計合同理事会

29日 正午- 1 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 尾 包 会計 主 幹 越 田 ，回中各理事

議事 事務局職員本年度下期1 i : 与支給額決定の

件

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

塗装工事原稿検討会

1 日 9 時半- 5 時半 於 会 館 集 会 室

出席者 関西ペイントほか 6 社

議 事 原 稿 作 成 作 業

塗装工事打合会

9 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中村塗装ほか 5 社. ｾ室原幹事

議 事 塗 装 工 事 の 原 稿 打 合 せ

塗装工事原稿検討会

ほか 2 委員

11 日 ? 時半- 51侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 関 西 ペ イ ン ト ほ か 6 社

議 事 原 稿 作 成 作 業

企画小委員会

11 B  6時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原 ，松村正副委員長 ほか 4 幹事

議事 データシー トについての座談会企画につ

いて

編集D グループ打合会

12日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者松村副委員長，伊藤幹事ほか 3 委員 |  議事 第 l 回「可動間仕切について」の説明会

議事 次回のデータシ ー トの企閣打合せ |  の各説明会社担当者との打合せ

委 員 会 |  忘年懇親会小委員会

14日 5 時半- 9 時 於 会 館 集 会 室 I  29日 61時- 81時半 於太閤園

出席者 中原 ，松村正副委員長 l  出席者 岡本小委員長ほか 8 委員

ほか 10幹事委員 |  議事(1) 実施計画の検討

議事(1)建築データシー ト座談会企画について I  (2)寄贈品 ，後援会伎の確保

(2) 各編集グル ープの作業について 1  (3) プ ログラム

(3)造図関係資料の取扱について

(4)そのほか

塗装工事打合会

16日 正午- 21時 於会館集会室

山 席 者 東 亜，川上塗料，鹿原幹事

小川委員

議事塗料関係、原稿受領などについて

事 業 委 員 会

各種説明会小委員会

5 日 51時半- 71時半 於会館集会室

出席者 三宅幹事ほか 2 委員

議ミP: (1).¥n 1 回 「可動間仕切についてJ の説明会

について

(2) 第 2 回「建築材料と火災( 防火) につい

て」の説明会について

(3) 第 3 回「軽量気泡コンクリー ト版 ( A L

C ) についてJ の説明会について

(4)そのほか

見学会小委員会

B日 5 時半- 71時 於 会 館 集 会 室

出席者 山野副委員長ほか 2 委員

議事( 1)10月に実施した見学会について報告

(2) 11月 8. 9 日の見学企画について

(3)44年 1月 - 3 月の見学企画について

(4) そのほか

展示会小委員会

7 日 5 時- 511寺 半 於 会 館 3 階会議室

出席者山本副委員長，小泉幹事ほか 2 委員

議事(1) 1階展示室の展示物企画について

(2)そのほか

委 員 会

7 日 5 時半 - 71時半 於会館集会主主

出 席 者 政 岡 ， 岡 本，土回，山野正副委員

長 ，打浪，大橋，窪悶 ，小泉， 三

宅各幹事ほか 5 委員

議事(1) 各小委員会の事業企画について

(2)十勝沖地震の調査報告と R C構造の耐震

対策講演会の共催について

(3) 超高層建築講演会の企画について

(4)台湾視察団派逃について

(5)そのほか

忘年惣親会進行分科会

19日 5 時半- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 南，佐藤委員

議 事 進 行 表 製 作 に つ い て

各種説明会打合会

27日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 宅 幹 事，香取礼三講師ほか

説明会社4 名

編 集 委 員 会

常任幹事会

2 日 211寺- 811寺 於 会 館 l 階

出 席 者 島 津 幹 事 ほ か 3 名

議事 1 月号建築産業特集について

技術の頁小委員会

5 日 51時半- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 中 原 主 査

議事来年度技術の頁の内容について

委員会・常任幹事会

8  B  4 時- 71時半 於会館集会室

出 席 者 足 立 委 員 長 ほ か 11人

議 <:' (1)12月= 新鶴市計画法の諸問題特集経過報

& .  

にヨ

(2) 正月号= 建 築産業特集経過報告

(3) 2 月号= 地ぷと耐震構造

(4) 3 月号= 中部凶特集

(5) 4 月号以降の特集について

(6)そのほか

作品作風小委員会

8 日 7時半- 9 時 於会館集会室

出 席 者 高 木 委 員 ほ か 7 人

議 事 東 海 地 方 新 建 築 調 査打ち合わせ

建築産業と関連企業座談会

12日 2 時 - 5 時 於会館集会室

出席者 奨京大教授ほか 7人

議事建築産業と関連企業について

表紙デザイン小委員会

14日 正午- 1 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岸 委 員 ，山田デザイナー

議ゴJ (1)12月号表紙について

(2)来年の表紙について

東海地方新建築調査

15 ・16 ・17 日

参 加 者 高 木 委 員 ほ か 9 名

作品作風小委員会

27日 6 時- 8 時半 於会館集会室

出 席 者 高 木 委 員 ほ か 7 人

議事(1)東海地方新建築調査でt撮影 した写真の選

択

(2) 2 月号作品について

出 版 委 員 会

施 工 部 会

8 日 6 時- 8 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 木 村 幹 事 ほ か 5 委員

議事(1)左官工法指針の改訂版検討

(2) 新しい部会企画図書検討
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住 宅 委 員 会

19日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者岡橋，黒谷正副委員長ほか16名

議司到1)小委員会委員の委嘱について

(2) 12月の委員会 ICついて

(3) そのほか

法 規 委 員 会

27日 3 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野 委 員 長 ほ か 15名

議事(1) 建築基準法そのほか

(2) 容積地区について

(3) 委員会終了後，懇親会

見 学 会 |

伊奈製陶常滑工場とトヨタ自動車工場見学会

8 日. 9 日

参加者 20名

第 2回 京都御所・仙洞御所の拝観と清水焼

祝筆窯元見学会

11 田

容加者 29名

枚方プレハプ工場とプレハブ集合住宅見学会

( 大阪府建築士会，日本建築学会近畿支部と

共催)

プレハブ工場

株 式 会 社 大 林 組 枚 方 P C版製作所

プレハプ集合住宅

住宅公団中宮団地建築工事

設計 日本住宅公団大阪支所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

29日 1時- 41侍

多加者 80名

|  3会 事 業 委 員 長 打 合 会 |  

26日 正午- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者政岡協会，矢野上会各委員長， ｲＧ Ｑｾ＠

木学会幹事ほか事務局員 4 名

議 制1)1 1月28日開催の十勝沖地震の調査報告と

R C有毒造耐笈対策講演について

(2)12月以降の共催事業について

第14回工高生デザインコンクール

表彰式

22日 211寺- 21時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 橋 本，辛木正副委員長，篠原，上

野各委員

清水和弥氏，坂内茂男氏( 関西ill

築家懇談会ーの会)

入選者 14名

入選者lζ 対し1t ・状. tt 月中をまた& 優秀作に対

し関西建築家懇談会ーの会より「ーの会1 ' l : ・」

を綬与した後「日本万国博建設工事」の現場

見学を行なった。

講 演 会 |

+ 勝沖地震の調査報告と R C構造耐震対策講

演会
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( 大阪府建築士会，日; 本建築学会近畿支部と

共催)

28日 12時半- 5 時

於大阪科学技術センタ - 8 階大ホ ーノレ

講師

地震と建築物の概況

東京大学地良研究所教授工学博士

大沢 Il平氏

R C造被害の全般的状況とその対策

東京都立大学工学部教授工学博士

東 洋一氏

R C造被害状況の特徴とその問題点

京 都 大 学 工 学 郎 教 授 工 学 博 士

六ヰ1 熊氏

パ才、 J レディスカッション

テー7( 1) 敷地地盤と震害

(2)建物の構造形式と震害

(3) R C 構造と震害

(4)建築物の侵害対策

前 渇 大沢 日平氏

μ  東 洋一氏

前 掲 六市 照氏

( 司会) 竹中工務庖技術研究所主任研究員

石田 正氏

聴、識者ー 350名

11月 の 入 会 者 〔敬省略〕

〔団体会員 H土〕

三栄建材工業総式会社 IJft事織物工業株式会社

日本I l t 計事積所

〔個人会員 41名〕

有 馬 隆三 斉 藤 栄 男 東 谷 宏

司E

地位正I l ll 笹 本 秀 万 .l!lII fa八郎

石原 u晃 組 谷 功 平 賀 晩

稲 田 茂 災 下 村 忠 重 平 体 事正

岩 悶 俊 正 住 岡 正 章 平 林 紀 見 .  
上回 尚

高 崎 親 光 松岡 ［ｾ昭

岡田 :t! 佃 安 弘 三好雄治郎

岡 村 幸 雄 土 敏 治 宮 脇 悠

奥 田 和 彦 徳 永 清 茂 盛岡 優

上 俊郎 徳永 武 横田一三雄

北本 明 中 村 英 雄 繍山 正

黒田 E世 仲 井 孝 司 横 山 忠 男

小泉昂一郎 永宿直 膨ー 演 辺 平 ，

i止永 保 孝 長谷部利夫

. ( 准会員 12名) ( 氏名省略)

@  
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OV 

E  

建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ事専 業 大J吉

l特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並国定型各種) 目

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

誓言矢偏商由
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 o 2  0  6  9  

内 装 資 材 専 門J吉

室 谷 商 事 株 式 会 社

本社 ｾｉｉｉ I  dJ '1 1111><二|仁 1<伏泊 1 - 1  ｢ｾ 干 ＱＱ ビル

1{(i !U"[，/i NIII ( 33 0881- 3  

支 庖 大|以 di 北|正中日常づIIJ50( ';;e: ヒル 51; r; 502 りベ{ )

1{(i !U'，[，，，f i  ｫｬｾｾＨＳＶＴＩ＠ 2031- 4  

倉庫 ｾｉｉｉ I  dJ i'i ｻ［Ｍｉ＾＼Ｚ 八 ｉｍｾ 辿 Ｑ - fi "[，/i @  2923 

| 控屋倒駄には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢＱ Ｑ ヤ問ｾ帯

な山 守 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇
，_ft，;(町11' 1' リと 1，( 卦111;11 I  11 電 話 (571 ) 2703- 4 ・ 2370 .  4064 ・ 0264

大 阪 H' ，・1f_.  .i: ，ｾ斤大阪市 ｲＮ ￟ｉＺ ， ｜ｬｸ l : l I ぬ中泊リ 5 - 4  司t，;/i ( 921  )2497・( 922) 7280 

ｲ ， 山村ｉｊＧ，・ Ｇ［ｈＺｦｾ 斤ＢＱＧＮ . ' . 村山市民 ;l i I，¥. 町 33 明It.;，品 ( 811 )3 6 6 0 ・3 1  0 4  

( カタログ進呈)

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1
新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

111 話 ( 981  )  0  6  1  6  - 0  6  18  
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賀 耳三

1 9 6 9  

設 計 事 務 所 有
τ 上ご

d じハ

'  

RI A建築綜合研究所大阪事務所
、..-

立所長 山 家 啓 介

大阪 ・大阪市北医太融制町 3 3大阪合同ビル 4 0  6  屯 話 312- 9  1  5  4  

京京 . 2 7 0 - 5 8 6 1  1' "l j [. 長・2 3 1 - 5 5 1 1

• 

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役
赤 松 修

大 阪 市 北 区 悔 ケ 枝 町 1 2  3  ( 瑞穂ピ Jレ) 電 話 (364) 5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 戸;

株式会社池田宮彦設計事務所

代ぷ取締役 池 宮 彦

本 社大| 以r ! J)HI ズlCJ ;J. urr3罫丁68( オートセンタービル ) 屯 1前大阪 (761) 0360

(762)5551  

内線351- 5

点以・)' ; . . {古川i. ｾＡ＠ J京 都 新 山 氏 以 111[  28 (  . : 広ビル ) ' ，(L，;旧東京 (351) 8962

E  

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 伊 東 正 也

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 り 2 - 6 清 光 ビ ル 電 話 ( 562)  4  3  4  3  - 4  

石 川 建 築 事 務 所

石

石

-

B

a

E

d

-

-

E

B

E

a

-

-

-
j

j

 

寛

宏

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1 1 電 話(779) 9  4  9  1  - 2  

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 11 - 9 電 話 ( 946 )  5  4  3  1  - 2  
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株式会社小河建築設計事務所

代表取締役 小 河 吉 之 助

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 番 丁 8 番 地 電話 大 阪 (761) 6957代 表

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 両 国50番 地 ( ニ ッ セ ン ビ ル 内 )

電 話 束 京 ( 866) 9606 ・2349

分 室 大 阪船 場 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

.，，_ 

株式会社大阪建築事務所

取締役社長 高 橋 慶 夫

.  

本 本 土 並 び に 支 所 大 阪 市 西 区 京 田I 堀 2 丁 目 75 電 話 大 阪 (441) 9351(代)

東 京 支 所 東 京 都 港 区 赤 坂1丁目 l 番14号( 溜池東急ピル) 電話東京 (583) 8169 

名 古 屋 支 所 名 古 屋 市 中 区 栄2丁目6番地12号( 白川ピル) 電話名古屋 (221) 8566間

九 州 支 所 北 九 州 市 小 倉 区 紺 屋 町1丁目20-1( 丸源ピル) 電 話 小 倉 (52) 5211 

会主小林得志建築事務所

代表取締役
林 得

二ヒ

Il 与、

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤 田 ビ ル 内 電 話 (362) 5  6  5  8  - 9  

回
株式

会社

-・・・・・圃.
-

座 建 築 事 務 所

代 表取締役 徳 永 正

言

大 阪 市 北 区 中 之 島 4 - 33 <443 >0051 <代 〉受電 略 号 ォ 、 サ カ 三 ザケ ンチク

東京都中央区 日本杭兜町 2 - 38 <668>3056<代 〉受電略号ニホ ンパ シ三 ザケ ンチク

株式

会社
送 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役

l

 

i

 

-

-

E

E

F

 

島 春 秋

日本建築家協会 貝々

刈.

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 8 ( 松竹 関 西 支 社 ビ ル 2 階)

T E L 直 通 213- 0  8  7  5 代

@  
株式会社昭和設計事務所

代表取締役社長

代表取締役専務

岡

林

本 行

唯

主主

Eコ

夫

設計 ・監理
大 阪 事 務 所 大 阪市西区西長堀北通1- 8 四ツ橋ビル T E L 代 表 532- 0  4  1  5  

姫 路 事 務 所 姫 路 市 竪 町 54 番 地 滝 川 ビ ル T E L 姫 路 22- 4  6  6  7  

姫 路 事 務 所 長 河 野 豊 蔵
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i  
株式会社田中建築事務所

小 西 短 末 宇 佐 刀 川

取締役社長 小 西 岬

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東 京 事 務 所 東京都千代 田区神田鍛冶町3ノ3( 大木ピル内) 電話 (256) 9301代表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内) 電話 (201) 12133 

大 津 事 務 所 大津市梅林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内) 電話 ( 2) 5373- 4 醤

ゐ

株式会社竹内建築事務所

内 藤 一 真

十

爪

'

'
古

4

・

茂

大 阪 市浪 速 区 元町 1 - 7 4 2 ( 藤本ピル ) 電話 (641) 5  0  8  9 ・1 1 5 6  

株式会社東畑建築事務所

代表取締役 東 畑 謙

本 社 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 (06)202-0391  

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町2( 水田町ビル) 屯話 東京 (03)581-1251

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2(堀内ビル) 電話名古屋 (052)571- 8471  

九 州 支 所 ・広 畑 支 所

株式

会社 富 家 建 築 事 務 所

代表取締役 富 家 宏 泰

本 社京都市中京区 ｾｬ ｪｉ小路通東山｝ ] 淀個人' . l ! : llli 代ぷ (231) 6357 

大 阪 が 務 所 大阪市Ｊ区北久 ｓｦ Ｚｾ ＣＺ 町2丁口 ( イ セ ト ピ ノ レ ) '.IL.ili 代 表 (261) 1751 

ｊｬミポ Ｇ ｊ ｾ 務所 点 京 都 中 央 区 銀 座 米 7 丁 J-J 1  ( 松l変ビノレ) '，l!: ;i ，fi 代ぷ (541) 1553 

千葉 ・ド務所 千 栄 市 市 場 町 2 下 ｾ ｉ Ｇ ｉ 治会宮n 'I t ! . ，; . 可代ぷ (27) 6181  

'  

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

取締役社長
塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 3 8 番 地 電 話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)

t  

株式会社 内 藤 建 築 事 務 所

代表取締役社長 内 藤 資
中

J じ，、

本 社 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 1 8 9 番 地 電 話 (781) 6  1  9  6 代

事務所 ・出 張 所 青 森 ・東 京 ・神 奈 川 ・ 松 本 ・ mfl 市l ・4471{ 尿 ・ 京 都

j見 fy ・4モ 良 ・大| 仮 ・広 ，('j .  rJLJ [Ii[ .  fl"¥ 岡 ・ 大 分
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村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

ホナ

オミ

［ｦｾ＠

里子 藤

申

J D'、

五
口

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3 - 8 電 話 (622) 0  9  2  6 代表

研 究 所 大 阪 市 南 区a 心 斎 橋 筋 1 - 4  3 電 話 (271) 7  9  0  1  

東京事務所東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (661) 7  1  5  8  

t  

P  う民
株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 3  4 電 話 (202) 3836( 代)

8091(1'-勺

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 l ー l 電 話 (261) 5101(代)

名古屋事務所名古屋市中区錦 3 - 24( 日本生命ピル) 電 話 (961) 1861(代)

渡 辺 建 築 事 務 所

渡辺 道 赤軍

大 阪 市 東 医 今 柿 2 丁 円 21 番 地 (藤浪ビル ) 屯話 (231) 1  6  9  6番代

⑨ 
阪神造園建設業協同組合

.f!1!. 'Ji . 長 森 俊

、

組 合 員 一 同

事 務 所 大 阪 市 北 区 高 垣 町86 福田ビル内 電話大阪 (313)0975 ・4010

⑥ 

化

一

緑

十

ム

I

4

4

5

 

1

会

匡

式

造

株
一ハ
園

器場動

運

芳

園遊

取締役社長

オて

ヨト木 イ変

本 社 箕 面 市 新 稲 7 0 5 番 電 話 0727 (21)  3  0  5  8 番

支 庖 大 阪 市 北 区 太 融 寺 町48番 地 電 話 大 阪 (313)2451 ・(361)4785番

株式会社荒木造園設計事務所

代表取締役 荒 木 芳 邦

大阪府池田市鉢塚 2 丁目 8 昏 1 2 号 電 話 0727 (61)  8  8  7  4 ・1 298 
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⑬ 

CD 

• 

@  

@  

116 

賀 正

1 9 6 9  

建 設 業 者 有

株 式

会 社 ?蚤

τ 士z

J l こ品、

沼

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

組

本 社

本 1苫・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の 1 電 話 代 表 ( 762) 0  2  5  1  

支庖・東京・名古屋・札幌・仙台・福岡・広島

営業所・秋田・岩手・水戸・千葉・ 立川・横浜 ・新 iF. J . 北陸 ・II"ftl 河 ・岐阜 ・長野

三重 ・奈良・ 京都 ・郡山・和歌山 ・神戸・岡山 ・高松 ・徳鳥 ・熊 本 ・高知

株 式

会 社 新 … 工

取締役社長 新 順

務 所

本 底 ・ 大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 中 一 丁 目 四 三 電話代表大阪(313 ) 1331番

支 底・東京都千代田区神田猿楽町二丁目七電話代表東京 (291) 3741番

営 業 所 ・ 神戸市葺合区八幡通五丁目六松井ピル内 電話神戸 (22) 3316番

・名古屋市中区錦三丁目十七番十一号 電話 名古屋 (971) 2253番

・尼 崎 市 三 反 田 字 生 田 四 十 電話 大 阪 (429) 4009番

安藤建設株式会社大阪支庖

取 締 役 大 阪 支 服 村 田

I砂ζ

陀主 次

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 一 丁 目 七 番 地 電 話 代 表 4 4 3 - 5 5 6 1

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八 重州 四 丁 目 七 番 地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島

営業所・千葉・横浜 ・水戸 ・盛岡 ・新潟・神戸 ・沼 津・札幌 ・宇都宮 ・北九州 ・熊本

株 式

会 社 大

取締役社長
大

林 組

林 芳 良E

本 庖 ・大阪市東区京橋 三 丁 目 七 五 番 地 電 話 大 代 表 (941) 0861 番

支 庖 f 東京 ・札幌・仙台 ・横浜 ・名古屋 ・神戸・岡山 ・広島・福岡・ 高松

株 式 会 社 奥 村
手E

社 長 奥 村 太 四 郎

大阪市阿倍野区松IIJ f. f町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・ 北 九 州

ー

、• 

、



間

<< 

令

⑨ 

e8 

， 

趨

， 

鹿 島 建 設 株 式 会

A  

:z:;; 長 鹿 島 守 之 助

取締役社長 渥 美 健 夫 取締役大| 仮却17長 橋 本 正 二

社

本 社 東 京 都 港 区 元 亦 坂 1 - 2 一 7 '，[;: 罰点京 (404)331l (大代 )

大阪支庖 大阪市東区瓦町五の七一( 瓦町的レ ) 電話大阪 (202) 代7461・8166

雲 霊 神 崎 組 大 阪 支 庖

取 締 役 支 限 佐 伯
武 男

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電話 (341) 7  3  7  1  - 4 番

本 庖 ・姫 路 市 北 条 口 8 6 ー 3 電話代表姫路 (23) 2021- 3  

株 式

会 社 熊 谷 組 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長
泉 治 郎 ー

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町 二 二 番 地 電 話 (260) 2111番( 大代表)

支 庖 東京建築・東京土木 ・北関東 ・名古屋・広島・四国・福岡・札幌・仙台

株式会社

取締役社長

鴻 池

鴻 池 藤

組

本 庖 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町 4 - 2 7 電 話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・ 広 島 ・松 江

佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社長 佐 藤 欣、治 ・ 大阪支庖長 山 本 良 勝

本 社 ・東京都 中央 区日本橋本 町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331  ( 代表)

大阪支庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221  ( 代表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・ 札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島

清 水 建 設 株 式 会 社

会 長 清 水 正 雄

社 長 吉 川 清 一

本 社・ 東 京 都 中 央 区 宝 町 二 r ノ

専務取締役支庖長 白 井 周

大 阪 支 底 ・ 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 二 ノ 二 電 話 (443) .5  4  3  1大代表
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@  
島藤建設工業雲を大阪支底

取締役支庖長 月 里子 疋

亡と

I=l  

'. 

本 仕 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403) 1  5  1  

支 J占 大阪市北区茶屋町 3 1番地の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代表

+  位決建設株式令必

ー

常務取締役大阪支庖長 官 日高 日青 美

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ビル 2階) 電話 (202) 代表7421番

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

。
株

会

式

社 銭

I=t 

I司 組

取締役社長 銭
口
同輝 之

{: 底 大阪市凶区阿波座上過 3 丁目 2 t在地屯話大阪 (531) 臼31番( 大代表)

支 出 札 眺 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

常 業 所 者 森 ・秋 田 ・盛 岡 ・前 統 ・ 新 潟 ・千 葉 ・繍 浜 ・ 静 岡 ・津

京 郎 ・神 戸 ・ 岡 山 ・高 松 ・ 松 山 ・北九州| ・熊 本 ・ 長 崎 ・大 分

• 大 成 建 設 株 式 会 社

専務取締役

支ｽｾｾ長 不自 田 芳良日

大阪支唐 大阪市東区南本町4 丁目 2 0 番地 T E L 大阪 (252) 1131大代表

、

⑧ 
大 日 本 土 木 知 大 阪 支 庖

常務取締役文ｽ， ｬｾ 長 山 田 豊

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町T 9 番 地 電 話 06 (341 ) 代 表 5 9 3 1  

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 松 永 町19番 地 電 話 03 (255) 代 表 0 3 7 1  

本 庖 岐 阜 市 長 住 町 2 丁 目 3 番 地 電 話 0582 (62) 代 表 6141

支 I苫 東 京 ・ 名 古 屍

営 業 所 有1

'

戸 ・ 京 都 - 奈 良 ・和 歌 山 ・ J-. 六 ・岡 山 ・日 附

九 州 ・静 岡 ・ 長 貯 ・中 津 川 ・新 潟 ・摘 浜 ・ 千 葉

、

パP、
てV

続 竹 中 工 務 庖

取締役社長 竹 中 錬
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⑧ 
銭 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 勝 目 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急的レ) 電話 ( 358) 0321  ( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号電話東京 ( 263) 3411 ( 代表)

'  

。@

戸 田 建 設 雲 至 大 阪 支 庖

取 締 役 支 服 加 納 秀 雄

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 電 話 (3臼) 1  6  5  1  ( 代表)

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

大 阪 主 席 営 業 所 ・ 京 都 ・神 戸 ・金 沢 ・ 福 井 ・ 富 山 ・和 歌 山

I T、
てコ

飛島建設株式会社大阪支庖

常 務 取 締 役 支 服 小 林
正 雄

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 - 3  - 2  8  

@  西松建設株式会社関西支唐

.. 

取締役支庖長 上 田 明

本 社 東 京 郎 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番地電話東京大代表 ( 502) 0211番

支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁目 4 1 番 地 電 話 大 阪 大 代 表 ( 942) 1131番

@  雲言 問 組 大 阪 支 庖

， 

常務取締役支府長 遠 藤 巌

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二 丁 目 七 O番 地 電 話 (203) 代 表 2 8 2 1  

本 庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地電話東京 ( 402) 代表8171

支 庖 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 福 岡

@  

株 式

会 社
藤 木 工 務 応

本 ! 苫・大阪市東区同十字町 一 丁目 一 三 ・電 話 大 阪 06( 942) 1461  ( 代)

支 出 ・ 点 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 ・電 話 東 京 03( 357) 1611 ( 代)

岡 山 県 倉 般 市 旭 町 六 六 0 ・電 話 合 敷0864( 22)  3330 ( 代)

向 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二 電 話 高 松0878( 51) 7272( 代)

出似所・京都・ 1，r打 出 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・ 徳 Jる ・福 岡 ・熊 本
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告惨
株式会社 藤 田 組 大 阪 支 庖

役

長

締

片

山

取

支

古 賀 文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 品 中 二 「目 三 八 番 地 '，' Ei: ，i，y， (362) 代表 7 6  7  1  

本 社 ・ 東 京 自15 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 四 ノ 六

支 庖 ・札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 尾 ・ 大 阪 ・ 広 山 ・ 九 HI

• 

⑧ 
前回建設工業株式会社大阪支庖

常務取締役支何長 島 田 光 富

支 出 大 阪 市 東 区 石 田r 2 丁 目 7 番 地 1哲治大阪 (942) 1301  ( 代表)

本 社 東京都 Ｑ 千代田区富士見町 Ｒ 丁目 ＱＰ 番地の ＲＶｾｽ "む占東京 (265) 5551番( 代表)

4t 
真柄建設株式会社大阪支応

vr 締2 漆 村 重

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 寺 町 6 番 地 の 7 電 話 大 阪 (772) 3813番( 代表)

本 社 金 沢 市 彦 三 町 1 丁目 13番43号 電 話 金 沢 ( 31 )  1266番( 代表)

。 株 式 会 社
松 村 組

取締役社長 松 村 雄

亡と

c l  

本 社・大阪市北 区 空 心 町 一 丁目七O 番 地 屯 品 代 表 大 阪 (352) 1131  

支 庖 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 尾 ・広 山 ・偏 向

⑥ 

-
-
-

井 建 設 短 大 阪 支 庖

常務取締役 lrI-r-

支 町 長 川 内 慶久

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町21番地 三井 ピ ル 別 館 電 話 大 阪 (443) 代表1321

本 社東京郎中央区日本紙室町二 ノー( 三 J i ' ピル) 屯話東京 (270) 大代表制51

支 札 幌 ・仙 台 ・徽 浜・ 1'， 占 屋 ・広 ＡＺ，ｾ＠ .  tiJ¥ I凋

， 

。 株式会社 森 組

取締役社長

オ〈こ

;f，木 幸治

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7 番

( 支 庖 ) 東 京 ・名 古 屋 奈 良 ( 営業所) 和歌山 ・尼 崎 ・神 戸 ・岡 山
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⑩ 
株式会社

森 本 組

代表取締役社長
PオF木〈こ

本 積 善

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘 町 三 番 地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島

営業 所 松 江

出張所 神 戸 ・奈 良 ・ 紀 南 ・米 子 ・ 下 北 山 ・鮎 沢 ・I幡 多

河 内 ・ 相 生 ・諌 早

。。 株式会社 あ め り
7J¥ 

屋

， 
取 締 役 社長 前 里子 慶 太 良日

本 社 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地 電 話 代 表 (444) 1501番

⑨ 

式

社

株

会

三主主

目 山 工 務 庖

代表取締役 湯 原 来

守 口 市 八 雲 西 町 2 丁目 1 5 0 番 地 電 話 大 阪 (993) 3  9  5  1  - 4  

$  
株 式 会 副

新 井 ｾ＠

民

本 社 内 宮 市 池 IB IHT 9 番 1 8  ｾＺ［・屯話西宮 ＲＶ Ｍ 311 l ( 大代表)

大 阪 Jl /，if 大 阪 市 北 区 芝 旧 町 7 2 屯話大| 仮 372- 5011(代 表)

Jl/，lf ・常 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・ 岡 山・ 広 品 ・高 松 ・金 沢

，"'， 必 ，i)r 水 島

@  大木建設株式会社大阪支庖

常務取締役大阪支 l市長 大 木 末 次

• 

大阪支府 大阪市 i珂区南堀江. i J 宣 3 丁目 3 喜子地屯日 ( 538) 3075(代表 )

本 仕 米 J京都港区疋赤坂 1丁目 2 番 1 5- I UI 引403) 4131(代表)

〈

向

山

)

東 急 建

墨 九

5又 株 式 会 社

取 締 役

社 長
島五 昇

常務取締役

文 明 長

佐 藤 信 一

本 r. l'f ・東京都渋谷区渋谷 3 丁目 1 2 番 1 4 号 屯 話 東 京 (409) 4111大代

大阪支j市 ・大阪市北区太融寺町 33 大阪合同ビル '，I d: 話大阪 ( 313) 2491代
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組上井

式

社

株

会• 
蔵福上井

取締役社長

(352) 4031- 4  大 阪 (351) 0530  大阪市都島区東野田町二丁目 一五番地社本

戸 (33) 1  7  8  0  神3古電神 戸 市 生 田 区 加 納 町 三丁目 一 番 地出張所

• 
組西

A  

7  

式

社

株

会

作、

ｾＪｉ＠
雄

電 話 (772) 1  2  5  1  

電 話 (354) 0581- 5

電 話 (33) 6 0 6 0  

電話所沢 (22) 6263

雪量=<-

三玉三?

冒す

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 四 丁 目 四 番 地 ノ ー

埼玉県所沢市大字 中富字北 見元秋津 分990番 地

西

β 、

7  

取 締 役 社長

本 社

支 庖

営業 所

営 業 所

組#  坂
株式会社

⑥ 

9 3 3  1  

夫

電 話 代 表 ( 341)

都 "1

正井

町五六番地

尽

坂

大阪市北区太融

西 宮 市

代表取締役

本 庖

営 業 所

出 短 所
l行

。 組

堺

求

市山5欽平日

大

市東大

株式会社

，1 

山 本 末 男

大 阪 市 南 区 大 和1 111]" Ｑ 併 ｊ 也 ｾｬｕ ［Ｇｩ Ｈ ＲＱＳ Ｉ 大代 ｯ 5  5  5  

大 阪 府 松 原 rl i )' J 南 11f T 6  3  5 の 1 Ｑ Ｑｌ， ｩ ，ｾ松 ｊｊ ［ Ｈ ③大代 Ｘ 6  0  0  

東 京 都 千 代 !日 区 仲 間 駿 河 内 2 の 9 " 巴活 (293) 代 5 3  0  1  

名 古 昼 市 中 区針¥1 丁円 2 得 11号( 岩[ 日ピル) 'i (L，;f， (211 ) 代 5 4 2 1  

横浜 ・ 立 川 ・ 京都 ・ 神戸 ・ 奈良 ・ 和歌山 ・ 岸和田・堺 ・ 岡 山 ・広ぬ ・ Ｑｌ ｾ ｈ ' 札 幌

取 締 f支社長

フト; 社

特，; J j反コこ土易

点 京 支 1苫

ｾ ， 古屋支庖

営 業 所

底務工田西

式

社

株

会③ 

良日

大 阪 市 浪 速 区 元 町 4 丁目 227の1 屯話 ( 632) 4  0  0  1 代 表

岸 和 国 市 加 守 町 6 2 6 の 1 ｾｻＡＺ話 ｊ［ｾＺ 1' 11川口以③ 2881代 表

神 戸 ・出 張 所 東 京 ・和 歌 LLi ' 矧l ・1"，r'; 屋 ・姫 路

義田西
取締 役社 長

大 |坂 本 町

本 社

営 業 所
"  

2 長谷川工努庖ビル融
総合建設

。

(203) 5661  ( 代表)

(463) 日51( 代表)

(23) 7  2  3  8  

L

L

L

 

P

-

v

μ

τ

-

T

T

T

 

取締役社長

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 の 4 0  

東 京 都 渋 谷 区 栄 通 1 の 5

神 戸 市 主 主 合 区 坂 口 通 7 の I

木 社

東 京 支 庖

神 戸 出 張 所
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阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

取締役・会長 泉 谷 平 次 郎

取締役社長 藤 原 正 一

大 阪 市 北 区 梅 川 町 9 3 1 1干上也 1li:，m (312)  5 6 9 1 - 5  

西 山 市 池 田 町 4 の 3 Ｑγ 白川 西Ｇ ，ｾ Ｍ ( 22)  3  4  

神戸市灘区御 ｊｾｾ 町上東 Ｘ 0  2  .;な J R 神 戸 ( 85) 5  3  

市 内 111 '[: f!. J;( 4  3 帯 地 '.LL.:.ij I問 111(24 ) 6 6 8 9

芦 屋 ・尼 崎 ・ 京 古15 ・川 凶 ・脱 出 川

グ h、

》

本 社

凶山・1日・業所

神 戸 蛍 業 所

| 判山常業所

tl! .  71差 戸斤

社

芝〉

エ=ミ式

ー

株

野

設

庄

動 建不

cl) 
大 阪 ( 271 ) 4771

点 京 (567)1751

名 古 屋 ( 211 )5141

キL 中見 (26)  6526  

ull 台 (25) 4257 

木 淀 川 (23) 0751  

小 合 (52) 3781  

岡 山

下

山

下

H

丹

壬

円

丹

丹

下

川

一
J

司

H

争

H

a寸

H

a
'

"

守

H

見

守

U

巾

山

巾

也

市

山

氾

氾

氾

氾

大 阪 市 南 区 鰻 谷 市l' 之 町 5 7 得 J也

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 1=1 2 癖 1 6 サ

名 古 屋 市 中 区 釧 1 丁 目 3 搭 4 サ

札 悦 市 北 四 条 西 4 丁 目 1 帯 地

仙 台 市 圏 分 田T 7  8  - 1存地

千 葉 県 君 泳 部 君 i 柱 町 人 見 1 0  !) 4  

北 九 州 市 小 倉 区 事 1 t 屋 町 7 9 僻 地

横 浜 ・ 茨 木 ・ 仲

イ又 キ上

東 京 支 社

寺'z 古 屋 支 宿

北 海 道 支 庖

{III 台 支 庖

千 葉 支 屑

九 州 支 庖

営 巣 所

社

左〉

エ三
式株設建月望

⑮ 

l 代 表

良日

8  6  5  

太

電 話 大 阪 (344)

電話 (392)

月

大 阪 市 北 区 堂 島 上 ー ノ 一 八

豊 中 市 島 江

間

王
取締役社長

本

工作所

社

番

庖

2  3  

務

8  4  

工

目

盛

一 丁

社

. b-

Z 玉E株 式① 

土佐

'，L: ，.li 大|以 (921 ) 3471(代 表)

附 ・ 同 日

道

本 社 ・大阪市旭区赤川町二丁目八番地

営業所 ・神 戸 ・ 福

万元

」工n.
代表取締役

'・
， 

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社
守容

J 心

-;G:話 (202) 代表 4 7 9 1  

;l 訊位41) 代表 4 1 7 1  

義

大 阪 市 東 区 高 路 橋 二 丁 日 九 需 地

東京行1¥千代m医大手町二丁円 二 需地

本岩取締役社長

木 社

東京支府• 

Z ル

肩又建畿近
社

A 、

A  株 式

① 

敬

'，'U  .i ，li 大阪((¥) (532)  0081- 5  

1・E話 ( 07755) (2) 1361  ( 代)

崎

大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 1 0  3  

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東町下上鈎 1 7  1  

ー

l

 

'E

，
，

，
，
 

代表取締役

宇土本

滋賀支社
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三和金属互業株式会紅建設部

ママ 電 話大 阪 ω11大 代表 6331

i'l1 ，1，t; 東 京 畑2961- 2  

Ｑ ・｛ￌ， ｬｲ ｲ［Ｍｾ ， 古屋醐代表 ＴＵＲＱ

1t:i，!市 1¥'，¥ Ilt. J(74}代 表0661

Ｑ 包 ｉｾ ｦ， 丘二 .C，i (21) 1  2  8  3  

1包J吊 t!f!. (41) 代 表3722

'l lI，1吊 ( 0723) ( 7 )  5181  

大 阪 市 西 区 立 売 掘 南 通 3 丁 目 7 1  

ｊＮＡ 主京都港区西 ｾＩｗｩｩＳｲ 阿 Ｑ Ｐ 書 Ｖ 号Ｈ商科ピ ｊ レＩ

名 古 屋 市 中 区 針13丁目 23番 31 号 ( 栄 町 ピ J レ)

制 Ilt.j市渡 辺 通 2 丁 ト110街 区 51 ( 半島ピ J レ)

広 島 市 鉄 砲 町 6 番 7 l-i 

m 市 大 f山 内 町 5 丁 1 3 ι  

上 堺 市 上 港 町 5 8  

本 社

点 京 支 1高

名 古1芸支 J，J:i

桐 l凋 将 来 所

1ζ ぬ 送 業 所

時 工 ぬ

初 z [ J J ; ¥ 

t  

社
左為

ヨミ式株
ミ"'
p_)ζ 建和

- ーーー. . . A

ー - A

・ーーー- A

手惨
良日

民

U

1

ょ

n

i

n

V

1

4

q

u

弓
，Q
u

n

u

o

o

p

o

n

L

n
口

市

i

q

U

F

O

-

4

0

6

必

笹

口

U

)

)

 

、
l

J

ι

V

唱

i

、
i

j

、l

1

A

q

J

1

A

n

d

a

n

T

 

n
H
v

a

a

z

q

4

U

F

h

d

n

，
，
 

q

J

f
‘

;

l

f

、r
l

京

都

口

槻

D  

57 

T E L  

T E L 束

T E L 京

T E L 川

T E L 日

本

大 阪 市 東 淀 川 区}Jri !;，'j 1町 4 3 1

東 京 都 港 区 西 新 橋 2 丁目 19番 1 号

京 都 市 右 京 区 岡 大 路 五 条 上 ル

川 円 市 仁 ぶ 町 1 - 2  4  1  

ｾ Ｇ Ｚｪ 槻市芝生町 Ｕ の Ｒ

森
代表取締役

本 1 ' 1:

東 京 ム : 1市

京 都 営 業 所

束 京 工 場

内 槻 工 作 所

東 漆 興 業 株 式 含 私 大 阪 支 J吉

⑪ 
小 松 英 一

( 212)  3  2  6  1  

(313)  0  4  5  1  

京

阪

東

大

話

話

一泡

屯

t手務取締役

大 阪 文1，Ii ｌ ｾ＠

東 京 都 下代 田 区 丸 の 内3の4 白石ビル

大 阪 市北 区 梅 田 町 2 7  

手ノ; ，'.- 馬 .  flJI 

中西小一取 締 役 社 長

本 社

大 阪 支 府

J;! i  

サンケイビル

。晃1L7 ・.f LJピ

社

芝〉

エヨミ式株設建東日
鞠

夫俊

宝

長 久 保

榎

長ネ土

ｾｴＡＺ，活大代表Ｎｊｬ ｕ 正 Ｈ ＰＳ Ｉ ＲＶＵ Ｍ ＴＲＸ Ｑ

Ｇｾｬ￯Ｚ話代表大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ ＳＵＱ Ｍ ＰＶＲＳ

取 締 役

大阪支庖長

Ｎｊｬ ｮｾｭｬ 千代凹 ｬ 豆、 ｲＺ i' 刊IT1 - 2  - 12 

大 阪 市北 区 末I.L: III fI 2  ( 新末広ピル)

本 社

大阪主席

社

之〉

エョ;式株設建本日

③ 
政

(261)  7  5  9  1  - 6  

f; ・+L

重

T E L  

田

5  

生

大 阪 市 東 区 安 上 町 4

東 京 . :?" ，1，- h{ '  n' ，¥ 

j長社

社

1百

ｾ＠

J〈

.. 
|可帆 . Vq Ａ ［，ｾ＠ .  (111 l司 ・広

社

ｾ険
Z ま式株組

.•••••••• 
-------

E

-

E

E

-

-

谷長

⑪ 
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 11f T 四 了 日 一 三 O

話 (771) (代 ぷ ) 4  1  4  8 ・ 4 1 4 9 ・ 4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽

話 (791) 2  7  4  4 番

ー
ー『

l

'
'

'

/ .ぃー、

' 口長取 締 役 社 長

大

電

大

電

社イ=

2  17) 3  
。

町条四工 作 場
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ｾ＠

‘  
z  

株式会社
金 岡。 組

代表取締役
金 岡1 手リ

民住久主

大 阪-di天 王 子 区 椎 寺 町 6 6 番 地 ＧｾＡｬＺ話 ( 779) 代表7731 - 5 ・5930

不

ーーーーｾ‘

建 設 株 式

芝〉

社ーーーーー『【..... ‘  

エヨよ

取締役社長 山 口
ヨ王

良日にコ

本 社 大 阪 市 阿 区 阿 波 座 上 通4丁目 8 '，[ ; : 活大阪 ( 06) 541- 5534代 表 ・9301代 表

立 l市 東 京 都 新 伯 区 淀 楠 441- 4 '，[ ; : 訴点京 ( 03) 377- 5  1  7  1 代 表

1'， ，J  i  t- t { 市小| 反政f I l ll 汀 4 1  Ｂ正話名 ｴｾ 民 Ｈ ＰＵＲ Ｉ 321 - 8  4  8  1 代 表

ｈｾ＠ ｉ［ｬ ｾ 所 京 都 (075) 211- 5636代・姫路 ( 0792) 36- 5111代 表 ・大 坦 (0584)78- 2876

。

号

矢 島 建 設 株 式
芝〉

エヨミ 社

取締 f支社長 矢島 J告

本 社 東 京 町111 [ 1 央区銀座七丁目五番 地 電 話 東 京 (572) 代1436

大阪支 J/i 大 阪 市 南 区 北 . 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (27l ) 代5837

2締 ? 社E 仁 平 信 也

知占 ・常 業 所 仙 台 ・名 古 屋 ・似| 司 ・蒲 郡 ・和 歌 山

。 株式含社米田工務応

、 代表取締役

米

米

治 郎 兵 衛

田 良 男

取締役会長

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ 町 7 T  E  L  (77l ) 代ぷ 7 7 7 1  

"  

賀 耳三

1 9 6 9  

建 材 ・ 設 備 業 者 有 志

• 

因遺
ウレタ ン ・エポキシの作成ゴム冷股防水J ' i 'J

令 ラ ｉｾ シール ゃ

ア ス ニ ュ ー 式 防 水 工 事

ア ス ニ ュ ー シ ン 吹 付 工 事

7 ) レ ケ イ ア ス フ ア ル ト 床 工 事

コ ン ク リ ー ト は 勿 論

鉄・木 ・ガラ スlこ; 需れていても接着する

ゴム状の蝉力性ある

マ ル ケ イ ア ス フ ア ル ト プ ロ γ ク 工 事

責 任 施 工

アスニ. : 1- - 工業抹式奮m
本社・工場 大阪市東淀川区西中島町 1 - 1  2  5  電 話 (301) 9081- 4  

代理府 全同名主要都市にあり 。
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マミ〉
浅 野 ス レ ー ト 株 式 会 社

取締役支防長

/ .、

' 仁1 幸

本 社 東 京 占15 港 区 芝 浜 松 町 4 の 2 電 話 (434) 1  2  1  1  

支 1，1; 大 阪 市 大 淀 区 中 津 浜 通 り 3 の 1 1 の l 電話 (372) 5  3  5  1  

⑥ 
阻化工柑製造林式会社

4  

取締役社長 尾 崎
甫

寸

f

寸

}

本 社 工 場 尼 崎 市 下 阪 百I1 久 々 知I tiiJ 2  3  5  ｾｇＺｾ，Ｑｩ大阪 ＰＶ (491) 6 7 8 1  代

東 京 営 換 所 東京都中央灰 u 本柄本町 3の 8 ( 本三 ビル ) 泣訴東京03 (662)  2  5  8  8  - 9  

福 山 出 張 所 稲山 rli 松浜町 1の l の 4 (悩 IIJ 不動産ビル ) iU:訴%U110849 (23)  1  4  9  1  

名古屋出張所 名 r'i 保山中医丸/ 内 3 の18の 12( 大興ビ J レ) '，lL，;，q' ，， 'j l;{ 052  (961)  5  9  4  0  

鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 二三 R "1 田T 1  8  5  9 の 1 "ι 治鈴鹿05938(  8)  1  1  6  5  - 6  

小
川

Y

ｎｅｇ ｾＨｽ 似石 ｪ Ｇ ￭ r全回総代. f l i! I，li

株式会社伊勢谷特殊硝子製作所

代表取締役 伊 勢 谷 圭 作

本 社 大 阪 "i j J I j 区靭本町 4 T Il 8 3 " 心 話 大 阪 ( 541  )  9  1  61代

主 席 名 ，J.- rtt "1北区駒止町 1 丁 rl 6 4 ';1'-: 話 名 前 民 ( 981) 5  6  5  0  

井 上 窯 業 株 式

A

Q

玄
社

代 d<. 取締役 井 上 秋 次

， 

大阪 Ｂ￮ 天王、子区快 Ｍ ｉｾ Rr]" 4  Ｐ 帯地ＧｾｉＡＺｾ円 Ｗ ＷＱ Ｍ 2  8  2  5  ( 代)

ヤ

e  
株 式

A
Q

E

 

社 梅 彦

代 K 取締役 松 氷 彦 太 郎

本 十1: 大 阪 "i ｾｴ 灰 ｽｩｪＧ 場 ＱＱＱ｝Ｂ 2v 目地，1 l 11目06 ( 371)  3  7  3  1代

茨 木 七 場 茨 木 "j '(: ｩ ， Ｇ￭Ｇ 水 ＲＴＶ 帯地Ｇ ， ｬＡＺｾ， ｲｩ Ｐ ＷＲＶ ( 43) 6  1  4  9代

:μ}-; { 川 f'. 場組} - ; { 川 "i M 北 - 需 J也 1正問 0720 ( 21)  4  3  3  8代 • 

ｾ＠
ダイセル株式会社t H- t 1 l 行系住村総発光正

大 阪 光 和 建 材 株 式 会 社

代 }<1似締役 石 J  11 良 夫

大 阪 "i 1均 成 以 1;， 11¥ X' iI 11fT  j且 4 の 1 5  .必訊 ( 659) 5 1 0 1 - 3
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- 室 内 装飾施 工 ・資キ拶J l

カーペット ・カ ー テ ン ・レール ・床 材 ・壁 貼 材 ・

ブ ラ イ ン ド ・室 内 装飾 用 品 全 般

訳
、丘ュ

工旦

T E L 資 材 釘l 部 (06) 443- 4725附

T E L 工 事 営 業 部 (06) 441 - 0931附

T  E  L  ( 03)  813- 6  7  8 4 - 6  

装

賂

550 大 阪 市 西 区 京 町 期 2 の 6 4  

550 大 阪 市 西 区 . 京 町 堀 2 の 4 0  

113 東 京 都 文 京 区 本 郷 3 の 5 の 5

A

官

官

智

飾阪文
経議

本 社

.5J IJ 館

東 京 営 業 所

陶 磁 タ イ ル ・ オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

( 陶磁・ガラスを主材とする壁画機成・立体構成)

A' h.  

ｾ＠種5}f， ｾ＠タ8  開⑦ 

9  1  3  1  ( 代表)
( 443 )  電話大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 1 ノ 1 9  ( オ カ ダ ビ ル )

各 種 冷 暖 房 ・ 空 調 機 器 専 門 製 作

。 社

モヒ

1. 0  

l包，lii (761)  6921番( 代)

電 話 (273) 8821番( 代)

屯 治 (211) 5048昏( 代)

7I! ，活 (77) 0628 A= ( 代)

屯J孟 (23) 0621  倭( 代)

〈
云式

'1党

大 阪 市 東 区 上 町 1 3 番 地

東 京 都 中央 区 八 量消i 4 丁目 5 番地( 新光ピル )

名 古 屋 市 中 区 錦 1 丁目 4 番27 号( 高野ピ Jレ)

悩 |凋 市 大 名 1 r 目 12 番 52 号 ( 内縁ピ Jレ)

大 阪 府 八 尾 市 北 久 宝 寺 2 丁 目 2 番 7 号

株

キナ

機

木

エ

代点取締役

村

本 社

東 京 営 業 所

名古屋営業所

福 岡 営 業 所

工 場

木

ニウム工業株式会社

K J A認定工場J I S 表示許可工場

三協アルミ

の

。

政 太 郎

本 社 ・工 場 高 岡 市 早 川 7 0 番 地 電 話 代 表 ( 22) 5030 

第 二 工 場 高 岡 市 佐 加 野 2 の 2 電 話 代 表 ( 22) 6750 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町堀 通 1 の 125 東 洋 ビ ル 電 話 代 表 ( 443) 9601 

東 京 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・新 潟 ・名 古 屋 ・神 戸 ・高 松 ・広 島 ・福 岡

竹 平取 締 役 社 長

シェル石油大阪発売所

アスフアルト製品販売部

栗 山 和 三

株式会社

大 阪 ( 363) 0441大 代 表

大 阪 (303) 7  1  3  1 代 表

電 話

電 話

長

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2 5  

大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 2 - 76

東 京 ・ 福 岡

昔日

本 社

分 室

事 務 所

所清 水 工 業⑫ 

• 

明

大 阪 (372)2851附 - 7

東 京 (646) 6511 - 4 番

大 泉 ( 6 )  3394- 5 番

出 雲 ( 21) 1  2  8  5 番

鳥 取 (23) 1  1  8  9 番

宇都宮 ( 61) 0  9  3  0 番

株式会社

代表取締役 ・清 水 愛

大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 1 4 番 地 電話

東 京 都 江 東 区 北 砂 町 6 丁目 1 番 2 3 号 電 話

群馬県邑楽郡大泉町大字吉設 2066 番地 慢話

島宇良県出 雲 市 今 市 本 町 3 番 1 号 電 話

鳥 取 市 立 川 町 5 丁 目 3 呑 1 号 電 話

栃 木 県 宇 都 宮 市 平 出 4 7 3 1 1lL訴

本 社

東 京 出 張 所

群 馬 出 狼 所

山 ｅ 会出 ｩ￬ｾ ｆ， 斤

鳥 取 出 張 所

宇都宮出張所
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⑧ 揺 5季 綴 幼 工 業 株 式 奮 紅

牧 野 義 栄

本 社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 中 2 - 1  

東 京 支 底 東 京 都 渋 谷 区 神 宮 前 3 - 3  8  

高松営業所 高松市末広町 7 - 21香川鋼材ピル F 4

(06)  (451)  0075ー 7

( 03)  (402)  4 6 8  2  

(0878)( 21 )  8 3 2 3  

4 冬、

、♀ジ7

大阪ガス風呂 ショップ

.，-，- n 回 目

代 表 者 田 中

刀

ロ

h

円

ロ

ハ
雄

大阪市塊速区元町 1 丁目 7 4  7  ( 但し国鉄湊町駅南ヘ 5 0 メーター西側)

電 話 (641) 5313 ・6221 ・8128

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電話 (992) 3  8  2  2  

強遺ト
内外アスベスト株式会社大阪支庖

取締役支庖長 松 尾 久 雄

大 阪 市 都 島 区 都 島 北 通 1 丁目 14番 地 屯 話 大 阪 (922) 1371  ( 代表)

本 社 ・ 東 京 都 千 代 田 区 宕 本 町 2 - 4 の11 電 話 東 京 (862) 3251  ( 代表)

支 庖 ・札 幌 ・ 名 古 屋 ・広 島 出張所 ・福 岡 ・ 仙 台

鉄筋ラス ・親子ラス・ダイヤラス ・ラスシート ・リプラス

中 川 ラ ス 製 作 所

代 表 者 中
l

 

l

 

'

E

P

，
F

 

安蔵

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 3 1  但し十合百貨庖北 ノ辻東ヘ入ル南側

44年 2 月上旬より (252) 8  8  6  1  - 3  

。

日 新 エ 材 株 式 会 社

井 場 績

• 

⑥ 

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー

ホイスト ・リフト ・クレーン ・エスカレータ

設 計 ・ 製 作 ・ 据 対 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K. K.  

本 社大阪市大淀区天神僑筋六丁円 天六阪急ビル電話大阪 (351) 4927聞

東京営業所東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル電話東京 (822) 0995附

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 丁目 6 番 地 電 話 大 阪 (328) 0363附
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ドル建材株式会社日本ス ピン

e  清

'i1i: 昔汚 0726 ( 24)  1  7  4  1  

東 京 03 ( 279)  4  0  

広 山 0822 (32)  

田

0 番 地

2  

6  

円リ

茨 木 市 太 田 新 田

大 阪 06  (203) 4  

1. 布屋 052 ( 582)  

長ネ上

本 社

常 業 所 6  5  1  3  

2 6 9  7  9 0 3  1  

社

。
z  式服建京目2  

‘  

， 

.. 

雄

東京都千代田区大手町 2 - 8  ( 日本ピル) 電話東京270- 6511 ( 大代表)

大阪市北区梅田町 4 7 番地( 新阪神ピル) 電話大阪341- 4331(代 表)

辰
i

 

l

 

-

-

J

 

石取締役社長

本社・東京支広

大 阪 支 腐

品 込

7 - 社

てF ーー ノレ

話 明 石 代 表 ( 913)3456

話 (203) 0603 ・0906

話 (634) 1756- 8  

ふ
一

A

一ー ノレ

ク ス

株 式

鞠 二

- す オ

マ ミ ッ

業

取締役社長 村 田

内 外 装 材 内 獲 材

特 宮 午 エ マ ノ レ リ シ ン エ

特 許 R C  ' ) シ ン エ

エ マ レ ッ ク ス リ シ ン 防水声明i

エ マ ル ス キ ン 特 許 ト

明 石 市 中 谷 町 8 8 8 番 地

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 丁 目 53 淡路ピノレ

東 京 都 墨 田 区 両 国4丁 目 37- 13坂井ピノレ

エ化研

本 社

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

明

ｾｾ＠

刊 建 設 産 業 新 聞 社日

株 式

会 社<@y 

男

屯 話03(961) 1691(代)

屯 話 ( 231) 8171(代)

屯 話078(29)0541- 2  

屯 話075(463) 0 6  8  3  

育包

東 京 都 板 附 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8  

大 阪 市 東 区 淡 路 町 1 丁目 14( 八千代ビル)

神 戸 市 苅 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 - 1  

京都 ｬ ぢ右京区 ｉｬｲｾ 滝本町 Ｑ 1  - 4  

j量山代表取締役

本 社

大 阪 本 社

神 戸支局

京都支局

ネ土聞新

壬ル

瓦又建刊日

株会

式 社

孟正三

差包

王室ム
中 雄山

- 取締役社長

電 話202- 6861(代 表)( 東洋ヒ' ル)大 阪 市 東 区 高 麗 情 1 丁目 3大 阪 本 社
• 

日刊建設通信関西支局

株 式

会 社

9彰
中田代表取締役会長

美辰田成取 締 役 支 局 長

4  4  5  1代 表( 444)  屯話8  6  

社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1  

堀町

{

口

小区西市阪大

8  5  8  1代 表
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ゐ
、w'

閣

+  

3 つ

賀 正

1 9 6 9  

宇 都 セ メ Y ト

宇 部 興 産 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 3 - 51  ( 桜橋東洋ピル) 電話 (361) 1361  ( 大代)

本 社 宇 部 市 西 本 町 1 - 1 2 - 3 2

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 霞 ヶ 関 3 一 7 - 2  

そ の 他 支 庖 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

話 業 所 高松 ・新潟 ・岡山 ・静岡 ・小倉 ・千葉 ・姫路 ・横浜 ・山陰・札幌 ・大分

大 阪 セ メ J  ト

大阪セメント株式会社

本 社 大 阪 市北 区堂島浜通 1 丁目 5 7 番地 電 話 (361) 1231  (大 代 )

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・東 京

工 場 伊 i次 ・高 知 ・ 大 阪 ・ 横 浜 ・芝 浦 ・市 川 ・堺・下 i=l!

ィゑ zえ セ メ

住友セメント株式会社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁目 2 2 番地

ン

新住友ピル第 2 号館 2 階 電 話 北 浜 (203) 2321  ( 大代表)

本 社東京都台東区東上野5 丁目 2 番2号 電 話 東 京 ( 843) 1111 ( 大代表)

営業所/ 名 古 屋 出 必 所 / 仙 台 ・富 山 ・小 倉 ・広 島 ・高 絞

アザノセメシト

日本セメント株式会社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 l 番地 大阪神ピル 7 階 電 話 大 阪 (361) 3351- 8

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁 目 4 番 地

支 庖 北海道 ( 札幌) ・ 東 京 .・ 名古屋 ・ 大 阪 ・ 九州 ( 北 九州)

営 業 所 仙 台 ・ 新 潟 ・ 富 山 ・ 広 島 ・ 高 松 福 岡

a  

ｾ＠

• 



朝

電 気 設備 の 頁

社

A

Q

一

A

電陽
社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

;受

ヰ土

営 損 所

本

2

l

い

り

い

μ

附

M

U

l以 rli .It I>{ ｾ＠ 1).': 凹f /  r  11 2  

JI R 大 阪 (:162) 8  7  () 

) j( Ii ll i谷 区 赤 坂 1 r  11 : ; 併 7

.!，fi  (481)  8  6  2  1 代

山1 - 11 ・ K ｲ�ｾ＠ ， tl ，i  

川 ・愉 i!' f; .  ､ｾ 松脱出＿・，，，Ｇ

大

叶

吐

い

胤

ぽ

ヤ

h

M

叫

トt

Ｊ ｾ ［ ｲ＠ .!ピ付

1.: 

営 業 所

11' ;  

業 所

.!i 

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 111 lt.リ;

大阪 ｲｨ 収ｼズ， ＧＺＺｪ ｬＱｩＱ ｴｲｾ Ir. J  11 ハf住地 'rL: r/i 大阪 202
'
():)25 91件

本 社 取 ) ; ( r.!， T- ｬｾ＠ 111 ｉｾｾ 州 ｎｲ 川 Ｑ J i l  1 得 J也 5 り

主 十I IL' .見 lill f i '  JL ノ l付 れ ， 'i I;!' N" 1判

山1;1< ，iJr 胞 川 1' 1  iul ・ 航 i兵 ， ，'，t  It. j  ， ' /;¥ 111 

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株 式

(¥，: b 取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 ｾｽｊ｛ ｉ＠ ピルディング

T E L 代 炎 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 t fセ 籾 通 り 4 の 8

(¥': ＩＮ詰 ｾ Ｔｭ 1  3  6  1  

);( f，!， di '1' J;': 1バー IJli ノ );( ｾ，＠ ，'， ｻｾｬｉｉ ｦ＠ 1  :1 

T E L  (¥': 長 811 9  2  9  6  

社

A

Q

一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式

西 村 ! と

と

一

川

iffi'> 

唱，藤工

P  

反社 1<

市

大阪市北区里子崎町六九 Ｇｉｾ ｏＺ ，1占・大阪 (313) 代 b3456

東京支庖 東 京 邸 中 央 区 西 八 「 堀 二 丁 目 卜二

';[L 話 ( 553)  0  0  1  1 代 ぷ

名 市fせ・や110 '  ，判 111 '  fi' ｾｊ ￭Ｎ＠ ' 広};，' j ' 北九州

取 締 役 社 長

蛍 業 所

社

設 計 - 施 工

A

Q

一

A
式

司'

ネ来

と

切

れ

電 気 工 事

号 骨

司，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大| 以 di I1主!. l t ，>( ｾＨＭ ，1: ! . l t 之町 rl l  ' ! L 
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四 国

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 楓 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 J苫 名 古 屋 ・ 福 岡

Ｓ 毛ｾｾ震 ｈ 副 ｓ
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ＢＢＧ ｾ Ｂｉ ＺｾＺｕｾＺｉ

ー・ｾＮＮＮーＮＮＮＮ，......、 東洋キャ リア工業( 株) 製品 l低売1; 1; . 将約[ ，ド 1;11

l∞l 日本冷熱工産株式会社

てヨ〆 本社及大阪営新 香取 富市 号明 1f 11匂川

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 反 西 九 条 校 田 町 2 0 番 地 の I

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天満 僑北 詰)

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 丙 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

Ht 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電話③ 3 6  1  0  

鳥取市品治町山 IfJ l . 農協会館内 電話 ( 22) 4477 

<<+'IIm:. 

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ - サ ッ シ - ドア・シャ ッ タ ー

，i生 ， 汁 ・ 製 作 ・施 工

銅 機 株 式 会 社

大阪市東区高麗縞 5 - 4  5  (興 銀 ピ Jレ別館)

7巨 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 郎 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

11 1 : 東 京 代 ( 901). 3  1  9  1 稔

Ａｕ ｊ［Ｈ 町 ＱＱ［ 住ｼメ ｾＱＱＱ Ｎｪｊ ｕ イＢｩｩ 4  - J  5- 23 (  ｾＧ｜＠ 5  ｉｪＨｾ手 ＱＱ ビルＩ
11 i 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

尾 . 仙 台

会 社

社

大 阪 営 難 所

⑨ 

本

ー 四日市営集所

津 営 損 所

鳥 取 営 難 所

エ レ ベ ー タ ・リ フ ト ・カ ー リ フ ト

製 作
L

I

l

 

--=

ロ

5生
給 ・排水 ・衛 生 ・消火・暖冷房 設備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

長 尾 正 大

本 社 大 阪市大淀 区天神橋筋六 (天六阪急ビル ) ( 351)  4927代

4540 

大 阪 営 業 所 ( 35 1) 4927代 サ ー ビス事業所 ( 328)  0364("t 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 ヱ 渇 ( 328) 0363("t 

電話大阪 ( 458) 3531 番

目11 ・ 福 岡

大阪 ､ｩ 大淀区ｉｪ ｬ､ｴｬｾｪｪ 必 Ｔ Ji 111 

出 張 所 = 京

‘  

商 底

カ ー テ ン ・室 内 装 飾 ・ リ ノ リ ュ ー ム

ビ ニ ー ル タ イ ル ・ 壁 張 り

幸

J 会、

居利
置

平山互業株式会社@  

衛 生 ・空気調和設備 .

合名会社

大阪 ､ｪｬｾｪ 区 Ａｈ 組 ｦｲ Ａｴ筋二ノ ｾ ｏ Ｈｒ 本 ｍｾ パスｦＧ［ｾ li ;J) 

氾 品 大 阪 ( 211 ) 0  5  7  1  - 4  

m: 1115 大 阪 (211 ) 0  5  7  5  .  6  9  2  3  

li( r.l 1  ，I i 中京区河原田T 必 川 下 ル 指 物 田I

ｉ 正ｾＮｾ ..;( r.l 1  (231 ) 3 2  7  7 ・ 8 7  7  9  

所

は 直 売 部)

京都出張所

書提営

設1ft ・地 工
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庄の説t奉 仕 感
ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手t-9-. ミ〉ホーjレ

⑩ 

合

目

立

日

商

抗

山

幸

晴
=
一

一
品

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

s s s  
『

タイル新発売

Board &Slate 、‘
( カタログ進呈)

⑪ ま 草 川 岸 窯 業 高 庖

Standard 

フ タ パ 需 板

'" 

• 

各 種 l汗守I¥

ガラス製品卸問屋 ι J #)

J原八橋 セトモノ百貨l苫を ご利用下さい し ノ

顎吉田芳雄商庄

ポ
I!) 

セトモノのデン〈ート

耐 酸

陶器、

. 内念I t f l内 ゴ ー レ ック ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂 壁 エ パ ーサ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 エ バ テ ック ス 吹 付

庄 |

医 盈 事 完 面 画 ・

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 旬結( 702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 ・今 治 ・福 岡

設計施工

F UT ABAY A D ECORAT ORS.  LT D.  

建 築 物 、 船 舶 等 造 作 工 事

家共、建具、寄木、室内装飾工，Ｉｾ

内外装飾織物 ・窓掛、敷物、壁紙類一式

二葉屋装備工業 株式会社

活商石理大市G-矢
株 式

会 社

ー

⑨ 
大 阪 支 庖

大 阪 di W医 前 回 析 二TI I 九 野 村 ピ ルJ i. I; 朽

1ι ，; 円ブ〈阪 ( 2 0 2 ) <1 9 0 5  

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

ｾｬｌ話 ・ 大阪 ＨＳＷＱＩ 3321- 3・3630
( 創業大正 7 年)

• 

瓦

ル
イ

仔

出

タ
ム'勾，

U

大

大

瓦

ル
J

s

 

タ術美変室
内用装外内

社 寺 数 苦 手 屋 用

京li'6，li 庇UJ I X . 今熊野k 仏池m町 9 町 9

大 阪 市 北 区 空 心 町r 1 丁 目 2 8  

名 古 屋 市 守 山 区 大 字 小 幡 山 脇ε7

JI!:京m渋 谷 区 上 原 J T 口29円 4

京 仰 げf 水 ・ 山 城 ー 瀬 戸

本 社

大 阪 営 鎌 所

名 古屋 営 難 所

東 京 営 鍵 所

ヱ 喝

士 F YK 渇 入 制 落 防 止

壁土 耐 震 耐 臥

i フ 安 定経 量

町 下::t.

i 抹

E芸

蚕 本土

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  T E L  (361  )9055( 代 点 )

本 町 公 業 所 大 阪 市 京 区 本 町4-27御 堂 ピ J レ T E L (252)  3 9 0 6  

4出納t'p; 業 所 大 阪 市 点 区 備 制 2 - 3  6  

ナニワ媛匂 12ii
3 寸緩旬最適軽量7J ，止付( 空葺) 瓦
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建 材 の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

._， 

鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ。⑮ シ ヤ タ ア ・7凡 用 シ ヤ タ ア

そ の 他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

区理冨E 置置冨璽覇軍国富盟国

近代建築の要求する

盟関

ス チ ー ル

フア J レミ

サ ッ シ ・ ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

盟覇富 /  シ ャ ッ タ 一

様 三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

盤 組 閣 盟 ， 

車11 ｾＺ［当日 Ｕｅ 烹草草

※ 特 許 11¥1異 式 命1kレぷ: ほ♀

言宣 言十

製 作

施 工

/1¥俣シャーγ ' - 1 - 工業練式会社大阪支庖

大 阪 支I吉 大 阪 市 北 区 若 松 町 30 常 務 大 阪 (364) 9004 ・9016 ・4825

本 社 工 場 東 京 都北 区 田 端 IIl J 1l 38 ｾＱＱ 結束京 ＨＸ Ｙ ＳＩ 5  2  1  1  - 5  

豊 かな経験と

最新の技術・. .

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町30 新野村ビル T E  L  ( 762)  5861 代

支 庖 東 京 ( 771) 1171 ・名古屋 (331) 6171 . 大 阪 (352) 4571 

営 業 所 償 浜 ・滋賀 ・京 初 ・神 戸 ・福岡 ・他 全 国 主 要 都 市
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建 材 の頁

E J I，- 7S=--!l? ，̂n * I ヨ
ブ ル ー 7 テ ッ ク ス 防 水 コ ンJ]: は コ ム 質 エ 7 ' 1レ ジ ョ ン に ポ

J レ ト ラ ン ド セ メ ン ト を 悦 入 し 糊 状 と な し こ れ に 強制

な 合 成 繊 維 の 網 状 J レー 7 イ ン グ を 数 ll ' l張 り合 わ せ

防 水 l習 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す .

下 地 モ ル タ ル

プルーフテックス 4 回

ブルーフテックス 3回

ビニロ ンクロース

カレーフテックス 2回

プルーフテックス l 固

耐酸工事・防水工事専門庖耐酸化学工業株式会社

《特 長 》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3  ) 火 気 を 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

5  )物 理 的 強 度 優 秀

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 36ト 0178代

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲス! ごも/ 熱 } : : ι

函すを・薬品 l二 も

大丈夫で・オ

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

オ ＱＩ 工ミ Ｎｊ ｾｊｾ ｪＮ Ｙｊ ル
. 永 久建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スーJ¥: ・Jt 'J1ν ' 1" 克明ル ( SPM)

"弓ースーJt- Jtリ王ν' J ' .A9J. ( CSPM)  

136 

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈
. 新 時 代 に マ ァ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I IJ ｉ ＡｊＭＹ帰京 Ｙｊｾ 製造株式会粧
本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話 大阪 (481) 8085- 9

大 臣 宣 底 尼崎市北軒町 4 - 41(古川 ピル) 電話 大阪(481) 8085- 9

車京支庖量工場 埼玉県車市東町 2- 2 0 - 4 電 話 車 (32) 3 11 5- 7  

宝庫 ・出彊所 郡山 八幡・名古屋・川崎田岩国・宇都・延岡・教賀 三原・櫨島・徳山

ｾ，ＮｩＺ， ￸ Ｂ，Ｎ，＠

送 風 機
営 業 品 目

. L A F 形 リ ミッ トロ ー ド送 風 機

. V A F 形 Il f 変 式 '1iu1流 送 風 機

・S A F 形 ス トリ ー ム ラ イ ン 送風 機

・C A F 形 遠 心 式 的 音 軸 流 送 風 機

( 特 許 )

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

本 社 工 場 / 大 阪 南 城 東 区 里 子 江 東 之 町 二 丁 目 一番 地

言孟 大 阪 (93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所/ 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814 ) 6  6  5  1  - 3  

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設計施工

41T / 開鰐詩格懇

晶

ｾ Ｎ＠

担h

ー



建 材 の 頁

腐らない

829号

そして 燃えない

法定不燃材

新し い型の

ひふくてっばん
カラーオーシマメタルケミ

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782) 4171代

品

‘  

‘  

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

q ィs，z，

コート

ーふ

'‘  

全国有名建材l吉又は当社へ

@  

き 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号予 大 阪 市住 吉 区粉浜 4 T13 2 6 tIH也 T E L

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

+

9

・

品

C

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ど

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

鎌

脚

紡

帆

・

・

王

座

・

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而す

喧

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市西 区西長指 南 通1丁目 5番 地 T E L 大 阪 (538)2951- 5・(541) 5757- 9  

営 業 所 東 京 ・ 高槻 ・ 明石 ・姫路・四 国 ・中 国

イ寸i星音水
*-
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建 材 の 頁

138 

(設 立 者)

(理 事 長)

( 業務内容)

1. 積立分譲住宅、 一般分譲住宅の

建設及び分譲

2. 賃貸住宅の建設及び管理

3. 産業労働者住宅の建設

4 . 住宅団地の開発

5. 宅地の造成及び分譲

6. 社宅用地の分譲

設立団体は「大阪府」であります。

高田敏一「大阪府副知事」であります。

立大 阪 府 住 宅 供 給 公 社

大阪市東区今橋2- 22( 藤浪ビ/ レ )T E  L  .203- 5451(代)

sss混合プラスター( 上塗用・白色)

sss プラスターc ( セメントモルタル下地用)

sss プラスターp ( ペイント下地用・金鍾仕上)

sss プラスター SP ( 発泡軽量コンクリート下地用)

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石 膏

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

本 社 姫路市有11屋町T4 丁目 77

東京営難所 収京都新宿 C耳東大久保町 l の331

中部営喋所 瀬戸山市場町113

大阪営換所 大阪市北灰堂尚北町20 雌 IIJ ピル北自白

姫路営業所 航路市有11鹿 町 4 T r l n

福 岡営難所 1; ，¥1岡市ヒ倒282の 3

T  E  L  0792 ( 22 )  3837 - 9  

T  E  L  03 (351 )  0962 

T  E  L 0561 (82 )  9185 

T E  L ω (344 )  6526 

T  E  L 0792 (22 )  3837- 9  

T  E  L 092 (87 )  6419 

同ｾＧｩ

Ｍ ｾ＠

E  

パe

... 

• 
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建 材 の頁

〈大阪市の再開発〉

〈勤労者に住宅 を〉

積立分譲住宅

の建設 ・分譲

.一般分譲住宅

2. 産業労働者住宅の建設

3. 賃貸住宅の建設・管理

( 分設住宅産業労働者住宅に川

住宅金融公庫長期低利融資付 j

大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

理 事 長

専 務

松

/  

旧 達 美

木 健

大阪市東区本町 4 丁目 4 番地( 本町野村ビル 911皆) T E L 代表 (262)- 0231

ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

主- n zsl i j ョヨ
ポ リ プ ロ 70 % ナ イ ロ ン 30 %  

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加え、

ニ- F ル の 欠 点 を 全 く 解 決 し た 驚 異 的 な … … … … … ハ ミ チ ョ ス

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特許)

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸 縮 が な く 、 耐 摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐 久 力 は 抜 群・・・ ・・・・・・・・・

土 足 の と こ ろ に 絶 対 強 く 、 フ レ ヤ ー の 起 ら な い … … … … … …1 - B 2 A :，デョス

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

電 植 、 ナ イ ロ ン 1 0 0 % .......⑮・ .I1I1II‘ o  • 
. . . . .  Ｂ，，［，Ｍｲ軍・・Ｇ、ｾ .・E・-

= 手U 量 -o-D i _ι 晶、ー，，-
デ ラ ッ ク ス ・・・・・ ・ ス ベ リ 止 め 加 工 、 霊 丑 ! 惑 の あ る 豪 華 さ 。

ス タ ン ダ ー ド ・・・ ー・ ・裂 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事 向 の 価 格 。

合 大 誠 化 工 株 式 会 社 3 2 5 5 5 2 2 Zウ222Z122(;己主辺諸
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石田朝

大阪支応/ 大阪市北区神山町 4 3  1包括 (312)8521(代表 )

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 電話 ( 573)5111(大代 )

岱 業 所/ 東 京 ・ 横 浜 静 岡 名古屋・富山 ・大津 姫 路

岡山 ・広島 門司・福岡・長崎・延岡・高松

新 居 浜 札 眺

工 場/ 横 浜 ・ 山 梨 ・ 大 阪 ・水 島 玉 島 ・門 司

工場・倉庫・住宅に

法 定 不 燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝日耐火. . ，ネル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 綿

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

気品と風格のあふれる床材

日本の感覚

ｾＧＧＧｍＧＧｾｾＧｾ＠
風 格 あ る ビ ル づ く り に

い ま ま で に ない川気 品 の あ る 床 材 " 。 み な さ ま に は 初 お 目 見 え の

色と 模 織 です 。 い つ ま で も ア キ の こ な い の が 特 長 で す 。 風 俗 あ

る ビ ル づ く り に ぜ ひ 欠 か せ ま せ ん 。

優 れ た 品 質 と 性 能 で

ますま す 高 級 化 す る 最 近 の イ ン テ リ ア ・テザイン力、求めていた

床 材 。 プ ラスチ y ク床材 で い ち ば ん 経 験 の 深 い 田 島 応 用 化 工 が 、

優 れ た 技 術 と 経 験 で つ い に 登場 さ せ ま し た 。

- 色と慢婦 は12縫級 lf :l雇 な見本帖 を用 車 して おりますハガキ にて お申 し込み くださに 」

Ｚｾず事実伊 ＮＮｦ ￞ ιｐ の
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